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岡田光平君（高Ⅲ）高橋克明君（高Ⅰ）

撮影／校舎屋上　2013年３月６日８時頃

松田晴日さん（中２）

霊
峰
富
士
を
仰
ぎ
見
て

明
治
魂
は
恒
久
な
り

在
校
生
が
校
舎
屋
上
か
ら
富
士
山
を
撮
影
し
ま
し
た
。



ＭＥＩＪＩ ＷＡＬＫＥＲ／2013年1月17日１００周年記念式典／2012年11月17日

高校修学旅行

第２回スピーチコンテスト／2013年２月５日

東日本大震災被災地（女川）支援・サッカー交流／　
2013年１月12日～14日

人文字めいじろう／2013年１月8日

創
立
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念
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業



入学式

六大学野球応援

高校修学旅行

中学体育祭

高校球技大会

紫紺際

４月
５月

９月

11月

入学式
六大学野球応援
中学修学旅行
高校修学旅行
中学体育祭
高校球技大会
紫紺祭

学校行事



総明会名誉会長
明治大学名誉教授 向殿政男北海道日本ハムファイターズGM 山田正雄

ギタリストアントニオ･古賀ＢＢＣワールドワイド ジャパン 非常勤取締役輪座克彦

邦楽囃子演奏家望月太三郎俳優 大竹 宏

さまざまな分野で
活躍するＯＢ

特集１ 

明治発、世界へ



総  明  会
昭和59年開催の第20回総会において命名された。

初代校長の鵜澤総明先生のお名前をいただき、かつ、
明中高同期会と同窓生の総体の連帯を意味するものである。
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 日　時：平成２５年１１月１０日（日）
総　会：午後４時から
懇親会：午後５時から（受付開始　午後４時３０分）
場　所：ハイアット リージェンシー東京　B1F
電　話：03-3348-1234　新宿区西新宿2-7-2

第
49
回 

総
明
会 

総
会・懇
親
会
の
ご
案
内

拝
啓　

初
秋
の
候
、総
明
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、早
い
も
の
で
、本
年
の
総
会
・
懇
親
会
を
ご
案
内
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

母
校
は
昨
年
の
創
立
１
０
０
周
年
を
経
て
、新
た
な
時
代
への
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
６１
年
卒「
新
世
輝（
し
ん
せ
い
き
）」が
幹
事
学
年
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
は
、
1
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
を
今
に
伝
え
、そ
の
思
い
を
も
っ
て
世
界
に
羽
ば
た
く
精
神
を

「
頂
き
を
目
指
す　

繋
が
る
伝
統
を
世
界
へ
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
設
定
し
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

年
に一
度
、同
窓
の
仲
間
と
酌
み
交
わ
す
旨
酒
に
今
年
も
酔
い
し
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
ぞ
、同
期
の
方
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、ご
家
族
の
皆
様
も
ご一
緒
に
西
新
宿
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
た
く
、ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

ハイアット リージェンシー東京のご案内
■徒歩でのアクセス
・新宿駅西口より徒歩約9分
・地下鉄大江戸線 都庁駅A7出口
  C4連絡通路経由で徒歩1分
・地下鉄丸の内線 西新宿駅より徒歩約４分

■新宿駅より無料シャトルバス
新宿駅西口 小田急ハルク前35番のりばより20分間隔で往復運
行（毎時10・30・50分発）

［所要時間：約10分程度］ 運行8：00〜22：00
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今年も会費事前納付制度を実施いたします。当日のお支払いにくらべ、
1,000円割引させていただきます。ぜひ、ご利用ください。
事前納付のお振込み先につきましては、下記をご覧ください。

一般会員（昭和47年から平成13年までのご卒業）	 9,000円	10,000円
シニア会員（昭和46年以前のご卒業）	 7,000円	 8,000円
ヤング会員（平成14年から21年までご卒業の社会人）	 5,000円	 6,000円
学生会員（大学生・大学院生）	　　　　　　　　　　　　　　　　　2,000円	　3,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方）	 4,000円	 5,000円

入金確認のため、氏名の前に卒業年を入れてく
ださい。ATMでの振込名義の変更は可能です。

   例：
   昭和年代卒業の方：61メイジ コウタ　
   平成年代卒業の方：ヘイ10メイジ チュウタ

個人名義の同行口座間のATMおよびインター
ネットバンキングを利用した振込は無料です。
ATMご利用の場合、時間外手数料が発生する
ケースもあります。
※なお、一旦納付された会費につきましては、お返し
　できませんのでご了承ください。
　当日欠席された場合は、貴重な浄財といたしまし
　て、総明会活動に利用させていただきます。

　

１０月３１日（木）までに納付をお願い致します。

ゆうちょ銀行　振替口座
記号：００１８０－５
番号：５４９４５１
名義：第４９回総明会総会懇親会
名義カナ：ダイヨンジユウキユウカイ 
　　　　   ソウメイカイ ソウカイコンシンカイ

事前納付 当日払い

三菱東京ＵＦＪ銀行
支店名：荻窪支店（店番１５７）
預金種類：普通預金
口座番号：０１５６２１２
名義：第４９回総明会総会懇親会　清水 稔夫
名義カナ：ダイヨンジユウキユウカイ 
　　　　   ソウメイカイ ソウカイコンシンカイ
　　　　　シミズ トシオ

お得な事前納付をお勧めします。

第49回総明会のテーマ
「頂きを目指す　繋がる伝統を世界へ」に基づ
きまして、世界で認められた伝統音楽と現代音
楽のコラボレーションをお楽しみいただきます。
演奏者  
昭和61年卒業 望月太三郎（杉浦邦雄） 中村隆之

会費案内

会費 事前納付振込先

※まことにお手数ながら、出欠につきましては、同封のはがきにて、または、総明会ホームページよりご連絡をお願いいたします。
なお、出席のお知らせをいただいていない方でも、直前に出席可能になった方等、ご連絡をいただかなくても出席可能ですのでお
気軽にお運びください。　総明会ホームページ：http://meiji.cside7.com/
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総
明
会
会
員
の
皆
様
、
昨
年
は
「
母
校
創
立

１
０
０
周
年
事
業
」
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
母
校
の
学
生
達
も
「
鵜
澤
総
明
基
金
」
を

活
用
し
て
、
今
後
十
年
以
上
、
海
外
語
学
研
修

や
国
内
外
の
活
動
に
活
躍
の
輪
が
広
が
っ
て
行

く
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
母
校
を
愛
す

る
会
員
皆
様
の
温
か
な
ご
厚
意
と
、
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
の
学
生
達
を
観
て
い
ま
す
と
情
報

量
の
多
さ
に
驚
き
ま
す
。
頭
と
心
が
何
時
休
ん

で
い
る
の
か
と
感
じ
ま
す
。
確
実
に
時
代
が
変

化
し
て
様
々
な
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

私
な
り
に
解
釈
し
ま
す
と
、
数
百
年
か
ら
数
千

年
前
の
人
類
が
経
験
し
て
き
た
時
代
考
証
が
参

考
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
人
類
文
明
の
発
展

に
お
い
て
、
一
、
言
語
の
発
明
・
二
、
文
字
の

発
明
・
三
、
紙
に
印
刷
術
の
発
明
が
人
類
の
三

大
発
明
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
印
刷
技
術
の
発
展
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
、
か
つ
て
は
社
会
の
ご
く
一
部
の
階
層
に
し

か
読
ま
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
書
物
が
、
一
五

世
紀
半
ば
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
活
版
印
刷
技
術

発
明
以
降
、
次
第
に
書
物
は
普
及
し
、
誰
で
も

読
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
庶
民
文
化
も
飛
躍
的

に
向
上
し
ま
し
た
。
欧
州
初
の
活
版
印
刷
書
籍

は
聖
書
で
あ
り
ま
し
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は

二
六
文
字
し
か
な
い
た
め
、
漢
字
文
化
圏
に
比

べ
て
活
字
の
数
も
少
な
く
て
済
む
利
点
が
あ
り
、

ル
ネ
サ
ン
ス
の
三
大
発
明
と
言
わ
れ
る
「
火
薬
・

羅
針
盤
・
印
刷
術
」
と
共
に
、
人
々
の
生
活
も

飛
躍
的
に
向
上
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
史
上

初
め
て
木
版
印
刷
及
び
活
字
印
刷
を
行
っ
た
の

は
中
国
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
中
国
・
日
本
の
よ

う
な
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
は
、
活
字
の
数
が

膨
大
な
た
め
、
活
版
印
刷
は
あ
ま
り
定
着
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

現
在
は
ま
さ
に
第
四
の
波
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
革
命
で
す
。
驚
く
情
報
技
術
革
新
で
今
迄
に

無
い
新
た
な
世
界
で
歴
史
を
刻
ん
で
行
く
で
し

ょ
う
。

た
だ
し
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
人
間
同
士
の

絆
は
変
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎

年
総
明
会
幹
事
学
年
と
一
年
間
仕
事
を
通
じ
て

感
じ
る
事
は
礼
儀
作
法
や
社
会
的
集
団
生
活
に

於
け
る
規
律
が
実
に
よ
く
出
来
て
い
ま
す
。
明

治
高
校
出
身
者
の
母
校
愛
や
意
識
の
高
さ
に
人

間
的
な
魅
力
を
感
じ
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

こ
れ
こ
そ
母
校
の
「
質
実
剛
健
」「
独
立
自
治
」

な
る
建
学
の
精
神
そ
の
ま
ま
で
す
。
ま
さ
に
総

明
会
は
今
後
共
こ
う
在
り
た
い
も
の
で
す
。	

第４９回 総明会によせて

明治大学付属
明治高等学校・中学校
同窓会　総明会会長

尾島育四郎



5

わ
が
校
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
質
実
剛
健
」

「
独
立
自
治
」
は
、
確
た
る
資
料
は
な
い
も
の
の

鵜
澤
初
代
校
長
に
よ
っ
て
据
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
た
、
大
学
の
「
権
利
自
由
」

「
独
立
自
治
」
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、大
学
史
に
よ
れ
ば
、

岸
本
辰
雄
の
講
義
、
講
演
で
語
ら
れ
た
彼
の
熱

い
理
想
が
こ
の
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
、
そ
れ
が
大

学
建
学
の
精
神
を
明
示
す
る
も
の
と
し
て
定
着

し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
由
来
を
た

ど
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
岸
本
、
鵜

澤
の
生
き
た
社
会
や
時
代
、
要
す
る
に
歴
史
と

か
け
離
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

で
は
、
そ
の
歴
史
と
は
何
か
。
本
大
学
の
創

立
期
は
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
に
よ
る
近
代
化
の

た
め
の
諸
政
策
が
西
南
の
役
を
乗
り
越
え
て
、

よ
う
や
く
功
を
奏
し
つ
つ
あ
る
時
期
に
当
た
る
。

だ
が
他
方
で
、
藩
閥
政
治
の
矛
盾
が
覆
い
が
た

く
な
っ
て
き
た
時
代
で
も
あ
る
。
か
く
て
、
明

六
社
以
来
の
自
由
・
民
権
の
思
想
が
国
会
開
設

と
い
う
政
治
運
動
に
結
実
し
、
政
府
も
こ
れ
に

抗
し
き
れ
ず
、つ
い
に
1
8
8
1
（
明
治
14
）
年
、

詔
勅
に
よ
っ
て
そ
の
要
求
を
約
束
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。
折
し
も
、本
学
創
立
の
年
で
あ
る
。

岸
本
の
説
く
「
権
利
自
由
」「
独
立
自
治
」
は

こ
う
し
た
時
代
を
背
景
と
す
る
。
こ
の
言
葉
に

こ
め
た
彼
の
意
図
を
一
言
に
約
せ
ば
、
そ
れ
は

当
時
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
と
同
様
、
人
々
の
い

ま
だ
封
建
的
な
心
情
に
特
有
の
、
お
上
（
か
み
）

に
対
す
る
依
存
心
を
克
服
さ
せ
、
も
っ
て
独
立

人
格
の
育
成
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
い
か
。
こ
の

目
的
を
彼
は
、
自
由
主
義
的
フ
ラ
ン
ス
法
教
育

や
健
全
な
法
意
識
の
涵
養
を
通
し
て
達
成
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
岸
本
、
鵜
澤
の
教
え
子
で
あ
る

我
々
は
、
彼
ら
の
建
学
の
言
葉
を
勝
手
な
解
釈

に
ま
か
せ
て
は
な
ら
な
い
。
殊
に
「
独
立
自
治
」

と
は
、
た
だ
放
任
さ
れ
た
人
間
に
よ
っ
て
自
然

に
為
し
と
げ
ら
れ
る
ほ
ど
ヤ
ワ
な
も
の
で
は
な

い
。
厳
し
い
指
導
と
幅
広
い
勉
学
が
そ
の
基
い

に
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。「
一
身
独
立
し
て
一
国

独
立
す
」
と
称
え
た
福
澤
諭
吉
は
、
硝
煙
あ
が

る
江
戸
の
幕
末
期
、
こ
れ
を
物
と
も
せ
ず
塾
生

ら
と
共
に
、
必
死
に
な
っ
て
英
書
を
読
み
続
け

た
と
言
う
で
は
な
い
か
。

今
年
は
、
本
校
の
新
た
な
1
0
0
年
を
目
ざ

す
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
こ
こ
に
改
め
て
両

先
生
ら
が
唱
え
ら
れ
た
建
学
の
言
葉
を
噛
み
締

め
、
心
を
新
た
に
日
々
を
歩
む
よ
す
が
と
し
よ

う
。
さ
れ
ば
、
付
属
の
明
日
は
さ
ら
な
る
輝
き

を
増
す
に
ち
が
い
な
い
。

建学の精神を、
今、新たに思い起したい

―向こう100年の
本校の発展のために―

明治大学付属
明治高等学校・中学校
校長

金子 光男
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総
明
会
の
総
会
・
懇
親
会
の
担
当
を
ホ
ス
ト

学
年
制
に
し
て
か
ら
、
何
年
経
つ
の
だ
ろ
う
か
。

現
顧
問
の
山
崎
敬
生
先
輩
の
発
案
で
始
ま
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
働
き
盛
り
で
忙
し
い
さ
な

か
の
45
才
前
後
で
引
き
受
け
る
訳
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
大
変
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
実
に
良
く
、
毎
年
、
ホ
ス
ト
学
年
が
バ

ト
ン
を
受
け
渡
し
て
、
続
い
て
来
た
も
の
で
あ

る
。
い
つ
か
途
切
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
本

気
で
心
配
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
実

際
に
は
こ
の
伝
統
は
、
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
、

今
年
も
ま
た
昭
和
61
年
度
卒
の
新
世
輝
に
バ
ト

ン
が
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
明
高
魂
の
一
つ
の

あ
か
し
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

普
段
は
余
り
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
卒
業
生

で
も
、
そ
の
時
期
に
な
る
と
母
校
の
た
め
、
音

頭
を
取
る
人
が
必
ず
現
れ
て
、
同
期
を
中
心
に

一
丸
と
な
り
、
一
致
協
力
を
し
て
、
困
難
な
役

割
を
果
た
し
て
、
こ
れ
ま
で
次
々
と
引
き
継
い

で
き
た
。
与
え
ら
れ
た
役
割
を
き
ち
っ
と
果
た

す
、
逃
げ
な
い
、
自
主
的
に
、
工
夫
を
凝
ら
し
、

自
分
達
で
主
体
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
こ
と
自

身
を
面
白
く
し
て
、
皆
で
盛
り
上
が
る
。
更
に
、

こ
れ
を
機
に
同
期
の
絆
を
強
め
、
益
々
明
治
が

好
き
に
な
っ
て
行
く
。
不
思
議
な
仕
組
み
で
あ

る
。
私
の
同
期
も
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
仕
組
み

が
明
高
魂
を
養
い
、
活
動
し
た
卒
業
生
が
ま
た

明
高
魂
を
強
め
て
い
く
。
こ
れ
が
伝
統
と
い
う

も
の
だ
ろ
う
。

是
非
、
こ
の
伝
統
を
引
き
続
い
で
行
っ
て
欲

し
い
も
の
で
あ
る
。
変
わ
る
の
は
時
代
の
常
。

新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
総
明
会
に
な
っ
て
行

っ
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
新
し
い
総
明
会
の
文

化
を
築
い
て
行
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
質
実
剛
健
、
権
利
自
由
と
い
う
建
学
の

精
神
と
上
記
の
明
高
魂
と
い
う
基
本
は
決
し
て

ぶ
れ
て
は
い
け
な
い
。

母
校
が
神
田
猿
楽
町
か
ら
西
調
布
へ
移
り
、

男
女
共
学
と
な
り
、
新
し
い
母
校
の
歴
史
が
始

ま
っ
た
。
新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
、
総
明
会

の
新
し
い
盛
り
上
が
り
を
自
分
た
ち
の
感
性
で

創
り
上
げ
て
行
っ
て
欲
し
い
。 

と
こ
ろ
で
、
今

後
、
最
も
興
味
の
あ
る
こ
と
は
、
上
記
の
建
学

の
精
神
と
明
高
魂
と
い
う
基
本
線
を
保
っ
た
上

で
、
文
化
の
異
な
っ
た
神
田
猿
楽
町
時
代
の
卒

業
生
と
西
調
布
の
卒
業
生
と
が
、
今
後
、
如
何

に
融
合
し
て
、
伝
統
を
連
続
的
に
継
承
を
し
て

行
く
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
我
々
に
は
巧
く
や

っ
て
き
た
経
験
と
歴
史
が
あ
る
。
旧
制
明
治
中

学
の
卒
業
生
と
新
制
明
治
高
校
の
卒
業
生
、
こ

の
大
変
革
期
に
お
け
る
連
携
と
伝
統
の
継
続
で

あ
る
。
実
に
巧
く
融
合
し
、
一
体
化
し
て
こ
こ

ま
で
来
て
い
る
。
是
非
、
こ
の
歴
史
に
学
び
、

ホ
ス
ト
学
年
制
の
バ
ト
ン
の
継
続
と
共
に
、
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
総
明
会
の
構
築
を
こ

れ
か
ら
の
卒
業
生
に
期
待
し
た
い
。

明高魂～
伝統の継承と

時代への対応、そして
新旧の融合～

向殿政男

明治大学付属
明治高等学校・中学校
同窓会
総明会名誉会長
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特
集
１明

治
発
、世
界
へ

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ

総明会名誉会長

向殿政男
北海道日本ハムファイターズゼネラルマネージャー

山田正雄
ギタリスト

アントニオ・古賀

邦楽囃子演奏家

望月太三郎

ＢＢＣワールドワイド ジャパン 非常勤取締役

輪座克彦

俳優
大竹 宏



特
集
１

明
治
発
、世
界
へ

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
総明会名誉会長

向殿政男
「昭和生まれの“明治”育ち」
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「
明
治
魂
、
明
治
ば
か
に
こ
こ
ま
で
な
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
…
」。
冒
頭
に
そ
ん
な
話

か
ら
始
ま
っ
た
。

　

昨
年
度
末
で
明
治
大
学
理
工
学
部
教
授
を
定

年
退
職
さ
れ
、
現
在
は
明
治
大
学
名
誉
教
授
、

総
明
会
名
誉
会
長
と
し
て
ご
多
忙
の
中
、
お
話

を
伺
っ
た
。

【
中
高
生
時
代
】

　

私
は
木
場
の
„
木
材
屋
＂
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
、
親
か
ら
は
高
校
ま
で
で
跡
を
継
ぐ
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
た
。
疎
開
か
ら
帰
っ
て
き
て
、

小
学
三
年
で
当
時
の
明
治
小
学
校
に
入
り
、
兄

や
弟
は
早
実
（
当
時
は
大
学
推
薦
が
な
く
高
校

で
終
了
で
あ
っ
た
た
め
、
親
の
薦
め
る
進
学
先

で
あ
っ
た
）
に
入
っ
た
。
当
時
の
中
小
企
業
の

跡
取
り
息
子
た
ち
は
、
高
卒
で
家
業
を
継
ぐ
こ

と
が
よ
か
れ
と
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
自
分
は
明
治
中
学
を
受
け
、
早
実

も
受
か
っ
た
が
、
親
に
了
承
を
と
り
、
明
治
に

入
る
こ
と
と
な
っ
た
。（„
明
治
＂
に
と
に
か
く

入
り
た
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
）

明
治
中
学
高
校
時
代
は
、
と
て
も
有
意
義
で
あ

っ
た
。（
明
治
中
は
、
当
時
み
ん
な
丸
坊
主
に
さ

れ
た
の
で
、
す
ぐ
明
治
の
生
徒
と
わ
か
っ
た
）

　
当
時
は
、
と
て
も
お
と
な
し
い
性
格
で
、
最
初
、

マ
ン
ド
リ
ン
部
に
入
っ
た
が
、
同
期
の
久
保
田

孝
君
や
二
学
年
上
の
伊
東
さ
ん
（
ア
ン
ト
ニ
オ
・

古
賀
氏
）
が
い
て
、プ
ロ
並
み
に
演
奏
が
上
手
で
、

と
て
も
つ
い
て
い
け
な
い
と
辞
め
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
野
球
部
が
と
て
も
強
く
、
応
援
団

は
あ
っ
た
が
ブ
ラ
バ
ン
が
な
か
っ
た
、
当
時
の

釜
谷
先
生
か
ら
、「
マ
ン
ク
ラ
を
や
っ
て
い
た
な

ら
、
お
前
が
ブ
ラ
バ
ン
を
作
れ
」
と
言
わ
れ
、

同
期
の
仲
間
数
人
と
吹
奏
楽
班
を
結
成
し
た
。

　

最
初
は
演
奏
も
下
手
で
、
同
期
の
久
保
田
君

が
行
進
曲
を
作
曲
し
て
そ
れ
を
運
動
会
で
披
露

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、チ
ー
タ
ー（
松
枝
先
生
）

か
ら
「
下
手
く
そ
だ
か
ら
や
め
て
く
れ
」
と
言

わ
れ
た
思
い
出
が
あ
る
。
チ
ー
タ
ー
は
と
に
か

く
元
気
だ
っ
た
。
み
ん
な
も
よ
く
知
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
雪
の
日
は
、
裸
で
、
共
立
女
子
高

校
前
ま
で
走
ら
さ
れ
た
。
私
は
一
度
も
殴
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
今
で
は
あ
り
え
な
い
、
は
ち
ゃ

め
ち
ゃ
な
教
師
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
命

日
に
は
多
く
の
卒
業
生
が
集
ま
る
、
と
て
も
魅

力
的
な
部
分
を
持
っ
た
教
師
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

当
時
の
学
生
は
、
中
小
企
業
の
跡
取
り
が
多

く
、
と
く
に
都
内
東
側
の
下
町
地
区
の
生
徒
が

多
か
っ
た
。
私
も
都
電
で
通
っ
て
い
て
仲
間
が

い
っ
ぱ
い
い
た
。（
深
川
不
動
尊
を
通
る
十
五
番

電
車
と
記
憶
し
て
い
る
）

　

私
は
当
初
、
大
学
に
行
く
予
定
は
な
か
っ
た
。

家
業
を
継
ぐ
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

高
校
三
年
の
と
き
、
地
方
か
ら
の
集
団
就
職
で

人
が
い
っ
ぱ
い
来
た
の
で
、
大
学
に
行
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
私
は
、
暗
記
物
（
社
会
や
国
語
）

は
苦
手
で
、
数
学
や
理
科
が
得
意
だ
っ
た
の
で
、

工
学
部
電
気
工
学
科
に
進
ん
だ
。

向殿政男

むかいどのまさお●
一九四二年生まれ。

総明会名誉会長
明治大学校友会会長

明治大学名誉教授
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【
大
学
時
代
】

　

大
学
時
代
、
ひ
と
つ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
目
覚

め
た
。
生
田
合
気
道
部
の
創
設
部
員
の
一
人
で
、

監
督
と
な
り
、
そ
の
後
、
明
治
大
学
に
就
職
し

た
こ
と
か
ら
、
定
年
に
な
る
昨
年
度
ま
で
会
長

（
部
長
）
を
務
め
た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
が
大
好
き

で
、
毎
年
、
G
W
に
は
夏
ス
キ
ー
と
し
て
槍
ヶ

岳
の
涸
沢
に
行
き
、
ス
キ
ー
板
を
担
い
で
山
頂

か
ら
一
気
に
滑
る
、
一
日
四
本
ぐ
ら
い
し
か
で

き
な
い
が
、就
職
し
て
か
ら
も
続
け
て
い
た
。（
天

候
が
悪
化
し
て
帰
れ
な
く
な
り
、
危
う
く
授
業

に
間
に
合
わ
な
く
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
こ
と
か

ら
そ
れ
以
降
夏
ス
キ
ー
は
や
め
た
）。

　
ま
た
、
麻
雀
も
始
め
た
。「
神
保
荘
」
と
い
う

麻
雀
荘
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
お
ば
さ
ん
と
仲
が

良
か
っ
た
。
基
本
的
に
御
茶
ノ
水
で
仲
良
か
っ

た
の
は
麻
雀
荘
の
お
ば
さ
ん
で
あ
る
。
昼
休
み

に
半
荘
だ
け
や
る
予
定
で
始
め
る
が
、
わ
か
る

と
思
う
が
当
然
、
午
後
一
番
の
授
業
に
は
間
に

合
わ
な
い
。「
化
学
」
の
授
業
に
は
1
回
も
出
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

授
業
料
を
稼
ぐ
た
め
、
明
治
高
校
の
先
生
の

紹
介
で
家
庭
教
師
を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
。
書

道
を
習
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
家
庭
教
師
に
お

い
て
も
役
立
っ
た
。

　

大
学
で
は
工
学
部
電
気
工
学
科
及
び
電
子
通

信
工
学
科
で
、
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
発
展

し
て
く
る
時
代
で
、
そ
の
関
連
の
研
究
を
熱
心

に
行
っ
た
。
当
時
は
あ
ま
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
分
野
は
主
流
で
は
な
く
、
研
究
成
果
や
研
究

内
容
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
大
手
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
の
企
業
か
ら

の
就
職
の
引
き
合
い
や
、
大
学
院
の
後
藤
以
紀

先
生
の
勧
め
で
、
電
気
試
験
所
（
今
で
言
う
産

業
技
術
応
用
研
究
所
）
に
実
習
生
と
し
て
研
究

に
加
わ
り
、
様
々
な
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、

研
究
所
か
ら
就
職
の
勧
誘
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

明
治
大
学
か
ら
の
強
い
勧
誘
に
よ
り
、
大
学
に

残
り
、
は
じ
め
は
専
任
講
師
と
し
て
教
鞭
に
立

ち
、
教
授
と
な
り
、
様
々
な
企
業
と
の
先
進
的

な
共
同
研
究
を
行
い
、
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
学
生
時
代
に
お
い

て
„
明
治
一
筋
＂
の
道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

【
現
在
】

　

学
生
で
十
五
年
、
大
学
の
教
師
と
し
て

四
十
三
年
勤
め
、
合
計
五
十
八
年
間
、„
明
治
＂

と
関
わ
っ
て
き
た
。
今
考
え
る
と
、
明
治
中
学

高
校
時
代
、い
っ
ぱ
い
良
い
先
生
が
い
た
。
大
変
、

お
世
話
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

何
か
„
明
治
＂
に
は
、
好
き
に
な
る
魅
力
が

あ
る
。
今
で
は
、
明
治
中
高
や
明
治
大
学
に
父

母
会
の
O
B
会
が
あ
る
。
こ
の
方
た
ち
は
、
明

治
の
卒
業
生
で
は
な
い
人
が
多
い
。
お
子
さ
ん

が
明
治
と
い
う
こ
と
で
、
と
に
か
く
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。
大
変
、あ
り
が
た
い
。
感
謝
で
あ
る
。

　

卒
業
生
も
、
卒
業
し
て
し
ば
ら
く
経
っ
て
か

ら
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
る
人
も
多
い
。
総
明
会

幹
事
学
年
も
そ
の
一
つ
の
き
っ
か
け
だ
ろ
う
。

皆
さ
ん
に
大
変
、
感
謝
し
て
い
る
。
正
直
言
っ

て
幹
事
学
年
の
方
た
ち
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

„
総
明
会
＂
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
ん
な
に
長
く

続
く
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

　
„
明
治
＂
が
好
き
に
な
る
理
由
、
い
ろ
い
ろ
考

え
た
。「
質
実
剛
健
」
の
も
と
、
意
外
と
自
由
で

あ
り
、
多
様
性
が
あ
る
こ
と
の
よ
さ
が
あ
る
。

ま
た
、
個
人
を
認
め
て
何
事
に
も
自
由
に
責
任

を
も
っ
て
や
る
こ
と
が
好
き
に
な
る
。
そ
ん
な

自
然
体
の
要
素
が
い
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
新
聞
に
記
載
さ
れ
て
い
た
「
泥

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
総明会名誉会長 向殿政男

特
集
１

明
治
発
、世
界
へ



13

臭
く
常
に
前
へ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
ま
さ
に

„
明
治
＂
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
い
て
飾
ら
な
い
雰

囲
気
、
そ
れ
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

卑
怯
な
こ
と
は
し
な
い
、
前
向
き
に
愚
直
に

や
る
の
が
好
き
、
世
間
に
、
恥
ず
か
し
く
な
い

よ
う
に
努
力
す
る
。
そ
の
意
気
込
み
が
„
明
治
＂

が
愛
さ
れ
る
理
由
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

【
こ
れ
か
ら
】

　

定
年
で
教
育
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し

な
く
て
よ
く
な
っ
た
。
在
職
当
時
は
、
学
部
長

も
勤
め
て
い
て
、
学
生
た
ち
の
生
活
面
も
指
導

育
成
し
た
。
様
々
な
学
生
を
救
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
い
っ
と
き
の
軽
犯
罪
は
あ
り
え
る
。
そ

れ
を
頭
ご
な
し
に
„
悪
＂
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

前
向
き
に
成
長
さ
せ
る
教
育
を
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

　

在
任
中
も
、
教
育
が
一
番
。
暇
が
あ
れ
ば
研

究
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
き
た
。
教
育
は

本
当
に
面
白
い
。
い
ろ
ん
な
タ
イ
プ
の
学
生
と

一
緒
に
研
究
や
交
流
す
る
こ
と
は
、
自
分
に
と

っ
て
、
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
私
の
モ
ッ
ト

ー
は
、「
そ
の
場
に
い
っ
た
そ
こ
を
好
き
に
な
る
」

で
あ
る
。
自
分
が
常
に
精
進
し
、
そ
の
場
を
面

白
く
し
て
い
く
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
分
や

周
り
を
幸
せ
に
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、「
安
全
学
」
を
さ
ら
に
研
究
し

て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
は
、
例
え
ば
国
の
省
庁

で
も
様
々
、
多
岐
に
渡
る
分
野
が
あ
り
、
将
来

的
に
必
要
な
課
題
で
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
事

故
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
関
わ
っ
て
き
た
が
、
企

業
や
消
費
者
、
被
害
者
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
立

場
が
あ
る
。
私
は
、
立
場
を
超
え
て
中
立
に
公

平
公
正
に
科
学
的
な
見
地
か
ら
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
現
在
の
明
中
明
高
生
に
】

　
と
に
か
く
„
明
治
＂
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

自
分
で
好
き
に
な
る
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
。
総

明
会
も
そ
の
ひ
と
つ
。
自
分
の
個
性
を
し
っ
か

り
持
っ
て
、
基
礎
的
知
識
や
根
本
を
掘
り
下
げ

る
探
究
心
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
対
人
関
係
と
し
て
、
自
分
の
信
念
を

し
っ
か
り
持
っ
て
他
人
の
意
見
を
聞
き
価
値
観

を
認
め
る
。
こ
の
こ
と
が
こ
れ
か
ら
世
の
中
を

渡
る
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
時
代
は
変
わ
っ
て
い
く
の
で
そ
の

時
代
を
み
て
生
き
て
い
く
。「
不
易
流
行
（
ふ
え

き
り
ゅ
う
こ
う
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
根
本

を
変
え
る
な
、
し
か
し
時
代
に
対
応
し
ろ
と
い

う
意
味
。
人
を
裏
切
っ
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り

し
な
い
、
間
違
っ
た
と
き
は
素
直
に
謝
る
、
そ

の
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
取
材
を
通
じ
て
、
我
々
、
会
報
委
員
は
、

„
生
き
て
い
く
上
で
＂
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

や
る
気
を
も
ら
っ
た
。
な
お
か
つ
„
明
治
ば
か
＂

の
精
神
が
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
い
て
く
る
の
を
感
じ

た
。
取
材
し
た
日
、
御
茶
ノ
水
で
„
明
治
＂
談

義
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

向
殿
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

「昭和生まれの“明治”育ち」



頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ山
田
正
雄

「
何
ご
と
に
も
真
剣
」

明治大学が春季リーグ
優勝を決めた試合。ネ
ット裏からグラウンド
を見つめる

やまだまさお●
一九四四年生まれ。
六三年、大毎オリオンズ入団。
二〇〇七年から北海道日本ハム
ゼネラルマネージャー。

北海道日本ハムファイターズＧＭ

特
集
１

明
治
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界
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「
第
一
巡
選
択
選
手
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
。
大

谷
翔
平
、
投
手
、
花
巻
東
高
校
」

　
会
場
が
ど
よ
め
き
、
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

メ
ジ
ャ
ー
入
り
を
表
明
し
、
日
本
球
団
か
ら
の

指
名
拒
否
を
し
て
い
た
大
谷
を
北
海
道
日
本
ハ

ム
が
単
独
指
名
。
北
海
道
日
本
ハ
ム
は
、
前
年

の
ド
ラ
フ
ト
で
も
、
原
監
督
の
甥
で
巨
人
入
り

を
熱
望
す
る
東
海
大
の
菅
野
智
之
投
手
を
一
位

指
名
し
、
入
団
拒
否
さ
れ
て
い
た
が
、
山
田
正

雄
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｇ
Ｍ
）
は
マ
ス
コ

ミ
に
対
し
て
毅
然
と
話
し
た
。

「
球
団
と
し
て
、
例
年
い
ち
ば
ん
力
が
あ
る
選

手
を
指
名
し
て
き
た
」

　

二
年
連
続
で
「
ド
ラ
１
」
を
逃
す
危
険
が
あ

り
な
が
ら
、
素
質
の
あ
る
選
手
を
集
め
、
主
力

に
育
て
上
げ
て
い
く
チ
ー
ム
の
指
針
を
貫
い
た
。

大
谷
は
、
メ
ジ
ャ
ー
入
団
を
掲
げ
な
が
ら
も
、

プ
ロ
志
望
届
を
出
し
て
い
た
。
山
田
Ｇ
Ｍ
は
そ

こ
に
着
目
し
た
。

「
本
当
の
目
標
は
、
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
る
こ
と

だ
と
言
う
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
前
人
未
踏
の
二

刀
流
に
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
」

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
に
入
団
し
た
大
谷
は
、
投

手
と
野
手
の
二
刀
流
を
実
践
。
早
く
も
今
、
夢

が
形
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

山
田
Ｇ
Ｍ
も
明
治
高
校
時
代
は
エ
ー
ス
で
中

軸
打
者
だ
っ
た
。
一
九
六
三
年
、
大
毎
オ
リ
オ

ン
ズ（
現
千
葉
ロ
ッ
テ
）
に
入
団
後
は
野
手
に
専

念
。
六
八
年
に
は
三
割
を
マ
ー
ク
し
た
が
、
近

藤
貞
雄
コ
ー
チ
の
助
言
で
、
七
〇
年
に
投
手
に

転
向
。
だ
が
、
勝
ち
星
を
あ
げ
ら
れ
な
い
ま
ま

二
年
後
、
野
手
に
再
転
向
し
た
。

「
私
の
場
合
は
選
手
層
の
薄
い
時
代
。
ピ
ッ
チ

ャ
ー
が
い
な
か
っ
た
苦
肉
の
策
で
す
」

　
明
治
高
校（
中
学
）
は
、
春
夏
を
通
じ
て
七
回

甲
子
園
に
出
場
し
て
い
る
が
、
エ
ー
ス
山
田
正

雄
を
擁
し
た
六
〇
年
か
ら
六
三
年
は
出
場
を
逃

し
て
い
る
。

「
神
宮
に
近
い
青
山
中
学
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

六
大
学
野
球
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
あ
こ
が
れ

て
明
治
高
校
に
入
り
ま
し
た
が
、
入
っ
た
途
端

に
後
悔
し
ま
し
た
。
松
田
龍
太
郎
監
督
と
い
う

伝
説
の
人
が
指
導
し
て
い
た
か
ら
で
す
」

　

一
年
の
秋
、
勝
て
ば
選
抜
に
出
場
で
き
た
準

決
勝
日
大
二
高
戦
。
三
対
二
で
迎
え
た
八
回
裏
、

二
ア
ウ
ト
満
塁
。
ラ
イ
ト
を
守
っ
て
い
た
山
田

Ｇ
Ｍ
が
フ
ラ
イ
を
落
球
し
て
逆
転
さ
れ
敗
戦
。

「
十
一
月
三
日
で
、
も
う
寒
か
っ
た
。
当
時
の

ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
は
ウ
ー
ル
製
で
暖
か
い
ん
だ

け
ど
、
大
学
か
ら
の
お
下
が
り
だ
か
ら
縮
ん
で

い
て
動
き
に
く
い
。
ち
ょ
う
ど
手
首
も
痛
め
て

い
て
、
グ
ロ
ー
ブ
を
し
っ
か
り
握
れ
な
か
っ
た
。

グ
ロ
ー
ブ
に
入
っ
た
ボ
ー
ル
を
ポ
ロ
リ
と
落
と

し
た
感
覚
は
今
で
も
は
っ
き
り
憶
え
て
る
」

　

伝
説
の
松
田
監
督
は
山
田
少
年
を
許
さ
な
か

っ
た
。

「
仲
間
の
一
人
か
ら
は
『
ど
れ
だ
け
殴
ら
れ
る

か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
頑
張
れ
』
と
励
ま
さ
れ

た
。
部
室
で
正
座
し
て
待
っ
て
い
る
と
、
監
督

が
竹
刀
を
手
に
飛
び
込
ん
で
き
て
『
切
腹
し

ろ
！
』
と
。
竹
刀
だ
と
思
っ
た
ら
本
身
の
日
本

刀
だ
っ
た
。
と
っ
さ
に
土
下
座
し
ま
し
た
。
手

を
前
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
刀
が
床
に
さ
さ

っ
た
。
指
の
三
セ
ン
チ
先
で
す
よ
。
励
ま
し
て

く
れ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
セ
ン
タ
ー
を
守
っ
て

い
て
彼
も
き
ち
ん
と
声
を
出
さ
な
い
か
ら
だ
と

私
と
同
じ
く
ら
い
殴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
年
夏
の
準
決
勝
帝
京
高
戦
で
は
、
セ
カ
ン

ド
へ
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
際
に
ス
パ
イ
ク
さ

れ
、
十
針
縫
う
怪
我
で
戦
線
離
脱
。

「
も
う
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
野
球
部
を
辞
め
た
く

て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

甲
子
園
出
場
へ
の
意
欲
が
湧
き
上
が
ら
な
い

ま
ま
迎
え
た
三
年
最
後
の
夏
。
五
回
戦
で
田
渕

幸
一
を
擁
す
る
法
政
一
高
と
対
戦
し
た
。

「
相
手
は
デ
ー
タ
を
取
っ
て
、
こ
ち
ら
を
研
究

し
て
い
た
。
カ
ー
ブ
か
ス
ト
レ
ー
ト
か
、
球
種
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が
分
か
っ
て
い
て
、
き
っ
ち
り
バ
ッ
ト
を
振
っ

て
く
る
。
配
球
が
完
璧
に
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
」

　

山
田
Ｇ
Ｍ
は
、
家
庭
の
事
情
で
明
治
大
学
に

は
進
学
し
な
か
っ
た
。

　

野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
小
泉
孝
一
氏
が
当
時
を
回
想

す
る
。

「
柴
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
日
大
三
高
戦
で
、
山

田
さ
ん
が
十
人
連
続
三
振
と
圧
巻
の
ピ
ッ
チ
ン

グ
を
披
露
し
た
。
試
合
が
終
わ
っ
た
後
、
部
室

で
山
田
さ
ん
が
弁
当
を
食
べ
て
た
。
周
り
に
大

学
の
野
球
部
員
が
た
く
さ
ん
い
る
な
か
で
、堂
々

と
よ
く
食
え
る
な
、
と
思
っ
た
」

　

六
大
学
で
野
球
を
や
り
た
い
。
山
田
少
年
が

中
学
時
代
か
ら
抱
い
て
い
た
夢
を
諦
め
た
こ
ろ

だ
っ
た
。
心
が
荒
れ
て
い
た
。

「
中
学
卒
業
の
と
き
、『
神
宮
で
会
お
う
』
が
野

球
部
の
仲
間
と
の
合
い
言
葉
で
し
た
。
で
も
、

あ
る
夜
、
入
学
金
を
ど
う
し
よ
う
か
と
親
が
話

し
て
い
る
の
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」

　

夏
の
大
会
が
終
わ
り
、
プ
ロ
入
り
を
打
診
す

る
話
が
八
球
団
か
ら
き
て
い
た
が
、
そ
れ
を
明

大
・
島
岡
監
督
が
、「
大
学
に
来
る
か
ら
」
と
す

べ
て
断
っ
て
い
た
。
だ
が
、
大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ

の
ス
カ
ウ
ト
だ
け
が
、
家
庭
の
事
情
に
気
が
付

い
た
の
だ
。

「
プ
ロ
入
り
一
年
目
、
二
軍
で
打
率
四
割
と
好

調
で
、
六
月
に
一
軍
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
デ
ビ

ュ
ー
は
神
宮
球
場
。
そ
の
年
に
出
場
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
も
神
宮
で
し
た
」

　

少
年
時
代
の
夢
が
違
う
形
で
実
現
し
た
。
だ

が
、
十
二
月
に
肋
膜
炎
を
発
症
し
て
し
ま
う
。

「
翌
年
の
ハ
ワ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
。
首
脳
陣

の
期
待
に
応
え
よ
う
と
、
風
邪
を
ひ
い
て
い
た

の
に
無
理
を
し
て
し
ま
っ
た
。
体
が
熱
い
の
で

冷
や
す
た
め
に
水
風
呂
に
入
っ
た
。
い
ま
考
え

る
と
ま
っ
た
く
の
無
知
で
す
よ
」

　

体
を
こ
わ
し
、
実
家
で
の
療
養
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
二
年
目
は
試
合
出
場
な
し
。
一
軍
で

の
試
合
出
場
は
翌
六
五
年
四
試
合
、
六
六
年
六

試
合
と
、
体
調
を
崩
し
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。

実
働
十
年
、
打
率
二
割
四
分
二
厘
、
三
十
安
打
。

七
三
年
、
二
十
九
才
で
退
団
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
転
身
す
る
。
両
国
に
あ
る
小
さ
な
下
着
メ
ー

カ
ー
の
営
業
だ
。

「
世
間
か
ら
比
べ
た
ら
プ
ロ
野
球
生
活
は
楽
で

す
よ
。
そ
の
楽
が
染
み
つ
い
て
い
た
か
ら
辛
か

っ
た
。
自
宅
を
六
時
に
出
発
。
夕
方
、
も
う
お

腹
が
空
い
て
我
慢
が
で
き
な
い
こ
ろ
に
、
納
品

が
間
に
合
わ
な
い
と
、
下
着
の
袋
詰
め
を
遅
く

ま
で
さ
せ
ら
れ
る
。
駅
前
の
焼
鳥
屋
で
の
接
待

で
使
っ
た
五
千
円
の
領
収
書
も
落
と
し
て
も
ら

え
な
い
。
そ
う
し
た
世
間
並
み
の
辛
さ
を
理
解

す
る
ま
で
が
大
変
で
し
た
」

　

八
六
年
、
日
本
ハ
ム
の
監
督
に
二
度
目
の
就

任
を
し
た
大
沢
啓
二
監
督
か
ら
、
ス
カ
ウ
ト
の

声
が
か
か
っ
た
。

「
大
沢
さ
ん
か
ら
は
、
四
十
才
で
呼
ん
だ
け
れ

ど
、
実
績
も
な
い
し
何
年
も
保
証
で
き
な
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
一
年
真
剣
に
思
い
切
っ

て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
気
を
引
き
締
め
た
。

仕
事
を
や
り
始
め
た
ら
天
職
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

元
選
手
の
ス
カ
ウ
ト
は
、
野
球
は
や
る
も
の
と

い
う
感
覚
が
抜
け
な
い
。
私
は
野
球
を
見
る
の

も
…
…
む
し
ろ
見
る
方
が
大
好
き
で
し
た
か
ら
。

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
北海道日本ハムファイターズＧＭ 山田正雄
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「
何
ご
と
に
も
真
剣
」

高
校
で
野
球
が
嫌
い
に
な
り
ま
し
た
か
ら
ね
」

ス
カ
ウ
ト
時
代
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
に
意
識

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
姿
を
隠
し
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
た
。

「
プ
ロ
の
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
自
分
を
持
っ
て
い
な
い
と
ダ
メ
。

や
れ
と
言
わ
れ
れ
ば
一
生
懸
命
や
る
の
で
は
な

く
、
自
分
か
ら
進
ん
で
や
ら
な
い
と
ダ
メ
。
そ

の
姿
勢
を
見
る
た
め
に
、
目
立
た
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
」

　
森
本
稀
哲（
現
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
）
も
、
山
田
Ｇ

Ｍ
が
ス
カ
ウ
ト
し
た
一
人
。
帝
京
高
時
代
の
森

本
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
自
分
の
守
備
位
置
を
黙
々

と
ト
ン
ボ
掛
け
し
て
な
ら
し
て
い
た
。

「
ス
カ
ウ
ト
が
き
て
い
る
と
知
っ
て
い
て
や
っ

て
い
る
の
か
と
勘
ぐ
っ
て
、
高
校
の
隣
に
あ
る

帝
京
病
院
の
四
階
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
こ
っ
そ

り
覗
き
見
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
き
ち
ん
と
や

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
物
だ
と
思
い
、
指
名
に

繋
が
り
ま
し
た
」

　

二
〇
〇
七
年
、
Ｇ
Ｍ
に
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有

の
メ
ジ
ャ
ー
行
き
や
、
主
力
選
手
の
ト
レ
ー
ド

な
ど
、
チ
ー
ム
編
成
で
も
貫
く
姿
勢
に
対
し
て
、

と
き
に
は
フ
ァ
ン
か
ら
の
不
満
も
届
く
。

「
フ
ァ
ン
か
ら
『
お
ま
え
が
辞
め
ろ
！
』
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
個
人
の
成
績
だ
け
を
重

視
す
る
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
の
将
来
を
見
す

え
た
中
長
期
的
な
考
え
が
必
要
。
今
大
事
な
の

は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
に
専
念
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
と
れ
な
い
中
堅
選
手
よ
り
も
、
稲
葉

や
金
子
誠
の
後
任
が
必
要
な
時
期
」　

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
野
球
選
手
で
あ
る
と
同
時
に

社
会
人
と
し
て
の
考
え
方
や
、
選
手
の
退
団
後

の
人
生
に
つ
い
て
も
、
山
田
Ｇ
Ｍ
は
思
い
を
巡

ら
し
て
い
る
。

「
選
手
の
意
識
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
高
校
を
出
て
十
年
た
っ
た
と
し
て
も
、

ま
だ
二
十
代
。
残
り
の
人
生
は
四
十
年
以
上
あ

る
。
昔
は
高
い
お
酒
や
高
級
車
、
高
級
ク
ラ
ブ

に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
だ
っ
た

け
ど
、
い
ま
は
違
い
ま
す
」

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
で
は
、
入
団
後
、
選
手
は

講
習
を
受
け
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
。
セ
カ

ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え
て
の
一
環
で
あ
る
。

「
や
は
り
、
十
年
以
上
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

が
、
自
分
に
と
っ
て
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
状
況
に
身
を
置
か
れ
て
も
、
と
に
か
く
一

生
懸
命
に
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
こ
と
で
今
に

繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
明
治

高
校
の
み
な
さ
ん
も
、
希
望
し
た
職
業
に
つ
け

な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
境
遇
に
不
平

不
満
を
言
わ
ず
に
、
一
生
懸
命
に
そ
の
仕
事
を

す
れ
ば
、
必
ず
道
は
拓
か
れ
ま
す
よ
」
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ま
さ
に
、
音お

と
だ
ま魂

だ
。

　

ギ
タ
ー
の
調
べ
と
歌
声
に
魂ソ

ウ
ルが

こ
も
る
。
ラ

イ
ブ
で
聴
く
ア
ン
ト
ニ
オ
・
古
賀
氏
の
演
奏
に

心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。

「
い
ま
は
、
温
も
り
と
『
こ
こ
ろ
ね
』
の
あ
る

歌
が
少
な
い
。
心こ

こ
ろ
ね音

の
あ
る
歌
は
、
親
と
子
、

そ
し
て
孫
と
歌
い
継
が
れ
て
い
く
。
古
賀
メ
ロ

デ
ィ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
世
代
を
超
え
て
聴

か
れ
、
歌
わ
れ
る
歌
を
コ
ン
サ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ

で
は
歌
っ
て
い
ま
す
」

　

ア
ン
ト
ニ
オ
・
古
賀
氏
は
、
昭
和
三
十
三

（
一
九
五
八
）
年
、
十
七
才
で
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ

を
ラ
テ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
『
フ
ラ
メ
ン
コ
・

ス
タ
イ
ル
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。『
そ

の
名
は
フ
ジ
ヤ
マ
』
な
ど
を
送
り
出
し
、
瞬
く

間
に
人
気
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
な
っ
た
。

「
当
時
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ

を
弾
い
て
は
い
た
も
の
の
、
自
分
の
音
楽
と
は

違
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
海
外
で
演

奏
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
気
持
ち
が
変
わ
っ
て

き
た
。
ラ
テ
ン
の
本
場
で
日
本
の
曲
を
弾
く
と
、

お
客
さ
ん
が
涙
を
流
し
て
感
動
し
て
く
れ
る
。

現
地
の
曲
を
弾
い
て
も
、
日
本
人
に
し
て
は
よ

く
や
っ
て
る
程
度
の
反
応
し
か
な
い
の
に
」

　
エ
チ
オ
ピ
ア
で
、『
影
を
慕
い
て
』
を
演
奏
し

た
と
き
に
は
、
涙
を
誘
う
は
ず
の
サ
ビ
の
部
分

で
観
客
が
熱
狂
。
キ
ュ
ー
バ
で
も
、
現
地
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
を
セ
ッ
シ
ョ

ン
し
て
観
客
を
魅
了
し
た
。

「
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
の
継
承
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

人
は
日
本
の
曲
を
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
若

い
人
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
み
ん
な
が
口
ず

さ
め
る
曲
を
も
っ
と
も
っ
と
伝
え
た
い
」

　

理
事
長
を
務
め
る
公
益
社
団
法
人
高
齢
者
文

化
振
興
事
業
団
・
虹
の
会
で
、
二
十
数
年
の
あ

い
だ
に
、
全
国
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
四
千

カ
所
を
訪
問
。「
ス
テ
ー
ジ
か
ら
『
元
気
で
す
か

ー
っ
！
』
と
声
を
か
け
る
。
職
員
の
若
い
人
た

ち
に
は
、『
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
じ
ゃ
な
い
よ
』、

六
十
歳
以
上
の
人
た
ち
に
は
、『
ア
ン
ト
ニ
オ
元

気
に
改
名
し
た
』
と
言
う
と
、
ど
っ
と
ウ
ケ
る
。

私
の
音
楽
で
、
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
か
わ
り

に
、私
も
み
な
さ
ん
か
ら
、拍
手
や
感
動
で
『
気
』

を
い
た
だ
く
。
こ
れ
が
何
よ
り
の
健
康
法
」

　

十
年
前
に
再
婚
し
、
現
在
九
才
の
男
の
子
の

父
親
で
も
あ
る
。
精
力
的
な
古
賀
氏
だ
が
、
平

成
二
十（
二
〇
〇
八
）
年
、
六
十
七
才
の
と
き
に
、

ガ
ン
で
胃
の
五
分
の
四
を
摘
出
。
入
院
中
に
ア

ル
バ
ム
の
構
想
を
練
っ
た
、
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
を

キ
ュ
ー
バ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
ア
レ
ン
ジ
、

古
賀
氏
と
共
演
し
、
現
地
で
録
音
。『N

atʼs 
M

elody

～
ア
ン
ト
ニ
オ
・
古
賀
の
世
界
』
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
五
十
周
年
を
飾
る
ア
ル
バ
ム
が

で
き
あ
が
っ
た
。

　

古
賀
氏
が
キ
ュ
ー
バ
を
訪
れ
た
の
は
、
平
成

六（
一
九
九
四
）
年
。
理
事
長
を
務
め
る
日
本
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
音
楽
協
会
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

収
益
を
毎
年
届
け
る
活
動
の
一
環
だ
っ
た
。
百

台
の
ピ
ア
ノ
に
始
ま
り
、
ギ
タ
ー
を
百
本
贈
り
、

「
ア
ン
ト
ニ
オ
古
賀
基
金
」
も
設
立
。

「
キ
ュ
ー
バ
は
古
き
良
き
日
本
そ
の
も
の
。
貧

し
く
て
も
夢
や
希
望
が
あ
る
。
人
と
人
と
の
連

帯
感
や
親
子
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
他
人
へ
の

「
音お

と
だ
ま魂

と
心こ

こ
ろ
ね音

」
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気
遣
い
も
あ
る
。
物
が
な
い
か
ら
、
私
が
持
っ

て
い
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
ほ
し
が
る
。
で
も
、
あ

げ
る
と
、
お
返
し
に
葉
巻
を
く
れ
る
。
教
育
も

行
き
届
い
て
い
て
、
治
安
は
い
い
。
も
ち
ろ
ん
、

音
楽
は
街
中
に
溢
れ
て
い
る
」

　
以
来
、
キ
ュ
ー
バ
に
は
、
二
十
回
以
上
訪
問
し
、

結
婚
式
も
現
地
で
挙
げ
た
。

　

楽
器
の
寄
付
や
、
キ
ュ
ー
バ
音
楽
の
普
及
と

発
展
に
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
古
賀
氏
は
、
文
化

功
労
賞
、
連
帯
大
勲
章
を
キ
ュ
ー
バ
政
府
か
ら

授
与
さ
れ
て
い
る
。 

　

古
賀
氏
が
寄
贈
し
た
ピ
ア
ノ
で
音
楽
を
学
び
、

プ
ロ
に
な
っ
た
全
盲
の
音
楽
家
が
、「
来
日
し
て

日
本
人
に
恩
返
し
し
た
い
」
と
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
古
賀
氏
と
と
も
に
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。 

「
結
局
は
人
と
人
と
の
縁
で
す
。
キ
ュ
ー
バ
で

の
私
の
結
婚
式
に
は
カ
ス
ト
ロ
元
議
長
の
長
男

夫
婦
も
出
席
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、今
年
、
四

男
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ス
ト
ロ
氏
が
乃
木
神
社
で

結
婚
式
を
挙
げ
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

　

キ
ュ
ー
バ
と
の
国
際
交
流
が
盛
ん
な
古
賀
氏

は
、
築
地
の
生
ま
れ
。
父
を
戦
争
で
な
く
し
、

場
外
で
蒲
鉾
店
を
営
む
母
親
が
、
女
手
一
つ
で

古
賀
氏
を
育
て
た
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
お
店
を
手
伝
い
ま
し
た

よ
。
店
先
で
、『
こ
の
蒲
鉾
は
モ
ノ
が
違
う
。
焼

津
の
蒲
鉾
だ
！　

表
面
の
ツ
ヤ
が
違
う
。
板
か

ら
は
ず
せ
ば
弾
力
が
大
違
い
』
な
ん
て
や
っ
て

た
。
小
学
校
三
年
生
の
ち
っ
ち
ゃ
い
の
が
、
威

勢
よ
く
啖
呵
売
す
る
の
を
面
白
が
っ
て
、
み
ん

な
よ
く
買
っ
て
く
れ
た
。
蒲
鉾
屋
だ
け
に
、
商

売
が
板
に
つ
い
て
た
。
お
袋
も
私
が
売
る
方
が

儲
か
る
か
ら
、
店
に
出
て
こ
な
い
。
重
い
竹
輪

だ
と
か
、
な
る
と
を
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
て
、
自

転
車
に
載
せ
て
配
達
も
し
た
。
東
京
は
坂
道
が

多
い
か
ら
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
も
、

血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
身
に
付
い
て
る
。
ラ
イ

ブ
で
の
ト
ー
ク
に
も
、
店
先
の
啖
呵
売
で
鍛
え

ら
れ
た
こ
と
が
い
き
て
る
」

　

落
語
や
観
劇
が
好
き
だ
っ
た
母
親
に
連
れ
ら

れ
て
観
た
古
賀
政
男
シ
ョ
ー
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
の
旋
律
に
魅
了
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
。

シ
ョ
ー
に
出
演
し
て
い
た
阿
部
保
夫
氏
の
も
と

で
、
ギ
タ
ー
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
思
春
期
の
こ
ろ
は
、
ロ
カ
ビ
リ
ー
全
盛
時
代
。

「
明
治
高
校
の
文
化
祭
で
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
も
、

周
り
は
坊
主
頭
の
男
ば
か
り
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
じ
ゃ
、
ロ
ッ
ク
み
た
い
に
女
の
コ
に
も
て

な
い
で
し
ょ
。
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
パ
ン
チ
ョ
ス
が
、

ギ
タ
ー
を
手
に
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
に
歌
っ
て
い

た
。
こ
れ
だ
！　

と
飛
び
つ
い
た
の
が
ラ
テ
ン

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
ギタリストアントニオ･古賀

特
集
１

明
治
発
、世
界
へ

二〇〇〇年にカストロ元議長と会談。
二〇〇八年に、連帯大勲章を授与された

十七才で
古賀政男氏の内弟子に。
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と
の
出
逢
い
」

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
の
全
国
大
会
優
勝
な
ど
、
高

校
在
学
中
か
ら
、
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
才
能

を
発
揮
し
、
阿
部
保
夫
氏
と
の
関
係
で
、
古
賀

政
男
氏
と
の
面
識
も
あ
っ
た
。
早
く
か
ら
、
芸

能
の
世
界
と
は
繋
が
り
が
あ
っ
た
古
賀
氏
だ
が
、

語
っ
て
く
れ
た
明
治
高
校
時
代
の
楽
し
い
思
い

出
か
ら
は
、
等
身
大
の
高
校
生
の
姿
が
浮
か
び

上
が
る
。

「
校
庭
で
、
手
で
打
つ
野
球
が
流
行
っ
て
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
取
る
た
め
に
、
朝
一
番
乗

り
で
登
校
し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
を
わ
ざ
と

神
田
女
学
園
に
投
げ
入
れ
て
取
り
に
行
っ
た
り

ね
。
若
か
り
し
こ
ろ
の
チ
ー
タ
ー
（
松
枝
先
生
）

に
も
走
ら
さ
れ
ま
し
た
」

　

卒
業
か
ら
五
十
年
以
上
た
っ
て
も
、
当
時
の

記
憶
は
鮮
明
だ
。

　

希
望
が
も
て
な
い
時
代
、
明
治
高
校
生
に
期

待
す
る
こ
と
を
聞
い
た
。

「
自
分
の
置
か
れ
た
状
況
が
よ
く
な
い
と
き
に
、

政
治
が
悪
い
か
ら
と
か
、
責
任
な
す
り
つ
け
な

い
で
、
自
分
か
ら
率
先
し
て
行
動
す
る
べ
き
。

そ
し
て
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
す
る

こ
と
。
私
は
、
言
葉
で
説
教
せ
ず
に
、
自
分
た

ち
で
行
動
し
て
若
い
人
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
、

同
年
代
を
説
得
し
て
い
ま
す
」

あんとにお・こが●
本名、伊東貞行。
一九四一年生まれ。

『フラメンコ・スタイル 古賀メロディ』で歌手デビュー。

「
音お

と
だ
ま魂
と
心こ

こ
ろ
ね音
」



　

獅
子
の
会
の
輪
座
克
彦
で
す
。
我
々
の
代
は

昨
年
暮
れ
に
日
本
橋
に
あ
る
、
か
つ
て
野
球
部

で
活
躍
し
た
河
田
君
の
や
っ
て
い
る
蛇
の
目
寿

司
で
に
ぎ
や
か
に
忘
年
会
を
開
き
ま
し
た
。
約

二
十
五
名
の
仲
間
た
ち
が
元
気
な
姿
を
見
せ
、

昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
は
本
所
吾
妻
橋
の
紀
伊
国
屋
と
い

う
小
さ
な
文
房
具
屋
の
長
男
と
し
て
生
れ
ま
し

た
。
当
時
、
周
り
の
商
店
の
後
継
ぎ
は
何
故
か

明
治
大
学
商
学
部
を
卒
業
す
る
こ
と
が
一
つ
の

決
ま
り
事
だ
っ
た
よ
う
で
、
自
分
も
何
も
考
え

ず
に
明
治
中
学
を
受
験
し
、
見
事
に
落
ち
ま
し

た
。
そ
し
て
苦
節
三
年
？　

晴
れ
て
明
治
大
学

付
属
明
治
高
等
学
校
に
入
学
で
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
男
子
校
で
汗
臭
く

色
気
の
な
い
学
生
生
活
で
し
た
…
…
。

　

部
活
は
多
少
自
信
の
あ
っ
た
英
語
が
活
か
せ

る
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
入
部
。
今
振
り
返
る
と
、
そ
こ
で

の
三
年
間
の
部
活
が
私
の
人
生
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
上
級

生
で
い
つ
も
難
し
い
顔
を
し
て
い
た
Ｓ
先
輩
が

演
出
し
た
難
解
な
テ
ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス

の
戯
曲
に
出
演
。
内
容
は
全
く
理
解
不
可
能
、

で
も
劇
中
で
流
れ
て
い
た
ブ
レ
ン
ダ
・
リ
ー
の

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
ＢＢＣワールドワイド ジャパン
非常勤取締役

特
集
１

明
治
発
、世
界
へ
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輪
座

　

克
彦

あ
の
も
の
哀
し
い
ハ
ス
キ
ー
な
声
で
唄
う
「
こ

の
世
の
果
て
ま
で
」
を
聴
い
た
時
は
ま
さ
に
驚

き
で
鳥
肌
が
立
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
た

し
か
Ｍ
Ｊ
Ｑ
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
も
か
か
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
ば
か
り
聞
い

て
い
た
私
に
は
、
そ
れ
は
大
人
の
世
界
。
今
で

も
曲
を
聴
く
と
あ
の
時
の
感
動
が
蘇
り
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
た
同
期
の
仲
間

達
と
は
今
で
も
付
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
だ
か
ら
話
せ
ま
す
が
、
応
援
団
の

連
中
は
怖
く
て
と
て
も
近
寄
れ
な
い
存
在
で
し

た
。
同
期
の
Ｙ
さ
ん
が
院
長（
当
時
は
ま
だ
副
院

長
）
を
や
っ
て
い
る
大
病
院
に
母
親
の
治
療
で

訪
れ
た
時
の
事
で
し
た
。
私
が
一
番
苦
手
と
し

て
い
た
応
援
団
の
一
人
が
な
ん
と
、
待
合
室
で

診
察
待
ち
を
し
て
い
た
の
で
し
た
。

　

最
悪
の
事
態
に
私
の
顔
は
こ
わ
ば
り
、
血
圧

は
跳
ね
上
が
り
、
心
臓
が
止
ま
る
か
も
し
れ
な

い
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
は
、

見
か
け
と
大
違
い
の
優
し
い
微
笑
み
で
私
に
話

し
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
縁
で
今
で

は
私
の
無
二
の
親
友
の
一
人
で
す
。
人
生
の
出 「我

がほうじん

逢人」
会
い
と
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

オ
ヤ
ジ
の
夢
で
あ
っ
た
明
治
大
学
商
学
部
産

経
学
科
に
何
と
か
無
事
に
入
学
。
ど
の
ク
ラ
ブ

に
入
る
か
迷
っ
て
い
る
時
に
、
高
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ

の
先
輩
の
Ｓ
さ
ん
に
校
門
で
出
く
わ
し
、
半
ば

強
制
的
に
私
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
入
部
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
大
学
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
以
外
の
楽
し
い
事
を

や
っ
て
、
青
春
を
謳
歌
し
よ
う
と
い
う
私
の
夢

は
消
え
去
り
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
セ
ク
シ
ョ
ン
に

入
っ
た
私
が
二
年
の
時
、
Ｕ
先
輩
に
誘
わ
れ
て

Ｍ
Ｐ（
モ
デ
ル
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
に
明
治
大
学

Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
代
表
し
て
参
加
。
関
東
の
英
語
劇
好

き
が
集
ま
る
Ｍ
Ｐ
で
ま
た
新
た
な
世
界
が
開
け

ま
し
た
。
Ｍ
Ｐ
二
年
目
、
大
学
三
年
の
時
に
演

出
の
奈
良
橋
陽
子
さ
ん（
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
映
画「
ラ
ス
ト・サ
ム
ラ
イ
」

や
「
サ
ユ
リ
」
を
担
当
。）
の
舞
台
監
督
と
し
て

参
加
。
そ
の
縁
で
彼
女
が
私
が
大
学
四
年
の
時

に
Ｂ
Ｂ
Ｃ（
英
国
放
送
協
会
）
の
番
組
配
給
の
仕

事
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
そ
れ

が
私
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
運
命
の
時
で
し
た
。

　

オ
ヤ
ジ
の
夢
を
叶
え
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
オ
ヤ
ジ
も
最
後
ま
で
応
援
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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別
の
道
を
歩
み
だ
し
た
私
は
何
と
し
て
で
も

こ
れ
で
何
と
か
恩
返
し
を
し
よ
う
と
密
か
に
誓

っ
た
の
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
八
年
間
ひ
た

す
ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
優
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
を
日
本
に

配
給
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
私
に

と
っ
て
題
名
の
如
く
『
我
、
人
と
逢
う
な
り
』、

人
と
人
と
の
出
会
い
の
尊
さ
を
学
ぶ
人
生
だ
と

思
い
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
に（
平
成
二
十
四
年
）
に
英
国
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
よ
り
名
誉
大
英
勲
章
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を

受
章
す
る
事
が
で
き
た
の
も
ま
さ
に
出
会
い
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
映
像
を
通
じ
て
英
国
と
日
本
の

文
化
の
ち
い
ち
ゃ
な
架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
に

こ
つ
こ
つ
と
『
我
逢
人
』
の
心
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
輪
座
克
彦
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
売
上
を
上
げ
る
こ
と
だ
け
が
頭
に

あ
っ
て
、
文
化
を
ひ
ろ
め
る
な
ん
て
こ
と
は
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」

　

イ
ギ
リ
ス
の
文
化
を
日
本
に
広
く
紹
介
し
た

功
績
で
名
誉
大
英
勲
章
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
受
章
し
た
輪

座
克
彦
氏
は
、
い
と
も
あ
っ
さ
り
と
言
う
。

「
実
家
が
文
房
具
屋
で
、
三
十
円
の
鉛
筆
一
本
、

消
し
ゴ
ム
一
個
売
っ
て
売
上
が
い
く
ら
と
い
う

の
と
一
緒
。
で
も
、
テ
レ
ビ
番
組
を
売
る
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
、
最
初
は
戸

惑
い
ま
し
た
」

　

大
学
を
卒
業
後
、
輪
座
氏
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
社
の
日
本
総
代
理
店
で
あ
っ
た
株

式
会
社
陸
奥
社
に
入
社
。
当
時
は
二
イ
ン
チ
の

フ
ィ
ル
ム
だ
っ
た
放
送
用
の
テ
ー
プ
を
担
い
で
、

日
本
国
内
の
テ
レ
ビ
局
に
届
け
て
回
っ
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
か
ら
番
組
の
資
料
が
届
く
と
、
こ

れ
は
日
テ
レ
、
こ
れ
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
と
、
営
業
用
の

試
写
テ
ー
プ
を
作
っ
て
届
け
る
。
い
ま
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
け
ど
、

あ
の
頃
は
フ
ィ
ル
ム
。
放
送
が
決
ま
る
と
、
一

時
間
分
な
ら
抱
き
か
か
え
て
、
二
時
間
な
ら
両

わざかつひこ●一九五一年生まれ。ＢＢＣワ
ールドワイド ジャパン社長を経て、非常勤
取締役。フリーマントル メディア  エンター
プライゼス・コンサルタント

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
ＢＢＣワールドワイド ジャパン 非常勤取締役 輪座克彦

特
集
１

明
治
発
、世
界
へ
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脇
に
か
か
え
て
運
ん
で
い
ま
し
た
。
い
ま
、
ゴ

ル
フ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
飛
ぶ
の
も
、

あ
の
こ
ろ
鍛
え
ら
れ
た
お
か
げ
」　

「
野
性
の
王
国
」「
素
晴
ら
し
い
世
界
旅
行
」
な

ど
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
映
像
素
材
は
使

わ
れ
た
が
、
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
は
、
な
か
な
か

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。『
ル
ー
シ
ー
シ
ョ
ー
』

『
奥
様
は
魔
女
』
…
…
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ラ
マ
が

全
盛
。
日
本
の
若
者
が
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
コ
カ
・

コ
ー
ラ
に
傾
倒
し
て
い
く
真
っ
最
中
だ
っ
た
。

「
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
に
Ｇ
Ｅ
の
家
電
、
で
っ
か
い

ソ
フ
ァ
、
ア
メ
リ
カ
は
み
ん
な
の
憧
れ
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
文
化
は
、
島
国
で
暗
い
。
日
本
と
似

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

憧
れ
に
は
な
ら
な
い
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
、
日
本
人
に
ウ
ケ
う
け
る
の
は
、

み
ん
な
ア
メ
リ
カ
の
も
の
。コ
メ
デ
ィ
で
は
、『
巨

泉
×
前
武 

ゲ
バ
ゲ
バ
90
分
』
が
人
気
だ
っ
た
と

き
に
、『
モ
ン
テ
ィ
パ
イ
ソ
ン
』
を
営
業
。
テ
レ

ビ
東
京
が
、
は
じ
め
て
コ
メ
デ
ィ
を
放
送
し
た

番
組
で
、
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
タ
モ
リ
が

テ
レ
ビ
に
初
出
演
し
た
番
組
で
す
」

　

テ
レ
ビ
か
ら
映
画
へ
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
テ
レ
ビ
や
イ
ベ
ン
ト
ま
で
。
輪
座
氏
の
関

わ
る
舞
台
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
え
ば
、「
デ
ィ

ー
プ
・
ブ
ル
ー
」（
二
〇
〇
三
年
）、「
ア
ー
ス
」

（
二
〇
〇
七
年
）、「
ラ
イ
フ 

―
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

物
語
―
」（
二
〇
一
一
年
）
制
作
、
撮
影
に
時
間

を
か
け
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
映
画
が
、
す
ぐ

に
思
い
浮
か
ぶ
。

「
配
給
が
他
社
で
し
た
の
で
、『
デ
ィ
ー
プ
ブ
ル

ー
』
と
『
ラ
イ
フ
』
で
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
あ
ま
り
儲

か
ら
な
か
っ
た
。『
ラ
イ
フ
』
で
は
、
エ
イ
ベ
ッ

ク
ス
さ
ん
と
組
ん
で
配
給
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
営
業
も
私
の
仕
事
。
巨
大
な
恐
竜
の
ロ
ボ
ッ

ト
が
会
場
を
歩
き
回
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ウ

ィ
ズ
・
ダ
イ
ナ
ソ
ー
」
は
、
一
九
九
〇
年
に
Ｂ

Ｂ
Ｃ
が
制
作
し
、
日
本
で
は
テ
レ
ビ
朝
日
も
放

送
し
た
番
組
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
八
月
に

は
、
横
浜
で
Ｏ
ｒ
ｂ
ｉ（
オ
ー
ビ
ィ
）
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
」

　

二
〇
一
一
年
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
結
ん
だ
セ
ガ
と
と
も
に
、
世
界
に
先
駆
け

て
オ
ー
プ
ン
。
日
本
本
最
大
級
の
ス
ク
リ
ー
ン

（
幅
四
十
メ
ー
ト
ル
× 
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
）
を

設
置
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ 

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
制
作
の 

全
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
上
映
す
る
。

「
テ
レ
ビ
会
議
、
電
話
会
議
が
ひ
っ
き
り
な
し

で
す
。
時
差
が
八
時
間
あ
る
か
ら
、
昔
は
二
時

三
時
に
テ
レ
ッ
ク
ス
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
。

ひ
と
文
字
い
く
ら
の
値
段
だ
か
ら
、
文
章
を
短

く
ま
と
め
る
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。
重
要
な
案

件
は
じ
っ
く
り
考
え
て
手
紙
を
書
い
て
送
っ
た
。

や
り
と
り
の
間
、
一
週
間
ほ
ど
は
余
裕
が
で
き

る
。
い
ま
は
、
イ
ン
ト
ラ
で
電
話
が
繋
が
っ
て

簡
単
に
何
で
も
電
話
。
仕
事
が
速
い
半
面
、
余

裕
が
な
い
の
が
ど
う
か
な
。
そ
の
一
週
間
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
う
ま
く
で
き
た
仕
事
も
あ
っ

た
は
ず
」

　

最
後
に
、
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
、
国
際
人

と
し
て
の
心
構
え
を
聞
い
た
。

「
す
べ
て
は
人
と
人
と
の
出
逢
い
。
外
資
に
務

め
て
い
て
、
外
国
人
と
接
す
る
言
葉
は
英
語
だ

け
れ
ど
、
メ
ン
タ
ル
は
国
際
人
じ
ゃ
な
い
。
肩

書
き
や
国
籍
は
関
係
な
い
。
国
際
人
と
い
う
く

く
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
人
と
の
付
き
合
い

を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
あ
う
ん
の

呼
吸
は
通
じ
な
い
。
日
本
人
の
美
徳
が
理
解
さ

れ
ず
、
辛
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
交
渉
事
で
は
、

よ
い
も
の
を
よ
い
と
分
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

相
手
を
説
得
す
る
技
術
を
見
つ
け
る
必
要
は
あ

り
ま
す
」

「我
がほうじん

逢人」
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「
中
学
高
校
時
代
は
、
伝
統
芸
能
の
世
界
で
生

き
て
い
く
な
ん
て
実
感
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
」

　

邦
楽
囃
子
演
奏
家
の
望
月
太
三
郎（
本
名
･

杉
浦
邦
雄
）
氏
は
、
昭
和
六
十
一
年
卒
業
。
今

回
の
幹
事
学
年
で
あ
る
新
世
輝
の
同
級
で
あ
る
。

　

祖
父
は
、
田
中
流
囃
子
方
田
中
傳
一
郎
氏
、

父
と
兄
は
長
唄
三
味
線
の
杵
屋
五
三
吉
氏
、
杵

屋
五
吉
郎
氏
と
い
う
芸
能
一
家
に
生
ま
れ
育
ち
、

後
に
人
間
国
宝
と
な
る
望
月
朴
清
氏
の
も
と
に

十
三
才
で
入
門
。

「
こ
う
い
う
家
で
は
、
ど
こ
で
も
習
い
事
と
し

て
通
わ
せ
る
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ぜ
ん
ぜ
ん
身

が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
月
謝
を
使
い
込
ん
で
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
な
ん
て
、
み
ん
な
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
ま
し
た
」

　

中
学
で
は
、
部
活
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
邦楽囃子演奏家

特
集
１

明
治
発
、世
界
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望
月

太
三
郎「

壊
す
こ
と
は
創
造
」
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「
テ
ニ
ス
部
に
入
部
し
て
い
ま
し
た
が
、
夏
休

み
に
入
る
ま
で
一
度
も
部
活
に
出
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
い
き
な
り
試
合
に
出
し
て
も
ら
っ
た

ん
で
す
が
、
ル
ー
ル
す
ら
分
か
ら
な
い
。
尾
崎

先
生
に
、『
ま
じ
め
に
や
ら
な
い
な
ら
、
辞
め

ろ
！
』
と
言
わ
れ
て
、
退
部
し
ま
し
た
」

　

中
学
三
年
生
か
ら
は
、
親
戚
の
経
営
す
る
喫

茶
店
で
連
日
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
高
校
生
に
な
っ

て
か
ら
は
、
バ
ン
ド
活
動
を
始
め
た
。

「
小
遣
い
に
は
不
自
由
し
な
い
、
月
々
五
万
円

の
支
払
い
で
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
を
買
っ
た
。
総

額
七
十
万
円
の
ロ
ー
ン
を
高
校
生
に
組
ま
せ
る

ん
だ
か
ら
、
宮
地
楽
器
も
た
い
し
た
も
の
で
す

よ
」

　

と
こ
ろ
が
、
折
か
ら
の
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
、

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
喫
茶
店
が
地
上
げ
に
あ
っ
て

潰
れ
て
し
ま
う
。

　

残
金
四
十
万
円
の
支
払
い
を
返
済
す
る
あ
て

も
な
く
、
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
、
喫
茶
店
で

バ
イ
ト
仲
間
だ
っ
た
ロ
ッ
ク
好
き
な
フ
ァ
ン
キ

ー
な
お
ば
さ
ん
か
ら
、「
真
面
目
に
稽
古
す
る
と

言
え
ば
、
親
が
払
っ
て
く
れ
る
わ
よ
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
た
。

「
悪
魔
の
囁
き
で
す
よ
。
父
親
に
言
う
と
、
そ

の
場
で
師
匠
に
電
話
を
か
け
て
、
翌
日
か
ら
稽

古
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
土
日
は
毎
週
朝
か



ら
稽
古
。
だ
け
ど
、
相
変
わ
ら
ず
、
学
校
に
行

け
ば
、
放
課
後
は
ド
ラ
ム
を
叩
い
て
い
た
」

　

望
月
氏
は
、
明
治
大
学
に
は
進
学
せ
ず
、
東

京
芸
術
大
学
に
入
学
。
音
楽
学
部
邦
楽
科
で
、

実
技
と
演
奏
理
論
を
学
ん
だ
。

「
成
績
が
悪
く
て
推
薦
さ
れ
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
。
だ
け
ど
、
芸
大
に
は
入
れ
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
稽
古
は
い
い
加
減
だ
っ
た
け

ど
、
節
々
で
は
背
負
う
も
の
を
感
じ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

周
囲
が
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
な
か
、

望
月
氏
は
、
一
日
中
鞄
持
ち
で
師
匠
に
付
き
っ

き
り
。
ハ
ー
ド
な
毎
日
に
、
体
調
を
崩
し
、
稽

古
も
休
み
が
ち
に
な
っ
た
。

　

折
か
ら
の
バ
ン
ド
ブ
ー
ム
。
大
学
三
年
の
こ

ろ
に
、「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
家
元
」
を
結
成
。
杵
屋
崇
光（
現・

勝
四
郎
）
氏
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、当
時
、

明
高
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
三
宅
裕
司
氏
が
司
会
を
し
て

い
た
人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
い
か
す
バ
ン
ド
天
国
」

（
通
称
「
イ
カ
天
」）
に
出
演
。
ま
た
た
く
ま
に

Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

「
師
匠
の
元
に
一
年
以
上
行
か
ず
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
家

元
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
師
匠
に

気
付
か
れ
た
。
寝
転
が
っ
て
鼓
を
打
つ
姿
を
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
を
見
た
師
匠
が
激
怒
。『
破
門

だ
！
』
と
電
話
が
入
っ
た
」

　

翌
日
、
望
月
氏
は
、
父
親
と
と
も
に
師
匠
の

元
に
駆
け
つ
け
た
。
謝
り
こ
そ
し
た
も
の
の
、

バ
ン
ド
活
動
を
続
け
る
こ
と
を
宣
言
。

「
師
匠
か
ら
は
、『
五
年
間
だ
け
、
何
を
や
っ
て

も
い
い
、
戻
っ
て
く
る
な
ら
戻
っ
て
こ
い
。
た

だ
し
、
そ
の
間
は
、
古
典
の
舞
台
に
は
、
い
っ

さ
い
出
さ
な
い
。』
と
言
わ
れ
ま
し
た
」

　

古
典
芸
能
の
世
界
を
離
れ
た
望
月
氏
は
、
Ｔ

Ｈ
Ｅ
家
元
の
活
動
の
ほ
か
に
も
、
ゲ
ー
ム
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ア
レ
ン
ジ
や
演
歌
歌
手
の
シ
ョ

ー
な
ど
に
も
出
演
。

「
演
歌
の
公
演
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
三
分
間
任

さ
れ
る
。
歌
舞
伎
や
能
に
興
味
の
な
い
お
客
さ

ん
は
、
雰
囲
気
だ
け
を
求
め
て
い
る
。
そ
ん
な

仕
事
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
や
り
た
い
音
楽

の
方
向
性
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
自
分

は
、
古
典
の
本
質
を
知
ら
な
い
ニ
セ
モ
ノ
だ
と

気
付
い
た
」

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
家
元
も
、
メ
ン
バ
ー
が
本
業
の
歌
舞

伎
で
忙
し
く
、
休
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
だ

っ
た
。
ち
ょ
う
ど
五
年
が
過
ぎ
て
い
た
。

「
そ
の
こ
ろ
、
祖
父
の
二
十
七
回
忌
が
あ
り
、

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
邦楽囃子演奏家望月太三郎
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造
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父
親
が
弟
子
か
ら
『
恥
ず
か
し
い
』
と
言
わ
れ
た
。

私
の
師
匠
は
、
若
い
こ
ろ
に
祖
父
に
引
き
立
て

ら
れ
て
頭
角
を
顕
し
た
。
父
と
兄
は
三
味
線
弾

き
。
囃
子
方
の
引
き
継
ぐ
の
は
自
分
し
か
い
な

い
の
だ
と
、
よ
う
や
く
気
が
付
い
た
」

　
師
匠
の
元
に
行
く
と
、「
明
日
か
ら
十
時
に
こ

い
」
の
ひ
と
言
。
翌
日
か
ら
歌
舞
伎
座
に
通
い
、

ひ
と
月
後
に
は
舞
台
に
出
演
。

「
古
典
の
唄
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
五
年

間
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
十
年
間
、
必
死
に
真

面
目
に
や
り
ま
し
た
」

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
家
元
の
活
動
で
は
、
海
外
で
の
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
や
ラ
イ
ブ
活
動
も
経
験
し
た
。

「
二
枚
目
の
Ｃ
Ｄ
を
ロ
ス
で
録
音
し
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ル
カ
サ
ー
に
担
当
し

て
も
ら
い
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
と
仕
事
を

し
た
の
は
貴
重
な
体
験
で
し
た
が
、
そ
の
と
き

の
ラ
イ
ブ
は
、
テ
ー
プ
で
音
楽
を
流
し
て
、
手

パ
ク
口
パ
ク
で
の
出
演
。
観
客
の
反
応
も
、
日

本
か
ら
ヘ
ン
な
の
が
来
た
な
程
度
の
も
の
で
し

た
。
や
は
り
歌
舞
伎
の
舞
台
で
海
外
に
出
る
と

反
応
は
ま
っ
た
く
違
う
」

　

一
九
九
九
年
フ
ラ
ン
ス
、
二
〇
〇
九
年
モ
ナ

コ
で
の
歌
舞
伎
公
演
に
、
囃
子
方
と
し
て
参
加
。

「
フ
ラ
ン
ス
の
公
演
で
は
、
今
は
鬼
籍
に
あ
る

師
匠
の
鬼
気
迫
る
演
奏
に
触
れ
ま
し
た
。
本
質

を
極
め
た
演
奏
は
、
ど
こ
で
も
観
客
を
魅
了
す

る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
き
て
よ
う

や
く
、
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て

き
た
。
従
来
の
古
典
音
楽
に
対
す
る
見
方
を
ぶ

っ
壊
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
古
典
の
本
質

を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
壊
す
こ
と
は
創

造
」

　

新
作
歌
舞
伎
に
関
わ
る
こ
と
も
多
く
、
市
川

染
五
郎
の
陰
陽
師
に
も
出
演
し
た
。

「
現
場
監
督
の
よ
う
な
仕
事
を
任
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
人
か
ら
は
、
回
り
道
を
し
た

と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
五

年
間
の
経
験
が
、
い
ま
活
き
て
い
る
。
師
匠
は

最
初
か
ら
す
べ
て
お
見
通
し
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」

もちづきたさぶろう●本名、杉浦邦雄。
一九六七年生まれ。人間国宝望月朴清氏に師事。
囃子方として歌舞伎公演等に多数出演

写真／所 幸則



30

　

東
京
地
方
の
平
成
二
十
五
年
夏
は
、
傘
を
差

す
間
も
無
く
梅
雨
が
明
け
、
連
日
の
猛
暑
と
強

い
日
差
し
が
容
赦
な
く
注
い
で
い
た
。

　

私
は
母
校
の
応
援
で
多
摩
一
本
杉
球
場
に
向

か
っ
た
。
就
職
し
た
会
社
は
転
勤
が
常
で
あ
り

今
年
八
年
ぶ
り
に
東
京
勤
務
そ
し
て
単
身
赴
任

と
い
う
状
況
が
高
校
野
球
母
校
の
応
援
と
い
う

行
動
に
移
し
た
の
だ
と
思
う
。
同
級
生
の
松
本

と
連
絡
を
と
り
球
場
で
落
ち
合
う
。
試
合
は
一

進
一
退
の
攻
防
を
続
け
た
が
明
治
高
校
は
残
念

な
が
ら
勝
利
の
瞬
間
を
迎
え
る
こ
と
な
く
甲
子

園
へ
の
道
は
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

残
念
。
松
本
も
残
念
な
表
情
…
…
、
で
も
な

い
み
た
い
だ
。

「
吉
原
、
す
ご
い
先
輩
だ
よ
。
こ
の
方
は
、
大

竹
先
輩
と
い
っ
て
、
す
ご
い
人
な
ん
だ
よ
」

ど
う
や
ら
試
合
中
、
松
本
は
大
竹
氏
の
話
を

延
々
、
聞
い
て
い
た
ら
し
い
。

「
ベ
テ
ラ
ン
の
声
優
で
、
Ｄ
ｒ.
ス
ラ
ン
プ
あ
ら

れ
ち
ゃ
ん
の
ニ
コ
ち
ゃ
ん
大
王
の
声
を
や
っ
て

い
ら
し
た
ん
だ
よ
！
」

　
こ
の
人
、
実
は
ス
ゴ
か
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
草
創
期
の
こ
ど
も
向
け
人
形
劇
「
チ

ロ
リ
ン
村
と
く
る
み
の
木
」
を
皮
切
り
に
、「
狼

少
年
ケ
ン
」「
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
」
な
ど
の
人
気
ア

ニ
メ
作
品
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
。そ
し
て
我
々

昭
和
四
十
年
代
生
ま
れ
の
誰
も
が
記
憶
に
あ
る

「
マ
マ
と
あ
そ
ぼ
う
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
」
で
の
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
カ
ッ
パ
の
カ
ー
タ
ン
は
大
竹

氏
そ
の
も
の
。

　

後
日
、
改
め
て
取
材
を
申
し
込
む
と
大
竹
氏

快
く
Ｏ
Ｋ
の
連
絡
。
携
帯
メ
ー
ル
の
返
信
に
は

驚
い
た
。
御
年
八
十
一
才
の
メ
ー
ル
は
絵
文
字

が
踊
る
カ
ワ
イ
イ
体
裁
。

ど
ん
な
先
輩
な
の
だ
ろ
う
、
と
期
待
と
不
安
が

入
り
交
じ
り
な
が
ら
、「
先
輩
と
の
濃
密
な
時
間
」

そ
の
日
を
迎
え
た
。

　

レ
モ
ン
サ
ワ
ー
を
片
手
に
「
大
竹
宏
」
ワ
ン

マ
ン
シ
ョ
ー
開
演
。
ま
さ
に
声
の
職
人
芸
。

　

生
粋
の
演
劇
人
は
、
明
治
中
学
明
治
高
校
時

に
も
演
劇
に
浸
っ
て
い
た
。
世
間
は
終
戦
間
際
、

空
襲
の
焼
け
跡
整
理
の
報
酬
で
浅
草
演
劇
の
無

料
券
を
中
学
生
に
渡
し
て
い
た
。
そ
れ
を
楽
し

み
に
焼
け
跡
整
理
に
取
組
む
大
竹
少
年
も
負
け

ず
劣
ら
ず
偉
大
だ
と
感
じ
た
。
劇
場
の
外
に
は

焼
け
出
さ
れ
た
数
多
く
の
人
が
居
る
の
に
…
…
。

そ
れ
だ
け
演
劇
に
夢
中
に
な
れ
る
の
を
羨
ま
し

く
思
っ
た
。

　

大
竹
氏
の
口
か
ら
、
当
時
の
明
治
高
校
ラ
イ

フ
が
溢
れ
出
す
。

「
我
々
の
頃
の
私
学
は
個
性
を
認
め
て
く
れ
る

風
潮
が
あ
っ
た
。
俺
は
美
術
や
国
語
は
得
意
だ

っ
た
が
、
幾
何
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
ど
う
し

カータンの絵かき歌でも
美術センスが発揮された

特
集
１

明
治
発
、世
界
へ
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大
竹 
宏

た
と
思
う
？　

答
案
用
紙
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

ダ
ル
マ
の
絵
を
描
く
ん
だ
。『
手
も
足
も
出
ね
え

っ
て
ね
』。
そ
れ
で
も
卒
業
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ

か
ら
良
い
時
代
だ
よ
ね
。」

　
高
校
時
代
の
様
子
を
『
カ
ー
タ
ン
の
涙
』（
山

口
真
一
著
・
新
風
社
）
か
ら
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　

大
竹
氏
は
美
術
部
と
演
劇
部
を
掛
け
持
ち
し
、

そ
の
後
部
長
と
し
て
部
を
引
っ
張
る
と
共
に
作

品
の
脚
本
、
舞
台
装
置
の
製
作
も
手
掛
け
、
更

に
演
出
上
男
性
の
み
の
芝
居
は
不
自
然
と
い
う

理
由
で
近
隣
の
女
子
高（
お
馴
染
み
の
Ｋ
女
子
）

に
声
を
か
け
る
な
ど
、
マ
ル
チ
な
才
能
を
発
揮
。

　

一
方
で
美
術
セ
ン
ス
に
長
け
て
い
た
こ
と
か

ら
体
育
祭
等
の
入
場
門
・
退
場
門
な
ど
を
一
人

で
手
掛
け
、
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し
た
。

　

時
に
は
与
え
ら
れ
た
部
費
を
遣
り
繰
り
し
て

紫
紺
祭
準
備
で
深
夜
遅
く
部
室
で
、
す
き
焼
き

を
楽
し
む
な
ど
"
や
ん
ち
ゃ
な
"
一
面
を
見
せ

る
な
ど（
宿
直
と
し
て
泊
ま
っ
て
い
た
教
頭
先
生

に
見
つ
か
っ
た
が
見
逃
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
）
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
た
大
竹
氏
も

卒
業
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
時
、
卒
業
式
で
は
、
卒
業
生
の
中
で
部
活

動
の
活
躍
に
顕
著
だ
っ
た
者
が
運
動
部
・
文
化

部
そ
れ
ぞ
れ
一
名
表
彰
さ
れ
る
場
が
あ
っ
た
。

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
俳優

「一生
、演
劇
人
」
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こ
の
年
、
大
竹
氏
は
文
化
部
代
表
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。
三
年
間
の
努
力
を
認
め
、
将
来
の

活
躍
を
期
待
さ
れ
て
の
表
彰
だ
っ
た
。

　

卒
業
後
は
、
父
親
の
紹
介
で
浅
草
に
あ
る
装

飾
専
門
店
に
就
職
。
商
品
の
看
板
製
作
や
、
デ

パ
ー
ト
・
キ
ャ
バ
レ
ー
等
の
内
装
や
宣
伝
風
船

等
を
扱
う
小
さ
な
商
店
だ
っ
た
。
美
術
の
腕
に

光
る
も
の
を
持
つ
大
竹
氏
は
、
こ
こ
で
も
無
類

の
活
躍
を
し
、
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た
。
そ
ん

な
頃
、
大
竹
氏
の
お
父
様
よ
り
近
所
の
歯
科
医

が
児
童
劇
団
の
主
催
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
る
。『
劇
団
・
合
唱
団
ち
ど
り
会
』
に
参
加
し

た
大
竹
氏
は
、
俳
優
・
内
田
研
吉
氏
に
演
技
指

導
を
受
け
た
。
高
校
時
代
以
来
久
し
ぶ
り
の
演

劇
、
芝
居
に
飢
え
て
い
た
大
竹
氏
の
心
を
満
た

し
て
い
っ
た
。

　

装
飾
店
を
退
職
、
本
格
的
に
劇
団
運
営
に
関

わ
る
よ
う
に
な
る
。
当
初
は
舞
台
監
督
、
舞
台

装
置
一
切
の
担
当
で
あ
っ
た
。
大
竹
氏
に
は
お

手
の
物
。
内
田
研
吉
氏
の
期
待
に
応
え
、
裏
方

の
舞
台
監
督
を
務
め
抜
い
た
。

「
の
め
り
込
め
」。
内
田
研
吉
氏
の
指
導
は
全
身

で
演
劇
を
体
得
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
大
竹
氏

の
演
技
の
根
本
と
な
っ
た
。
そ
の
後
内
田
研
吉

氏
の
劇
団
旗
揚
げ
に
参
加
、
こ
の
年
、
昭
和

二
十
八
年
は
日
本
の
テ
レ
ビ
放
映
が
開
始
さ
れ

た
年
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
内
田
研
吉
氏
は

病
に
倒
れ
て
し
ま
う
。
闘
病
三
ヵ
月
、
病
状
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
。
享
年
三
十
六
才
、
若

く
し
て
彼
は
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

残
さ
れ
た
大
竹
氏
に
苦
悩
の
日
々
は
続
い
た

が
、
思
い
が
け
な
い
所
か
ら
援
助
の
手
が
差
し

伸
べ
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
養
部
青
年
課
制
作

か
ら
番
組
出
演
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
。

　

こ
の
時
期
、
次
第
に
制
作
番
組
の
幅
が
広
が

っ
て
き
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
連
続
物
の
人
形
劇
の
放

映
を
始
め
て
い
た
。『
ア
シ
ン
と
一
三
人
の
盗

賊
』、
続
い
て
『
ガ
ン
ツ
君
』。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
劇

団
の
メ
ン
バ
ー
で
固
め
ら
れ
た
中
、
大
竹
氏
は

シ
ェ
ル
ム
旦
那
と
い
う
主
演
と
も
い
う
べ
き
悪

役
に
抜
擢
さ
れ
た
。
二
つ
の
人
形
劇
は
、
声
優

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
記
念
す
べ
き
作

品
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
一
年
四
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
新
た
な
人
形

劇
番
組
が
始
ま
っ
た
。「
チ
ロ
リ
ン
村
と
く
る
み

の
木
」
だ
。
き
れ
い
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
チ
ロ

頂きを目指す 繋がる伝統を世界へ
俳優大竹 宏
おおたけひろし●
一九三二年生まれ。
テレビ創生期から声優として活躍。

「一
生
、演
劇
人
」

おなじみの声で大竹劇場が
繰り広げられた。

特
集
１

明
治
発
、世
界
へ
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リ
ン
村
と
そ
こ
で
暮
ら
す
動
物
た
ち
の
物
語
。

　

昭
和
三
十
九
年
「
チ
ロ
リ
ン
村
と
く
る
み
の

木
」
は
終
了
し
た
が
、
番
組
関
係
者
た
ち
の
交

流
は
続
い
て
い
た
。
昭
和
四
十
一
年
フ
ジ
テ
レ

ビ
で
「
お
ー
い
チ
ロ
リ
ン
村
だ
よ
」
が
始
ま
る
。

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
続
編

を
民
放
で
放
映
し
た
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
視

聴
率
で
苦
戦
。
半
年
ほ
ど
で
打
ち
切
り
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。そ
こ
で「
チ
ロ
リ
ン
村
」

の
反
省
を
生
か
し
新
た
な
番
組
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

「
マ
マ
と
あ
そ
ぼ
う
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
」
の
放
映

開
始
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
大
竹
氏
は
人
形
劇
の
声
を
担
当
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
依
頼
に
よ
り
脚
本
作
成
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

番
組
開
始
か
ら
約
一
年
半
が
経
っ
た
昭
和

四
十
三
年
春
、
カ
ッ
パ
を
擬
人
化
し
た
「
カ
ッ

パ
の
カ
ー
タ
ン
」
が
登
場
す
る
。
大
竹
氏
は
、

着
ぐ
る
み
を
着
用
し
、「
五
分
間
」
演
じ
る
こ
と

を
依
頼
さ
れ
る
。
顔
の
出
な
い
演
技
に
、
戸
惑

い
を
覚
え
た
も
の
の
、
覚
悟
を
決
め
て
出
演
。

そ
し
て
、
カ
ー
タ
ン
は
十
五
年
半
に
渡
り
子
供

た
ち
の
人
気
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
』
で
の
カ
ー
タ
ン
の
活
躍
の

場
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
絵
か
き
歌
」
だ
っ
た
。

狭
い
着
ぐ
る
み
の
中
で
、
五
分
間
歌
い
続
け
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
呼
吸
困
難
に
な
る
こ
と
を
案
じ
、

酸
素
ボ
ン
ベ
の
携
帯
を
勧
め
た
が
、
ガ
ス
噴
射

音
を
内
臓
の
マ
イ
ク
が
拾
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
断
念
。
演
劇
人
大
竹
氏
は
、
こ
の
条
件
に
耐

え
続
け
た
。
カ
ー
タ
ン
の
人
気
に
よ
り
当
初
五

分
間
と
い
う
約
束
だ
っ
た
も
の
の
、
出
演
時
間

は
次
第
に
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後　

絵
か
き
歌
に
か
わ
っ
て
、
新
し
い

コ
ー
ナ
ー
が
誕
生
し
た
。「
カ
ー
タ
ン
に
挑
戦
」

は
、
歌
に
合
わ
せ
て
だ
れ
で
も
絵
が
描
け
る
と

い
う
絵
か
き
歌
と
は
、
主
旨
が
百
八
十
度
違
っ

た
。
簡
単
に
い
え
ば
、
子
ど
も
と
カ
ー
タ
ン
で

す
る
絵
の
合
作
で
あ
る
。

　
ま
ず
新
平
ち
ゃ
ん（
坂
本
新
平
＝
ピ
ン
ポ
ン
パ

ン
の
司
会
）
の
呼
び
か
け
で
、
そ
の
日
ス
タ
ジ

オ
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
の
中
か
ら
一
人
、
今
日

の
挑
戦
者
が
選
ば
れ
る
。
マ
ジ
ッ
ク
を
持
っ
た

子
は
ボ
ー
ド
に
向
か
っ
て
自
由
に
、
ま
る
で
落

書
き
よ
ろ
し
く
何
を
描
い
て
も
良
い
。
直
線
で

も
、
曲
線
で
も
、
不
定
形
な
模
様
で
も
、
で
た

ら
め
な
形
な
ほ
ど
い
い
。
そ
う
し
て
メ
チ
ャ
ク

チ
ャ
な
絵（
線
の
断
片
）
が
で
き
れ
ば
、
さ
あ
カ

ー
タ
ン
の
出
番
。

　

カ
ー
タ
ン
は
子
ど
も
の
残
し
た
絵
に
次
々
に

線
を
書
き
入
れ
る
。
ぬ
り
つ
ぶ
す
、
描
き
足
す
。

す
る
と
わ
ず
か
二
十
秒
も
す
れ
ば
、
何
と
最
初

の
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
絵
を
も
と
に
、
ま
っ
た
く

別
の
絵
が
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
毎
日
毎
日
、
即
興
の
し
か
も
奇
想

天
外
な
ア
イ
デ
ア
で
み
ご
と
な
絵
を
完
成
さ
せ

て
い
っ
た
カ
ー
タ
ン
。
生
半
可
な
力
量
で
は
、

す
ぐ
に
ボ
ロ
が
出
て
し
ま
う
。
美
術
セ
ン
ス
に

長
け
た
大
竹
氏
だ
か
ら
こ
そ
子
供
の
期
待
に
こ

た
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。

　

二
杯
目
の
レ
モ
ン
サ
ワ
ー
を
空
け
る
こ
ろ
大

竹
劇
場
は
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
を
迎
え
る
。

　

大
竹
氏
は
本
当
の
演
劇
人
。
声
だ
け
で
、
あ

っ
と
い
う
間
に
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
頭

の
中
に
登
場
。
舞
台
の
話
を
す
れ
ば
話
の
合
間

に
音
楽
も
流
れ
る
。

　

現
在
は
、
朗
読
劇（
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
作
）

で
子
供
に
楽
し
い
時
間
を
提
供
し
て
い
る
。
声

の
出
演
、
主
題
歌
、
脚
本
な
ん
で
も
や
っ
て
い
る
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
半
。
居
酒
屋
で
開

演
さ
れ
た
大
竹
劇
場
は
閉
幕
―
―
。
大
竹
氏
の

滑
ら
か
な
舌
は
、
ま
だ
ま
だ
し
ゃ
べ
り
足
ら
な

か
っ
た
ら
し
い
。

「
さ
あ
二
次
会
に
い
く
か
！
」

夜
も
更
け
て
き
た
が
、
楽
し
い
大
竹
ワ
ー
ル
ド

は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
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Q1.明治高校の校風を色で例えると？

特
集
2新

世
輝
の

時
代
新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

平
成
25
年

平
成
25
年

新世輝の同期だれもが
“ずいぶん学校は変わったな～”と口にする。
そんなある時、同期で集まった一人が高校卒業当時に作成した
「過程」ってあったよなーってつぶやいた。
「過程」の特集に「女子高!? ENQUETE!!」が掲載されていて、
男子校だった当時と共学になった今、御茶ノ水から調布へと移り、
明治高校の雰囲気や印象をアンケートで比較し、約３０年を経て、
変わらないこと、変わったことを浮かび上がらせます。
アンケートは、先生方の多大なご協力の下、
高Ⅲ・高Ⅱの女子生徒を対象に実施し
多くの生徒さんにご回答をいただきました。

Ｓ６１年当時は他の女子学生にアンケートしたので、当然いろいろなイメージカラーがあるのでしょう。
現在の明治の女子学生は「紫」「紫紺」がほとんどで、まさにイメージが明治カラーですね。

Q2.明治高校で活躍しているクラブは？

現在は、吹奏楽や応援指導などの人気が高い。Ｓ６１年当時は
明治といえばラクビー部のイメージが定着していました。（ラグビー部ないのに）
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37 21.3%
10 5.7%
10 5.7%
8 4.6%
9 5.2%
7 4.0%
6 3.4%
6 3.4%
5 2.9%
5 2.9%
4 2.3%
4 2.3%
3 1.7%
3 1.7%
2 1.1%
2 1.1%
2 1.1%
2 1.1%
2 1.1%
2 1.1%
2 1.1%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%
1 0.6%

真面目 

21% 
頭がいい 

6% 
うるさい 

6% 
普通 

5% 
おぼっちゃ

ま 

5% 

幼い 

4% 
シャイ 

3% 

優しい 

3% 

その他 

47% 
（面白い,元気,

  etc.）
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Q4.付属高校の一般的な男子生徒についての印象は？新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

平
成
25
年

平
成
25
年

平
成
25
年

Ｓ６１年当時も今も「おぼっちゃま」のイメージがあるのでしょうか？「質実剛健」のもと、
　　硬派なイメージを持っていると思ったのは、自分たちだけだったのか・・・。

Q5.明治高校の男子生徒についての印象は？

Ｓ６１年当時は「知らない」がほとんどですが、今は日ごろ
女子から見られている男子生徒のイメージだから、よくよく観察されての意見でしょう。

Q3.男子校をどう思うか？

Ｓ６１年当時の女子学生は、「汚い」「くさい」が上位で結構ストレートな表現する人が
多かったのでしょうか？ 今の女子学生は「楽しそう」が１番でやさしい性格の人が多いのかな？
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Q7.明治高校の男子生徒に似合うスポーツは？

Ｓ６１年当時は明治イメージがラクビー。大学のラクビー部強かったですからね。今は人気スポーツの
野球やサッカーですね。その中で「テニス」は結構、明治イメージなのでしょうか？

Q8.明治高校の男子生徒に似合う職業は？

今も昔も“サラリーマン„が第１位。
昔はランク外だった公務員が次点というのは、時代を映していますよね。

Q6.明治高校の男子生徒に似合う車は？

時代の差を感じますね。ＢＭＷやベンツは有名だけどトヨタという回答は
車にあまり興味がないのかなと思いますね。しかし、その中でもプリウスは有名なんですね。

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

平
成
25
年

平
成
25
年

平
成
25
年
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126
20
19

 

76% 

 

12%  

 

12% 
 56% 

 12% 

 12% 
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Q10.あなたがよく遊びに行く街はどこですか？

Ｓ６１年当時第２位の銀座が今はランク外。
そして、逆にランク外の吉祥寺が第１位。移転の影響がこんなところにも。

Q11.今つきあっている人はいますか？　恋人の学校は？

昭和の女子高生、意外と“肉食系„だったんですね。現在の女子生徒は、
真面目な女子が多いのか、そうでないのか、真実はどちらでしょう？

Q9.明治高校の男子生徒に似合う街は？

校舎移転の影響はっきりと。でも御茶ノ水がランクインしているところに、
僕ら明治高校ＯＢは、ほっとしたりするのです。

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

平
成
25
年

平
成
25
年

平
成
25
年
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Q13.恋人と一緒にどこに遊びに行きたいですか？

好きな人とならどこでもよいと思う。“昭和„の時代。
今は行きたいところがはっきりしている、女子主導の時代でしょうか？

Q14.恋人にやってほしいスポーツは？

僕らの時代、トレンディなスポーツといえば“スキー„でした。
時代は変わりましたね。

Q12.恋人として選ぶとしたらどこの高校の男子生徒がいい？

Ｓ６１年卒の僕らにしたら、驚愕の事実。
明治がトップ！　僕らの時代より倍以上　さすが後輩！„

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

平
成
25
年

平
成
25
年

平
成
25
年



Q16.  
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どうです皆さん、明治高校ってこんな感じなんですよ。
大きくうなずくところ、ん～ちょっとな～って

見ていただいた方がそれぞれで感じてもらえれば幸いです。
今回当時の「過程」を切り口に会報特集で比較を行い、違いがはっきりした所、

またそうでない所とかなり面白い比較ができたと思います。

アンケートにご協力をいただいた生徒さんにお礼を申し上げるとともに先生方のご尽力が
あればこそできたことと深く感謝をいたします。

ありがとうございました

Q16.今いちばん欲しいものは何ですか？

今も昔も女子は“お金„大好きなようです。
洋服よりスマホが欲しいのは時代なのでしょうか？

Q15.今いちばんしたいことは何ですか？

Ｓ６１年当時の第１位は“わからない„。若い世代は何を考えているか、わからないと
諸先輩方は嘆きますが、現在の女子高生は主義主張がはっきりしています。

新
世
輝
の
時
代

新
世
輝
の
時
代

平
成
25
年

平
成
25
年
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一品をあなたに

え？　決めセリフって？
答えは鳩屋海苔店の広告の中にございャす！

総明会特別料金を設定していますので、
お気軽にお問い合わせください。

明治高校ゴルファーの皆さん！
ホームページを見て連絡ください。

野球部、バレー部強くなってほしいですね！

当店は合羽橋道具街・合羽橋南の交差点角です。
最寄駅は田原町。

神宮球場・秩父宮ラグビー場すぐ。
ぜひお立寄りください。

店頭で鳩屋海苔店の決めセリフを
おっしゃって頂いた方全員に、

胡椒海苔「魚河岸ペッパー1p」を
進呈させて“頂き”ます！

外装ポリマーコーティングを施工の方、
ホイルコーティングをサービス

（通常 7，000円〜12,000円相当）

ゴルフブランド
「ウインウインスタイル」の

全商品を期間中
20%割引で販売

金魚30%割引

店内で千円以上の買い物をし、
「会報見ました」と言って頂ければ、

ビンコーラ１本をサービスします。

1500円以上
お買い上げの方

5%割引

鳩屋海苔店

（株）サンコー商会

WINWIN 
STORE&OUTLET 金魚の吉田

志村製作所

青山但馬屋

東京都中央区築地4-14-16

東京都足立区江北3-38-1

東京都江東区猿江1-2-9

（セール商品は除外）

東京都葛飾区東新小岩5-14-7

東京都台東区松が谷1-11-8

東京都港区北青山2-7-11

03-3541-5523

03-3898-3501

03-6659-2588
03-5671-5550

03-3841-2993

03-3401-2843

fecebook.com/hatoya http://www.shimura-s.co.jp

35@car-sanko.com

http://winwinstyle.com
http://www.kingyo-yoshida.com

http://www.aoyama-tajima.co.jp

「会報見た！」で

「会報見た！」で

「会報見た！」で 会報持参の方

「会報見た！」で

「会報見た！」で
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頂
掲載のお店で、｢総明会会報を見た！｣ と言っ

ていただければ、サービスが受けられます。ＯＢ
のお店にお伺いしても、ご主人にお声を掛けて、「私

も明高です！」と言い出しにくいものですが、「会報

を見た！」とのひと言で、割引や一品サービス、粗

品進呈などをぜひとも「いただきっ！」して、

交流を深めてください。

い
た
だ
き
っ
！

を目指す

下町でふぐをご堪能ください。

御気軽にお越し下さい。全て手作りの料理です。
心よりご来店お待ちしております。

移転しましたので
新店舗でお待ちしております。

この企画は2014年
3月末日まで有効です。

心を込めてにぎっています。
ぜひ一声おかけ下さい。

お会計5%オフ

グラスワイン
1杯サービス

お食事の方、コーヒー
または紅茶のサービス

おしんこサービス

お昼も夜も
消費税相当サービス

民芸茶屋 佐留丹

vino e IL raccoltaお食事と甘味 たけやま

神田 天丼家

吉野鮨本店
東京都足立区千住1-33-8

東京都中央区日本橋2-9-6東京都豊島区巣鴨3-15-15

東京都千代田区神田神保町3-1-14

東京都中央区日本橋3-8-11
03-3882-7229

03-3231-061003-9315-5709

03-6272-3306

03-3274-3001
http://r.gnavi.co.jp/g4185001/

http://r.gnavi.co.jp/a213000/

www.facebook.com/sushi.yoshino

「会報見た！」で

「会報見た！」で「会報見た！」で

「会報見た！」で

「会報見た！」で
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現
役
、明
治
高
校
生
3
学
年
の
ク
ラ
ス
の
人
気
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

先
生
や
有
名
人
な
ど
の
モ
ノ
マ
ネ
や
ギ
ャ
グ
が
得
意
な
男
子
、

多
く
の
人
が
認
め
る
イ
ケ
メ
ン
男
子
、声
が
大
き
く
カ
ラ
オ
ケ
が
得
意
な
女
子
、

バ
ト
ン
の
名
手
で
全
国
大
会
に
も
出
場
の
女
子
、ピ
ア
ノ
演
奏
で
も
全
国
大
会
出
場
し
た
女
子
、

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
と
こ
ろ
で
は
将
棋
大
会
で
入
賞
、レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
創
作
で
都
大
会
３
位
な
ど
も
…
。

各
学
年
の
集
計
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

現
役
明
高
生
の
皆
さ
ん
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な„
特
技
＂を
活
か
し
て
、頂
き
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て
い
る
人
、応
援
し
て
い
ま
す
！

楽
し
い
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

高校３年生

高校2年生

高校1年生

性別

性別

性別

♂

♂

♀

♂

♂

♂

♀

♀

♂

♂

♂

♀

♂

♀

得票数

得票数

得票数

24票

26票

26票

 8票

 13票

 13票

 13票

 13票

 7票

6票

24票

24票

24票

24票

１位

１位

１位

超イケメン

モノマネ
お笑いギャグ

歌が上手い

ギャグマシーン

ものまね

顔真似がうまい
書道うまい・
なんでもできる
ピアノ全国大会出場

太鼓の達人

バトン全国大会出場

2位

2位

2位

2位

2位

3位

3位

その他

その他

その他

将棋県大会３位
英語プレゼンコンテストで優勝　

タイピングソフト200出す

レゴブロック創作都大会３位

教
室
の

頂
点

～アンケートにご協力いただいた明高生の皆さま 先生方へ～
会報特集の予定では、上位の方などから取材を行おうと企画しておりましたが、
日程の関係などにより集計結果の掲載となりましたことをお詫び申し上げます。

　



1
0
0
周
年
記
念
事
業
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こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
創
立

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
第
１
回
が
行
わ
れ
た
。（
昨

年
度
の
模
様
は
、
２
０
１
２
年　
総
明
会

会
報
50
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

中
学
教
頭
の
並
木
啓
先
生
が
昨
年
と

の
違
い
を
説
明
す
る
。
  

「
昨
年
は
48
名
の
応
募
で
し
た
が
、

今
年
か
ら
は
、
中
３
か
ら
高
Ⅱ
ま
で

の
３
学
年
全
員
の
夏
休
み
の
課
題
で

必
修
に
な
り
ま
し
た
。
任
意
で
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
中
２
の
30
名
を
加
え
て
、

約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
」

　

原
稿
審
査
で
男
子
８
名
、
女
子
15

名
の
23
名
に
絞
ら
れ
、
さ
ら
に
選
考

さ
れ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
10
名
（
男
子

２
名
、
女
子
８
名
）
が
鵜
澤
總
明
ホ

ー
ル
の
舞
台
に
立
っ
た
。

　

今
回
は
司
会
も
生
徒
が
担
当
。
勝

又
大
智
君
（
中
３
）、
伊
藤
さ
や
か
さ

ん
（
中
２
）
の
２
人
に
よ
り
英
語
で

進
行
し
た
。
開
会
に
あ
た
っ
て
、
金

子
光
男
校
長
先
生
が
ド
イ
ツ
語
で
挨

拶
し
た
。
３
名
の
審
査
員
が
、
英
語

20
点
。
内
容
20
点
、
印
象
等
10
点
の

合
計
50
点
で
採
点
。

  

「
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
中
身
が
問
わ
れ
る
。
校
内

の
発
表
内
容
も
、
英
語
力
だ
け
で
は

な
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
か
が
大
事
。
日
頃
か
ら
社
会
や

身
の
回
り
の
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
、

訴
え
た
い
こ
と
や
問
題
意
識
を
伝
え

ら
れ
る
か
が
重
要
」（
並
木
先
生
）

　
優
勝
し
た
向
井
杏
樹
さ
ん
（
中
３
）

の
テ
ー
マ
は
、
“The things I 

learned from
 kendo„

（「
剣
道
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」
次
ペ
ー
ジ
に
原
稿

を
全
文
掲
載
）

　

向
井
さ
ん
は
、
５
才
か
ら
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
暮
ら
し
、
小
学
４
年

生
で
帰
国
。

「
将
来
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り
た
い
。

国
際
的
な
仕
事
で
、
い
ろ
い
ろ
な
国

を
旅
し
て
み
た
い
」　

と
将
来
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

審
査
に
あ
た
っ
た
一
人
、
明
治
大
学

商
学
部
特
任
講
師
の
関
孝
哉
先
生
が

講
評
で
言
う
。

「
明
治
高
校
の
卒
業
生
は
、
大
学
で
英

語
の
発
表
を
伸
び
や
か
に
や
っ
て
く

れ
る
、
そ
の
活
力
が
こ
こ
に
あ
っ
た
」

入
賞
者
５
名
は
、
海
外
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
参
加
費
の
全
額
、
他
の
５
名

に
は
半
額
の
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
た
。

春
休
み
の
約
２
週
間
を
利
用
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
海
外
交
流
の
場
を

経
験
。
始
業
式
で
は
、
３
人
が
現
地

の
学
校
で
の
様
子
な
ど
を
報
告
し
た
。

２
０
１
３
年
度
よ
り
、
定
例
の
コ
ン

テ
ス
ト
と
し
て
、
実
施
さ
れ
る
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

工藤綾乃（高Ⅰ）「努力する人が大好き」

伊藤あきほ（高Ⅱ）「本から得られること」

白瀟利（高Ⅱ）「笑顔が世界を変える」

菊池晃輔（高Ⅰ）「笑い」

第
２
回
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
25
年
2
月
5
日
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What do you think of kendo? Is it c
ool? Or is it s

tinky? When I asked my 

classmates, they answered like this. Well I think it’s c
ool, too.  That’s the reason 

why I started practicing kendo. I’ve learned a lot of things from kendo. The thing 

which I was most impressed with was manners. I want to tell you about that from 

what I have felt in the last three years.

Certainly, kendo looks cool. But in the back ground there are manners which we 

learn strictly with our seniors practice during the hot summer and cold winter, and 

a lot of effort. Also, as you may know, kendo is a sport which starts with a bow 

and ends with a bow. And the basic courtesy is to
 respect others. Maybe you feel 

kendo is a contradiction, because it’s a sport which we hit each other and respect 

each other. But we can fight seriously because we respect each other. We show 

respect by greeting. We bow to the Dojo where we practice every day. We also 

bow to our teachers, seniors and the juniors.

In our school we are greeting for a campaign. The class officers greet everyone to 

say hello naturally. But I think this is a very strange thing. Because I think a 

greeting is an action which comes out naturally from our feelings, whether we are 

in a casual or formal social situation. I learned this from kendo.

Also, in kendo to be thankful is very important. I am always thankful after my 

kendo competition in whether I win or lose. When I win, I thank to my kendo 

teacher, my parents to allow me to continue kendo and my teammates who are 

practicing hard together. Even when I lose, I thank my rival who I was fighting 

with. Well, it is 
disappointing to recognize my defeat, but I can notice why I 

couldn’t win and realize what my bad point is, so
 I think I have to thank my 

opponent. Until I sta
rted kendo, I had never thought of being thankful after I lost. 

The reason why I can think like this now is because I respect others. After all I 

think courtesy and respecting others is im
portant in everything. Also, by greeting 

and respecting is in common with every country. I w
ant to be friends with people 

who are polite.

Like this, I learned a lot of important things from kendo. But we can learn these 

things not only in kendo but in other things, too. Maybe you might have been 

doing something in your everyday life that teaches you courtesy and makes you 

appreciate other people.

The things I learned from kendo

Anju Mukai

竹川佑社（中２）「音楽の力で心をつなごう」

杵淵舞（高Ⅱ）「グローバルな人になるために」

古本苑子（中３）「いじめをなくすための３つのアドバイス」

山際久玲彩（中２）「質素な生活を楽しむ」

森葵（高Ⅰ）「食べ物を粗末にしない」

工藤綾乃（高Ⅰ）「努力する人が大好き」

伊藤あきほ（高Ⅱ）「本から得られること」

白瀟利（高Ⅱ）「笑顔が世界を変える」

菊池晃輔（高Ⅰ）「笑い」

コンテスト参加者とスピーチのテーマ

100周年
記念事業
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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

第
一
回
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
応
募
者
約

三
十
人
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
選
ば
れ
た
七
人
が
英
語
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
。

　

鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
八
百

人
の
生
徒
の
前
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を

交
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

を
伝
え
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
金
子
光
男
校

長
が
ド
イ
ツ
語
で
挨
拶
。

「
参
加
者
は
、
自
分
で
英
文
を
書
き
、

暗
記
し
、
数
百
名
の
生
徒
た
ち
の
前

で
発
表
す
る
。ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
い

る
生
徒
た
ち
も
、刺
激
を
う
け
、『
来
年

は
参
加
し
よ
う
』と
思
う
で
し
ょ
う
。」

　

明
治
大
学
理
工
学
部
管
啓
次
郎
専

任
教
授
、
経
営
学
部
キ
ア
ナ
ン
専
任

准
教
授
、
農
学
部
マ
ク
タ
ガ
ー
ト
特

任
准
教
授
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
及
び
内
容
、
英

語
力
、
発
表
の
全
体
的
な
印
象
に
つ

い
て
審
査
。

優
勝
は
米
山
沙
織
さ
ん
（
高
Ⅲ
）。

「Anim
al Testing for C

osm
etics 

in Japan

（
日
本
に
お
け
る
化
粧
品

の
動
物
実
験
に
つ
い
て
）」
を
テ
ー
マ

に
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
で
の
化
粧
品
に
関

す
る
動
物
実
験
の
規
制
に
つ
い
て
の

比
較
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

米
山
さ
ん
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
に
感

想
を
寄
せ
て
い
る
。

「
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
通
し
て
一
つ
の
物

事
に
つ
い
て
深
く
調
べ
理
解
し
、
そ

れ
を
ど
う
短
時
間
で
わ
か
り
や
す
く

伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
」

　
こ
の
行
事
は
、
創
立
1
0
0
周
年

教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
に

お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
。

　

入
賞
者
に
は
同
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
創
設
さ
れ
た
「
鵜
澤
總
明
教
育

振
興
・
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
よ
り

短
期
留
学
費
の
一
部
が
支
給
さ
れ
る
。

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
７
名
と

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

米
山
沙
織
（
高
Ⅲ
）

『A
n

im
a

l T
e

s
tin

g
 fo

r 
C

osm
etics in Japan

』

石
曽
根
毅
（
高
Ⅱ
）

『Japanese Technologies 
w

hich boast of the w
orld

』

高
興
（
高
Ⅱ
）

『C
ourtesy of Japanese

』

知
見
美
沙
（
高
Ⅲ
）

『S
hould disabled children 

study in ordinary schools?

』

中
釜
雄
太
郎
（
高
Ⅱ
）

『C
ulture of hiding

』

河
井
宗
一
朗
（
高
Ⅲ
）

『The direct election for the 
Prim

e m
inister

』

佐
藤
慧
介
（
高
Ⅲ
）

『TH
E U

SELESS PO
W

ER

』

平
成
25
年
6
月
11
日

100周年
記念事業
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平
成
25
年
6
月
15
日
（
土
）
に
鵜

澤
總
明
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
今
年

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
は
、
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
活
動
の
訪
問
先
と
な

っ
た
宮
城
県
女
川
町
長
の
須
田
善
明

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

須
田
善
明
氏
は
女
川
町
で
生
ま
れ

育
ち
、
自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、
未

だ
仮
設
住
宅
に
家
族
と
暮
ら
し
て
い

る
と
い
う
。

　

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
女
川
町

の
復
興
に
向
け
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
千
年
に
一

度
の
震
災
は
千
年
に
一
度
の
街
づ
く

り
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
街
が
壊
滅

し
た
か
ら
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
具

体
的
な
街
づ
く
り
を
ス
ラ

イ
ド
を
用
い
な
が
ら
紹
介

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
女
川
町
の
中
学

生
た
ち
が
、
千
年
後
の
い

の
ち
を
守
る
た
め
に
記
録

を
残
そ
う
と
立
ち
上
げ
た

「
い
の
ち
の
石
碑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

紹
介
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.inotinosekihi.com

/

）

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
質
疑
応
答
で
は
、„
震
災
に
あ
っ
た

場
合
の
備
え
に
つ
い
て
＂
と
い
う
質

問
に
、
情
報
を
得
る
手
段
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
車
な
ど
か

ら
電
源
が
取
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と

で
„
D
C
A
C
イ
ン
バ
ー
タ
ー
＂
が

必
要
と
か
、„
被
災
地
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
と
は
＂
で
は
、
ま
ず
は
現
地

に
行
っ
て
ほ
し
い
、
支
援
と
い
う
よ

り
は
「
育
む
」「
育
て
る
」
気
持
ち
を

持
っ
て
ほ
し
い
な
ど
丁
寧
に
そ
し
て

具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会 

講
師 

須
田
善
明 

女
川
町
長

平
成
25
年
6
月
15
日

100周年
記念事業
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本
校
は
、
創
立
1
0
0
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
で
あ
る
鵜
澤
總
明
教
育

振
興
・
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

と
し
て
、
平
成
25
年
1
月
12
日
か
ら

1
月
14
日
の
日
程
で
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
（
宮
城
県
女
川
町
）
の

支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
支
援
活
動
で
は
、
明
治
大
学

出
身
で
あ
る
女
川
町
長
の
須
田
善
明

氏
が
、
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
支
援
を
訴
え
ら
れ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、「
小
学
生
が
笑
顔

に
な
れ
る
事
を
や
ろ
う
」
と
い
う
地

元
の
ご
提
案
が
あ
っ
た
。
石
巻
日
日

新
聞
が
小
学
６
年
生
の
卒
業
大
会
と

し
て
開
催
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
大
会

を
、
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
援
助
を
元
と
し
５
年
間
を

目
途
に
継
続
す
る
計
画
で
、
共
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
今
回
は
そ
の

第
１
回
目
と
な
っ
た
。

　
1
月
12
日
に
参
加
生
徒
（
高
校
生
）

16
名
が
、
教
員
、
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
及
び
Ｏ
Ｂ
と
共
に
バ
ス

で
本
校
を
出
発
。
石
巻
市
、
女
川
町

の
被
災
地
を
訪
れ
現
地
を
見
学
し
、

被
災
地
の
方
か
ら
体
験
談
を
伺
っ
た

り
、
映
像
で
見
た
り
と
震
災
当
日
の

様
子
を
学
ん
だ
。
何
よ
り
ビ
ル
が
横

倒
し
に
な
っ
て
い
る
光
景
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
一
同
言
葉
を
失
っ
た

と
い
う
。

　

1
月
13
日
に
は
、
本
校
主
催
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
を
小
学
校
低

学
年
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
開
催
。
快

晴
の
な
か
試
合
を
行
い
、
表
彰
式
で

は
全
チ
ー
ム
に
表
彰
状
、
参
加
賞
、

明
治
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
色
紙
な
ど

が
授
与
さ
れ
、
カ
ッ
プ
や
ビ
ブ
ス
が

順
位
に
応
じ
て
渡
さ
れ
た
。

　

1
月
14
日
に
は
、
石
巻
日
日
新
聞

と
本
校
共
催
の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ッ
プ

を
小
学
校
高
学
年
８
チ
ー
ム
が
参
加

し
開
催
。
前
日
と
異
な
り
吹
雪
に
な

る
悪
天
候
の
な
か
、
全
員
が
ず
ぶ
濡

れ
に
な
り
な
が
ら
も
全
試
合
を
行
い
、

表
彰
式
は
大
人
の
み
で
実
施
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
サ
ッ
カ
ー
部

員
が
中
心
と
な
り
審
判
な
ど
を
務
め

こ
れ
を
運
営
し
た
。
地
元
小
学
生
の

懸
命
な
プ
レ
ー
が
印
象
的
で
、
地
元

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
賛

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
活
動

平
成
25
年
1
月
12
日
〜
14
日
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保
護
者
の
笑
顔
は
絶
え
る
こ
と
が
な

か
っ
た
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
そ
れ
以
外
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｊ
Ｅ
Ｎ
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、

前
日
か
ら
用
意
し
た
炊
き
出
し
の
豚

汁
は
、
子
供
た
ち
を
含
め
た
地
元
の

方
々
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
に
残
る

ほ
ど
、
２
日
間
と
も
好
評
の
う
ち
に

完
食
と
な
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
大
会
終
了
後
に
東
京
に

向
け
て
バ
ス
で
出
発
し
た
が
、
1
月

14
日
と
言
え
ば
東
京
で
も
大
雪
と
な

っ
た
日
で
あ
っ
た
。
普
段
あ
ま
り
雪

が
降
ら
な
い
女
川
町
で
も
こ
の
日
は

大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
通
行
止

め
や
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、
18
時

間
も
の
間
バ
ス
に「
缶
詰
」と
な
っ
た
。

校
長
先
生
の
指
示
に
よ
り
、
翌
1
月

15
日
に
新
幹
線
に
乗
り
換
え
て
の
帰

京
と
な
り
、
東
京
駅
到
着
時
に
は
全

員
が
疲
れ
切
っ
て
は
い
た
が
、
達
成

感
や
充
実
感
を
味
わ
っ
た
皆
の
顔
は

晴
れ
や
か
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
支
援
活
動
を
通
し
て
、
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
世
界
に
飛
び
出
し
己
を
知
ろ

う
」
を
、
生
徒
自
ら
が
被
災
地
を
視

察
し
、
被
災
地
の
方
々
の
思
い
を
実

感
す
る
こ
と
で
体
現
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
微
力
な
が
ら
も
被
災
地
の
復

興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
大
き
な
財
産
に
な
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　

支
援
活
動
で
は
食
材
等
は
地
元
の

も
の
を
調
達
す
る
が
、
サ
ッ
カ
ー
大

会
で
の
景
品
等
は
持
ち
込
ん
で
い
る

と
の
こ
と
な
の
で
、
総
明
会
か
ら
景

品
等
で
何
か
し
ら
の
協
力
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
た
。

100周年
記念事業
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

午
前
九
時
過
ぎ
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
、

東
京
駅
丸
の
内
地
下
一
階
の
団
体
待

合
所
に
、
明
治
中
学
生
が
続
々
と
集

ま
っ
て
く
る
。

　

こ
の
日
は
創
立
1 

0 

0
周
年
の
記

念
行
事
と
し
て
、
生
徒
が
自
ら
思
案
、

企
画
し
た「M

eiji W
alker

」
が
実

施
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
明
治
中
学
生
全
員
が
６
～

７
名
の
班
に
分
か
れ
、
東
京
駅
か
ら

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ

ー
ま
で
徒
歩
で
巡
る
も
の
。
途
中
明

治
大
学
発
祥
の
地
等
の
様
々
な
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
踏
査
し
な

が
ら
、
最
後
は
明
治
中
学
校
旧
校
舎

を
経
て
、
明
治
大
学
を
目
指
す
。

　

集
合
は
、
学
年
ご
と
に
ず
ら
さ
れ

て
お
り
、
中
学
１
年
の
生
徒
か
ら
班

ご
と
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
私
自
身
も
中
学
１・２
年
の
生
徒
を

見
送
り
、
中
学
３
年
の
生
徒
が
ス
タ

ー
ト
す
る
頃
、
一
緒
に
歩
き
だ
し
て

み
た
。

　

外
は
冬
晴
れ
。
数
日
前
に
降
っ
た

雪
が
ま
だ
歩
道
の
傍
ら
に
残
っ
て
い

て
、
生
徒
た
ち
は
コ
ー
ト
姿
に
マ
フ

ラ
ー
を
し
て
歩
い
て
い
る
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
、
班
に
よ

っ
て
様
々
。
明
治
大
学
発
祥
の
地
や

貨
幣
博
物
館
。
三
井
本
館
や
将
門
の

首
塚
。
駿
河
台
・
猿
楽
町
方
面
で
は
、

ニ
コ
ラ
イ
堂
や
湯
島
聖
堂
。
神
田
明

神
や
米
沢
嘉
博
記
念
図
書
館
等
々
。

そ
れ
ぞ
れ
が
２
～
３
箇
所
巡
っ
て
、

旧
校
舎
を
目
指
す
。
与
え
ら
れ
た
時

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

平
成
25
年
1
月
17
日

M
E
I
J
I 

W
A
L
K
E
R
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間
は
一
時
間
半
程
度
。

　

各
班
は
地
図
を
片
手
に
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
目
指
す
。
交
差
点
ご
と

に
立
ち
止
っ
て
は「
あ
っ
ち
だ
！
」「
こ

っ
ち
だ
！
」
と
何
や
ら
楽
し
そ
う
。

た
ま
に
は
行
き
過
ぎ
て
コ
ー
ス
を
外

れ
て
い
く
班
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は

ご
愛
嬌
。
何
と
か
元
の
コ
ー
ス
に
戻

っ
て
き
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
は
、
高
校

の
委
員
生
徒
が
立
っ
て
い
て
、
到
着

し
た
班
を
記
録
し
、
次
へ
の
移
動
を

指
示
す
る
。
各
班
は
そ
こ
で
写
真
を

撮
っ
た
り
記
録
を
取
っ
た
り
し
て
か

ら
移
動
。
ま
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

以
外
の
名
所
を
見
付
け
て
は
そ
れ
も

記
録
し
て
い
た
。
こ
れ
が
実
は
別
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
、
報
告
内
容
が
優
秀
で

あ
れ
ば
賞
品
が
貰
え
る
ら
し
い
。

　

そ
し
て
旧
校
舎
に
到
着
。
各
班
ど

う
し
再
会
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
。

私
自
身
何
度
か
す
れ
違
っ
た
生
徒
と

「
お
疲
れ
様
！
」
と
声
を
掛
け
あ
っ
た
。

し
ば
し
旧
校
舎
を
眺
め
な
が
ら
休
憩

し
、
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
へ
移
動
。

　

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
で
は
、
師
弟
レ

ス
ト
ラ
ン
で
お
汁
粉
が
振
る
舞
わ
れ

た
。
そ
の
後
一
階
の
ホ
ー
ル
で
閉
会

式
。
金
子
校
長
先
生
か
ら
労
い
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
そ
の
日
歩
い
た
地

域
の
歴
史
の
話
を
賜
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
多
少
遅
れ
る
班
が

い
た
も
の
の
全
員
完
歩
。
生
徒
に
と

っ
て
、
思
い
出
深
い
行
事
と
な
っ
た

と
思
う
。

　

私
も
取
材
と
称
し
立
ち
会
っ
た
が
、

慣
れ
親
し
ん
だ
街
を
徒
歩
で
散
策
し
、

生
徒
と
も
触
れ
合
い
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
味
わ
え
た
。

100周年
記念事業
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１
０
０
周
年
記
念
で
、
生
徒
主
体

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
高
校
生
を
対

象
に
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
た
駒
形
く
み

子
教
諭
が
言
う
。

「
ク
ラ
ス
単
位
で
全
員
が
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
の
多
く
が
希
望
す
る
の
は
、

有
名
人
を
呼
ん
で
の
公
演
な
ど
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
高
い
企
画
で

し
た
。
生
徒
た
ち
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
演
じ
る
案
も
出
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
本
格
的
な
映
像
作
品
を
残
す

と
い
う
こ
と
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
の
記
念
と
し
て
、
文
章

や
写
真
と
と
も
に
残
せ
る
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
に
な
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は

図
書
館
に
収
め
て
い
ま
す
」

　

二
十
一
作
品
が
集
ま
り
、
委
員
会

で
の
予
選
を
経
て
十
作
品
が
本
選
で

審
査
さ
れ
た
。

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
委

員
長
を
務
め
た
若
菜
真
穂
さ
ん
（
写

真
・
左
）
が
審
査
基
準
を
説
明
す
る
。

「
明
治
の
要
素
を
う
ま
く
盛
り
込
こ
ん

で
い
る
か
、
ク
ラ
ス
の
一
体
感
が
あ

る
か
、
編
集
技
術
、
ス
ト
ー
リ
ー
の

完
成
度
な
ど
で
、
上
位
の
四
作
品
を

選
び
ま
し
た
」

　

最
優
秀
賞
は
、
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ

た
生
徒
が
暴
走
し
、
い
た
ず
ら
の
限

り
を
つ
く
す
高
Ⅲ
Ｇ
の
作
品
。

「
明
治
の
要
素
が
ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば

め
ら
れ
て
、
ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
も

作
品
に
す
ご
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
し

た
」（
若
菜
さ
ん
）

　

敢
闘
賞
は
高
Ⅲ
Ｃ
、
優
秀
賞
は
高

Ⅱ
Ｆ
、
努
力
賞
は
高
Ⅲ
Ａ
。

上
位
に
入
賞
し
た
二
ク
ラ
ス
に
は
、

生
徒
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
書
カ

ー
ド
が
配
ら
れ
た
。

　

文
化
祭
や
球
技
大
会
な
ど
、
毎
年

あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
違
い
、
参
加
意
識

や
ク
ラ
ス
の
一
体
感
が
な
か
な
か
生

ま
れ
な
か
っ
た
と
若
菜
さ
ん
は
振
り

返
る
。

「
委
員
の
誰
も
が
初
め
て
の
こ
と
な
の

で
、
参
加
者
か
ら
質
問
を
受
け
て
も
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
し
た
」

　

そ
れ
で
も
、
撮
影
が
進
む
に
つ
れ

て
結
束
が
高
ま
り
、
ク
ラ
ス
一
丸
と

な
っ
て
制
作
し
た
作
品
が
完
成
し
た
。

若
菜
さ
ん
の
奮
闘
が
見
事
に
実
っ
た
。

「
当
日
は
、鈴
木
実
桜
さ
ん（
写
真・右
）

達
が
司
会
を
担
当
し
、
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
１
０
０
周
年
の
記

念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
に
委
員
長
と
し

て
携
わ
れ
て
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
」

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
25
年
1
月
25
日

100周年
記念事業
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こ
れ
は
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
「M

eiji M
em

ory

」
の

一
環
と
し
て
生
徒
に
よ
る
１
０
０
周

年
記
念
事
業
委
員
会
が
企
画
、
準
備
、

リ
ハ
ー
サ
ル
、
実
行
、
撮
影
ま
で
す

べ
て
行
い
、
先
生
方
は
い
っ
さ
い
口

も
お
金
も
出
さ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
全
校
生
徒（
高

校
生
・
中
学
生
が
一
緒
）
が
参
加
で

き
る
も
の
で
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い

る
も
の
と
い
う
こ
と
で
「
め
い
じ
ろ

う
」
が
選
ば
れ
た
そ
う
だ
。

　

た
だ
全
校
生
徒
が
集
ま
れ
る
機
会

は
そ
う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
リ
ハ
ー

サ
ル
・
本
番
を
行
っ
て
、
し
か
も
予

算
を
か
け
ず
に
行
お
う
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

入
念
に
準
備
を
進
め
る
中
で
特
に

難
し
か
っ
た
の
は
、
鵜
澤
總
明
ホ
ー

ル
（
講
堂
）
の
客
席
に
全
校
生
徒
を

配
置
し
斜
め
か
ら
撮
影
す
る
の
で「
め

い
じ
ろ
う
」
に
み
え
る
よ
う
イ
メ
ー

ジ
し
配
置
を
考
え
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。

　

２
学
期
の
終
業
式
に
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
い
、
本
番
に
向
け
見
え
方
や
配

置
を
再
確
認
し
、
修
正
点
を
改
善
し

た
が
、
な
か
に
は
ふ
ざ
け
た
り
す
る

生
徒
も
い
た
り
し
て
１
月
８
日
始
業

式
の
一
発
勝
負
の
た
め
年
末
年
始
も

気
が
気
で
は
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

本
番
の
始
業
式
は
、
わ
ず
か
３
０

分
で
全
校
生
徒
の
配
置
を
終
え
撮
影

ま
で
す
る
短
い
時
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会

メ
ン
バ
ー
が
要
所
要
所
に
散
ら
ば
り
、

的
確
に
全
校
生
徒
に
指
示
を
与
え
、

無
事
に
撮
影
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
こ
一
番
で

力
を
発
揮
す
る
“
明
治
魂
”
を
す

で
に
受
け
継
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

終
わ
っ
て
か
ら
の
感
想
を
聞
く
と

「
自
分
た
ち
は
指
示
を
し
て
い
る
側
で

こ
の
写
真
に
入
っ
て
い
な
い
」
と
残

念
そ
う
に
語
り
少
し
さ
び
し
そ
う
だ

っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

取
材
に
快
く
応
じ
て
く
れ
た
若
菜

真
穂
さ
ん
、
鈴
木
実
桜
さ
ん
、
そ
し

て
駒
形
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

人
文
字「
め
い
じ
ろ
う
」

平
成
25
年
1
月
8
日

100周年
記念事業
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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

1
0
0
周
年

記
念
式
典

平
成
24
年
11
月
17
日

我
が
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学

校・中
学
校
の
記
念
す
べ
き
式
典
「
創

立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
」
が
、
昨

年
十
一
月
十
七
日
、
明
治
大
学
ア
カ

デ
ミ
ー
コ
モ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
式
典
に
は
、
学
校
関
係
者
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
が
出
席

さ
れ
、
明
治
高
校
在
校
生
も
参
加
し

た
。
高
Ⅲ
の
生
徒
は
会
場
の
二
階
席

に
同
席
。
高
Ⅰ
高
Ⅱ
の
生
徒
は
ク
ラ

ス
ご
と
に
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ

ー
の
別
教
室
に
て
モ
ニ
タ
ー
越
し
の

参
加
と
な
っ
た
。

式
典
の
司
会
は
、
声
優
の
日
髙
の

り
子
さ
ん
。
あ
の
「
タ
ッ
チ
」
の
「
朝

倉
南
」
の
声
の
人
で
あ
る
。
ご
子
息

が
在
校
生
と
い
う
ご
縁
だ
そ
う
で
、

会
場
は
一
時
ど
よ
め
い
た
。

第
Ⅰ
部
で
は
、
坂
口
副
校
長
の
開

式
の
辞
の
あ
と
、
明
治
大
学
日
髙
理

事
長
、
明
治
高
校
金
子
校
長
の
式
辞

を
拝
聴
。
そ
の
後
明
治
大
学
福
宮
学

長
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
祝
辞
を

賜
っ
た
。
そ
し
て
長
年
に
わ
た
り
母

校
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
功
績

の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
代
表
者
と
し

て
、
総
明
会
尾
島
会
長
が
登
壇
。
金

子
校
長
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
在
校
生
代
表
と
し
て
、
生
徒
会

長
の
芦
沢
柚
香
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
た
が
、
1
0
0
周
年
に
ふ
さ

わ
し
い
素
晴
ら
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
本
校
O
B
で
も

あ
る
向
殿
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。
題
目
は
「
国
際
化
の
中
の
日

本
」。
出
席
者
で
あ
る
高
校
生
に
向
け

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
く
、
こ
れ
か

ら
様
々
な
世
界
へ
飛
び
出
し
て
い
く

彼
ら
に
と
っ
て
、
と
て
も
有
意
義
な

も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
式
典
終
了
後
は
会
場
を
移

し
、
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
並
木

中
学
教
頭
に
よ
る
開
会
挨
拶
、
長
友

調
布
市
長
、
清
原
三
鷹
市
長
の
来
賓

祝
辞
と
続
き
、
そ
の
後
式
典
の
司
会

を
務
め
ら
れ
た
日
髙
の
り
子
さ
ん
に

も
祝
辞
を
賜
っ
た
。

ま
た
お
二
方
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
も

紹
介
さ
れ
た
。
王
貞
治
氏
と
三
宅
裕

司
氏
で
あ
る
。
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
織
り
交
ぜ
、
あ
た
た
か
い
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
祝
賀
会
は
、
鏡
開
き
、
乾

杯
へ
と
進
み
、
懐
か
し
い
恩
師
と
の

再
会
。
ま
た
先
輩
や
同
期
、
後
輩
と

の
語
ら
い
を
楽
し
ん
だ
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

祝
宴
で
は
、
本
校
O
B
の
ア
ン

ト
ニ
オ
・
古
賀
氏
の
特
別
演
奏
で
盛

り
上
が
り
、
そ
の
後
、
応
援
指
導
班

O
B
O
G
に
よ
る
応
援
紹
介
。
そ
し

て
最
後
は
全
員
で
肩
を
組
ん
で
の
校

歌
斉
唱
と
な
っ
た
。

閉
会
時
に
は
、
笠
松
事
務
長
に
よ

る
挨
拶
が
あ
り
、
記
念
す
べ
き

1
0
0
周
年
の
宴
は
、
盛
大
な
う
ち

に
お
開
き
と
な
っ
た
。

取
材
と
い
う
形
で
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
私
と
し
て
は
、
こ
の
式
典

に
参
加
で
き
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
、

改
め
て
母
校
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
た
一
日
で
あ
っ
た
。

100周年
記念事業
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こ
こ
は
ど
こ
？

「
一
服
い
か
が
で
す
か
？
」　

浴
衣
姿

の
女
の
子
が
、
に
っ
こ
り
笑
顔
で
声

を
か
け
て
く
る
。

　

明
治
高
校
紫
紺
祭
の
取
材
に
来
た

は
ず
だ
。
僕
ら
の
時
代
と
は
、
違
う

風
景
が
広
が
り
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
を
感
じ
、
改
め
て
調
布
へ
の
移

転
を
実
感
し
た
。

　
校
舎
内
を
彷
徨
う
。

　

お
菓
子
の
家
が
展
示
さ
れ
、
ム
ラ

サ
キ
イ
モ
を
使
い
紫
紺
に
色
づ
け
ら

れ
た
明
治
ラ
ン
チ
の
レ
シ
ピ
を
紹
介

す
る
家
庭
科
教
室
。
Ｎ
ゲ
ー
ジ
の
運

転
に
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
、

お
土
産
に
は
懐
か
し
い
硬
券
の
切
符

を
手
渡
し
て
く
れ
る
鉄
道
研
究
部
。

力
強
い
筆
致
の
雄
々
し
い
作
品
や
優

美
な
味
わ
い
の
書
が
な
ら
ぶ
書
道
部

…
…
。
ど
れ
も
な
じ
み
の
な
い
ク
ラ

ブ
に
戸
惑
う
。

　

校
門
を
く
ぐ
っ
て
、
目
に
鮮
や
か

な
グ
リ
ー
ン
の
人
工
芝
が
広
が
る
広

い
校
庭
を
目
に
し
た
と
き
か
ら
感
じ

て
い
た
違
和
感
。
出
迎
え
て
い
た
だ

け
る
鵜
澤
聡
明
先
生
の
胸
像
だ
け
が

変
わ
ら
な
く
と
も
、
そ
の
先
に
男
坂

は
な
い
。

　
こ
こ
っ
て
明
治
で
す
か
？

　

神
田
駿
河
台
か
ら
こ
こ
調
布
富
士

見
町
の
新
校
舎
に
移
転
、
男
女
共
学

と
な
っ
て
か
ら
約
六
年
が
過
ぎ
た
。

こ
の
間
に
何
か
が
変
わ
っ
た
わ
け
で

は
あ
る
ま
い
。
場
所
や
環
境
の
変
化

の
せ
い
で
は
な
い
。
卒
業
か
ら

二
十
七
年
。
総
明
会
の
幹
事
学
年
で

あ
る
四
十
五
才
に
と
っ
て
は
、
時
間

の
隔
た
り
に
よ
る
変
容
こ
そ
が
も
っ

と
も
大
き
い
。

　

明
治
高
校
が
駿
河
台
で
男
子
校
の

ま
ま
あ
り
続
け
て
い
た
と
し
て
も
、

戸
惑
い
と
違
和
感
は
同
じ
よ
う
に
つ

い
て
回
っ
た
だ
ろ
う
。

　

身
の
置
き
ど
こ
ろ
の
な
さ
を
身
に

し
み
つ
つ
、
体
育
館
へ
。
中
学
生
チ

ア
リ
ー
ダ
ー
が
、
甲
高
い
声
で
誘
う
。

「
応
援
団
の
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま

す
！
」

副
団
長
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
紹
介
は
、

三
十
年
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
？

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
華
や
か
な

演
技
に
続
い
て
、
応
援
歌
へ
。

団
旗
が
あ
が
る
。

大
太
鼓
が
空
気
を
凛
と
ふ
る
わ
せ
る
。

お
お
、
こ
こ
は
明
治
高
校
だ
！

第
一
応
援
歌
「
紫
紺
の
歌
」
を
口
ず

さ
め
ば
、
戸
惑
い
が
霧
消
し
、
違
和

感
が
去
っ
て
い
く
。

　
拳
を
突
き
上
げ
、「
白
雲
な
び
く
駿

河
台
」

　

こ
こ
、
調
布
の
地
で
も
、
伝
統
は

受
け
継
が
れ
て
い
る
。

文
化
祭「
紫
紺
祭
」

平
成
24
年
11
月
3
日

学校報告
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吹
奏
楽
班
の
定
期
演
奏
会
が
、
昭

和
女
子
大
学
人
見
記
念
講
堂
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
54
回
。
こ
れ
だ
け
の
回

数
を
重
ね
て
い
る
演
奏
会
は
、
高
校

レ
ベ
ル
で
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
の
経
験
も
あ

る
当
班
。
本
校
の
多
く
の
部
活
動
と

同
様
、
さ
し
ず
め
高
校
吹
奏
楽
界
の

「
古
豪
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
ん
な
昔
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
、

20
数
年
ぶ
り
に
や
っ
て
来
た
定
演
。

と
こ
ろ
が
、
ホ
ー
ル
入
口
に
は
開
場

待
ち
の
長
い
列
。
中
に
入
る
と
、
ロ

ビ
ー
に
は
中
高
生
を
中
心
に
若
い
お

客
様
。
客
席
に
入
れ
ば
、
2
0
0
0

席
を
超
え
る
大
ホ
ー
ル
が
ほ
ぼ
満
席
。

開
演
す
る
と
、
蝶
タ
イ
に
揃
い
の
ブ

レ
ザ
ー
も
眩
し
い
メ
ン
バ
ー
は
、
総

勢
84
名
。
女
子
比
率
は
半
数
を
超
え

華
や
か
に
…
…
す
っ
か
り
様
変
わ
り

し
た
吹
奏
楽
班
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感
覚
に

陥
り
ま
し
た
。

　

演
奏
の
ほ
う
は
、
第
１
部
が
、
本

格
的
な
吹
奏
楽
の
曲
を
３
曲
。
う
ち

１
曲
は
、
当
班
Ｏ
Ｂ・槇
尭
史
氏
（
平

成
22
年
卒
）
の
作
曲
に
よ
る
も
の
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
曲
だ
け
で
な
く
、
現

代
音
楽
も
こ
な
す
技
術
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
。

ブ
ラ
バ
ン
は
、
楽
器
だ
け
吹
け
れ
ば

良
い
時
代
は
過
去
の
事
。
当
世
の
班

員
た
る
も
の
、
着
ぐ
る
み
・
コ
ス
プ

レ
を
身
に
ま
と
い
、
歌
っ
て
踊
れ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で
な
け
れ
ば
務
ま
り

ま
せ
ん
。「
も
も
ク
ロ
」「
き
ゃ
り
ー

ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ
」
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ

で
披
露
さ
れ
、
応
援
団
伝
統
の
名
調

子
に
よ
る
司
会
と
相
ま
っ
て
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
昨
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
曲

を
中
心
に
３
曲
。
ひ
と
夏
を
懸
け
た

だ
け
あ
っ
て
曲
の
完
成
度
は
高
く
、

と
く
に
自
由
曲
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
見
事
。
全
国
大
会
ま
で
あ
と
一
歩

に
迫
っ
た
実
力
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ボ
ー
！

　

終
演
後
の
忙
し
い
な
か
、
班
長
の

中
山
哲
兵
君
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

今
年
の
目
標
は
、
ズ
バ
リ
全
国
大
会

出
場
！　

課
題
は
、
練
習
時
間
の
確

保
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
関
係
で
、
練

習
は
６
時
ま
で
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
効
率
的
な
練
習
や
朝

練
を
活
用
し
て
、
長
時
間
練
習
で
き

る
他
校
と
勝
負
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
ま
や
吹
奏
楽
は
ず
い
ぶ
ん
メ
ジ

ャ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
番
組

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、普
門
館
（
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
の
会
場
）
も
す

っ
か
り
有
名
に
。
通
称
も
、
お
な
じ

み
の
「
ブ
ラ
バ
ン
」
で
は
な
く
「
ス

イ
ブ
」（
吹
奏
楽
部
の
略
）
の
ほ
う
が

主
流
だ
と
か
。
そ
こ
を
班
長
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
自
分
た
ち
は
班
で
す
か

ら
、
今
で
も
ブ
ラ
バ
ン
で
す
」
と
キ

ッ
パ
リ
。
新
し
さ
を
取
り
入
れ
つ
つ

も
、
良
き
伝
統
は
し
っ
か
り
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
、
明
高
ブ
ラ
バ

ン
！

吹
奏
楽
班
第
₅₄
回

定
期
演
奏
会

平
成
25
年
1
月
27
日

学校報告
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照
明
を
落
と
し
た
舞
台
上
に
、
現

役
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
入
場
し
て
き

ま
し
た
。
暫
し
の
静
寂
の
後
、「
ジ
ャ

～
ン
」。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の『
開
幕
曲
』

で
す
。
現
在
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
音
楽

監
督
で
あ
る
久
保
田
孝
先
生
が
、
高

校
在
学
中
、「
明
治
大
学
校
歌
」
を
モ

チ
ー
フ
に
、
第
１
回
定
期
演
奏
会
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
用
に
作
曲
。
そ
の
後

54
年
間
に
亘
り
演
奏
さ
れ
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
の
曲
を
聴
い
た
瞬
間
、

一
心
不
乱
に
仲
間
た
ち
と
音
楽
に
明

け
暮
れ
て
い
た
、
27
年
前
の
現
役
時

代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
54
回
目
と
な
る
マ
ン
ド
リ

ン
部
の
定
期
演
奏
会
は
、
調
布
市
文

化
会
館
「
た
づ
く
り
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
部
構
成
。

マ
ン
ド
リ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
他
、

昨
年
８
月
の
第
１
回
全
日
本
マ
ン
ド

リ
ン
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受

賞
し
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
交
響
曲
第

25
番
、
昨
年
７
月
の
第
42
回
全
国
高

等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
（
実

に
33
年
連
続
！
）
し
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ

／
歌
劇
「
ア
ル
ジ
ェ
の
イ
タ
リ
ア
女
」

序
曲
、
卒
業
生
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
等
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
の
メ
ン
バ
ー
は
総
勢

21
名
と
、
人
数
的
に
は
決
し
て
恵
ま

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
メ
ン
バ
ー

の
半
数
以
上
を
女
性
部
員
が
占
め
て

い
る
こ
と
で
す
。
流
石
に
、「
大
人
数

に
よ
る
迫
力
の
あ
る
演
奏
」
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
繊
細
な
表
現
力
等
、

そ
れ
を
補
っ
て
余
り
あ
る
、「
技
術
的

に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
域
を
超
え
た
」

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
（
O
B
の

私
が
言
う
の
は
何
で
す
が
･
･
･
）。

　

演
奏
会
終
了
後
の
お
疲
れ
の
と
こ

ろ
、
部
長
の
佐
藤
瑞
城
さ
ん
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
年
の
幹
部
学

年
は
、
調
布
移
転
と
同
時
に
共
学
化

し
た
2
0
0
8
年
に
新
入
生
と
し
て

入
学
し
て
き
た
学
生
さ
ん
た
ち
で
、

全
員
女
子
。
そ
れ
故
、
運
営
面
で
は

色
々
と
悩
ま
れ
る
点
も
多
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
過
去
の
伝
統
を
大
事
に

し
つ
つ
、
従
来
は
下
級
生
中
心
で
行

っ
て
い
た
練
習
の
準
備
を
上
級
生
が

手
伝
う
等
、
少
し
ず
つ
新
し
い
試
み

を
行
っ
て
い
っ
た
と
の
こ
と
。
た
だ
、

部
員
の
確
保
に
は
非
常
に
頭
を
痛
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
、
佐
藤
さ
ん
に
「
明
治
高

校
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
良
さ
っ
て
何
で

し
ょ
う
？
」
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

「
素
晴
ら
し
い
指
導
者
か
ら
音
楽
の
楽

し
さ
を
教
え
て
頂
け
る
こ
と
で
す
。」

と
即
答
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
の
専
門

誌
で
特
集
が
組
ま
れ
る
ほ
ど
の
マ
ン

ド
リ
ン
界
の
第
一
人
者
・
久
保
田
孝

先
生
に
直
接
ご
指
導
頂
け
る
こ
と
は
、

彼
ら
・
彼
女
ら
に
と
っ
て
何
ご
と
に

も
代
え
難
い
喜
び
な
の
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
時
代
と
比
べ
る
と
、
今

の
学
生
さ
ん
た
ち
の
回
り
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
娯
楽
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
誘
惑
に
も
負
け
ず
、
厳
し

い
練
習
を
重
ね
、
音
楽
に
情
熱
を
傾

け
、何
よ
り「
仲
間
た
ち
と
の
繋
が
り
」

を
大
事
に
し
な
が
ら
守
り
続
け
て
く

れ
て
い
る
後
輩
た
ち
に
心
か
ら
の
拍

手
を
送
る
と
共
に
、
マ
ン
ド
リ
ン
部

の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

マ
ン
ド
リ
ン
部

第
₅₄
回
定
期

演
奏
会

平
成
25
年
2
月
10
日
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『
第
３
回
紫
紺
の
下
に
』
が
鵜
澤
總

明
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
吹
奏
楽
班
の
ポ
ッ
プ
ス・

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
心
を
ひ
と
つ
に
し

た
演
奏
で
会
場
全
体
を
魅
了
し
た
だ

け
で
は
な
く
、
吹
奏
楽
班
女
子
生
徒

の
歌
と
踊
り
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
男
子
生
徒
の
心
も
つ
か
ん
で
は

な
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
２
部
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
中
１
か
ら
高
Ⅲ
ま
で

の
総
勢
38
名
に
よ
る
息
の
合
っ
た
演

技
が
会
場
を
華
や
か
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

普
段
は
応
援
指
導
班
の
チ
ア
・
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
部
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
部

と
と
も
に
他
者
の
応
援
の
た
め
に
練

習
を
積
み
重
ね
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
日
は
自
分
た
ち
の
晴
れ
舞
台
の

た
め
に
練
習
し
、
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
第
３
部
の
応
援

団
リ
ー
ダ
ー
部
に
よ
る
校
歌
・
応
援

歌
紹
介
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
校
歌
・
応
援
歌

紹
介
は
「
質
実
剛
健
」
の
明
治
の
精

神
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ら
れ
る
ス
テ

ー
ジ
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
明
治
高
等
学
校
・

明
治
中
学
校
１
０
０
周
年
を
記
念
し

て
作
成
さ
れ
た
応
援
歌
、
１
０
０
周

年
記
念
応
援
歌
「
紫
紺
を
胸
に
」
が

初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
な
武
蔵
野
の
地
で
、
こ
の

歌
が
明
治
の
新
世
紀
に
む
け
て
学
生

た
ち
と
共
に
あ
ら
た
な
歴
史
を
刻
ん

で
い
く
こ
と
を
思
う
と
感
慨
も
ひ
と

し
お
で
す
。

　

会
場
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
こ

の
日
の
最
後
と
な
る
「
校
歌
」
で
は
、

長
い
応
援
団
の
歴
史
の
中
で
も
初
め

て
の
女
子
生
徒
の
団
長
が
締
め
を
飾

り
ま
し
た
。
チ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
も
参
加
す
る
校
歌
は
、
ま
さ
に
明

治
の
新
世
紀
へ
向
け
て
の
１
ペ
ー
ジ

を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
「
紫
紺
の
下
に
」
が
応
援
団

活
動
の
最
後
と
な
る
幹
部
の
挨
拶
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

女
子
生
徒
の
幹
部
２
人
は
、
こ
の

貴
重
な
経
験
を
大
切
に
し
、
明
治
の

精
神
を
感
じ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
度
の
団
長
は
男
子
生
徒
。
リ

ー
ダ
ー
部
が
４
名
の
現
状
で
、
明
治

の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
き

ま
す
。

第
３
回

紫
紺
の
下
に

平
成
25
年
2
月
17
日

学校報告
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明
治
中
学
受
験
志
望
の
小
学
５・６

年
生
を
対
象
と
し
た
最
大
級
の
体
験

型
受
験
生
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
６
月

22
日
（
土
）
午
前
中
に
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も

大
盛
況
で
１
５
０
０
名
の
募
集
（
追

加
で
３
０
０
名
）
が
満
席
に
な
り
、

追
加
開
催
の
要
望
が
あ
る
ほ
ど
の
人

気
ぶ
り
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
授
業

体
験
、
ク
ラ
ブ
体
験
、
広
告
企
画
の

３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。

　

授
業
体
験
で
は
「
授
業
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
」
と
題
し
、国
語・社
会・

算
数
・
英
語
・
理
科
で
10
講
座
設
け

ら
れ
て
お
り
、
今
年
の
注
目
は
初
開

講
の
駒
形
先
生
に
よ
る
社
会
「
ま
ん

が
で
見
る
歴
史
」
と
、
若
手
ル
ー
キ

ー
の
原
島
先
生
と
ジ
ョ
ー
ン
ズ
先
生

に
よ
る
英
語
「Letʼs play in 

English!

」
で
あ
ろ
う
。
ど
の
講
座

で
も
小
学
生
が
真
剣
に
、
時
に
は
楽

し
く
受
け
て
い
る
光
景
が
印
象
的
だ

が
、
そ
れ
を
見
守
る
父
兄
も
何
か
一

緒
に
な
っ
て
受
け
て
い
る
よ
う
な
感

じ
さ
え
あ
っ
た
。

　

ク
ラ
ブ
体
験
で
は
「
ク
ラ
ブ
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
題
し
、
ス
ポ

ー
ツ
系
・
文
化
系
を
含
め
20
の
ク
ラ

ブ
・
班
が
参
加
。
各
ク
ラ
ブ
・
班
と

も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
て
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
催
し
が
目
白
押
し
で
あ
っ
た
。
こ

の
ク
ラ
ブ
体
験
の
良
さ
は
、
何
よ
り

生
徒
主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
、
小
学
生
に
は
馴
染
み
や
す
く

楽
し
く
参
加
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
さ
ら
に
鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル

で
は
、
吹
奏
楽
班
の
公
開
演
奏
と
応

援
指
導
班
の
公
開
応
援
が
行
わ
れ
、

最
後
に
受
験
生
に
向
け
て
盛
大
な
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

　

広
告
企
画
で
は
「
明
治
の
あ
れ
こ

れ
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
」と
題
し
、「
先

生
と
話
そ
う
」「
中
学
１
年
生
と
話
そ

う
」「
保
護
者
に
よ
る
学
校
説
明
会
」

の
３
企
画
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
先

生
と
話
そ
う
」
は
先
生
が
悩
み
を
解

決
し
て
く
れ
る
と
あ
っ
て
、
親
子
で

真
剣
に
先
生
の
話
を
聞
き
い
っ
て
い

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
25
年
6
月
22
日
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る
場
面
が
多
々
あ
っ
た
。「
中
学
１
年

生
と
話
そ
う
」
は
、
中
学
生
に
直
接

話
が
聞
け
る
機
会
は
そ
う
滅
多
に
な

い
こ
と
な
の
で
、
と
て
も
良
い
企
画

だ
と
感
じ
た
。
何
よ
り
説
明
し
て
い

る
中
学
生
が
楽
し
そ
う
に
、
そ
し
て

丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
姿
が
と
て
も

好
印
象
で
あ
っ
た
。「
保
護
者
に
よ
る

学
校
説
明
会
」
は
計
３
回
行
わ
れ
た

が
、
ど
の
回
も
教
室
が
立
見
で
一
杯

に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

何
よ
り
保
護
者
視
点
の
説
明
だ
け
あ

っ
て
、
ど
の
父
兄
も
真
剣
に
聞
い
て

い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
り
、

そ
の
真
剣
さ
か
ら
学
校
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
は
、
参
加
し
た
小
学
生

は
こ
の
学
校
に
入
り
た
い
と
思
う
気

持
ち
が
よ
り
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
父
兄
は
こ
の
学
校
な
ら
安
心
し

て
子
供
を
預
け
ら
れ
る
と
感
じ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
に
、
開

放
的
で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
満
載
の
文

字
通
り
の
「
最
大
級
の
体
験
型
受
験

生
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
っ
た
と
思
う
。

学校報告
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新
任
先
生

紹
介

マシュー・ジョーンズ
先生
　日本人の生徒は今、英語を学習しようと
する時、多くの問題に直面しております。
　とりわけ、文法学習、正確な発音を身に
つけること、新しい語彙を習得するなど、
数々の困難があります。生徒は自分が英語
が下手だと感じると、時に英語でコミュニ
ケーションをはかるのが嫌になり、英語が
上達しなくなります。私がこの学校で英語
を教えるにあたり望んでいることは、英語
学習は実に楽しいものであり、不安を感じ
るようなものではないということを、生徒
たちに教えていくことなのです。確かに失
敗を恐れずに英語に向かうことは彼らに
とって容易なことではありませんが、私は、
彼らが勇気を持ってそれができるよう、精
一杯のサポートをする所存です。
　また、読書や外国映画、音楽の鑑賞など、
彼らが興味を持ちそうなものなら何でも
トライさせてあげたいと思っております。
今、現実に世界で使われている英語に、じ
かに触れさせることが私が彼らにしてあ
げられることだと考えております。勉強の
ためだけでなく、一人一人の個人の成長の
ためにも、外国文化のあらゆる面に興味を
持ってもらいたいのです。
　もう一つ考えなければならない点は、生

徒の英語に対する認識です。英語に対する
態度は徐々に変わってきましたが、まだ多
くの生徒は英語は優先順位が低いようで
す。彼らに英語はこれからは任意のもので
はなく、必ず必要なものだとわかってもら
えるように、また将来、英語が彼らにとっ
て重要な役割を果たすとわかってもらえ
るように、最大限の努力をするつもりです。
　明らかに今まで述べたことは彼らにと
って大きな“挑戦”です。もちろん、成し遂
げるには時間もかかるでしょう。しかし生
徒たちはもちろん、保護者や先生達も一緒
になってやれば、必ずや成果が出ると確信
しております。 （訳　青木茂雄 先生）
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今
年
の
四
月
か
ら
明
治
中
学
・
高

校
で
数
学
科
の
教
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
高
橋
美
樹
恵
で
す
。
ク
ラ
ブ

で
は
吹
奏
楽
班
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

の
副
顧
問
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

私
は
１
９
８
８
年
１
月
25
日
に
兵

庫
県
宝
塚
市
で
生
ま
れ
、
小
学
校
３

年
生
の
と
き
に
千
葉
に
引
っ
越
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
東
京

理
科
大
学
理
学
部
第
一
部
数
学
科
、

平
成
25
年
に
東
京
理
科
大
学
大
学
院

修
士
課
程
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

私
は
個
人
が
自
主
的
に
考
え
、
周

り
の
人
と
協
力
し
、
責
任
を
も
っ
て

行
動
す
る
よ
う
に
生
徒
に
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
激
し

く
変
化
し
て
い
く
こ
の
社
会
で
、
自

分
の
個
性
を
活
か
し
、
他
者
を
理
解

し
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
生

徒
一
人
一
人
が
日
々
鍛
錬
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
、

生
徒
た
ち
は
す
ば
ら
し
い
環
境
で
勉

強
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
ん
で
お
り
、

大
学
生
や
そ
の
先
の
社
会
人
に
な
っ

た
時
に
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
私
は
数
学
の
授
業
を
通
し

て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
他
者

と
関
わ
る
上
で
非
常
に
大
切
で
あ
る

か
ら
で
す
。
特
に
、
思
考
力
は
社
会

の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
上

で
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
お
互
い
意
思
や
感
情
を
上
手
に

伝
達
す
る
力
を
つ
け
、
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
良
い

人
間
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
教
員
に
な
っ
て
日
が
浅
い
で

す
が
、
先
生
方
に
ご
指
導
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
情
熱
を
も
っ
て
一
人

一
人
の
生
徒
と
向
き
合
っ
て
い
く
所

存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高橋美樹恵
先生

学校報告
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学校報告

卓
球
部

関
東
大
会
予
選
学
校
対
抗

東
京
都
ベ
ス
ト
32

高
Ⅱ
Ｃ　
　

浅
沼　

大
樹

美
術
部

第
57
回
全
日
本
学
生
美
術
展

推
奨　
　

高
Ⅱ
Ｆ　
　

野
澤　

汐
里

佳
作　
　

高
Ⅲ
Ｆ　
　

小
椋　

康
平

高
Ⅲ
Ａ　
　

茂
木　

孝
人

男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

︿
高
校
﹀

東
京
都
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
の
部　

東
京
都
ベ
ス
ト
32

高
Ⅱ
Ｃ　

近
藤　

直
幹

予
選
決
勝

高
Ⅱ
Ｄ　

守
田　

大
輝

団
体
の
部　
　
　
　
　
　

東
京
都
ベ
ス
ト
32

東
京
都
私
立
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

団
体
の
部　
　
　

ベ
ス
ト
８

剣
道
部

第
８
～
11
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
春
季
剣

道
大
会
団
体

女
子
団
体　
　

ベ
ス
ト
16
都
大
会
出
場

中
学
野
球
部

第
９
ブ
ロ
ッ
ク

中
学
校
春
季
野
球
大
会

ベ
ス
ト
８

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

︿
中
学
男
子
﹀

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

男
子
の
部　

第
６
位

︿
高
校
男
子
﹀

東
京
都
高
校
男
子
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

予
選

ベ
ス
ト
32

︿
中
学
﹀

東
京
都
中
学
校

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

第
９
ブ
ロ
ッ
ク
予
選

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
の
部　

15
位
都
大
会
進
出

中
３
Ｅ　

上
田　

一
誠

本
選
出
場

中
３
Ｂ　

大
窪　

一
功

中
３
Ｅ　

青
木　
　

光

個
人
ダ
ブ
ル
ス
の
部　
　

12
位
都
大
会
進
出

中
３
Ｅ　

大
窪　

一
功　

中
３
Ｅ　

青
木　
　

光

本
選
出
場

中
３
Ｅ　

上
田　

一
誠　

中
３
Ｃ　

青
木　

海
士

中
３
Ａ　

高
木　

幹
太　

中
３
Ｂ　

鈴
木　

考
太

団
体
の
部

東
京
都
ベ
ス
ト
64

班・部
活
動
の

報
告

　

本
校
卒
業
生
２
名
が
司
法
試
験
に
、

３
名
が
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
致

し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司
法
試
験
合
格
者

藤
野　
圭
介
（
平
成
13
年
卒
）

楠
山　
喬
正
（
平
成
18
年
卒
）

公
認
会
計
士
試
験
合
格
者　

越
智　
裕
貴
（
平
成
19
年
卒
）

青
柳　
　
拓
（
平
成
22
年
卒
）

立
花　
嵩
大
（
平
成
22
年
卒
）

学
校
の
近
況
が
明
治
高
等
学
校・中
学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
検
索
サ
イ
ト
で
明
治
高
校
と
入
れ
て
い

た
だ
く
か
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
サ
イ
ト
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
）

http://w
w

w
.m

eiji.ac.jp/ko_chu/

卒
業
生
の
活
躍

�

２
０
１
２
年
度
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活動報告	
同期会	
班クラブ	
OB・OG会
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に
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
に
触
れ
さ

せ
て
頂
く
。

　

小
学
校
入
学
の
年
昭
和
11
年
2

月
26
日
に
︿
２・
２
６
事
件
﹀
が

起
る
。

　

同
2
年
生
時
の
12
年
７
月
7
日

に
︿
支
那
事
変
﹀
が
は
じ
ま
る
。

　

同
6
年
生
時
の
16
年
12
月
8
日

に
︿
大
東
亜
戦
争
﹀
が
勃
発
す
る

（
前
年
15
年
9
月
27
日
日
独
伊
3

国
同
盟
調
印
﹀。

　

右
の
開
戦
の
翌
年
17
年
4
月
に

中
学
校
入
学（
学
帽
は
軍
人
の
戦

闘
帽
と
同
じ
、
服
も
国
民
服
と
称

す
る
全
男
子
同
じ
カ
ー
キ
色
の
も

の
、
靴
は
ズ
ッ
ク
）。

　

3
年
生
時
の
19
年
1
月
、
全
国

中
学
生
に
も
勤
労
動
員
令
が
発
令

さ
れ
、
各
種
の
工
場
な
ど
で
生
産

に
従
事
す
る（
明
治
中
学
校
3
年

生
は
9
月
よ
り
出
動
）。

　

20
年
8
月
15
日
、
天
皇
陛
下
に

よ
る
「
終
戦
」
の
詔
書
が
放
送
さ

れ
る
。

・
8
月
6
日
に
広
島
、
同
9
日
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る
。

　

私
た
ち
は
、„
明
治
は
遠
く
─
＂

と
詠
ん
だ
草
田
男
に
倣
え
ば
、
い

ま
や
「
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」

と
い
う
べ
き
、
昭
和
の
17
年
入
学

同
21
、
22
年
卒
業
の
同
窓
で
あ
る

同
期
会
︿
午
巳
の
会
﹀
と
い
う
。

　
会
名
は
、︿
う
ま
み
﹀ま
た
は︿
ご

み
﹀
と
呼
称
す
る
、
生
ま
れ
年
が

昭
和
４
、５
年
で
そ
の
干
支
の
読

み
方
を
と
っ
て
当
て
た
も
の
で
あ

る
。

　

さ
て
私
た
ち
の
小
中
学
生
時
代

は
、
わ
が
国
が
激
動
の
歴
史
を
刻

み
、
戦
雲
に
掩
わ
れ
た
年
月
の
中

・
同
月
8
日
、
ソ
連（
現
ロ
シ
ア
）

は
わ
が
国
に
宣
戦
を
布
告
す
る
。

同
年
9
月
よ
り
4
学
年
の
授
業
が

開
始
さ
れ
る
。

・
空
襲
に
よ
る
戦
災
死
・
転
居
・

繰
り
上
げ
卒
業（
戦
時
特
令
の
４

年
卒
業
）
な
ど
に
よ
り
学
校
へ
戻

っ
た
者
は
60
人
に
充
た
な
か
っ
た
。

　

次
に
特
記
し
た
い
の
は
、
占
領

軍
司
令
部（
G
H
Q
）
の
指
令
に

よ
る
学
制
の
改
革
に
つ
い
て
で
あ

る
。

　

か
つ
て
わ
が
国
の
学
制
に
よ
る

各
修
業
年
限
は
、
小
学
校
６
年
・

中
学
校
5
年
・
高
等
学
校
大
学
予

科
な
ら
び
に
専
門
学
校
３
年
・
大

学
３
年
で
あ
っ
た
。

　

右
の
中
の
高
等
学
校
・
大
学
予

科
の
教
育
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
３
年
の
日
本
独
特
の
教
育

が
人
材
を
育
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

紙
数
が
つ
き
た
の
で
こ
れ
で
擱

筆
す
る
。

　

諸
君
に
お
か
れ
て
は
、
ど
う
か

祖
国
の「
近
現
代
史
」ま
た「
教
育
」

の
在
り
方
に
思
い
を
至
し
て
頂
き

た
い
と
切
に
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

午巳の会
小林 昭雄

昭和21・22年卒

うまみのかい
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明
二
会
は
明
治
高
校
二
期
生
で

あ
り
ま
す
。
今
年
も
松
本
先
生
を

お
迎
え
し
、
14
名
で
５
月
11
日
神

楽
坂
に
て
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
全
員
が
昔
話
と
近
況

報
告
で
時
間
が
足
ら
な
い
位
で
し

た
が
、
校
歌
高
ら
か
に
し
て
雨
の

中
に
解
散
致
し
ま
し
た
。
最
遠
方

は
兵
庫
県
宝
塚
か
ら
参
加
の
友
で

し
た
。
今
思
う
に
、
旧
友
個
々
の

話
を
聴
く
に
つ
れ
当
時
の
こ
と
は

後
輩
諸
氏
の
知
る
由
も
な
い
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
を
お
伝
え
す
る
の

も
私
達
の
責
務
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
入
学
時
は
物
資
不
足
で

制
服
・
制
帽
は
無
く
、
小
学
校
で

着
て
い
た
上
着
に
徽
章
と
ボ
タ
ン

を
付
け
替
え
た
の
み
。
靴
は
そ
れ

ぞ
れ
で
、
ス
キ
ー
靴
・
登
山
靴
・

地
下
足
袋
・
運
動
靴
・
短
靴
。
私

は
再
生
の
編
み
上
げ
靴
で
し
た
。

　

中
１
で
は
剣
道
と
軍
事
教
練
が

正
課
と
し
て
あ
り
、
剣
道
は
中
村

師
範
と
遠
藤
師
範
の
二
方
で
し
た
。

防
具
の
調
達
も
ま
ま
な
ら
ず
、
卒

業
さ
れ
る
二
人
の
先
輩
が
譲
り
た

い
が
現
金
で
な
く
米
一
斗（
四
升
）

を
望
む
と
の
こ
と
、
中
村
師
範
よ

り
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
購

入
希
望
者
は
だ
れ
も
お
ら
ず
、
帰

宅
後
、
そ
の
旨
を
父
親
に
伝
え
た

所
、
大
切
な
防
具
を
売
り
に
出
す

二
人
の
先
輩
の
心
中
を
慮
っ
て
か
、

「
二
つ
と
も
買
う
」
と
云
い
、
吃

驚
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
父

親
は
大
変
な
思
い
を
し
て
米
を
調

達
し
た
よ
う
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
は
省
線（
鉄
道
省
）
と
呼

ば
れ
、
初
乗
り
10
銭
区
間（
亀
戸

～
御
茶
ノ
水
）
で
昭
和
19
年
迄
の

定
期
券
は
学
校
で
纏
め
て
購
入
さ

れ
ま
し
た
。
上
記
区
間
６
か
月
10

円
10
銭
を
明
確
に
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。

　

校
外
に
て
上
級
生
を
追
い
越
し

或
い
は
対
面
し
た
場
合
、
必
ず
挙

止
敬
礼
が
課
さ
れ
、
怠
れ
ば
制
裁

を
受
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
先
輩
に
よ
り
け
り
で
し
た
。

　

私
は
間
違
え
て
他
校
の
上
級
生

に
敬
礼
し
、
怪
訝
な
顔
を
さ
れ
ま

し
た
が
そ
れ
で
も
良
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

朝
、
授
業
前
に
弁
当
を
食
べ
る

級
友
も
い
ま
し
た
。が
、昼
食
時
に

は
誰
か
の
弁
当
が
空
に
な
っ
て
た

こ
と
も
ま
ま
あ
り
ま
し
た
が
、
被

害
者
も
誰
も
先
生
に
伝
え
ず
に
泣

き
寝
入
り
。
食
糧
難
と
い
う
時
節

柄
、
虐
め
で
は
済
ま
な
い
問
題
か

と
思
い
ま
す
が
、
先
生
は
卒
業
ま

で
知
ら
ず
じ
ま
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

軍
事
教
練
。
配
属
将
校
は
田
端

中
尉（
子
息
が
同
期
同
組
）。
中
１

は
山
田
准
尉（
年
配
で
膝
上
ま
で

の
長
靴
）。
毎
教
練
、
前
進
め
・

全
体
止
ま
れ
・
右
向
け
右
・
一
列

横
隊
・
二
列
縦
隊
。
上
級
生
は
本

物
の
小
銃
・
機
関
銃
を
使
用
し
て

の
訓
練
・
分
解
手
入
れ
等
。
私
達

は
早
く
上
級
生
に
成
っ
て
銃
器
を

扱
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
明
治

中
学
に
は
小
銃
７
～
80
丁
・
機
関

銃
10
数
丁
が
銃
器
庫
に
収
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
軍
の

徴
発
に
よ
り
倉
庫
は
空
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
敗
戦
。
前
年
号
に

寄
稿
し
た
通
り
で
す
。
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今
を
去
る
こ
と
六
九
年
前（
昭

和
一
九
年
）
…
政
府
は
「
強
制
疎

開
令
」
を
発
し
、
都
内
の
幼
稚
園

は
全
園
閉
鎖
。
小
学
校
三
年
生
以

上
を
対
象
に
、
学
校
ぐ
る
み
の
集

団
疎
開
が
実
施
さ
れ
た
。
縁
故
を

求
め
て
、
田
舎
へ
帰
る
だ
け
の
疎

開
で
は
限
度
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
数
は
、
縁
故
・
集
団
を
含

め
て
、
東
京
か
ら
だ
け
で
も
百
万

人
の
数
を
超
え
た
と
い
う
。

　

三
月
十
日
の
大
空
襲
は
、
二
十

三
万
戸
を
焼
き
払
い
、
一
夜
に
し

て
十
万
人
の
命
を
奪
い
去
っ
た
。

政
府
は
遂
に
小
学
校
の
授
業
を
停

止
。
従
っ
て
、
都
内
に
は
中
学
校

入
学
適
齢
者
が
激
減
し
、
入
学
応

募
者
に
対
し
「
全
員
・
希
望
校
無

試
験
入
学
許
可
」
が
実
施
さ
れ
た
。

  

当
然
、
我
が
明
治
中
学
校
で
も
、

こ
の
措
置
が
適
用
さ
れ
、
私
た
ち

学
年
は
こ
の
恩
典
？
に
授
か
り
、

入
学
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
学
校
に
と
っ
て
前
代
未

聞
の
「
無
試
験
入
学
者
」
は
、
教

師
達
か
ら
「
創
始
以
来
の
バ
カ
」

と
蔑
ま
れ
、
こ
の
侮
蔑
の
オ
コ
ト

バ
は
以
来
六
年
間
、
高
校
卒
業
ま

で
延
々
と
続
き
、
終
生
忘
れ
る
こ

と
は
な
い
。

　

だ
が
…
本
当
の
バ
カ
ば
か
り
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？  
バ
カ
は
バ

カ
な
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
強
烈
な
個

性
と
、
知
恵
の
持
ち
主
で
も
あ
っ

た
。 

 

一
方
、
教
師
の
方
々
も
、
私
た
ち

を
単
な
る
「
バ
カ
」
呼
ば
わ
り
に

し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
見
限
ら

れ
た
よ
う
な
生
徒
の
中
に
、
学
業

と
は
違
う
特
有
な
分
野
で
勝
る
者

や
、
個
性
…
資
質
を
見
出
し
、
将

来
の
道
に
活
か
す
べ
く
仕
向
け
て

下
さ
っ
た
教
師
の
方
々
も
居
ら
れ

た
。
そ
の
代
表
的
な
方
が
、「
狐
」

の
渾
名
を
お
持
ち
の
教
頭
・
野
木

晋
一
朗
先
生
で
あ
る
。
表
面
的
に

は
底
意
地
悪
く
？
皮
肉
た
っ
ぷ
り

な
お
説
教
の
数
々
で
、
私
た
ち
は

辟
易
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
存
在
を
疎

ん
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渾
名
の

「
狐
」
は
ま
さ
に
に
ピ
ッ
タ
リ
…

先
輩
の
命
名
の
巧
さ
感
に
堪
え
ず
、

密
か
に
「
狐
」
へ
の
陰
口
を
叩
い

て
鬱
憤
を
は
ら
し
た
も
の
だ
。

　

が
実
際
に
は
、
生
徒
の
日
頃
の

行
動
や
、
隠
れ
た
才
能
に
に
眼
を

注
ぎ
…
人
情
味
豊
か
に
接
し
て
下

さ
っ
た
方
は
、
野
木
先
生
を
お
い

て
他
に
例
を
見
な
い
。

　

か
く
申
す
私
…
威
張
れ
た
こ
と

で
は
な
い
が
、
学
業
成
績
下
か
ら

数
え
て
一
番
で
あ
っ
た
が
、
高
校

卒
業
時
、
文
化
部
代
表
と
し
て
表

彰
状
を
頂
い
て
仰
天
し
た
も
の
だ
。

　

だ
が
、
そ
の
事
が
励
み
と
な
っ

て
、
卒
業
後
は
プ
ロ
と
し
て
芸
を

磨
き
、
現
在
も
、
世
の
中
に
楽
し

み
を
与
え
る
仕
事
に
徹
し
て
い
る
。

「
私
学
・
明
治
高
校
」
に
籍
を
置

き
…
先
生
方
の
暖
か
き
薫
陶
を
受

け
た
お
か
げ
か
？ 

　

か
つ
て
、「
猿
楽
会
」
の
座
談

の
中
で
、
当
時
の
記
憶
を
辿
り
回

顧
に
耽
っ
て
い
る
と
、
時
の
推
移

の
余
り
の
早
さ
に
感
無
量
に
な
っ

た
。 

　

幽
冥
境
を
異
に
さ
れ
た
恩
師
の

方
々
…
多
く
の
親
友
…
。

　

私
た
ち
と
て
、
今
後
数
年
の
命

か
も
し
れ
ぬ
。
だ
が
生
き
て
い
る

限
り
、
会
う
機
会
を
多
く
作
り
、

励
ま
し
合
い
、
仲
良
く
し
よ
う
。

　

互
い
明
治
高
校
出
身
だ
っ
た
こ

と
を
誇
り
に
し
よ
う
！ 

　

私
た
ち
に
は
、
個
性
を
重
ん
じ

て
く
れ
た
「
私
学・明
治
の
魂
」
が
、

骨
の
髄
ま
で
染
み
透
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
！ 

平
成
一
三
年 

十
一
月 

「
猿
楽
会
」
の
座
談
会

…
編
集
・
文
責
／
大
竹
宏
よ
り
…
抜
粋
・
改

訂
し
ま
し
た
。
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私
共
「
明
高
会
」
は
若
い
様よ

う

で

も
本
年
八
十
才
を
迎
え
ま
す
。

中
々
出
歩
く
機
会
も
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
気
の
合
う

連
中
で
小
グ
ル
ー
プ
の
会
合
は
数

多
く
ご
ざ
い
ま
す
。
中
で
も
最
大

の
グ
ル
ー
プ
は「
小
ふ
で
会
」で
す
。

　

こ
の
会
は
元
校
長
福
島
先
生
を

囲
む
会
か
ら
発
足
し
た
会
で
す
。

　

毎
年
六
月
の
第
二
金
曜
日
の
正

午
に
銀
座
の
三
笠
会
館
で
集
合
で

す
。

　

年
々
参
加
者
が
少
し
ず
つ
増
え

て
い
る
の
は
マ
サ
に
オ
ド
ロ
キ
で
す
。

　

こ
れ
も
連
絡
幹
事
の
渡
辺
幹
夫

君（
明
治
大
学
校
友
会
・
浦
安
市

地
域
支
部
長
）
が
毎
回
の
通
知
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
皆
様
に
お
知
ら

せ
頂
け
る
お
蔭
で
す
。
総
明
会
は

卒
業
生
全
員
の
最
大
催
し
で
す
。

　

意
外
な
身
近
の
方
が
同
窓
生
に

お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
女
性
の

卒
業
生
が
総
明
会
に
お
仲
間
入
り

し
て
、ズ
ン
と
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
担
当
卒
業
学
年
の
皆
様
が

気
合
を
入
れ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
年

寄
り
割
引
も
あ
り
ま
す
よ
!!

　

尚
総
明
会
の
皆
様
に
お
願
い
が

ご
ざ
い
ま
す
。
総
明
会
の
方
は
殆

ん
ど
が
明
治
大
学
に
進
学
さ
れ
ま

す
。
明
治
大
学
の
校
友
会
は
現
在

老
齢
化
が
目
立
ち
ま
す
。
ぜ
ひ
明

治
大
学
卒
業
生
の
「
校
友
会
」
に

「
活
を
入
れ
る
」
意
味
か
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
身
近
な
地
域
支
部
に
積

極
的
に
参
加
さ
れ
、
役
員
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
し
て
頂

き
た
い
の
で
す
。
高
校
・
大
学
と

お
付
合
い
が
多
く
大
変
で
し
ょ
う

が
、
明
治
大
学
校
友
会
は
、
若
い

力
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
す
。
向

殿
政
男
校
友
会
長
も
明
治
高
校
出

身
で
す
。
ぜ
ひ
明
治
大
学
発
展
の

為
に
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
御

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
明
窓
会
」
は
我
々
が
十
九
年
前

に
還
暦
を
迎
え
た
年
か
ら
六
月
第

二
金
曜
日
を
恒
例
開
催
日
と
し
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
。「
総
明
会
」

が
組
織
化
さ
れ
る
以
前
に
「
池
の

端
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
旧
制
明
治

中
学
校
の
同
窓
会
が
催
さ
れ
、
そ

の
時
の
幹
事
学
年
と
し
て
我
々
の

期
が
指
名
さ
れ
設
営
に
あ
た
っ
た

の
が
「
明
窓
会
」
の
は
じ
ま
り
で
、

こ
の
名
称
は
故
福
島
先
生
に
よ
っ

て
「
総
明
会
」
誕
生
よ
り
以
前
に

命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
来
、
時
に
応
じ
て
数
回

開
催
さ
れ
た
が
、
還
暦
の
年
を
む

か
え
て
か
ら
は
毎

年
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　

単
純
に
数
え
れ

ば
、
二
十
年
以
上

毎
年
開
催
さ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

今
年
の
同
期
会

は
六
月
十
四
日
に

両
国
の
ホ
テ
ル
ベ

ル
グ
ラ
ン
デ
で
開

催
さ
れ
た
。
永
年

に
亘
り
代
表
幹
事
を
務
め
て
い
た

熊
木
貞
夫
君
が
昨
年
八
月
に
亡
く

な
っ
た
の
で
、
横
浜
国
大
教
授
を

退
官
し
た
竹
田
志
郎
君
に
後
を
引

き
継
い
で
も
ら
っ
た
最
初
の
会
と

な
っ
た
。

　

い
た
し
か
た
の
無
い
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
「
明
窓

会
」
を
卒
業
し
て
鬼
籍
に
入
る
者

が
増
え
、
開
催
案
内
を
出
し
て
も

当
日
に
元
気
な
顔
を
見
る
ま
で
は

不
安
な
思
い
が
心
を
よ
ぎ
る
。
卒

業
し
た
者
は
実
に
八
十
名
に
も
及

ん
で
い
る
。
ご
家
族
か
ら
の
申
告

が
無
け
れ
ば
亡
く
な
っ
た
事
も
分

か
ら
な
い
。

　

初
め
て
の
参
加
者
も
い
る
の
で

人
相
や
体
型
が
変
わ
っ
て
誰
だ
か

判
ら
な
い
と
困
る
と
幹
事
団
が
心

配
す
る
の
で
、
事
務
局
長
役
の
自

分
な
ら
ば
相
手
が
誰
だ
か
分
か
る

だ
ろ
と
云
う
事
で
受
付
に
張
り
つ
い

た
。

　

杖
を
頼
り
の
者
も
居
て
三
十
数

人
の
仲
間
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
る

が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
た

時
に
は
怖
い
顔
を
し
て
い
た
の
が

「
こ
ん
に
ち
は
」
の
挨
拶
が
「
オ

ッ
ス 

元
気
か
」
と
云
う
挨
拶
に
変

わ
っ
た
途
端
に
昔
の
悪
童
の
顔
に

変
わ
っ
て
し
ま
う
。「
オ
レ
」「
オ

マ
エ
」
の
仲
に
立
ち
返
り
、
全
員

が
十
七・
八
の
高
校
生
の
集
団
に

な
っ
て
し
ま
う
。
現
在
の
明
治
高

校
と
は
ち
が
い
昔
の
男
子
校
の
悲

し
さ
で
色
気
の
な
い
集
ま
り
に
な

っ
て
し
ま
う
と
困
る
と
云
う
訳
で
、

昨
年
好
評
で
あ
っ
た
美
人
歌
手
を

今
年
も
招
き
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
や
演

歌
で
盛
り
上
が
り
カ
ラ
オ
ケ
ま
で

始
ま
り
賑
や
か
な
会
と
な
っ
た
。

終
盤
に
は
、
こ
れ
も
恒
例
に
な
っ

て
い
る
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
比
留
間
君

の
指
導
で
校
歌
を
大
合
唱
し
た
の

で
あ
る
が
、
全
員
感
激
し
た
の
だ

ろ
う
か
目
が
輝
い
て
い
る
。
中
に

は
輝
く
ど
こ
ろ
か
涙
目
で
歌
っ
て

い
る
者
も
い
る
。
老
い
る
と
涙
腺

が
脆
く
な
る
の
か
。
校
歌
の
効
果

は
偉
大
な
も
の
で
世
の
中
の
憂
さ

も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
明
日
の
活
力

も
与
え
て
く
れ
る
。

　

皆
が
満
足
し
来
年
の
再
会
を
約

し
て
散
会
と
な
っ
た
。
ス
ナ
ッ
プ

写
真
や
動
画
も
カ
メ
ラ
に
収
め

「
通
夜
の
写
真
に
す
る
か
ら
ハ
ン
サ

ム
に
撮
れ
」
な
ど
と
無
理
難
題
を

云
う
者
も
い
た
が
、
全
員
に
写
真

と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
た
後
に
は
丁

重
な
礼
状
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
そ

れ
を
活
力
に
来
年
も
必
ず
開
催
し

よ
う
と
幹
事
団
を
力
付
け
、
次
回
開

催
を
企
画
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

　

来
年
の
会
場
も
予
約
を
済
ま
せ

て
あ
る
の
で
「
明
窓
会
」
の
皆
ん

な
き
っ
と
会
お
う
な
。
キ
ミ
が
来

な
い
と
心
配
す
る
か
ら
。
来
年
の

年
賀
状
で
日
時
を
教
え
る
か
ら
元

気
で
居
て
く
れ
。
か
な
ら
ず
。
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て
い
る
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
比
留
間
君

の
指
導
で
校
歌
を
大
合
唱
し
た
の

で
あ
る
が
、
全
員
感
激
し
た
の
だ

ろ
う
か
目
が
輝
い
て
い
る
。
中
に

は
輝
く
ど
こ
ろ
か
涙
目
で
歌
っ
て

い
る
者
も
い
る
。
老
い
る
と
涙
腺

が
脆
く
な
る
の
か
。
校
歌
の
効
果

は
偉
大
な
も
の
で
世
の
中
の
憂
さ

も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
明
日
の
活
力

も
与
え
て
く
れ
る
。

　

皆
が
満
足
し
来
年
の
再
会
を
約

し
て
散
会
と
な
っ
た
。
ス
ナ
ッ
プ

写
真
や
動
画
も
カ
メ
ラ
に
収
め

「
通
夜
の
写
真
に
す
る
か
ら
ハ
ン
サ

ム
に
撮
れ
」
な
ど
と
無
理
難
題
を

云
う
者
も
い
た
が
、
全
員
に
写
真

と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
た
後
に
は
丁

重
な
礼
状
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
そ

れ
を
活
力
に
来
年
も
必
ず
開
催
し

よ
う
と
幹
事
団
を
力
付
け
、
次
回
開

催
を
企
画
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

　

来
年
の
会
場
も
予
約
を
済
ま
せ

て
あ
る
の
で
「
明
窓
会
」
の
皆
ん

な
き
っ
と
会
お
う
な
。
キ
ミ
が
来

な
い
と
心
配
す
る
か
ら
。
来
年
の

年
賀
状
で
日
時
を
教
え
る
か
ら
元

気
で
居
て
く
れ
。
か
な
ら
ず
。

私
は
八
丈
島
出
身
、

明
治
大
学
八
丈
島
高
等
学
校
、
昭
和
二
十
八
年
卒
（
八
明
会
）

と
し
て
、
持
丸
孝
雄
氏
と
共
に
、
総
明
会
へ
出
席
し
て
お
り

ま
す
。

　
二
〇
〇
九
年
（
昭
和
五
十
七
年
卒
明
魂
会
）、
関
川
一
浩
・

小
林
謙
之
両
氏
の
「
特
集
Ⅳ
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
、
八
丈

明
治
高
校
の
一
人
で
す
。

く
わ
し
く
は
「
二
〇
〇
九
年
総
明
会
会
報
」
を
見
て
下
さ
い
。

　

昨
年
１
０
０
周
年
に
際
し
て
、
八
丈
島
の
二
０
０
年
前
の

著
書
、「
園え

ん
お
う
こ
う
ご

翁
交
語
」「
舊

む
か
し
の
い
と
じ
ま

昔
綜
嶼
噺ば

な
し話

」
を
多
く
の

卒
業
生
に
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
報
の
紙
面
を
持
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
共
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

「
園
翁
交
語
」「
舊
昔
綜
嶼
噺
話
」
の

著
者
は
、
私
の
先
祖
で
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

八明会
高橋 和夫

昭和２8年卒

はちめいかい

島内の書店、南海タイムス社（TEL 04996-2-3456）で販売中

眠っていた古書を翻刻！　大津波など数々の伝説や、江戸
時代の方言・地名・風習、亀卜占い、絹織物、桑の効用…。
八丈島のアイデンティティーを発見できる 1冊！

「園翁交語」「舊昔綜嶼噺話」

八丈島の古文書を読む会編 南海タイムス社発行 1890円

高橋與市の約200年前の本
八丈島出身の漢学者 出

版
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さ
て
昨
年
は
約
30
名
の
参
加
の

も
と
、
日
比
谷
松
本
楼
に
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
又
総
明
会
本
部
よ

り
尾
島
会
長
、
熊
倉
事
務
局
長
、

当
番
学
年
幹
事
の
3
名
が
来
賓
と

し
て
参
加
し
て
頂
き
、
尾
島
・
熊

倉
両
氏
に
は
現
在
の
総
明
会
の
状

況
等
を
説
明
頂
き
、
会
員
一
同
喜

ん
で
お
り
ま
し
た
。
私
共
高
齢
者

に
は
、
母
校
の
状
況
等
が
一
番
の

楽
し
み
で
あ
り
、
長
生
き
の
秘
訣

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

来
年
は
全
員
が
77
歳
と
い
う
人

生
の
節
目
「
喜
寿
」
を
迎
え
、
会

員
元
気
に
張
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
此
の

「
喜
寿
」
の
催
し
に
参
加
し
て
頂

く
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

後
世
に
少
し
で
も
記
念
に
と
記

念
品
を
考
え
て
お
り
、
役
員
一
同

知
恵
を
絞
っ
て
お
る
次
第
で
す
。

是
非
本
部
の
方
々
も
御
参
加
頂
け

れ
ば
幸
と
存
じ
ま
す
。（
場
所
は

未
定
）

　

第
四
十
九
回
総
明
会
開
催
を
心

よ
り
お
祝
申
上
げ
ま
す
。

　

我
々
明
楽
会
も
50
年
に
わ
た
り

開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
年
々

減
少
し
て
来
ま
し
た
。
常
々
会
と

致
し
ま
し
て
健
康
三
原
則
を
唱
え

て
参
り
ま
し
た
。

一
．
身
体
の
健
康

二
．
お
金
の
健
康

三
．
見
聞
の
健
康　
等
々

　

尚
本
年
は
10
月
27
日（
日
）
28

日（
月
）
と
箱
根
湯
本
ホ
テ
ル
「
お

か
だ
」
に
て
開
催
が
決
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
総
明
会
の
益
々
の

ご
発
展
を
心
よ
り
御
祈
念
申
上
げ

ま
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

明楽会
会長 佐藤 健一

昭和31年卒

めいらくかい
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て
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
矢
先

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
我
が
学
年
で
は
近
年
ゴ
ル

フ
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

希
代
章
氏
、
秋
山
義
昭
氏
、
福
島

正
太
郎
氏
ら
が
世
話
人
と
し
て
毎

年
１
回
の
開
催
で
あ
る
。

　

明
治
中
学
、
高
校
が
調
布
に
引

越
し
て
も
う
何
年
に
な
る
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
共
学
と
な
っ
て
は
な

や
か
さ
を
添
え
た
。
い
ろ
い
ろ
な

「
明
治
」
が
都
心
か
ら
消
え
て
い
く
。

　

時
お
り
神
田
界
わ
い
に
出
か
け

る
と
男
坂
に
自
然
に
足
が
向
く
。

「
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
そ

ん
な
こ
と
が
益
々
感
じ
ら
れ
る
昨

今
で
あ
る
。

　

今
年
73
歳
を
迎
え
た
我
が
学
年

（
昭
和
34
年
卒
）
も
近
年
、
一
人

ま
た
一
人
と
散
っ
て
ゆ
く
の
は
も

の
悲
し
い
。
そ
し
て
そ
の
葬
儀
の

場
が
同
期
の
連
中
と
顔
合
わ
せ
の

場
と
な
る
の
は
な
ん
と
も
さ
び
し

い
も
の
で
あ
る
。

　

奇
し
く
も
我
々
の
同
期
会
が
し

ば
し
ば
行
わ
れ
、
我
々
の
た
ま
り

場
で
も
あ
っ
た
京
橋
の
老
舗
「
明

治
屋
」
が
７
月
12
日
閉
店
と
な
っ

た
。
次
回
の
同
期
会
の
場
所
と
し

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

旧雨会
加藤 佳一

昭和34年卒

きゅううかい
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明
治
高
等
学
校
昭
和
37
年
3
月

卒
業
生
は
「
三
七
会
」
と
い
う
同

窓
会
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
2
月
16
日（
土
）
明

治
大
学
紫
紺
館
に
お
い
て
、「
三
七

会
2
0
1
3
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
古
稀
記
念
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
声
を
掛
け
合
っ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
総
勢
60
名
弱

の
旧
友
が
集
ま
り
、
大
変
盛
り
上

が
り
楽
し
く
懇
親
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

5
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と

で
そ
の
間
に
住
所
移
転
や
亡
く
な

ら
れ
た
方
な
ど
連

絡
が
と
れ
な
い
方

も
あ
り
少
々
さ
び

し
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
5
年

ぶ
り
に
会
う
友
や

卒
業
以
来
50
年
ぶ

り
の
友
も
い
て
、

受
付
で
話
し
込
ん

だ
り
し
て
受
付
係

の
石
井
嘉
一
郎

君
・
中
村
哲
士
君
・
染
谷
秀
夫
君

が
て
ん
て
こ
舞
い
で
会
費
を
受
け

つ
け
て
い
ま
し
た
。
皆
、
ク
ラ
ス

と
名
前
の
入
っ
た
名
札
を
胸
に
懇

親
会
が
始
ま
り
、
吉
田
信
行
君
、

依
田
豊
隆
君
が
進
行
係
と
な
り
、

開
会
の
辞
を
小
林
敏
朗
君
が
、
そ

し
て
幹
事
の
福
島
啓
充
の
挨
拶
、

乾
杯
を
中
田
貢
弘
君
が
し
て
懇
親

会
に
移
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
澤
忠
夫
君
が
前
回

同
様
物
故
者
の
写
真
を
映
像
化
し
、

ス
ラ
イ
ド
で
会
場
の
画
面
に
映
し

出
し
、
司
会
の
吉
田
君
が
故
人
の

思
い
出
や
活
躍
さ
れ
た
部
活
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
総
明
会
副
会
長
関

谷
芳
久
氏
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
福

島
が
三
七
会
か
ら
の
寄
付
金
を
総

明
会
今
年
度
幹
事
学
年
代
表
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
参
加
者
が
ク
ラ
ス
別

に
集
ま
り
各
自
一
言
ず
つ
現
況
な

ど
を
発
表
し
て
も
ら
い
、
余
興
と

し
て
中
村
哲
士
君
が
「
七
十
に
し

て
古
来
稀
な
り
」
の
中
国
の
詩
人

杜
甫
の
句
を
入
れ
た
漢
詩
の
詩
吟

を
吟
じ
て
く
れ
る
な
ど
、
楽
し
く

昔
話
に
花
が
咲
き
、
酒
も
す
い
す

い
と
酔
い
も
回
っ
て
会
場
は
一
層

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
高
の
盛
り
上
が
り
は
、
高
村

光
昭
君
率
い
る
明
高
応
援
団
に
よ

る
校
歌
お
よ
び
応
援
歌
。
皆
で
肩

を
組
ん
で
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
な

声
で
唱
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
変
な
心
労
の
中
、

参
加
し
て
く
れ
た
中
日
本
高
速
道

路
の
社
長
を
務
め
て
い
る
金
子
剛

一
君
の
〆
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
し

て
、
次
回
の
会
は
三
七
会
の
逆
さ

を
取
り
73
歳
を
記
念
し
て
3
年
後

に
催
す
こ
と
を
提
案
し
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
古
稀
を
機
会
に
今
回
を
最

後
と
し
よ
う
か
と
も
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
改
め
て
懐
か
し
い
み

ん
な
と
会
っ
て
い
る
と
、
や
は
り

で
き
る
か
ぎ
り
続
け
た
方
が
楽
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
集
ま
れ
る
こ

と
自
体
が
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
引

退
や
隠
居
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

人
生
仕
切
直
し
で
頑
張
ろ
う
と
思

っ
た
次
第
で
す
。

　

恒
例
に
な
っ
て
い
る
中
田
屋
の

草
団
子
を
今
回
も
中
田
貢
弘
君
が

用
意
し
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
を

土
産
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
今
回
の
会
の
概
要
で
す
。

　

石
井
嘉
一
郎
君
の
撮
っ
て
く
れ

た
集
合
写
真
を
こ
の
報
告
と
と
も

に
掲
載
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

三七会
福島 啓充

昭和37年卒

さんななかい
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古
希
を
祝
う
「
二
年
に
一
会
」

「
頂
き
を
目
指
す
。
繋
が
る
伝
統

を
世
界
へ
」
我
々
の
学
年
が
総
明

会
の
幹
事
学
年
を
拝
命
し
て
か
ら

早
20
数
年
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

昭
和
35
年
明
治
中
学
校
卒
業
、

昭
和
38
年
明
治
高
校
卒
業
、
そ
の

中
・
高
6
年
間
に
1
日
で
も
一
緒

に
学
ん
だ
友
す
べ
て
が
会
員
の
同

期
会
「
二
年
に
一
会
」
で
す
。

　

昨
年
は
母
校
創
立
1
0
0
周

年
、
そ
し
て
卒
業
50
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
送
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

今
年
は
〝
古
希
〟
を
迎
え
る
年
に

な
り
ま
し
た
。
年
齢（
と
し
）
を

重
ね
る
ご
と
に
一
年
が
本
当
に
早

く
感
じ
る
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

会
名
が
示
す
と
お
り
、
卒
業
の

翌
昭
和
39
年
に
第
1
回
総
会
・
懇

親
会
を
開
い
て
か
ら
２
年
に
1
回

年
ご
と
に
代
表
幹
事
を
決
め
て
一

度
も
欠
か
す
こ
と
な
く
同
期
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
か
ら
平
成
へ
、
平
成
2
年

は
日
比
谷
・
松
本
楼
、
2
年
後
の

50
歳
を
迎
え
た
年
は
ホ
テ
ル
・
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
、
14
年
に
は
第
20

回
記
念
の
会
、
還
暦
の
祝
い
を
兼

ね
た
第
21
回
は
男
坂
近
く
の
レ
ス

ト
ラ
ン
・
ウ
イ
ン
ズ
を
貸
切
、
18

年
に
は
青
山
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
ｔ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
で
開
催
と
、

時
、
場
所
を
変
え
て
開
い
て
お
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
調
布
へ
移
り
、
男
女

共
学
と
な
っ
た
平
成
20
年
に
は
母

校
・
猿
楽
町
校
舎
を
お
借
り
し
、

松
本
理
三
郎
先
生
、
後
藤
朋
智
先

生
、
村
野
圭
吾
先
生
の
お
三
方
が

教
壇
に
立
っ
て
〝
最
後
の
授
業
〟

を
す
る
と
い
う
趣
向
で
駿
河
台
へ

の
名
残
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

21
年
か
ら
裏
の
年
に
も
会
お
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
毎
年
1
回

開
催
、
22
年
の
第
25
回
記
念
は
上

野
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
、
23
年

は
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
、
昨
年

は
卒
業
50
周
年
記
念
祝
賀
会
と
銘

打
っ
て
新
宿
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
東
京
で
60
名
を
超
す
多

く
の
列
席
者
を
集
め
て
、
賑
や
か

に
開
き
ま
し
た
。（
写
真
）　

今
年

も
10
月
26
日（
土
）
に
浅
草
橋
の

中
華
料
理
・
馥
香
を
貸
切
、
古
希

を
祝
う
「
二
年
に
一
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

会
長
・
三
浦
昭
生
、
高
橋
正
侑

幹
事
長
、
関
戸
淳
一
事
務
局
長
、

知
野
誠
一
監
査
、
常
任
理
事
を
中

心
に
実
に
半
世
紀
、
こ
れ
か
ら
も

幹
事
を
増
や
し
て
「
二
年
に
一
会
」

は
毎
年
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
誌
面
を
お
借
り
し
同
期

生
諸
兄
へ
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
幹
事
学
年
「
新
世
輝
」

の
運
営
、
第
49
回
総
明
会
の
成
功

を
祈
念
し
、
同
期
会
の
報
告
と
し

ま
す
。　
　

  （
文
責　
服
部
紀
夫
）

〒
1
3
5
︲
0
0
0
5

　
東
京
都
江
東
区
高
橋
14
︲
20

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
戸
淳
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
３
︲
３
６
３
１
︲
２
０
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
３
︲
３
６
３
１
︲
２
５
４
８

   

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

二年に一会
 会長 三浦 昭生

昭和38年卒

にねんにいっかい
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東
京
の
ど
真
ん
中
の
最
高
の
場
所

で
す
。
大
変
便
利
で
集
ま
り
や
す

い
と
こ
ろ
に
定
例
会
場
が
あ
る
た

め
か
、
常
に
80
～
１
０
０
名
前
後

の
同
期
が
集
ま
り
ま
す
。

　

前
回
は
平
成
二
十
三
年
十
月
に

開
催
し
ま
し
た
。
往
復
ハ
ガ
キ
を

出
し
た
だ
け
で
八
十
名
以
上
参
集

し
ま
し
た
。
節
目
ご
と
に
記
念
同

期
会
を
し
て
い
ま
す
。
五
十
才
に

な
っ
た
時
、
人
生
の
１
０
０
年
の

半
分
ま
で
来
た
と
い
う
こ
と
で

五
十
才
到
達
記
念
の
会
を
行
い
ま

し
た
１
０
０
名
以
上
集
ま
り
、
恩

師
の
先
生
方
も
沢
山
お
見
え
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
六
十
才
で
は

還
暦
記
念
の
同
期
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

い
つ
も
準
備
会
に
は
二
十
人
近

く
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
す
。
揃
い

の
赤
い
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
作
り
ま
し

た
胸
に
は
ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
39
の
イ
ニ

シ
ャ
ル
入
り
で
す
。
我
々
の
仲
間

に
は
世
の
中
に
誇
れ
る
有
名
人
が

二
人
い
ま
す
。
明
治
中
学
、
明
治

高
校
、
東
京
大
学
そ
し
て
東
京
ガ

二
年
後
に

古
希
祝
い
同
期
会
開
催

　

昭
和
三
十
九
年
卒
業
で
「
三
九

会
」
単
純
明
快
な
名
称
で
す
。
読

み
方
は
「
サ
ン
キ
ュ
ウ
カ
イ
」
サ

ン
キ
ュ
ウ
、感
謝
、感
謝
で
す
。
我
、

学
年
は
大
部
分
が
終
戦
の
年
、
昭

和
二
十
年
生
れ
で
す
。
今
年
で

六
十
八
才
に
な
り
ま
す
。
同
期
会

は
、
三
～
四
年
に
一
度
行
っ
て
い

ま
す
。
会
場
は
同
期
の
北
村
元
廣

君
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
橋　

東

洋
」
の
２
Ｆ
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ス
の
副
社
長
、
副
会
長
を
歴
任
し

た
前
田
忠
昭
君
。

　

明
治
中
学
、
明
治
高
校
、
明
治

大
学
を
経
て
公
認
会
計
士
、
東
陽

監
査
法
人
を
経
て
一
部
上
場
ユ
ア

サ
商
事
の
社
長
、
最
高
顧
問
そ
し

て
現
在
は
得
度
し
、
僧
職
も
こ
な

し
大
活
躍
を
し
て
い
る
谷
慈
義
君

で
す
。

　

我
々
は
昭
和
二
十
年
生
れ
の
終

戦
子
と
し
て
極
端
に
同
年
生
れ
の

少
な
い
学
年
で
す
。
い
つ
も
我
々

の
学
年
は
少
数
ゆ
え
に
「
も
ま
れ

て
い
な
い
」「
厳
し
い
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
い
な
い
」
等
に
、
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
学
年

か
ら
輩
出
さ
れ
た
二
人
の
傑
物
は

我
々
の
誇
り
で
す
。
何
よ
り
ま
だ

ま
だ
元
気
に
現
役
で
活
躍
し
て
い

る
仲
間
が
沢
山
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
若
々
し
く
元
気
な
「
三
九
会
」

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
年
後
に
は
「
古
希
祝
い
の
同

期
会
」
を
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

喜
寿
、
傘
寿
、
米
寿
と　

三
九
会

は
永
遠
で
す
！

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

三九会
佐藤 仁

昭和39年卒

さんきゅうかい
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社
会
に
出
て
か
ら
知
り
合
っ
た

知
人
と
は
一
線
を
画
し
、
中
、
高

時
代
の
仲
間
は
、
不
変
で
あ
る
。

　

卒
業
後
の
社
会
的
地
位
や
、
経

済
状
況
と
は
関
係
な
く
、
昔
の
ガ

キ
時
代
の
俺
、
お
前
に
還
っ
て
し

ま
う
。
好
き
勝
手
な
事
が
言
え
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
赦
せ
る
、
素
敵

（
？
）
な
仲
間
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
の
社
会
一
番
足
り
な
い
も
の

は
何
だ
ろ
う
か
？

　

打
算
と
は
関
係
の
な
い
人
間
対

人
間
の
、
本
当
の
意
味
で
の
付
き

合
い
が
こ
こ
に
は
有
る
。
そ
の「
有

難
い
」
環
境
が
我
々
に
は
与
え
ら

れ
て
い
る
。
人
生
に
於
け
る
、
な

に
も
の
に
も
代
え
難
い
喜
び
で
あ

る
。「
減
っ
て
も
増
え
な
い
同
期

会
」、
我
ら
が
同
期
で
あ
る
栗
田

君
の
名
言（
迷
言
？
）
で
あ
る
。

年
々
少
な
く
な
っ
て
行
く
仲
間
で

は
あ
る
が
、
こ
ん
な
仲
間
に
出
会

え
た
喜
び
を
噛
み
し
め
て
、
こ
れ

か
ら
も
一
回
で
も
長
く
こ
の
大
好

き
な
悪
ガ
キ
達
と
共
に
、
時
間
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
達
は
、
中
学
か
ら
の
入
学
者

は
一
九
六
三
年
、
高
校
か
ら
の
入

学
者
は
、
一
九
六
六
年
の
入
学
で

あ
る
。
早
い
も
の
で
、
す
で
に

五
十
余
年
に
な
ん
な
ん
と
し
て
い

る
。
先
日（
五
月
十
九
日
）
に
、

第
三
代
中
河
会
長
の
も
と
で
、
同

期
会（
男
坂
倶
楽
部
）
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
三
十
名
を
超
え
る
仲

間
が
集
ま
っ
た
。
昼
間
の
会
と
い

う
事
も
あ
っ
て
、
散
開
後
も
そ
れ

ぞ
れ
の
仲
間
達
と
夜
遅
く
ま
で
語

り
合
っ
た（
飲
み
あ
っ
た
？
）
よ

う
で
あ
る
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

男坂倶楽部
藁谷 豊

昭和44年卒

おとこざかくらぶ
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獅子の会
比留間 竹郎

昭和45年卒

ししのかい　

獅
子
の
会
で
は
、
年
に
一
度
の

同
期
会
の
様
子
だ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド（
掲
示
板
）
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載

い
た
し
ま
す
。

　

十
二
月
二
十
六
日（
水
）
忘
年

会
を
同
期
河
田
君（
野
球
部
）
の

お
店
「
蛇
の
目
寿
司
」
で
開
催
し

ま
し
た
。
出
席
者
は
二
十
三
名
。

　

輪
座
君
が
受
賞
し
た
名
誉
大
英

勲
章
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
、
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
22

ペ
ー
ジ
の
特
集
記

事
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）
四
十
年
ぶ
り

に
会
う
同
期
も
出

席
し
て
大
変
盛
り

上
が
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
三
時
間

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
由
本
君
の
リ
ー

ダ
ー
で
校
歌
を
歌

い
、
全
員
で
写
真

を
撮
っ
て
散
会
。（
比
留
間
）

　

一
月
十
二
日（
土
）
明
治
高
校

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
期
中
村

信
也
君
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
復

活
の
相
談
を
受
け
、
総
明
会
担
当

の
吉
田
先
生
と
お
話
し
を
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
復
活
で
き
る
よ
う

に
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
夜
は
、

東
向
島
に
あ
る
同
期
中
野
君
の
お

店
｢
魚
喜
代
」
で
、プ
チ
同
期
会
。

　

三
宅
裕
司
君
、
大
石
喜
代
司
君
、

吉
田
繁
夫
君
、
藤
掛
聖
二
君
、
成

田
芳
博
君
、
中
野
和
博
君（
当
た

り
前
）
が
出
席
。（
比
留
間
）

　
二
月
八
日︿
金
﹀新
年
会
を「
魚

喜
代
」
で
開
催
。
出
席
者
は
十
八

人
で
し
た
。（
比
留
間
）

　

四
月
十
三
日（
土
）
花
見
の
会

と
称
し
、
呑
み
会
を
「
魚
喜
代
」

で
開
き
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ

り
桜
が
早
く
咲
き
、
残
念
な
が
ら

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
！
（
比
留

間
）

　

五
月
十
二
日（
日
）
同
期
の
桜

井
君
、
笹
本
君
と
飲
み
仲
間
、
そ

し
て
一
年
上
の
栗
田
先
輩（
写
真

部
Ｏ
Ｂ
）
と
松
戸
競
輪
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
桜
井
君
は
明
治
高
校

Ｏ
Ｂ
で
唯
一
の
競
輪
選
手
。
昭
和

五
十
年
に
日
本
一
、
競
輪
王
に
も

輝
い
た
実
績
の
持
主
で
す
が
、
桜

井
君
の
予
想
は
読
み
が
深
い
の
か
、

自
分
が
走
る
の
と
は
勝
手
が
違
っ

た
よ
う
で
す
。（
中
村
信
也
）

　

六
月
三
十
日（
日
）
池
袋
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
劇
場
に
て
、
同
期
三
宅

裕
司
君
の
一
座
結
成
十
周
年
記
念

公
演
︿
熱
海
五
郎
一
座
﹀
笑
撃
の

ミ
ス
テ
リ
ー
「
天
使
は
な
ぜ
村
に

行
っ
た
の
か
」
を
観
劇
。
一
月
に

三
宅
裕
司
君
が
、「
脚
本
は
一
年

間
考
え
、
稽
古
は
一
ヶ
月
み
っ
ち

り
や
る
」
と
言
っ
て
い
た
と
お
り
、

稽
古
を
積
ん
だ
の
が
ハ
ッ
キ
リ
わ

か
り
ま
し
た
。（
比
留
間
）

　

七
月
二
十
七
日（
土
）
同
期
笹

本
和
義
君
主
催
「
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

下
の
屋
上
で
隅
田
川
の
花
火
を
見

る
会
」
総
勢
八
十
人
。
前
日
、
大

工
さ
ん
が
屋
上
に
作
っ
た
縁
台
で

見
物
。
残
念
な
が
ら
開
始
三
十
分

で
雨
が
降
り
始
め
、
室
内
に
場
所

を
変
え
宴
会
。
楽
し
い
宴
は
笹
本

君
ご
夫
婦
の
ご
厚
意
の
お
陰
で
す
。

（
比
留
間
）

獅
子
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.44nokai.com

/

※比留間氏にお話しをうかがい、
ホームページの内容を会報委員が編集いたしました。



85



86

言
葉
に
掲
げ
て
一
九
九
六
年
頃
よ

り
準
備
に
入
り
、
邁
進
し
ま
し
た
。

担
当
年
を
終
え
た
今
で
も
、
こ
の

イ
ズ
ム
を
忘
れ
ず
に
同
級
生
の
交

流
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

同
期
会
は
、
思
い
立
っ
た
時
に

不
定
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
我
々
同
期
の
大
半
が
、

還
暦
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
還
暦
祝
い
の
会
を
九
月

二
十
三
日
に
、
明
治
大
学
・
紫
紺

館
に
て
開
催
し
ま
し
た（
こ
の
文

章
を
記
し
て
い
る
の
が
六
月
な
の

で
、
正
し
く
は
開
催
予
定
で
準
備

中
）。

　

九
年
ぶ
り
の
正
式
な
同
期
会
で

す
。
八
十
～
九
十
名
を
集
め
る
つ

も
り
で
幹
事
一
同
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
『
人
生
は
邂か

い

逅こ
う

で
あ
る
』
私
は
、

常
々
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
同
級

生
と
の
、
良
き
出
逢
い
を
く
れ
た

明
治
中
学
・
高
校
に
感
謝
し
、
ま

た
良
き
学
び
舎
に
学
ば
せ
て
く
れ

た
両
親
に
感
謝
し
つ
つ
、
あ
と
何

回
逢
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
さ

　

一
九
九
九
年
に
、
帝
国
ホ
テ
ル

で
の
総
会
で
ホ
ス
ト
学
年
を
務
め

ま
し
た
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
卒

業
の
四
七
四
七
同
志
酔
会
で
す
。

　

我
々
が
、
ホ
ス
ト
学
年
を
務
め

て
か
ら
、
早
や
十
四
年
の
月
日
が

経
過
し
た
わ
け
で
、
正
に
『
駟
の

隙
を
過
ぐ
る
が
如
し
』
の
感
が
あ

り
ま
す
。

　

我
々
は
、
ホ
ス
ト
学
年
に
向
け

て
『
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
人

間
関
係
の
再
構
築
』
と
『
同
級
生

同
志
、
お
互
い
が
お
互
い
の
人
生

に
エ
ー
ル
を
贈
り
合
お
う
』
を
合

え
分
か
ら
な
い
『
減
っ
て
も
増
え

な
い
同
級
生
』
と
共
に
、
今
宵
も

昨
夜
に
引
き
続
き（
夜
な
夜
な
）、

ま
た
一
献
。
も
う
一
軒
。

幹
事
学
年
・
新
世
輝
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
ま
で
の
準
備
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
盛
大
な
総
会
と
な
る
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

四七四七
同志酔会

廣野 宏士
昭和47年卒

よなよなどうしようかい
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っ
た
か
な
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
ど
な
た
か
ま
だ
お
持
ち
の
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
）
そ
し

て
こ
の
年
か
ら
初
め
て
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
狭
山

湖
で
中
学
生
が
6
㎞
、
高
校
生
が

13
㎞
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
暮
れ

の
期
末
試
験
中
に
３
億
円
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。
中
２
の
夏
に
は
、

ア
ポ
ロ
11
号
が
月
面
着
陸
に
成
功

し
ま
し
た
。
翌
年
の
夏
に
、
大
阪

万
博
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
持
ち
帰

っ
た
「
月
の
石
」
を
見
る
た
め
何

時
間
も
並
び
ま
し
た
。
暮
れ
に
は

南
志
賀
学
寮
が
完
成
し
、
初
め
て

の
ス
キ
ー
学
校
が
こ
ち
ら
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
学
の
卒
業
式
は
校

庭
で
挙
行
さ
れ
や
が
て
、
高
校
生

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
中

学
も
含
め
て
、
段
々
と
入
試
難
校

と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
当
然
他

中
学
校
か
ら
も
優
秀
な
同
級
生
が

沢
山
入
学
し
て
来
ま
し
た
。
彼
ら

は
、
体
育
の
授
業
が
チ
ー
タ
で
し

た
か
ら
、
か
な
り
面
食
ら
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
な
り
ま
す
と
前
年
完

成
し
た
南
志
賀
学
寮
で
、
中
学
１

年
生
が
林
間
学
校
を
行
っ
た
の
で

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
昨
年

と
一
昨
年
、
中
学
・
高
校
時
代
の

事
を
回
想
し
原
稿
を
書
き
ま
し
た

が
、
字
数
に
制
限
が
あ
り
、
全
て

を
書
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
今
回
は
語
り
つ
く
せ
な
か
っ

た
事
な
ど
を
書
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昭
和
43
年
４
月
に
中
学
に
入
学
、

当
然
男
子
校
で
頭
は
丸
坊
主
。
当

時
の
通
学
カ
バ
ン
は
帆
布
の
肩
か

け
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
で
し
た
。

田
舎
の
学
校
で
は
あ
る
ま
い
し
カ

ッ
コ
悪
か
っ
た
で
す
が
、
フ
タ
の

部
分
に
中
学
の
校
章
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
て
お
り
と
っ
て
お
け
ば
良
か

す
が
、
ボ
イ
ラ
ー
室
か
ら
出
火
し

全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い

な
事
に
参
加
し
た
生
徒
・
教
職
員
・

O
B
の
方
々
は
全
員
無
事
で
し
た
。

学
寮
は
再
建
さ
れ
翌
年
の
夏
に
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
で
我
々
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
設
営

の
為
、
毎
日
土
方
作
業
に
明
け
暮

れ
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
が
良
い

思
い
出
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
年
に
創
立
60
周
年
の
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
し
て
40
年
過

ぎ
た
の
か
と
実
感
致
し
ま
す
。
高

Ⅲ
に
な
る
と
や
た
ら
試
験
が
あ
り

大
学
進
学
の
為
、
深
夜
放
送
を
聞

き
な
が
ら
勉
強
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
６
年
間
男
子
校
で
過
ご
し

た
の
で
、
文
化
祭
が
近
づ
く
と
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
練
習
が
あ
り
ま

す
。
女
役
を
交
代
で
さ
せ
ら
れ
気

持
悪
が
っ
て
練
習
に
な
ら
な
か
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
一
番
楽
し
み
だ
っ
た
の
は
大

学
か
ら
実
習
生
が
年
に
２
度
来
る

時
で
し
た
。
皆
ん
な
名
前
を
覚
え

て
も
ら
お
う
と
目
立
つ
事
ば
か
り

考
え
て
い
た
様
な
気
が
し
ま
す
。

今
で
は
若
い
女
性
の
先
生
も
沢
山

い
て
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

一
つ
の
時
代
か
と
思
い
ま
す
が

「
純
情
」「
滑
稽
」
と
い
う
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

最
後
に
母
校
の
発
展
を
祈
り
つ

つ
、
昔
こ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
事

を
い
つ
ま
で
も
語
り
継
い
で
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

翼明会
大前 実之

昭和49年卒

よくめいかい
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６
月
29
日
梅
雨
の
切
れ
間
の
土

曜
日
午
後
５
時
に
、
日
本
橋
茅
場

町
「
鳥
徳
」
に
て
、
年
に
一
度
の

明
紫
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
昨
年
幹
事

学
年
で
あ
る
闘
紺
会
の
鍋
島
氏
の

お
店
で
し
て
、
定
休
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
明
紫
会
の
為
に
開
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
。

　

私
た
ち
が
幹
事
学
年
だ
っ
た
の

は
、
も
う
11
年
前
で
す
。
そ
の
数

年
前
か
ら
明
紫
会
を
立
ち
上
げ
、

十
数
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
時
か
ら
続
け
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
裏
表
４
ペ
ー
ジ
の

会
報
で
す
。

　

毎
年
５
月
の
連
休
前
後
に
長
年

担
っ
て
く
れ
て
い
る
中
野
の
窪
寺

事
務
局
長
宅
に
集
合
し
て
一
日
掛

か
り
で
会
報
作
成
作
業
を
し
ま
す
。

　

事
前
の
原
稿
依
頼
が
重
要
で
す

が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
曲
者
で
す
。

　

一
面
は
、
会
長
の
あ
い
さ
つ
と

そ
の
年
開
催
の
総
会
懇
親
会
の
日

時
と
会
場
の
紹
介
。
こ
こ
数
年
の

特
集
は
「
同
窓
生
の
近
況
報
告
」

と
素
人
が
作
る
さ
さ
や
か
な
記
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
学

生
時
代
を
思
い
出
し
て
仲
間
の
近

況
を
知
る
一
つ
の
手
立
て
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

近
年
は
流
行
に
乗
っ
て

Facebook

で
も
近
況
を
知
る
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も

ま
だ
ほ
ん
の
少
数
で
す
。

（Facebook

上
に
明
紫
会
の
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
♪
気
に
な
る

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

　

明
紫
会
会
員
全
員
に
送
ら
れ
る

会
報
で
、
仲
間
た
ち
の
繋
が
り
の

懸
け
橋
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

明紫会
吉武 孝生

昭和50年卒

めいしかい
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我
々
明
々
会
は
平
成
25
年
７
月

27
日（
土
）
に
上
野
東
天
紅
「
海

燕
亭
」
に
て
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
員
出
席
者
は
25

名
、
今
年
度
幹
事
学
年
の
新
世
輝

よ
り
実
行
委
員
長
の
鵜
飼
友
義
氏

他
２
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
ま

ず
総
会
に
お
い
て
上
野
事
務
局
長

よ
り
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ

を
全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
と
し
て
昨

年
よ
り
事
務
局
を
小
林
祥
悟
君
に

手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
事
を
伝

え
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
祥
悟
事

務
局
員
よ
り
、
今
回
久
々
に
郵
送

に
て
総
会
案
内
を
出
し
た
と
こ
ろ

明
々
会
総
勢
２
８
７
名
の
内
、
物

故
者
14
名
・
所
在
不
明
者
が
47
名

で
あ
る
事
、
ま
た
そ
の
一
覧
表
を

配
布
し
て
皆
様
に
情
報
を
求
め
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後

に
井
家
上
君（
総
明
会
副
会
長
）

よ
り
総
明
会
の
状
況
や
来
年
の

「
総
明
会
創
立
50
周
年
」
に
つ
い

て
の
報
告
を
受
け
、
総
会
を
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
懇
親
会
は
萩
原
明
々

会
会
長
の
挨
拶
・
乾
杯
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
人
が
そ
れ

ぞ
れ
自
ら
の
近
況
を
発
表
し
ま
し

た
が
、
子
供
の
結
婚
や
孫
の
話
な

ど
、
い
よ
い
よ
我
々
も
爺じ

じ
いの

年
頃

に
な
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

毎
回
感
じ
る
事
で
す
が
、
同
期

と
の
語
ら
い
は
本
当
に
楽
し
く
あ

っ
と
い
う
間
に
終
了
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
最
後
は
恒
例
の
校
歌

斉
唱
と
集
合
写
真
を
撮
り
総
会
・

懇
親
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
こ
れ
ま
た
恒
例
の
カ

ラ
オ
ケ
へ
、
普
通
な
ら
ほ
と
ん
ど

の
人
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と

こ
ろ
で
す
が
当
日
は
隅
田
川
花
火

大
会
の
日
で
あ
っ
た
り
夏
休
み
中

で
孫
が
家
に
来
て
い
た
り
と
い
う

事
で
、
二
次
会
参
加
者
は
13
名
。

　

山
田
眞
也
君
の
十
八
番
で
あ
る

矢
沢
永
吉
の
曲
を
筆
頭
に
各
自

十
八
番
を
披
露
。
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

我
々
が
幹
事
学
年
を
担
当
し
て

か
ら
早
10
年
。
数
名
の
戦
友
を
失

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
留
意
し
て
次
の
10
年
・
20
年
と

皆
で
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
を
祈
念
し
て
報
告
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

明々会
事務局長上野 雅宏

昭和51年卒

めいめいかい
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闘
え
！ 

僕
ら
の
戦
艦
明
治

　
宇
宙
世
紀
S
52
年
。
人
類
最
後

の
宇
宙
艦
隊「
唐
代
」「
汗
田
」「
軽

尾
」「
明
治
」
の
4
隻
は
、
侵
略

者
ズ
エ
星
人
に
地
球
周
回
航
路
上

で
完
全
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
。

　
「
敵
は
5
0
0
隻
。
確
率
上
勝

て
ん
。」
旗
艦
唐
代
は
退
却
を
発

令
し
た
。「
集
ま
れ
！
集
ま
れ
！
」

空
母
・
軽
尾
の
信
号
。
し
か
し
こ

の
逡
巡
は
裏
と
出
た
。
刹
那
2
隻

は
ズ
エ
艦
隊
の
誘
導
機
雷
の
集
中

砲
火
を
浴
び
、
無
音
の
ま
ま
に
蒸

発
し
た
。
慌
て
た
光
子
力
艦
・
汗

田
は
砲
撃
を
開
始
し
た
。
だ
が
、

宇
宙
空
間
で
そ
れ
は
自
殺
行
為
だ

っ
た
。
発
射
の
反
作
用
に
よ
り
激

し
く
後
方
へ
と
飛
ば
さ
れ
た
汗
田

は
、
そ
の
ま
ま
漆
黒
の
闇
の
中
へ

と
消
え
て
い
っ
た
。

　

地
上
で
見
守
っ
て
い
た
全
人
類

は
失
望
し
た
。

「
唐
代
は
頭
が
固
い
。」

「
軽
尾
は
す
ぐ
群
れ
た
が
る
。」

「
汗
田
は
独
断
専
行
だ
。」

「
全
て
終
わ
り
か
…
」

そ
の
時
、
絶
望
の
中
で
誰
か
が
叫

ん
だ
。

「
い
や
、
ま
だ
戦
艦
明
治
が
残
っ

て
い
る
！
」

「
そ
う
だ
。
頼
り
に
な
る
の
は
い

つ
も
明
治
だ
。」

「
メ
イ
ジ
！
メ
イ
ジ
！
」

湧
き
上
が
る
明
治
コ
ー
ル
の
中
、

映
像
は
紫
紺
の
戦
艦
の
勇
姿
を
捉

え
た
。
艦
橋
に
黒
衣
の
司
令
官
、

チ
ー
タ
卿
の
呼
吸
器
の
音
に
混
ざ

っ
た
人
工
音
声
が
轟
い
た
。

「
シ
ュ
ー
ハ
ー
。
理
屈
じ
ゃ
ね

ぇ
！
ま
ず
行
動
だ
。
馬
鹿
野
郎
！

シ
ュ
ー
ハ
ー
」

弾
幕
の
中
を
明
治
は
直
進
し
た
。

し
か
し
被
弾
は
1
発
も
な
い
…
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
主
人
公
だ
か
ら

だ
。

「
シ
ュ
ー
…
敵
の
空
母
に
横
着

け
！
白
兵
戦
だ
！
」

真
空
の
中
を
突
撃
す
る
明
治
の
戦

士
達
は
な
ぜ
か
上
半
身
裸
だ
。
艦

内
の
皇
帝
ダ
ジ
マ
を
包
囲
し
た
。

「
明
治
ノ
諸
君
。
君
達
ノ
武
器
ハ

無
力
ダ
。」

「
火
器
な
ど
使
わ
ぬ
。
A
パ
ン
弾

だ
。
喰
ら
え
！
」

一
斉
に
投
げ
つ
け
ら
れ
た
物
体
は
、

ダ
ジ
マ
の
口
腔
に
命
中
し
た
。
そ

れ
は
お
ぞ
ま
し
い
油
と
粉
の
塊
だ

っ
た
。

「
グ
エ
、
マ
…
不
味
イ
」

「
ペ
ッ
、
グ
ァ
…
」
ダ
ジ
マ
と
ズ

エ
星
人
達
は
激
し
い
嘔
吐
と
と
も

に
皆
絶
命
し
た
。

「
わ
は
は
♪
ど
う
だ
『
A
パ
ン
』

の
味
は
？
こ
ん
な
も
ん
食
っ
て
死

な
な
か
っ
た
の
は
昭
和
50
年
代
の

明
高
生
だ
け
だ
」
チ
ー
タ
卿
は
胸

を
張
っ
た
。

「
残
る
は
僅
か
4
9
9
隻
。
シ

ュ
ー
ハ
ー
」

「
石
炭
核
融
合
炉
点
火
。
明
治
前

へ
！
」

　

歓
喜
の
中
、
明
治
は
悠
然
と
回

頭
し
た
。
行
け
明
治
！
無
敵
の
戦

艦
明
治
。
戦
え
！
人
類
の
た
め
に
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

男子校根性組
香取 輝忠

昭和52年卒

だんしこうこんじょうぐみ

5月25日（土）、同期の勇者16人が、お互いの人生で
の健闘を讃え、集まった。
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平
成
25
年
6
月
16
日（
日
）「
明
誠

会
」
総
会
及
び
懇
親
会
が
両
国
「
ち

ゃ
ん
こ
巴
潟
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
同
窓
会
幹
事
は
、
昨
年
の

同
窓
会
で
卒
業
以
来
不
参
加
だ
っ
た

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
部
活
単
位
で
指
名

さ
れ
る（
欠
席
裁
判
で
）
と
言
う
前
例

の
無
い
形
で
決
ま
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

酒
好
き
な
私
は
久
々
に
今
年
の
4

月
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
数
名
と
岩
佐
さ

ん
の
お
店
「
両
国
國
技
堂
」
で
ミ
ニ

同
窓
会
を
企
画
。
そ
こ
に
は
何
と
熊

倉
さ
ん
始
め
、荒
井
さ
ん
、志
村
さ
ん
、

五
十
嵐
さ
ん
と
明
誠
会
裏
幹
事
が
勢

揃
い
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
！　

昔
話
で
盛

り
上
が
っ
た
所
で

前
述
の
幹
事
指
名

を
宣
告
さ
れ
ま
し

た
。「
は
め
ら
れ
た

～
！
」
と
一
瞬
思

い
ま
し
た
が
、
そ

こ
は
浅
草
生
ま
れ

で
キ
ッ
プ
の
良
い

私
は
即
快
諾
し
、

今
年
の
同
窓
会
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

【
開
催
概
要
】

参
加
者
：
34
名（
内
、
先
輩
：
有
田
さ

ん
、大
西
さ
ん
、幹
事
学
年「
新
世
輝
」：

4
名
）

同
窓
会
幹
事
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

一
部
：
総
会（
司
会
：
安
藤
）、
二
部
：

懇
親
会
＆
近
況
報
告（
司
会
：
松
尾
）

　

近
況
報
告
で
は
、
A
さ
ん
が
「
成

績
が
悪
か
っ
た
A
デ
ス
。
近
況
は
…
」

と
始
め
る
と
、続
い
て
B
さ
ん
が「
A

さ
ん
よ
り
も
成
績
が
悪
か
っ
た
B
デ

ス
。
近
況
は
…
」
と
皆
の
バ
カ
自
慢

が
始
ま
っ
た
の
は
大
爆
笑
で
し
た
。

　

ま
た
、
某
会
長
が
葛
飾
区
政
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
！
」
と
重
大
発
表
を

し
た
り
。
多
く
の
同
期
が
今
で
も
明

治
高
校
に
関
わ
っ
て
い
る
事
へ
の
驚

き
や
、
私
を
含
め
多
く
の
ご
子
息
が

明
治
大
学
に
進
学
し
て
い
る
と
言
う

感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
2
年
総
明
会
会
報
誌
を
改

め
て
読
み
起
こ
し
て
見
る
と
、
確
か

に
同
窓
会
報
告
の
中
で
次
回
幹
事
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
決
定
と
記
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
幹
事
を

拝
命
し
卒
業
以
来
会
っ
て
い
な
か
っ

た
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と
し
て
の
34
年
振

り
の
同
窓
会
も
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と

に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
幹
事
の
感
想
紹
介
】

若
島
：
近
寄
る
だ
け
で
怖
か
っ
た
リ

ー
ゼ
ン
ト
千
崎
が
す
っ
か
り
鳴
り
を

潜
め
ち
ゃ
っ
た
の
が
意
外
と
言
う
か

…
。

松
尾
：
他
人
の
話
を
聞
か
な
い
の
で

は
？
と
心
配
し
て
い
た
司
会
進
行
役

も
、
流
石
に
50
才
も
過
ぎ
れ
ば
意
外

な
人
ま
で
落
ち
着
い
て
聞
い
て
く
れ

て
い
た
の
は
嬉
し
い
展
開
で
し
た
。

秋
間
：
明
治
高
校
出
身
者
は
若
い
！ 

（
須
賀
さ
ん
と
岩
佐
さ
ん
除
い
て
。） 

殆
ん
ど
が
見
れ
ば
分
か
っ
た
、
分
か

ら
な
く
て
も
O
K
な
雰
囲
気
が
ま
た

同
窓
会
!!　

記
憶
も
キ
レ
ギ
レ
だ
け

ど
、
楽
し
か
っ
た
！

須
賀
：
皆
が
全
然
昔
と
変
わ
っ
て
い

な
い
の
に
驚
き
。
変
わ
っ
て
い
た
の

は
俺
の
ハ
ゲ
頭
だ
け
と
は
…
シ
ョ
ッ

ク
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
使
い
活
性
化
し
、
来
年

は
皆
を
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
た
い
！

森
田（
健
）：
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

皆
と
の
身
長
差
が
縮
ま
っ
て
い
た
こ

と
？
も
う
じ
き
お
孫
さ
ん
も
出
来
そ

う
な
仲
間
を
見
る
に
つ
け
、
幼
稚
園

の
子
ど
も
を
持
つ
我
が
身
と
し
て
は

学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
し
た
！

安
藤
：
顔
と
名
前
。
昔
話
。
す
ぐ
一

致
す
る
も
の
で
す
ね
。
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

次
回
幹
事
は
従
来
通
り
の
選
出
方

法
で
参
加
者
の
中
か
ら
豊
田
さ
ん
と

中
津
さ
ん
に
決
定
し
ま
し
た
。
来
年

も
こ
の
楽
し
い
仲
間
と
再
会
出
来
る

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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第
49
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会

の
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
準
備
に
か
け
た
情
熱

と
努
力
は
今
日
の
懇
親
会
の
お
開

き
の
頃
に
は
清
々
し
い
充
実
感
と

な
っ
て
良
い
思
い
出
と
な
る
で
し

ょ
う
。

　
私
た
ち
昭
和
55
年
卒
『
紫
魂
会
』

も
、
あ
の
「
幹
事
学
年
」
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
同
期
の
絆
が
強
ま
り
毎
年
の
同

期
会
で
美
味
し
い
酒
を
酌
み
交
わ

し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
考
え
て
み

れ
ば
、
中
学
生
で
の
坊
主
頭
経
験

の
最
後
の
学
年（
一
学
期
だ
け
で

し
た
が
）、
猿
楽
町
で
の
明
治
高

校
・
中
学
の
最
後
の
年
の
幹
事
学

年
な
ど
、
記
憶
に
残
る
こ
と
が
多

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
同
期
会
で
会

え
ば
、
39
年
前
か
ら
の
思
い
出
が

鮮
や
か
に
蘇
っ
て
く
る
の
は
楽
し

い
も
の
で
す
。
最
近
は
名
前
な
ん

か
が
す
ぐ
口
に
出
て
こ
な
い
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当

時
の
こ
と
は
細
か
い
デ
ィ
テ
ー
ル

ま
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
不

思
議
で
す
。

　

小
川
洋
平
君
は
、
中
学
２
年
の

時
に
お
父
様
の
仕
事
の
都
合
で
山

口
県
柳
井
市
に
引
越
し
を
し
た
た

め
、
実
質
1
年
間
し
か
共
に
過
ご

し
て
い
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

同
期
会
で
会
う
と
話
の
タ
ネ
に
事

欠
き
ま
せ
ん
。
た
っ
た
１
年
間
な

の
で
す
が
、
そ
の
頃
の
１
年
間
っ

て
す
ご
く
濃
密
な
の
で
す
ね
。
ま

る
で
、
６
年
間
共
に
過
ご
し
て
き

た
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ

た
の
も
明
治
の
校
風
で
あ
り
、
総

明
会
が
し
っ
か
り
と
確
立
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

今
年
の
『
紫
魂
会
』
の
同
期
会

は
７
月
20
日
、
御
茶
ノ
水
ホ
テ
ル

ジ
ュ
ラ
ク
２
階　
「
白
鳥
」
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
っ
と
今
年
は
参
加
者
が
少

な
か
っ
た
で
す
が
、
清
水
先
生
を

中
心
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 

※　

幹
事
学
年
『
新
世
輝
』
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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～
幹
事
学
年
か
ら
５
年
～

　

空
梅
雨
だ
っ
た
平
成
25
年
の
６

月
29
日
、
明
治
高
校
昭
和
56
年
卒

「
明
翔
会
」
の
総
会
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
た
。
幹
事
学
年
を
経
験

し
て
か
ら
５
年
、
時
の
経
つ
の
は

本
当
に
早
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ

例
年
と
違
う
の
は
場
所
が
居
酒
屋

で
は
な
く
、
神
田
駿
河
台
に
そ
び

え
立
つ
明
大
紫
紺
館
の
「
椿
山
荘
」

で
行
わ
れ
た
こ
と
だ
。
こ
こ
は
席

も
ゆ
っ
た
り
し
て
余
裕
が
あ
り
、

何
と
言
っ
て
も
大
声
を
出
さ
な
い

で
同
期
生
と
語
り
合
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
、飯
野
会
長
の
挨
拶
で
「
明

翔
会
は
細
く
長
く
続
け
て
い
き
た

い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、
ま
さ

に
同
期
会
と
し
て
の
神
髄
を
表
し

て
い
る
も
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
「
太

く
長
く
」
し
た
い
の
が
理
想
で
あ

る
が
、
現
実
的
に
は
難
し
い
。
や

は
り
末
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
が

一
番
大
事
だ
と
思
う
。
ま
た
今
回

初
め
て
の
試
み
と
し
て
会
費
を
事

前
振
込
と
し
た
。
総
明
会
と
違
っ

て
割
引
制
度
は
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
も
出
席
者
の
半
数
以
上
が
協

力
的
だ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
同
期

に
感
謝
し
た
い
。

　

さ
て
25
名
余
り
の
参
加
者
の
も

と
昨
年
度
の
事
業
・
会
計
報
告
、

来
年
度
の
事
業
・
会
計
案
も
滞
り

な
く
承
認
さ
れ
た
。
今
年
の
総
会

は
役
員
の
改
選
も
な
く
、
場
所
も

貸
切
だ
っ
た
た
め
参
加
者
全
員
の

近
況
報
告
も
行
な
い
、
日
頃
あ
ま

り
会
え
な
い
同
期
の
話
を
聞
け
た

こ
と
は
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
。

　

山
下
君
、
吉
田
伊
佐
男
君
、
田

中
秀
幸
君
、
中
村
俊
一
郎
君
、
山

田
博
行
君
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
！　

懇
親
会
最
後
の
締
め
と
し

て
初
代
会
長
斉
木
君
の
振
り
に
よ

る
「
校
歌
斉
唱
」
の
後
、
幹
事
学

年
「
新
世
輝
」
へ
の
エ
ー
ル
も
行

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
恒
例
の
グ
ッ
ズ
販
売
も

あ
り
「
明
翔
会
」
と
し
て
多
少
な

り
と
も
協
力
で
き
た
か
な
と
自
負

し
て
い
る
。

　

２
次
会
も
近
く
の
中
華
料
理
店

で
行
い
、
そ
こ
で
は
い
つ
も
通
り

わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
風
景
だ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
４
名
の
同

期
が
合
流
し
た
。
唐
鎌
君
・
金
子

君
・
高
田
君
、
鈴
木
前
会
長
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
！　

次
回
は
懇

親
会
か
ら
参
加
し
て
ね
。

　

そ
の
後
ま
だ
飲
み
足
り
な
い
連

中
は
近
く
の
居
酒
屋
へ
、
も
う
帰

り
た
い
面
々
は
御
茶
ノ
水
駅
へ
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
香
り
が
恋
し
い
グ

ル
ー
プ
は
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し

„
錦
の
夜
＂
に
消
え
て
い
っ
た
。

そ
の
後
は
各
自
思
い
思
い
に
楽
し

い
夜
を
満
喫
し
た
よ
う
だ
。
そ
の

内
容
を
具
体
的
に
記
述
す
る
の
は

ま
た
の
機
会
と
し
て
こ
の
辺
で
筆

を
お
き
た
い
。
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２
０
１
３
年
６
月
８
日（
土
）

明
魂
会
総
会
・
懇
親
会
が
浅
草
Ｒ

Ｏ
Ｘ
上
階
の
ま
つ
り
湯
と
い
う
都

市
型
温
泉
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し

た
。
浅
草
国
際
通
り
沿
い
の
商
業

施
設
Ｒ
Ｏ
Ｘ
に
温
泉
ラ
ン
ド
が
あ

る
な
ん
て
知
ら
な
い
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
朝
10
時
半
か
ら
夜

12
時
ま
で
ゆ
っ
く
り
で
き
る
割
に

は
、
安
め
の
価
格
設
定
な
た
め
、

下
町
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
Ａ
Ｇ
Ｅ
50
を
記
念
し

て
日
頃
の
疲
れ
を
い
や
し
て
も
ら

う
た
め
温
泉
と
併
わ
せ
た
絶
好
の

企
画
で
し
た
が
、
幹
事（
ち
な
み

に
私
で
す
が
）
の
怠
慢
に
よ
り
案

内
状
が
２
週
間
前
に
発
送
さ
れ
た

為
、
多
く
の
方
の
予
定
が
つ
か
ず
、

メ
ン
バ
ー
13
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
朝
10
時
半
か
ら
入
れ
る
と

案
内
し
て
お
い
た
の
で
す
が
、
18

時
か
ら
の
総
会
懇
親
会
に
合
わ
せ
、

皆
16
時
く
ら
い
か
ら
来
場
さ
れ
、

各
々
が
風
呂
に
入
っ
た
り
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
頼
ん
だ
り
、
す
で
に
飲

み
始
め
て
い
た
り
と
明
魂
会
な
ら

で
は
の
『
権
利
自
由
?
』
の
精
神

で
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

18
時
に
な
る
と
幹
事
学
年
２
名

も
そ
ろ
い
、
宴
会
場
の
個
室
を
貸

切
、
明
魂
会
総
会
・
懇
親
会
が
開

始
で
す
。
菊
池
会
長
の
挨
拶
、
田

中
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま

り
、
今
年
度
幹
事
学
年（
新
世
輝
）

の
挨
拶（
総
会
の
成
功
を
祈
っ
て

ま
す
）、
あ
と
は
、
い
つ
も
の
自

由
ト
ー
ク
。
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

で
お
酒
、
つ
ま
み
も
進
み
ま
す
。

　

今
回
の
同
期
会
よ
り
初
参
加
の

池
田
君（
最
初
は
誰
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
、
な
ん
た
っ
て
約
30
年
ぶ

り
の
再
会
な
も
の
で
）、
来
年
も

お
も
し
ろ
い
話
を
た
く
さ
ん
お
願

い
し
ま
す
ね
。
全
員
の
近
況
報
告

の
あ
と
、
我
ら
が
リ
ー
ダ
ー
長
、

矢
島
君
の
エ
ー
ル
の
下
、
全
員
で

校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
締
め
は
染

谷
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
。
楽
し

い
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
る
も
の
で
、
時
間
が
40
分
も
延

長
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
名

残
惜
し
い
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
メ
ン
バ
ー
の
ほ

と
ん
ど
が
大
広
間
で
の
２
次
会
に

な
だ
れ
こ
ん
で
、
終
電
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
話
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

更
に
こ
の
後
温
泉
に
入
っ
た
方

も
い
た
と
か
。
大
丈
夫
だ
っ
た
か

な
ー
。

　

今
年
は
案
内
状
の
遅
れ
か
ら
予

定
が
取
れ
ず
、
や
む
を
得
ず
不
参

加
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
た
く
さ

ん
お
り
ま
し
た
。
平
に
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
は
、
玉
置
く

ん
を
中
心
と
し
た
マ
ン
ク
ラ
チ
ー

ム
が
幹
事
と
い
う
こ
と
で
、
是
非

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

明魂会
小林 謙之
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めいこんかい

是
非
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
昔
に
戻

っ
て
楽
し
い
話
や
一
緒
に
「
白
雲

な
び
く
駿
河
台
」
歌
い
た
い
で
す

よ
ね
。
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特
別
な
場
所
で
、
こ
こ
に
来
る
と

学
校
の
体
育
館
や
部
室
の
な
ん
と

な
く
汗
臭
い
、
す
っ
ぱ
い
匂
い
が

生
理
的
に
し
て
く
る
し
、
街
の

隅
々
の
小
道
を
熟
知
し
て
い
る
よ

う
な
、
不
思
議
と
一
体
感
の
あ
る

場
所
だ
。

　

7
月
6
日
、
11
年
ぶ
り
に
日
本

に
帰
任
し
た
私
は
、
高
橋
事
務
局

長
手
作
り
の
明
輪
会
同
期
会　

案

内
葉
書
を
手
に
し
、
聖
橋
か
ら
下

っ
た
川
沿
い
の
飲
み
屋
酒
亭
じ
ゅ

ら
く
に
出
か
け
た
。
店
に
入
る
と
、

奥
の
部
屋
に
見
え
て
き
た
の
は
見

覚
え
の
あ
る
顔
、
と
い
っ
て
も
少

し
お
っ
さ
ん
に
な
っ
た
か
、
だ
け

ど
不
思
議
と
昔
の
笑
い
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。
あ
～
、
や
っ
ぱ
り
こ

の
ク
ラ
ス
か
と
、
場
の
雰
囲
気
が

一
気
に
和
ん
で
い
っ
た
。

　

岸
君
の
司
会
進
行
で
乾
杯
を
す

る
こ
ろ
に
は
、
続
々
と
お
っ
さ
ん

達
が
集
ま
っ
て
き
て
、
後
輩
3
人

も
活
動
資
金
集
め
の
記
念
品
販
売

で
特
別
参
加
し
て
い
た
。
改
め
て

自
己
紹
介
で
は
、
昨
年
や
め
た
事
、

　

久
し
ぶ
り
の
御
茶
ノ
水
の
風
景

で
あ
っ
た
。
明
治
中
学
・
明
治
高

校
の
6
年
間
通
っ
た
御
茶
ノ
水
は

今
年
始
め
た
事
の
発
表
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
と
家
庭
を
持
ち
も

っ
と
も
ら
し
い
事
も
い
っ
て
い
た

が
、
そ
の
声
は
昔
と
変
わ
ら
ず
、

む
し
ろ
、
そ
の
声
の
ト
ー
ン
で
名

前
と
顔
が
頭
の
中
で
時
間
と
と
も

に
再
び
一
致
し
て
い
っ
た
。
良
く

見
る
と
、
白
髪
混
じ
り
に
な
っ
た

も
の
の
、
と
っ
さ
ん
坊
や
と
い
う

の
か
、
顔
の
中
は
高
校
時
代
の
ま

ま
と
い
う（
大
塚
君
、
井
上
君
、

秋
間
君
、
門
川
君
）
が
い
て
、
そ

う
だ
、
明
治
中
学
で
書
道
の
高
木

先
生
が
、『
光
陰
矢
の
ご
と
し
』

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
、
ふ
と
思

い
出
し
た
。

　

飲
み
放
題
コ
ー
ス
を
注
文
し
た

の
に
、
私
も
そ
う
だ
が
メ
タ
ボ
を

意
識
し
た
少
し
セ
ー
ブ
気
味
の
歓

談
が
続
い
た
が
、
最
後
に
甘
利
君

の
指
揮
で
校
歌
が
歌
わ
れ
る
と
、

3
番
ま
で
フ
ル
唱
和
と
な
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
大
体
、
校

歌
を
3
番
ま
で
フ
ル
で
覚
え
て
い

る
の
は
明
治
中
学
・
明
治
高
校
の

卒
業
生
だ
か
ら
と
、
改
め
て
感
じ

る
。
校
歌
も
応
援
歌
も
学
校
行
事

は
も
と
よ
り
、
振
り
返
れ
ば
、
な

ん
だ
か
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
歌
っ
て
い

た
よ
う
な
気
が
す
る
し
、
今
で
も

人
生
の
岐
路
で
自
分
自
身
を
鼓
舞

す
る
時
に
は
、
必
ず
聞
こ
え
て
く

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は
確
か

だ
。
校
歌
で
盛
り
上
が
っ
た
の
り

で
、
2
次
会
は
秋
葉
原
の
カ
ラ
オ

ケ
に
雪
崩
れ
込
ん
だ
。
世
間
で
言

う
、
典
型
的
な
お
や
じ
連
合
の
宴

会
パ
タ
ー
ン
だ
。

だ
け
ど
、
久
し
ぶ
り
に
本
当
に
い

い
酒
で
あ
っ
た
。

蒸
し
暑
い
日
だ
っ
た
が
、
何
と
な

く
、
こ
の
仲
間
は
一
生
付
き
合
っ

て
い
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
共
感

し
た
1
日
で
あ
っ
た
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

明輪会
照沼 宏偉

昭和58年卒

めいわかい
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明
心
会
か
ら

『
B
O
R
L
L
Y＇
S
』の
会

　

私
達
昭
和
59
年
卒
の
メ
ン
バ
ー

は
平
成
23
年
度
の
総
明
会
で
幹
事

を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
に
26
年
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
わ

け
で
す
が
、
集
ま
っ
た
最
初
の
時

は
誰
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
位
に

変
わ
り
果
て
た
人
も
い
れ
ば
、
年

を
取
っ
て
な
い
の
で
は
？
と
い
う

何
と
も
羨
ま
し
い
人
も
い
ま
し
た
。

　

総
明
会
の
幹
事
を
や
る
事
で
生

ま
れ
る
結
束
は
素
晴
ら
し
く
、
あ

っ
と
い
う
間
に

気
持
ち
は
高
校

時
代
へ
帰
り
ま

し
た
。
何
か
っ

て
い
う
と
集
ま

る
機
会
が
増
え

ま
し
た
。
幹
事

年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に

ゴ
ル
フ
へ
行
こ

う
！
と
い
う
話

に
な
り
メ
ン
バ

ー
を
集
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
ゴ

ル
フ
好
き
の
メ
ン
バ
ー
で
出
か
け

ま
し
た
。
最
初
は
太
平
台
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ（
栃
木
）
で
ラ
ウ
ン

ド
し
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
総
明
会
が
無
事
に
終

了
し
た
と
い
う
こ
と
で
年
末
に
ま

た
ま
た
太
平
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
ラ
ウ
ン
ド
し
、
そ
の
後
で
草

加
の
「
か
つ
亭
押
田
」（
明
心
会
・

押
田
君
の
お
店
で
す
）
に
再
度
集

ま
り
飲
み
会
を
や
り
ま
し
た
。
同

級
生
と
ゴ
ル
フ
を
や
り
、
同
級
生

の
店
で
飲
む
な
ん
て
、
今
ま
で
全

く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
気
を
使

わ
ず
に
気
楽
に
遊
べ
る
機
会
を
総

明
会
が
作
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
だ
か
ら
定
期
的
に
集

ま
っ
て
コ
ン
ペ
を
や
ろ
う
よ
と
い

う
こ
と
に
な
り
翌
年
か
ら
３
～
４

か
月
ご
と
に
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
最
初
に
私
が
や
り
始
め

た
こ
と
か
ら
コ
ン
ペ
の
名
前
に
私

の
名
前
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
B
O
R
L
L
Y
だ
っ
た
こ
と
か

ら
『
B
O
R
L
L
Y＇
S
』
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ぁ
、
同
級
生
の

ク
ラ
ブ
活
動
み
た
い
な
感
じ
で
す

ね
。
昨
年
は
千
葉
、
埼
玉
、
栃
木

と
色
ん
な
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
ち
な
み
に
優
勝
者
が
次
の

幹
事
を
や
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
卒
の
皆
さ
ん
！　

是

非
『
B
O
R
L
L
Y＇
S
』
に
一
度

参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。『
B
O
R

L
L
Y＇
S
』
で
腕
を
磨
い
て
総
明

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
優
勝
を
狙
う

な
ん
て
い
う
の
も
楽
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ン
ペ
に
参

加
し
た
い
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

ち
な
み
に
今
ま
で
の
参
加
者
は
、

渡
辺（
文
夫
）、
藤
ノ
木
、
島
村
、

田
中（
重
）、藤
原
、根
津
、斉
藤（
充

弘
）、
水
田
、
深
田
、
高
瀬
、
高

山
な
ど
が
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
私
以
外
で
も
今
ま
で
の
参

加
メ
ン
バ
ー
の
誰
か
に
連
絡
し
て

く
れ
れ
ば
O 

K
で
す
。

　

昭
和
59
年
卒
の
皆
さ
ん
、
是
非

こ
れ
を
読
ん
で
興
味
が
湧
い
た
ら

連
絡
を
！　
待
っ
て
ま
ー
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

明心会
赤堀 康浩

昭和59年卒

めいしんかい
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せ
て
頂
い
た
昨
年
は
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
沸
き
、
同
じ
目
的
を
持

ち
、
充
実
し
た
一
年
間
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
明
け
て

2
0
1
3
年
の
闘
紺
会
は
2
月
1

日
の
新
年
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
昨

年
11
月
の
総
会
以
来
、
た
か
だ
か

2
ヶ
月
し
か
間
を
お
い
て
い
な
い

も
の
の
40
名
を
超
え
る
同
級
生
が
、

同
期
の
手
束
君
の
経
営
す
る
小
岩

の
玉
寿
司
に
集
い
ま
し
た
。
こ
の

席
で
同
期
会
は
毎
年
7
月
の
第
一

土
曜
日
開
催
と
す
る
こ
と
、
4
月

23
日
の
火
曜
日
に
第
一
回
闘
紺
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
勢

い
で
第
一
回
の
コ
ン
ペ
も
、
平
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
13
名
が
出
席
。

気
の
お
け
な
い
仲
間
と
の
楽
し
い

ゴ
ル
フ
と
相
成
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
7
月
6
日
の
同
期
会
は
銀
座

の
大
黒
屋
吉
衛
門
で
開
催
。
こ
ち

ら
も
同
期
の
望
月
君
が
経
営
す
る

お
店
を
貸
切
に
し
て
の
集
い
と
な

　
昭
和
60
年
卒
「
闘
紺
会
」
で
す
。

　

昭
和
60
年
と
い
え
ば
、
東
北
・

上
越
新
幹
線
は
開
通
す
る
わ
、
埼

京
線
も
つ
い
で
に
開
通
す
る
わ
、

つ
く
ば
万
博
は
開
催
さ
れ
る
わ
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
21
年
ぶ
り
に

優
勝
す
る
わ
、
松
田
聖
子
と
神
田

正
輝
は
結
婚
す
る
わ
と
、
ま
さ
に

世
の
中
全
体
が
バ
ブ
ル
時
代
、
好

景
気
に
沸
い
て
い
た
と
き
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
年
に
明
治
高
校

を
卒
業
し
、
三
十
年
近
く
の
月
日

が
経
過
し
て
幹
事
学
年
を
務
め
さ

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
来
年
以
降
の
会
の
運

営
方
法
等
を
話
し
合
い
、
こ
の
闘

紺
会
の
勢
い
を
末
永
く
続
け
る
こ

と
を
全
会
一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
恩
師
の
山
田
先
生
に

も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
同
期
会
で
あ
り
ま
し

た
。

　

お
そ
ら
く
は
人
生
を
折
り
返
し
、

円
熟
が
か
っ
た
、
い
い
大
人
に
な

っ
て
い
た
は
ず
の
我
々
も
昨
年
来
、

こ
の
闘
紺
会
の
集
い
に
出
席
す
る

た
び
に
明
治
高
校
在
籍
当
時
の
童

心
？
に
戻
り
、修
学
旅
行
の
夜
を
彷

彿
と
さ
せ
る
、た
だ
の
小
童
ど
も
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
ま
し
た
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

闘紺会
小林 克敏

昭和60年卒

とうこんかい
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ん
ー
、
返
す
返
す
も
い
い
名

前
！
い
や
「
新
世
輝
」
っ
て
ェ
あ

た
し
た
ち
の
同
期
会
名
の
事
で
す
。

　

い
や
ー
山
田
先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ャ
す
！　

最
初
ん
う
ち
は

名
乗
る
に
も
、
ち
ょ
い
と
こ
そ
ば

い
と
こ
が
ご
ざ
い
ャ
し
た
が
、
な

ん
か
ァ
今
で
は
す
ん
ご
く
愛
着
が

湧
き
ャ
し
て
ね
、
何
て
ェ
ん
で
し

ょ
う
ね
ぇ
、
こ
の
１
年
の
幹
事
学

年
活
動
を
通
じ
て
、
何
度
も
口
に

し
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
ね
ェ
、

そ
い
と
同
期
同
士
の
連
携
感
か
ら

っ
て
の
も
あ
ん
で
し
ょ
う
な
、
し

っ
く
り
馴
染
ん
で
ま
い
り
ゃ
し

た
！ 

ッ
ひ
ゃ
ー
、
同
期
会
の
名
前

を
「
サ
ン
ク
レ
ー
ル
」
に
し
な
く

て
良
か
っ
た
ー
。

　
っ
て
ェ
こ
と
で
お
馴
染
み
の
本

年
度
幹
事
学
年
昭
和
61
年
卒
「
新

世
輝
」
の
鵜
飼
友
義
で
ご
ざ
い
ャ

す
！

　

え
ー
、
幹
事
学
年
活
動
も
マ
ッ

ク
ス
忙
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ャ
し

た
。

　

先
輩
方
の
同
期
会
が
一
段
落
し

た
か
と
思
っ
た
ら
、
寄
付
広
告
の

校
了
と
台
割
！　

横
山
一
実
寄
付

広
告
委
員
長
が
し
き
ら
せ
て
„
頂

き
＂
ャ
す
。

　

し
て
、
気
に
な
り
ャ
す
の
が
昨

年
と
比
べ
、
先
輩
方
の
お
気
持
ち

（
ご
寄
付
）
は
集
ま
っ
て
ん
の
か

ど
う
か
。
こ
ち
ら
を
ガ
ッ
チ
リ
集

計
し
て
、
営
業
成
果
を
指
し
締
め

す
当
代
き
っ
て
の
金
庫
番
。
集
め

た
ご
浄
財
は
清
水
稔
夫
会
計
委
員

長
が
き
っ
ち
り
締
め
さ
せ
て
„
頂

き
＂ャ
す
！

　

最
も
て
ぇ
へ
ん
な
ん
は
会
報
！

昨
年
よ
り
も
２
週
早
い
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
編
集
前
の
原
稿
集
め
の
大

詰
め
！　

間
に
合
う
の
か
お
前

ら
！　

と
先
輩
方
の
心
配
を
野
津

会
報
委
員
長
が
が
っ
ち
り
受
け
止

め
て
、
同
期
を
し
き
ら
せ
て
„
頂

き
＂ャ
す
。

　

そ
し
て
近
づ
い
て
ま
い
り
ャ
し

た
、
本
年
度
総
明
会
総
会
•
懇
親

会
。
こ
ち
ら
を
受
け
持
つ
の
ァ
栗

本
宜
長
式
典
委
員
長
！　

こ
こ
に

ゴ
ル
フ
委
員
が
加
勢
に
入
り
エ
ン

ジ
ン
全
開
で
準
備
を
さ
せ
て
„
頂

き
＂ャ
す
！

　

懇
親
会
の
後
半
は
、
当
代
な
ら

で
は
の
企
画
を
練
っ
て
お
も
て
な

し
。
同
期
の
ひ
と
り
で
歌
舞
伎
座

で
も
奏
で
る
囃
子
方
、
杉
浦
邦
雄

と
、
や
は
り
現
代
音
楽
の
業
界
で

活
躍
す
る
中
村
隆
之
と
い
う
当
代

き
っ
て
の
タ
レ
ン
ト
を
吉
野
正
敏

企
画
委
員
長
が
仕
切
ら
せ
て
„
頂

き
＂ャ
す
！

　

こ
れ
ら
裏
で
支
え
る
事
務
局
は
、

全
て
の
委
員
長
に
指
示
出
し
す
る

裏
の
実
行
委
員
長
。
表
の
あ
た
し

も
ひ
っ
く
る
め
、
新
世
輝
の
全
員

の
幹
事
学
年
活
動
が
遅
延
無
く
き

っ
ち
り
遂
行
さ
れ
る
よ
う
、
土
田

正
昭
事
務
局
長
が
仕
切
ら
せ
て

＂頂
き
＂ャ
す
！

　

さ
ー
、
来
る
11
月
10
日（
日
）

は
「
第
49
回 

総
明
会
総
会
•
懇

親
会
」　

我
々
幹
事
学
年
「
新
世

輝
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
!!　

私

ど
も
の
„
頂
き
＂
を
見
に
是
し
お

こ
し
下
さ
い
ま
し
！　
ッ
ひ
ゃ

ー
！

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

新世輝
鵜飼 友義

昭和61年卒

しんせいき
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母
校　

明
治
高
校
文
化
祭
初
日

の
夜
、
新
宿
の
栄
寿
司
に
て
第
2

回
同
期
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

幹
事
学
年
を
迎
え
る
ま
で
は
、

日
程（
今
年
は
11
月
２
日
）、
場
所

を
変
更
せ
ず
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
連
絡
は
人
伝
方

式
に
な
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の

わ
か
ら
な
い
方
は
本
文
を
よ
ん
だ

ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
く
だ
さ
い
。（
本

頁
下
部
ま
で
）

　

さ
て
、
今
年
も
山
田
先
生
が
特

別
出
席
さ
れ
、
総
勢
30
人
を
超
え

る
男
た
ち
の
飲
め
や
飲
め
や
の
大

宴
会
!!　

そ
の
ま

ま
二
次
会
へ
突
入

し
、
終
了
時
間
は

未
定
と
い
う
楽
し

い
一
晩
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
同

期
・
富
樫
孝
之
君

（
ス
キ
ー
部
）
が

北
武
蔵
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
支
配

人
を
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
そ
の

場
で
、『
第
1
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
』

開
催
と
相
成
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
2
年
12
月
16
日（
日
）

早
朝
。
半
ば
強
引
に
コ
ン
ペ
を
押

し
込
ん
で
い
た
だ
き
総
勢
17
人
に

よ
る
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
昼
食
、
表
彰
式
で
も

飲
み
放
題（
支
配
人
権
力
の
発

動
！
）
と
い
う
ハ
ン
デ
？　

 

も
あ

り
成
績
は
ま
っ
た
く
覚
え
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
優
勝
者
に
は
記
念
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
。
ま
た
、
各
表
彰
に

も
多
く
の
景
品
が
あ
り
、
と
て
も

楽
し
い
会
で
し
た
。（
コ
ン
ペ
な

ど
の
企
画
の
際
に
は
ご
一
考
の
ほ

ど
を
。
明
治
高
校
の
…
と
言
っ
た

ら
何
か
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

前
回
優
勝
者
と
B
B
が
次
回
幹
事

を
担
当
す
る
と
い
う
黄
金
ル
ー
ル

も
決
ま
り
、
今
年
5
月
19
日
に
は

早
速
第
2
回
コ
ン
ペ
が
、
第
3
回

は
10
月
20
日（
日
）
に
決
定
!!　

年
2
回
の
コ
ン
ペ
が
定
着
し
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
幹
事
学
年
で
あ
る
『
新

世
輝
』
の
先
輩
方
は
わ
れ
わ
れ
が

1年
の
と
き
の3年
生
。
近
づ
く
幹

事
学
年
に
怯
え
な
が
ら
も
、
同
期

会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
を
通
じ
、

今
後
も
同
期
の
輪
を
大
き
く
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

『
新
世
輝
』
の
皆
さ
ん
、
企
画
、

準
備
な
ど
お
疲
れ
様
で
し
た
。
総

会
、
懇
親
会
の
盛
会
を
お
祈
り
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

昭和戊辰乃会
光岡 孝之

昭和63年卒
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に
、
就
職
活
動
や
大
学
院
へ
の
進

学
な
ど
を
経
て
、
社
会
へ
の
旅
立

ち
に
向
け
て
邁
進
致
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
部
活
動
の
指

導
な
ど
で
高
校
へ
行
く
仲
間
も
い

る
よ
う
で
す
が
、
我
々
の
い
た
時

代
と
は
異
な
り
、
完
全
共
学
化
の

下
、
新
し
い
明
治
高
校
が
生
ま
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
長
い
間
、
男

子
校
の
明
治
の
中
で
過
ご
し
、
最

後
の
男
子
校
学
年
と
し
て
卒
業
し

た
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
嬉
し
い

や
ら
寂
し
い
や
ら
、
複
雑
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
1
0
0

周
年
を
迎
え
、
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
た
明
治
高
校
が
、
良
き
伝

統
を
残
し
つ
つ
、
新
し
い
未
来
を

築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気

持
ち
は
皆
同
じ
で
す
。

　

先
述
の
通
り
、
高
校
か
ら
大
学

に
か
け
て
の
生
活
は
本
当
に
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
高
校
や
大
学

の
う
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
や

感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
実
に
多
く

あ
り
ま
し
た
。
現
役
生
の
諸
君
に

は
、
今
あ
る
時
間
を
有
意
義
に
使

　
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
と
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
で
、
早
く
も
私
た

ち
は
大
学
卒
業
を
間
近
に
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
調
布
の
地
に

て
、
明
治
高
校
を
卒
業
し
た
こ
と

を
つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
こ
と
が
嘘
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
や
4
年

近
く
な
る
わ
け
で
す
が
、
今
で
も

当
時
の
学
生
生
活
の
光
景
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
残
り
の
単
位

の
修
得
や
卒
業
論
文
の
執
筆
な
ど
、

卒
業
に
向
け
て
努
力
す
る
と
同
時

い
、「
明
治
高
校
で
よ
か
っ
た
！
」

と
思
え
る
よ
う
、
学
生
生
活
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

時
折
、
部
活
動
の
仲
間
同
士
や

大
学
構
内
で
た
ま
た
ま
再
会
し
た

友
人
同
士
で
、
酒
を
酌
み
交
わ
す

な
ど
、
個
々
人
で
の
交
流
は
あ
り

ま
す
が
、
全
員
で
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
は
未
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
、
卒
業
年
次
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
同
期
会
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
同
期
の
皆
さ
ん

に
対
し
ま
し
て
は
、
同
期
会
の
内

容
に
つ
い
て
、
開
催
の
日
時
や
場

所
な
ど
の
詳
細
は
未
定
で
は
あ
り

ま
す
が
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
是
非
と

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
み

ん
な
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！　

万
が
一
、
卒
業

し
て
以
降
、
ご
連
絡
先
が
変
わ
っ

た
と
い
う
方
は
、
友
人
伝
い
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
佐
藤
も
し
く

は
亀
屋
氏
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
諸
先
輩
方
、
同
期

の
皆
様
、
後
輩
諸
君
の
益
々
の
ご

健
勝
と
、
そ
し
て
明
治
高
校
の
更

な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
し
、
明
雄

会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

明雄会
佐藤 亨太郎

平成22年卒
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な
ど
に
は
驚
い
た
。
そ
し
て
、
最

後
の
校
歌
斉
唱
。
式
の
前
に
大
学

の
合
唱
団
の
先
輩
方
の
指
導
の
も

と
練
習
し
た
も
の
の
歌
っ
て
い
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
一
人
声
高
ら
か
に
明
治

大
学
校
歌
を
歌
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
明
治
高
校
で
明
治
魂
を
培
っ

た
賜
物
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、
健
康
診
断
や
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
経
て
、
い
よ
い
よ
授
業
や
サ
ー

ク
ル
が
始
ま
っ
た
。
高
校
と
大
学

と
の
違
い
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
最

初
は
戸
惑
っ
て
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
自
分
の
選
ん
だ
授
業
に

よ
っ
て
丸
々
一
日
空
く
こ
と
が
あ

っ
た
り
、
登
校
が
午
後
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
期
末
テ
ス
ト
が

論
述
テ
ス
ト
だ
っ
た
り
と
、
授
業

に
関
し
て
抱
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
友
人
関
係
の
こ
と
は

ま
っ
た
く
不
安
に
感
じ
て
い
な
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
明
治
高
校
で

作
っ
た
仲
間
が
い
る
と
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
６
年

　

人
生
の
三
分
の
一
を
共
に
過
ご

し
た
仲
間
と
別
れ
を
告
げ
、
こ
の

ま
ま
大
学
に
入
学
し
て
つ
い
て
い

け
る
の
か
と
い
う
不
安
と
、
ど
の

よ
う
な
楽
し
い
学
生
生
活
が
待
ち

受
け
て
い
る
の
か
と
い
う
期
待
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
３
月
か
ら
早
く

も
３
ヶ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
明
治
高
校
に
最
初
に
誇

り
を
も
っ
た
の
は
入
学
式
の
と
き

で
あ
る
。
あ
の
有
名
な
武
道
館
で

行
わ
れ
、
さ
す
が
明
治
大
学
と
感

じ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

明
治
大
学
O
B
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

間
共
に
過
ご
し
た
明
治
高
校
仲
間

に
は
絶
大
な
信
頼
を
私
は
置
い
て

お
り
、
大
学
で
顔
を
合
わ
せ
る
た

び
に
ホ
ー
ム
な
感
じ
を
う
け
て
い

る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
私
は
自
分

に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
多
く

の
友
達
も
新
し
く
で
き
、
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
選

び
も
少
々
頭
を
悩
ま
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
。
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
気
持
ち
や
、
高
校
で
や
っ

て
い
た
こ
と
を
続
け
る
の
か
、
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
で
悩
ん
だ
。

そ
ん
な
私
が
サ
ー
ク
ル
を
選
ぶ
に

あ
た
っ
て
、
と
く
に
大
事
に
し
た

こ
と
は
、
高
校
で
楽
し
か
っ
た
こ

と
と
大
学
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　

私
は
文
化
祭
準
備
委
員
会
と
し

て
紫
紺
祭
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
と
、
大

学
在
学
中
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
考
え
、
学
園
祭
実
行
委
員
会
に

所
属
し
さ
ら
に
楽
し
い
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
日
々
が

あ
る
の
も
明
治
高
校
に
入
っ
た
お

か
げ
で
あ
る
と
最
近
さ
ら
に
強
く

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ら

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
明
治
高
校

の
仲
間
が
い
る
。
そ
の
こ
と
だ
け

で
ど
ん
な
こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ

る
気
が
す
る
の
だ
。
本
当
に
明
治

高
校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
。
明
治

高
校
バ
ン
ザ
イ
！

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

師岡 忠寛
平成２５年卒

平成25年卒
　

（今年卒業で同期会名決まっていない）

明治大学付属
明治高等学校應援團ＯＢ会
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私
た
ち
と
共
に
現
役
時
代
を
懐
か

し
く
語
る
と
い
う
状
況
に
な
り
、

伝
統
の
継
承
に
裏
付
け
さ
れ
た
明

治
の
団
結
力
を
感
じ
て
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
ど
も
Ｏ
Ｂ
会
で
は
現

役
の
支
援
を
第
一
に
活
動
を
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
昨
年
、
特
筆
す
べ

き
点
は
明
治
大
学
付
属
明
治
中
学

校
・
明
治
高
等
学
校
創
立
1
0
0

周
年
記
念
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
新

応
援
歌
を
作
成
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
作
曲
は
、
今
、
日
本

一
の
編
曲
家
で
レ
コ
ー
ド
大
賞
も

取
っ
て
い
る
紫
讃
会
の
前
田
俊
明

氏
に
お
願
い
を
し
、
作
詞
は
現
役

が
試
行
錯
誤
を
し
て
作
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
応
援
歌
は
大
学
の
応

援
歌
を
譲
り
受
け
た
た
め
、
歌
詞

の
多
く
に
「
駿
河
台
」「
神
田
」

な
ど
の
言
葉
が
あ
り
、
ま
す
ら
お

ぶ
り
の
力
強
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
今
度
の
新
応
援
歌
「
紫

紺
を
胸
に
」
は
調
布
に
移
転
し
た

こ
と
、
共
学
と
な
っ
た
こ
と
を
ふ

ま
え
た
高
校
生
ら
し
い
歌
詞
に
な

　

應
援
團
Ｏ
Ｂ
会
会
長
髙
村
光
昭

で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
應
援
團

史
上
初
の
女
子
團
長
が
誕
生
し
た

と
い
う
報
告
を
致
し
ま
し
た
が
、

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
も

う
卒
業
し
、
先
日
、
Ｏ
Ｇ
と
し
て

應
援
團
Ｏ
Ｂ
会
総
会
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
世
代

よ
り
も
は
る
か
に
下
の
年
齢
層
の

女
子
Ｏ
Ｇ
達
に
、
果
た
し
て
ど
の

よ
う
な
話
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と

悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
共

に
紫
紺
の
旗
に
集
い
、
母
校
の
た

め
に
声
を
張
り
上
げ
た
同
士
で
す
。

っ
て
お
り
ま
す
。
新
応
援
歌
「
紫

紺
を
胸
に
」は
、
昨
年
の
1
0
0

周
年
記
念
式
典
に
お
披
露
目
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
今

後
は
夏
の
大
会
以
降
、
球
場
に
鳴

り
響
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

母
校
の
勝
利
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
応
援
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
際
は
是
非
、
新
応
援

歌
「
紫
紺
を
胸
に
」
も
、
お
楽
し

み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
総
明
会
、
各
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
現
役

に
充
分
な
支
援
を
し
て
い
き
、
ま

た
、
全
て
の
明
治
関
係
団
体
が
更

な
る
活
性
化
を
す
る
よ
う
に
、
應

援
團
Ｏ
Ｂ
会
も
で
き
る
限
り
の
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
共
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

明治大学付属
明治高等学校應援團ＯＢ会

会長 髙村 光昭
昭和３７年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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し
て
い
ま
す
。
総
会
で
は
、
斉
木

会
長
か
ら
O
B
・
O
G
会
の
現
状

報
告
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

顧
問
の
鈴
木
先
生
、
副
顧
問
の

早
川
先
生
を
は
じ
め
、
日
ご
ろ
指

導
を
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ー
チ
の

先
生
方
に
も
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
62
年
ま
で

当
班
の
常
任
指
揮
者
を
務
め
ら
れ

た
、
山
本
孝
先
生
も
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

宴
た
け
な
わ
と
な
り
、
恒
例
の

新
O
B
・
O
G
紹
介
で
す
。
今
年

も
10
名
を
超
え
る
若
い
仲
間
が
加

わ
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
ず
つ
の
自

己
紹
介
で
は
、
同
じ
パ
ー
ト（
楽

器
）
や
明
治
大
学
の
学
部
名
が
出

る
た
び
、
O
B
・
O
G
か
ら
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
今
の
吹
奏
楽
人
気
に
加
え
、

共
学
化
に
よ
る
女
子
部
員
の
増
加

も
あ
り
、
当
班
は
１
０
０
名
に
及

ぶ
班
員
を
抱
え
て
い
ま
す
。
一
方

　

こ
と
し
の
春
は
、
桜
の
開
花
が

た
い
へ
ん
早
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

靖
国
神
社
の
桜
が
咲
い
た
３
月
16

日
に
、
神
田
の
猿
楽
町
で
は
、
吹

奏
楽
班
の
O
B
・
O
G
会
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

明
治
高
校
の
猿
楽
町
校
舎
に
ほ

ど
近
い
、
和
食
居
酒
屋
「
柳
宇
」

に
集
ま
っ
た
O
B
・
O
G
は
40
名

超
。
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
幅

広
い
世
代
が
参
加
し
て
、
に
ぎ
や

か
な
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
竹
越
前
会
長
の

後
を
継
ぎ
、
斉
木
新
会
長
が
就
任

で
「
男
子
班
員
の
確
保
」
と
い
う

新
た
な
課
題
が
浮
上
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
共
学
校
共
通
の
悩
み
で

は
あ
り
ま
す
が
、
男
子
校
時
代
の

頃
を
思
う
と
、
何
と
も
不
思
議
な

感
じ
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
班
O
B
・
O
G
会
は
、

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
合
宿
・
定

期
演
奏
会
等
、
現
役
の
活
動
支
援

を
ひ
き
つ
づ
き
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
O
B
・
O
G
の
み
な
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
現
役
の

演
奏
を
聴
き
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
、
年
一
度
の
総
会
に
も
、
よ

り
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

吹奏楽班
OB・OG会

本間 潤
昭和61年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会図書班
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う
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
去
る
７
月
26

日（
金
）
の
夜
に
O
B
有
志
で
集

ま
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
昭
和
45
年
卒
の
平
田

幸
彦
氏
と
昭
和
50
年
卒
の
内
木
幸

介
氏
の
間
で
「
○
○
さ
ん
、
ど
う

し
て
い
ま
す
？
お
会
い
し
た
い
な

あ
」
と
い
う
よ
う
な
話
が
出
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
、

連
絡
を
と
れ
る
方
に
声
を
か
け
て

み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
何
人
集
ま
る
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
ら
、
昭
和
45
年
卒
か
ら

57
年
卒
ま
で
15
人
の
O
B
が
集
ま

り
ま
し
た
。
卒
業
以
来
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
最
初
は
誰

が
先
輩
で
誰
が
後
輩
か
わ
か
ら
な

い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て

平
田
氏
が
那
古
寮
の
桜
井
さ
ん
を

お
呼
び
し
て
い
た
の
で
、
合
宿
の

思
い
出
話
を
中
心
に
一
気
に
盛
り

あ
が
り
ま
し
た
。
桜
井
さ
ん
も
83

歳
と
い
う
ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
図
書
班
O
B
の
集
ま
り
と
い

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
図
書
班
に
は

正
式
な
O
B
O
G
会
は
存
在
し
て

い
ま
せ
ん
。
18
年
ほ
ど
前
に
、
昭

和
40
年
代
か
ら
50
年
代
は
じ
め
ま

で
春
夏
の
合
宿
を
行
な
っ
て
い
た

明
大
那
古
寮（
千
葉
県
館
山
市
）

が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
お

世
話
に
な
っ
た
管
理
人
の
桜
井
利

子
さ
ん
に
感
謝
す
る
会
を
図
書
班

O
B
で
行
な
っ
た
時
に
集
ま
っ
た

く
ら
い
で
す
。
O
B
O
G
会
を
作

ろ
う
と
い
う
声
は
あ
り
ま
す
が
、

仕
事
を
抱
え
な
が
ら
で
す
と
、
な

か
な
か
行
動
に
移
れ
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
、
わ
ざ
わ
ざ
館
山
か
ら

ご
出
席
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
O
B
会
と
い
う
ほ
ど
の
大
げ
さ

な
も
の
で
は
な
く
、
暑
気
払
い
の

会
と
い
う
程
度
の
気
楽
な
集
ま
り

で
し
た
が
、
こ
れ
が
正
式
な

O
B
O
G
会
結
成
の
機
会
に
な
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
ご
連
絡
先
が
わ
か
ら
ず
ご

連
絡
で
き
な
か
っ
た
皆
様
に
は
、

次
回
は
必
ず
お
声
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
の
で
、
本
稿
を
お
読
み
に

な
っ
た
図
書
班
O
B
O
G
の
方

は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
52
年
卒　

大
西
静
士
郎

Em
ail  

seishiro-o@
nifty.com
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で
は
な
い
も
の
の
計
10
名
が
参
加

し
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
墓
参
会
は
、
毎
年
恒
例
の
行

事
と
し
て
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、
集
合
場
所
も
同
じ
く
し
て
い

ま
す
。
集
合
場
所
の
田
町
駅
前
某

コ
ー
ヒ
ー
店
前
に
集
ま
る
メ
ン
バ

ー
。
一
年
ぶ
り
に
会
う
先
輩
、
後

輩
も
多
い
の
で
す
が
、
顔
を
見
た

瞬
間
に
毎
日
会
っ
て
い
る
か
の
様

に
会
話
が
始
ま
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会

が
良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
、
そ

し
て
こ
の
機
会
を
作
っ
て
下
さ
っ

て
い
る
先
生
に
改
め
て
感
謝
す
る

瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。
タ
ク
シ
ー

に
分
乗
し
、
先
生
の
眠
る
長
久
寺

へ
移
動
。
一
人
ひ
と
り
墓
前
で
手

を
合
わ
せ
、
近
況
を
報
告
、
門
前

で
恒
例
の
記
念
写
真
を
撮
影
と
例

年
通
り
墓
参
を
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
麻
布
十
番
に
場
所
を

移
し
て
開
催
し
た
懇
親
会
に
は
、

仕
事
で
墓
参
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
２
名
も
合
流
し
、
総
勢
10
名
と

な
り
ま
し
た
。
時
の
た
つ
の
も
忘

れ
現
役
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を

　

放
送
班
Ｏ
Ｂ
会
の
う
ち
、
昭
和

53
年
か
ら
昭
和
61
年
卒
業
生
を
中

心
と
し
た
有
志
で
、
当
時
の
放
送

班
顧
問
の
先
生
で
あ
り
恩
師
で
も

あ
る
、
故 

田
村
晴
彦
先
生
の
命
日

（
５
月
17
日
）
に
あ
わ
せ
、
毎
年

５
月
の
第
３
土
曜
日
に
先
生
の
眠

る
港
区
三
田
の
長
久
寺
へ
墓
参
り

と
懇
親
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
例
年
通
り
、
第
３
土
曜

日
の
５
月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
先
生
の
二
十
三
回
忌
で

も
あ
り
多
く
の
方
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
ほ
ど

咲
か
せ
、
二
次
会
に
消
え
て
い
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
日
が
変
わ
る
ま
で

語
り
合
っ
た
と
か
…

　

今
後
も
、
今
年
の
よ
う
に
放
送

班
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
、
故 

田
村
先
生

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
は
気
軽
に

参
加
し
て
頂
き
、
と
も
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

間
違
い
な
く
先
生
も
喜
ん
で
下
さ

る
は
ず
で
す
。「
来
年
は
自
分

も
！
」
と
お
考
え
の
皆
さ
ま
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
掲
示
板（http://8630.

teacup.com
/m

bc/bbs　

携

帯
電
話
可
）
や
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
参
加
希
望
の
方
は

http://groups.yahoo.co.jp/
group/tam

urakai/

の
「
グ
ル

ー
プ
へ
の
参
加（
自
動
処
理
）」
か

ら
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、tam

urakai-ow
ner@

yahoogroups.jp

へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

放送班
ＯＢ会

宮田 健
昭和57年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会剣道部OB会
見心会

優秀作品賞受賞

花束・籠花 ・フラワー装飾
ブライダルなどご相談下さい。
昭和61年卒新世輝　池田　曜
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思
い
出
の
掛
か
り
稽
古

　

先
日
、
調
布
の
新
校
舎
で
剣
道

部
の
稽
古
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
十
五
年
ぶ
り
の
稽
古

で
し
た
。
設
備
も
充
実
し
広
く
て

綺
麗
な
道
場
に
、
猿
楽
町
校
舎
格

技
室
の
熱
い
思
い
出
が
蘇
り
ま
し

た
。
中
学
一
年
か
ら
剣
道
を
始
め

た
私
は
、
練
習
の
厳
し
さ
と
同
時

に
、
上
下
関
係
の
厳
し
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
当
時
、
一

つ
上
の
先
輩
が
号
令
を
か
け
、
昼

休
み
に
校
舎
屋
上
に
集
合
し
、
部

の
規
律
を
叩
き
込
ま
れ
、
先
輩
へ

の
挨
拶
を
一
つ
失
念
し
た
だ
け
で
、

罰
と
し
て
、
素
振
り
を
し
な
が
ら

の
兎
跳
び
で
道
場
を
何
周
も
回
っ

た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
環
境
の
中
で
先
輩
へ
の
敬
意
、

目
配
り
気
配
り
、
同
輩
と
の
連
帯

意
識
を
体
に
刻
み
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

は
、
試
合
で
予
想
外
の
敗
退
の
後
、

翌
日
の
稽
古
で
延
々
と
続
く
„
掛

か
り
稽
古
＂
で
し
た
。
い
ま
で
も
、

＂掛
か
り
稽
古
＂
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
だ
け
で
背
筋
に
冷
た
い
も

の
が
走
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。
特
に
、
厳
し
い
先
輩
に
掛
か

る
と
、
少
し
で
も
疲
れ
た
素
振
り

を
見
せ
よ
う
も
の
な
ら
、
面
を
外

さ
れ
胴
を
外
さ
れ
、
こ
れ
で
も
か

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
し
ご
か
れ
た

経
験
も
、
今
と
な
っ
て
は
良
い
思

い
出
で
す
。　
　

　

中
学
一
、二
年
の
頃
は
お
互
い

理
解
し
合
え
な
い
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
剣
道
部
と
い
う
厳

し
い
環
境
を
共
に
す
る
こ
と
で
同

期
の
絆
が
固
く
な
っ
て
い
っ
た

日
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
剣
道

部
に
所
属
し
、
六
年
間
を
経
て

日
々
の
稽
古
を
積
み
重
ね
る
う
ち

に
、
技
術
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
我
慢
を
し
て
で
も
諦
め
ず

に
結
果
を
出
す
粘
り
強
い
心
が
育

め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
総
明
会
の
幹
事
学
年
を

経
験
し
数
名
の
剣
道
部
同
期
と
再

会
、
共
に
活
動
し
ま
し
た
が
、
や

は
り
中
学
高
校
時
代
に
酸
い
も
甘

い
も
共
に
経
験
し
た
剣
道
部
同
期

は
、
活
動
に
本
当
に
力
を
貸
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
不
思

議
な
く
ら
い
風
通
り
の
良
い
関
係

が
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
人

間
関
係
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、

剣
道
部
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。
今
と
な
っ
て
は
、
剣
道

部
で
の
経
験
は
、
明
治
高
校
を
卒

業
し
た
と
い
う
よ
り
、
剣
道
部
を

卒
業
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
く
ら
い
、
私
に
と
っ
て
の
大

き
な
財
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
ら
、
こ
の

想
い
を
現
役
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

剣道部OB会
見心会

渡辺 智郎
昭和60年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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日
頃
か
ら
の
明
球
会
へ
の
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
残
念
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
年
６
月
中
頃
に
小
林
千
春

監
督
が
体
調
を
崩
さ
れ
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
持
病
の
腰
痛
を
再
発
さ

れ
、
相
当
重
症
の
ご
様
子
で
し
た
。

入
院
後
に
お
会
い
致
し
ま
し
て
、

ご
容
態
が
気
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
随
分
と
回
復
さ
れ

自
宅
療
養
に
て
通
院
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
ご
快

気
を
ご
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

約
３
年
半
に
亘
る
明
治
高
校
硬
式

野
球
部
へ
の
ご
指
導
・
ご
尽
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

後
任
の
監
督
に
は
寺
土
博
昭
氏

（
平
成
4
年
卒
・
明
治
高
校
職
員
）

が
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

今
夏
の
大
会
は
誠
に
残
念
な
結

果
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
新
チ
ー

ム
で
の
秋
の
大
会
で
の
ご
活
躍
を

期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
の
明
球
会
臨
時
幹
事
会
に

於
き
ま
し
て
も
、
新
監
督
の
推
薦

に
つ
き
ま
し
て
前
向
き
で
建
設
的

な
意
見
が
数
多
く
出
ま
し
た
。
特

に
ご
意
見
番
の
片
山
三
隆
氏（
昭

和
40
年
卒
）
か
ら
は
当
日
も
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に

有
難
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

明
球
会
の
会
報
に
も
謳
わ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
明
球
会
は
個
性

的
で
人
材
豊
富
な
素
晴
ら
し
い
メ

ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
す
。
明
治
高

校
硬
式
野
球
部
を
支
援
し
続
け
る

明
球
会
は
こ
れ
か
ら
も
発
展
・
進

化
し
て
い
き
ま
す
。
明
治
高
校
硬

式
野
球
部
O
B
の
皆
様
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。

　

明
球
会
会
報
の
発
行
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
総
明
会
会
長
の
尾
島

育
四
郎
氏
始
め
総
明
会
の
皆
々
様

よ
り
過
分
な
ご
寄
付
や
広
告
の
ご

提
供
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
明
球

会
、
硬
式
野
球
部
父
母
の
会
そ
し

て
甲
子
園
に
送
る
会
の
３
団
体
の

協
力
の
下
、
今
後
も
継
続
し
て
明

治
高
校
硬
式
野
球
部
を
応
援
し
て

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
頂

き
ま
す
よ
う
是
非
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

追
記　

昨
年
は
総
明
会
会
報
に

ご
挨
拶
が
出
来
ず
に
失
礼
致
し
ま

し
た
。
改
め
ま
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

硬式野球部
OB会明球会

会長 一泉 二郎
昭和51年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会サッカー部
OB会
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１
９
９
６
年
に
創
部
さ
れ
た
サ

ッ
カ
ー
部
も
今
年
も
早
い
も
の
で

18
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
度

は
、
新
人
戦
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

予
選
と
も
に
、
都
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ひ
た
む
き
に
練
習
し
、
最
後
ま
で

諦
め
な
い
明
治
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
伝
統
を
現
役
の
選
手
た
ち
も
受

け
継
い
で
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
主
監
督
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
素
晴
ら
し
い
指
導
の
も

と
、
練
習
内
容
・
技
量
の
向
上
の

み
な
ら
ず
、
人
と
し
て
の
成
長
を

選
手
た
ち
は
見
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
か
ら
、
昨
年
よ
り
副
顧

問
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
石
黒
先
生
が
顧
問
に
就
任
さ

れ
、
素
晴
ら
し
い
人
工
芝
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
共
に
、
取
り
巻
く
環
境

が
充
実
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
猿
楽
町
校
舎
時
代
の

O
B
の
方
々
か
ら
は
夢
の
様
な
話

と
な
り
ま
す
が
、
各
大
会
で
は
明

治
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
会
場
校

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
も
記
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
強
豪
校
の
仲
間
入

り
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
選
手

の
努
力
も
大
前
提
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
O
B
の
皆
様
方
の
お
力
添

え
も
必
要
で
す
。
昨
年
度
は
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

O
B
会
と
し
て
も
今
後
は
O
B

会
の
み
な
ら
ず
、
大
会
応
援
な
ど

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
で
も
創
部
さ
れ
た
大
先
輩
方

の
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
サ
ッ
カ

ー
が
好
き
で
あ
る
こ
と
」「
好
き

な
サ
ッ
カ
ー
に
最
大
限
努
力
す
る

こ
と
」
は
、
年
代
を
問
わ
ず
明
治

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
普
遍
の
礎
で

す
。
O
B
の
皆
様
方
に
お
い
て
は
、

お
忙
し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
気

が
向
い
た
際
で
結
構
で
す
の
で
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
後
輩
た
ち
の
成
長

を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
の
出
場
は
も
と
よ
り
、

近
い
う
ち
に
東
京
都
ベ
ス
ト
４
ま

で
残
り
、
西
が
丘
サ
ッ
カ
ー
場
で

O
B
の
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
ま

す
ま
す
発
展
し
て
い
き
ま
す
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

サッカー部
OB会
サッカー部OB会代表 大室 智

平成１１年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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ヤ
ー
が
戻
っ
て
き
た
理
由
は
、
学

生
時
代
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
世

代
が
家
族
連
れ
で
ス
キ
ー
に
行
く

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

そ
う
い
え
ば
最
近
の
ス
キ
ー
場

は
子
供
の
リ
フ
ト
券
が
無
料
と
い

う
と
こ
ろ
も
多
い
。
明
雪
会
の
Ｏ

Ｂ
で
も
ス
キ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営

し
て
い
る
先
輩
が
い
る
。
角
谷
幹

夫
氏（
昭
和
52
年
卒
）
の
お
店
Ｖ

３
カ
ド
ヤ
も
歴
史
の
あ
る
そ
ん
な

シ
ョ
ッ
プ
の
１
つ
だ
。
い
つ
も
親

切
に
相
談
に
の
っ
て
頂
い
て
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
井
上
進

治
氏（
昭
和
38
年
卒
）
も
長
く
小

川
町
駅
近
く
で
ス
キ
ー
シ
ョ
ッ
プ

を
経
営
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
引

退
さ
れ
て
悠
々
自
適
で
あ
る
。

　

さ
て
明
雪
会
で
も
往
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、
国
体
選
手
が
雪
上
に

戻
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
れ
も

冷
や
か
し
で
は
な
く
、
週
末
に
走

り
込
み
、
夏
期
の
陸
ト
レ
に
汗
を

流
し
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
経
て
雪
上
に
戻
っ
て
き
た

　

明
雪
会
は
今
年
で
創
部
62
周
年

を
迎
え
る
。
そ
の
間
に
ス
キ
ー
を

取
り
巻
く
環
境
に
も
随
分
変
遷
が

あ
っ
た
。
草
創
期
は
一
部
の
お
金

持
ち
の
遊
び
で
あ
り
、
高
度
経
済

成
長
の
時
代
に
全
盛
期
を
迎
え
、

そ
の
後
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
盛
ん
に

な
り
ス
キ
ー
人
口
が
減
っ
た
時
期

が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
昨
今
ま
た
ス

キ
ー
人
口
が
復
活
し
て
き
た
そ
う

で
あ
る
。
そ
れ
は
小
川
町
か
ら
駿

河
台
下
ま
で
歩
く
と
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ス
キ
ー
シ
ョ
ッ

プ
が
増
え
た
の
で
あ
る
。
ス
キ
ー

の
で
あ
る
。
平
成
25
年
３
月
２
～

３
日
に
菅
平
高
原
で
行
わ
れ
た
東

京
都
都
民
大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競

技
に
出
場
し
、
個
人
、
リ
レ
ー
と

も
に
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
。

　

写
真
右
か
ら
五
十
嵐
公
一
氏

（
昭
和
54
年
卒
）、
當
田
浩
平
氏（
平

成
23
年
卒
）、
中
山
久
義
氏（
昭
和

55
年
卒
）
で
あ
る
。
今
年
は
惜
し

く
も
国
体
出
場
を
逃
し
た
が
、
来

年
は
ぜ
ひ
国
体
の
応
援
に
駆
け
付

け
た
い
。

　

ま
た
平
成
24
年
11
月
９
日
に
顧

問
の
中
村
容
子
先
生
と
副
顧
問
の

須
藤
正
見
先
生
を
迎
え
日
本
橋
の

レ
ス
ト
ラ
ン
東
洋
で
総
会
・
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
久
し
振
り
に
明

雪
会
が
元
気
な
顔
を
揃
え
た
。

スキー部OB会
明雪会

鳴海 浩樹
昭和57年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会ソフトテニス部
ＯＢ・ＯＧ会
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い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

「
テ
ニ
ス
は
全
然
や
っ
て
い
な
い

の
で
無
理
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
ず
、

テ
ニ
ス
を
や
ら
な
く
て
も
現
役
部

員
の
活
動
を
眺
め
、
若
き
日
を
思

い
出
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

親
睦
大
会
へ
の
途
中
か
ら
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
の

部
で
は
厳
し
か
っ
た
昔
の
練
習
を

思
い
出
し
て
諸
先
輩
、
後
輩
た
ち

と
の
懐
か
し
い
話
に
花
を
咲
か
せ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
で
は
、
毎
年
十
一
月
に
学
校
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
利
用
し
て
、
現

役
部
員
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、

親
睦
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｏ
Ｇ
の
第
一
期
生
も

参
加
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
Ｏ
Ｂ
の
参
加
者
、
人

数
が
固
定
さ
れ
あ
ま
り
変
化
の
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

久
し
く
ご
参
加
の
な
い
Ｏ
Ｂ
の

方
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
一
月
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、

新
校
舎
の
見
学
を
兼
ね
て
ご
参
加

ソフトテニス部
ＯＢ・ＯＧ会

奈良部 利昭
昭和55年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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バ
レ
ー
部
O
B
会
の
繋
が
る

伝
統

　
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は

　

バ
レ
ー
部
の
昨
年
度
の
活
動
は
、

12
月
に
例
年
の
よ
う
に
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
＆
総
会
を
調
布
の
明
治
高

校
で
行
い
、
Ｏ
Ｂ
25
人
が
出
席
し
、

今
回
も
、
平
均
年
齢
60
歳
の
長
老
チ

ー
ム
が
高
校
生
・
中
学
生
チ
ー
ム
と

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
試
合
を
し
ま

し
た
。（
写
真
参
照
）

　
さ
て
、
そ
の
総
会
で
、
約
５
年
間
、

会
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
当
間

堅
一
朗
氏（
昭
和
33
年
卒
）
と
副
会
長

の
吉
田
信
行
氏（
昭
和
37
年
卒
）
の
辞

意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

代
わ
り
に
、
今
ま
で
副
会
長
と
し

て
、
対
外
的
に
バ
レ
ー
部
の
顔
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
片
山
眞
氏

（
昭
和
39
年
卒
）
が
、
会
長
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

　

副
会
長
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
無
任

所
で
し
た
が
、
か
っ
て
「
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
」
が
総
明
会
よ
り
も
活
発
で
あ

っ
た
時
の
事
務
局
で
し
た
。
小
川
滋

氏（
昭
和
44
年
卒
）
と
、
初
代
顧
問
松

枝
先
生
と
現
顧
問
山
中
先
生
の
共
に

教
え
子
と
い
う
、
い
わ
ば
二
人
の
先

生
の
掛
け
橋
で
あ
る
岡
永
健
二
氏（
平

成
３
年
卒
）
が
就
き
ま
し
た
。
そ
の

他
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
別
掲
の
広

告
の
と
お
り
で
す
の
で
、
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
異
動
は
、
山
中
先
生
も
顧
問

に
就
か
れ
て
か
ら
23
年
が
経
ち
、
教

え
子
も
岡
永
氏
を
筆
頭
に
、
活
動
に

来
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
山
中
先

生
の
教
え
子
が
中
心
と
な
っ
て
、
Ｏ

Ｂ
会
を
牽
引
し
て
ほ
し
い
と
い
う
親

心
か
ら
の
異
動
で
す
。

　

バ
レ
ー
部
は
、
60
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
に
、

２
人
の
顧
問
先
生
だ
け
で
こ
こ
ま
で

繋
が
っ
て
き
た
と
い
う
、
大
変
珍
し

い
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

過
去
に
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た

他
校
の
バ
レ
ー
部
は
、
顧
問
先
生
が

変
わ
る
た
び
に
、
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
り
、

一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
そ
う
で

す
。

　

し
か
し
、
明
治
高
校
で
は
、
総
明

会
の
他
の
部
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

た
と
え
顧
問
先
生
が
変
わ
ろ
う
と
も
、

校
舎
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
同
じ
明
治

で
学
ん
だ
者
、
同
じ
ク
ラ
ブ
に
在
籍

し
た
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、我
々

は
と
て
も
太
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、

毎
年
夏
合
宿
の
前
に
は
氷
代
を
支
給

し
、
現
役
の
合
宿
で
の
心
技
体
の
成

長
と
仲
間
と
の
連
帯
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
３
月
に
は
、
高
校
Ⅲ
年
生
と

大
学
４
年
生
を
招
待
し
、「
卒
業
を
祝

う
会
」
を
開
催
し
、
新
天
地
に
向
か

う
彼
ら
の
門
出
を
祝
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｏ
Ｂ
会
が
、
明
治
高
校
バ
レ
ー

部
で
汗
を
か
き
、
涙
し
、
笑
い
あ
っ

た
後
輩
・
現
役
を
応
援
す
る
こ
と
で
、

脈
々
と
明
治
高
校
バ
レ
ー
部
の
伝
統

が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

バレー部
OB会

樋田 哲次
昭和52年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会フェンシング部
OB会
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明
治
中
学
・
高
校
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
!!

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
復
活
を
願
い
、

Ｏ
Ｂ
会
を
再
開
し
ま
し
た
！

　

久
し
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
仲

間
が
昨
年
８
月
に
集
ま
り
ま
し
た
。

目
的
は
廃
部
と
な
っ
て
い
る
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
を
復
活
さ
せ
た
い
一

念
で
す
。
過
去
に
は
関
東
大
会
優

勝
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
出
し
た
事
が
あ
る
の
に
、

今
は
長
く
廃
部
と
な
っ
て
い
る
の

は
残
念
で
あ
る
。
昨
年
の
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
男
子
団
体
フ

ル
ー
レ
種
目
で
銀
メ
ダ
ル
を
取
り
、

そ
の
後
も
マ
ス
コ
ミ
で
再
々
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
選
手
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
に
登
場
す
る

程
に
人
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
部
を
復
活

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
即
、

部
で
は
難
し
い
と
思
う
の
で
愛
好

会
、
同
好
会
と
し
て
で
も
活
動
を

始
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
幸

い
明
治
大
学
体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
は
今
年
、
古
豪
復
活
で
全
種

目
が
関
東
大
学
リ
ー
グ
の
一
部
リ

ー
グ
で
活
躍
中
で
、
明
治
中
学
・

高
校
へ
の
指
導
協
力
の
了
解
は
現

役
・
Ｏ
Ｂ
会
で
承
認
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
総
明
会
員
の
皆
様
も
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
復
活
運
動
に
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
会　
役
員

会
長 

井
原 

健
三　
昭
和
40
年
卒

（
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会　
理
事
）

（
明
治
大
学
体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

　
監
督
）

（
明
治
大
学
体
育
会
監
督
会　
会
長
）

副
会
長 

岩
重 

哲
雄　
昭
和
41
年
卒

（
千
葉
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会 

ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
）

幹
事
長 

小
宮 

秀
夫 

昭
和
42
年
卒

幹
事 

伊
藤 

秀
文　
昭
和
42
年
卒

幹
事 

中
村 

信
也　
昭
和
45
年
卒

（
事
務
局
）

幹
事 

森 

暁
二
郎　
昭
和
46
年
卒

フェンシング部
OB会

岩重 哲雄
昭和41年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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紺
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
見
て
昔
懐
か

し
く
、
ま
た
英
気
を
貰
う
O
B
も

さ
ぞ
か
し
、
多
い
事
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
現
役
の
応
援

の
凄
さ
、
観
戦
の
父
兄
、
O
B
の

多
さ
は
、
上
位
校
に
も
勝
る
と
も

劣
ら
ず
、
明
治
の
歴
史
と
一
丸
と

な
る
求
心
力
に
は
驚
き
ま
す
。

O
B
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
現
役

の
支
援
と
O
B
相
互
の
親
睦
を
図

る
事
で
す
。
O
B
の
親
睦
と
し
て

は
、
毎
年
11
月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
、
O
B
総
会
は
、
9
月
の

最
終
日
曜
日
に
毎
年
70
名
近
い
参

加
者
に
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
の
総
会
で
は
、
元
住
友
金

属
・
全
日
本
代
表
の
岡
山
恭
崇
氏

に
よ
り
現
役
中
学
高
校
の
選
手
に

メ
ン
タ
ル
面
で
の
講
演
を
頂
く
等
、

意
義
の
あ
る
総
会
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
夏
合
宿
で
は
、
若
手
の

O
B
が
中
心
に
、
現
役
選
手
の
練

習
相
手
と
な
る
為
、
手
弁
当
に
て

大
勢
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
、
伝
統
校
故
の
引
き
継
が
れ
た

歴
史
と
思
い
ま
す
。
O
B
諸
兄
は

　

毎
年
、
春
を
迎
え
る
と
始
ま
る

関
東
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
予

選
。
O
B
諸
兄
に
と
っ
て
は
、
胸

躍
る
一
喜
一
憂
の
季
節
が
き
ま
す
。

東
京
は
、
全
国
で
も
有
数
の
激
戦

区
、
上
位
十
六
校
は
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
屈
指
し
全
国
か
ら
優
秀
な
選

手
を
集
め
て
い
る
中
で
、
わ
が
母

校
は
、
殆
ど
が
、
中
学
か
ら
育
っ

た
選
手
、
一
試
合
で
も
勝
ち
進
む

事
を
目
標
に
コ
ー
ト
で
戦
っ
て
い

ま
す
。
試
合
会
場
に
近
づ
く
度
、

会
場
か
ら
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
音
で

心
躍
り
、
コ
ー
ト
に
立
つ
明
治
紫

伝
統
校
で
あ
り
、
強
豪
校
と
呼
ば

れ
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

紳
士（
真
摯
）
で
あ
れ
、
勝
つ
に

相
応
し
い
チ
ー
ム
で
あ
れ
、
部
員

た
ち
は
厳
し
い
顧
問
先
生
の
指
導

の
下
、
た
だ
技
術
的
に
優
秀
な
選

手
を
育
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
、
社
会
人
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
間
形
成
の
場
と
し
て
も
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
女
子
部
も
活
躍
し
、

創
設
時
は
チ
ー
ム
を
組
む
事
も
厳

し
か
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
そ
の
当
時
の
女
子
部
員
も

O
G
と
し
て
、
後
輩
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
、
ま
た
新
た
な
歴

史
を
築
い
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
、
試
合
の
都
度
、
応
援
し

て
頂
い
て
い
る
応
援
指
導
班
の
学

生
及
び
引
率
の
O
B
・
顧
問
の
先

生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

バスケット
ボール部OB会

吉田 博
昭和51年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会歴史研究部
OB会
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す
る
伝
統
が
脈
々
と
流
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
今
回
の
O
B
会
も
、

昭
和
26
年
卒（
第
2
回
生
）
の
齋

藤
英
二
氏
か
ら
平
成
19
年
卒（
第

58
回
生
）
の
最
上
達
也
氏
ま
で
、

実
に
56
年
の
時
空
を
超
え
た
縦
の

つ
な
が
り
を
具
現
し
た
も
の
で
し

た
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
や
は
り
、

歴
史
、
そ
し
て
歴
史
を
体
感
す
る

の
に
欠
か
せ
な
い
旅
好
き
の
集
ま

り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
日
は
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
学
生
時

代
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
思
い
出
を
語

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
合
宿
や

文
化
祭
の
展
示
発
表
の
思
い
出
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
前

述
の
通
り
、
縦
の
つ
な
が
り
も
重

ん
じ
る
ク
ラ
ブ
で
す
か
ら
、
一
番

の
思
い
出
と
し
て
、
先
輩
達
の
い

た
ず
ら
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
方
々
も
い
ま
し
た
が
・
・
・

　

思
い
出
語
り
に
続
い
て
、
平
成

5
年
卒（
第
44
回
生
）
の
高
木
征

太
郎
氏
が
、
自
ら
制
作
に
関
わ
っ

た
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
制
作
秘
話

　

今
年
の
歴
研
O
B
会
は
、6
月

15
日
午
後
4
時
よ
り
、神
田
の
紫

紺
館
6
階「
ラ
ウ
ン
ジ
明
治
」に
お

い
て
、現
在
の
顧
問
で
あ
る
粟
野

先
生
を
含
め
、27
名
の
参
加
を
得

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。梅
雨
に

も
関
わ
ら
ず
、真
夏
を
思
わ
せ
る

日
差
し
の
強
い
日
で
し
た
が
、昨

年
同
様
の
参
加
者
数
と
な
り
、盛

況
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

歴
研
O
B
会
の
特
徴
の
一
つ

は
、
伊
藤
先
生
、
保
坂
先
生
、
そ

し
て
現
顧
問
の
粟
野
先
生
の
指
導

の
下
、
縦
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

を
、
一
部
映
像
と
と
も
に
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
の
埼
玉
県

行
田
市
に
有
っ
た
城
で
、
そ
の
領

主
成
田
氏
一
門
の
成
田
長
親
を
取

り
上
げ
た
映
画
で
す
。
作
品
名
は
、

長
親
が
領
民
か
ら
「
で
く
の
ぼ
う
」

を
意
味
す
る
「
の
ぼ
う
様
」
と
親

し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
来
て
い
る
そ
う
で
す
。
実

は
、
東
日
本
大
震
災
の
年
の
9
月

に
公
開
予
定
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

水
攻
め
シ
ー
ン
が
有
る
こ
と
か
ら

さ
す
が
に
延
期
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
昨
年
11
月
に
公
開

さ
れ
る
や
、
第
一
週
、
第
二
週
と
、

観
客
動
員
数
連
続
1
位
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
観
て

く
だ
さ
い
。

　

今
、
最
大
の
頭
痛
の
種
は
、
現

役
の
部
員
数
が
と
て
も
少
な
い
こ

と
で
す
。
粟
野
先
生
曰
く
、
調
布

に
移
転
し
て
か
ら
は
、
運
動
部
の

活
動
が
盛
ん
で
、
文
化
部
は
勧
誘

に
苦
戦
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
何

か
手
伝
え
な
い
か
と
詰
め
寄
る

O
B
に
、
粟
野
先
生
は
今
し
ば
ら

く
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
、
募
る
思
い
を
抑
え
つ
つ
、

先
生
を
信
じ
て
、
皆
、
夕
方
の
明

る
い
う
ち
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

歴史研究部
OB会

副会長 白畑 尚志
昭和56年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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1
9
9
5
年
に
退
職
さ
れ
た
後

藤
朋
智
先
生（
化
学
）
を
囲
ん
で
、

当
時
の
教
え
子
た
ち
を
は
じ
め
と

す
る
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
者

た
ち
が
集
う
『
ご
と
う
会
』
が
、

今
年
も
五ご

と
う
の
ひ

月
十
日（
金
）
に
西
新

宿
の
ホ
テ
ル　

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー　

東
京
５
階
の
宴
会

場『
宮
城
野
』で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ご
と
う
会
は
五ご

と
お
び

十
日
の

金
曜
日
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
四
十
人
を
超
え
る
方
々
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
藤
先

生
も
美
恵
子
奥
様
と
と
も
に
お
元

気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

例
年
の
ご
と
く
、
今
年
も
特
に

凝
っ
た
催
し
も
の
を
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
す
が（
幹
事
が
楽

を
し
て
お
り
ま
す
。
ス
ミ
マ
セ
ン
）、

先
生
ご
夫
妻
を
囲
ん
で
の
近
況
報

告
や
学
生
時
代
の
思
い
出
話
、
そ

し
て
美
味
し
い
料
理
と
お
酒
が
あ

れ
ば
十
分
盛
り
あ
が
る
と
言
わ
ん

ば
か
り
に
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
の
雰
囲
気
も
良
く
、
楽
し

く
盛
り
あ
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
も
今
年
で
18
回
目

（
2
0
1
0
年
に
15
回
目
と
確
認

し
た
か
ら
大
丈
夫
…
…
の
は
ず
で

す
。
こ
の
時
の
顛
末
を
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
2
0
1
0
年
の

会
報
を
参
照
の
こ
と
）
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
ご
夫

妻
も
相
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
す
の

で
、
20
回
、
30
回
を
目
指
し
て
、

と
言
っ
て
も
肩
ひ
じ
の
張
ら
な
い

「
ユ
ル
～
イ
」
会
で
す
の
で
、
の

ん
び
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
会
は
有
志
に
よ
る

手
作
り
の
会
の
た
め
、
多
く
の
皆

様
に
お
声
を
か
け
き
れ
て
い
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
読
ま
れ

て
、
後
藤
先
生
に
お
会
い
し
た
い

と
お
思
い
に
な
ら
れ
た
方
は
、
ご

遠
慮
な
く
事
務
局（090

︲2243

︲

2135

・
大
西
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ごとう会

男子校根性組大西 静士郎
昭和52年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会卯の木会

　

来
年
も
五
月
十
日
に
『
ご
と
う

会
』
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
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卯の木会

会長 桑崎 安弘
昭和50年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会

　

卯
の
木
会
は
、
我
々
が
高
校
３

年
生
の
時
に
硬
式
野
球
部
の
監
督

さ
ん
で
あ
り
ま
し
た
、「
卯
木
さ

ん
を
守
る
会
」
と
い
う
名
前
で
発

足
し
ま
し
た
。
一
番
最
初
の
集
ま

り
は
、
昭
和
49
年
１
月
３
日
に
硬

式
野
球
部
員（
昭
和
50
年
卒
11
名
、

昭
和
51
年
卒
６
名
）
が
卯
木
さ
ん

の
ご
自
宅
に
招
か
れ
た
の
が
最
初

の
新
年
会
で
す
。

　

当
時
は
酒
は
も
ち
ろ
ん
飲
め
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
京
子
夫
人
の

手
料
理
を
た
ら
ふ
く
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
毎
年
新
年
会
に
お
招

き
頂
き
ま
し
た
が
、
人
数
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
30
名
ぐ
ら
い
で
お
邪

魔
し
た
事
も
あ
り
、
こ
れ
以
上
増

え
た
ら
ま
ず
い
と
の
事
で
、
南
千

住
の
金
太
郎
寿
司
や
浅
草
の
ふ
ぐ

や
な
ど
で
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
は
、
我
々
の
同

期
の
須
藤
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
「
浦
安
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ

ル
」
で
開
催
し
て
お
り
、
早
い
も

の
で
、
来
年
は
40
回
目
を
迎
え
ま

す
。
区
切
り
の
年
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
今
後
の
開
催
場
所
、
イ
ヴ
ェ

ン
ト
等
々
ま
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル

で
、
N
E
W
卯
の
木
会
を
提
案
し

て
参
り
ま
す
。

　

卯
の
木
会
は
当
初
は
野
球
部

O
B
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
卯
木

さ
ん
が
明
治
中
学
、
明
治
高
校
に

１
日
で
も
在
籍
し
た
方
、
ま
た
は

会
員
の
推
薦
が
あ
れ
ば
O
K
と
い

う
非
常
に
懐
の
大
き
な
会
則
を
作

っ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
よ
う
は

明
治
が
好
き
で
、
仲
間
が
好
き
な

方
々
に
参
加
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　

卯
木
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
か
ら
も
、
遺
言
で
あ
り
ま
し

た
「
俺
が
死
ん
で
も
卯
の
木
会
は

永
遠
に
続
け
ろ
！
」「
何
故
な
ら

俺
じ
ゃ
な
く
て
お
前
達
の
会
な
ん

だ
か
ら
な
！
」
と
い
う
言
葉
を
忘

れ
ず
に
会
を
永
続
し
て
ゆ
く
所
存

で
す
。

　

ま
た
昨
年
我
々
の
同
期
の
眞
利

子
さ
ん
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
の
卯
の
木
会
に
は
節
子
夫
人

と
息
子
の
将
太
君
を
迎
え
て
開
催

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
何
故
な

ら
眞
利
子
さ
ん
の
ご
家
族
も
み
ん

な
仲
間
な
ん
だ
と
い
う
、
卯
木
精

神
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
卯
木
さ
ん
に
教
え

て
頂
き
ま
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
生

教
訓
を
、
少
し
で
も
広
め
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
仲
間
を
大
事
に
し
て
、
お
金
を

使
う
の
な
ら
仲
間
の
所
へ
落
と

せ
」「
男
の
価
値
は
死
ん
だ
時
に

し
か
分
か
ら
な
い
、
義
理
の
花
輪

の
数
じ
ゃ
な
く
て
ど
れ
だ
け
た
く

さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
の
か
な

ん
だ
」「
男
の
人
生
・
義
理
と
人

情
と
や
せ
我
慢
」
等
々
、
卯
木
語

録
は
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
卯
木
精
神
を
継
承
し
明

治
高
校
や
総
明
会
に
恩
返
し
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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山
田
先
生
が
教
師
と
し
て
明
治

中
学
高
等
学
校
時
代
に
し
た
こ
と

を
赤
裸
々
に
語
っ
た
。
い
か
に
し

て
ゆ
と
り
教
育
か
ら
明
治
中
学
高

等
学
校
を
守
っ
た
か
。
文
科
省
と

の
議
論
の
熱
弁
に
、
往
年
の
教
え

子
た
ち
は
大
爆
笑
！　

久
々
の
ノ

ブ
オ
節
を
堪
能
し
た
！

　

ま
た
数
学
の
教
諭
と
し
て
半
径

10
㎝
正
十
二
角
形
を
囲
む
円
と
正

十
二
角
形
の
面
積
を
求
め
る
課
題

が
出
さ
れ
、　

卒
業
後
20
年
以
上

経
た
社
会
で
活
躍
す
る
教
え
子
た

ち
は
頭
を
ひ
ね
り
な
が
ら
答
え
を

導
き
出
そ
う
と
無
駄
な
努
力
を
し

て
い
ま
し
た
。（
笑
）

　

さ
て
今
回
集
ま
っ
た
教
え
子
た

ち
は
約
60
名
！　

授
業
の
後
は
楽

し
い
楽
し
い
懇
親
会
で
す
。
久
々

に
い
ら
し
た
教
え
子
と
懐
か
し
げ

に
お
話
を
す
る
山
田
先
生
の
お
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
私
た
ち
が

生
徒
の
頃
、
事
務
室
に
い
ら
し
た

天
下
井
さ
ん
も
お
見
え
に
な
り
山

田
先
生
も
大
喜
び
!!

　
2
0
1
3
年
4
月
27
日（
土
）、

明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
に

て
「
第
3
回
ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ノ
ブ
オ
教

諭
の
白
熱
教
室
」
!!　

 

副
題
と
し

て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
『
世
界

最
高
の
知
性
が
学
ぶ
明
治
高
校
。

数
理
哲
学
の
ノ
ブ
オ
・
ヤ
マ
ダ
教

諭
は
、
こ
れ
ま
で
の
原
則
を
覆
し
、

初
め
て
授
業
の
公
開
に
踏
み
切
っ

た
。
講
義
名
は
、「
酒
と
女
と
バ
ラ
」

な
ら
ず
「
日
本
の
教
育
を
ダ
メ
に

し
た
ゆ
と
り
教
育
」』。

　

教
え
子
た
ち
と
美
酒
を
酌
み
交

わ
し
、
相
変
わ
ら
ず
の
下
ネ
タ
を

披
露
す
る
先
生
の
ト
ー
ク
に
大
賑

わ
い
の
2
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
、
校
歌
斉
唱
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

第
４
回
ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭
は
平

成
26
年
４
月
26
日（
土
）
に
開
催

し
ま
す
。
場
所
は
未
定
で
す
が
、

教
え
子
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

第3回ヤマダ
大感謝祭

明紫会 三森 勳
昭和50年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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【宿題】
◆提出日：平成26年4月26日（土）　◆返却日：平成27年4月25日（土）

一辺の長さが1の正十二角形の面積を
次の2つの方法によって求めなさい。

問1
下図のように正三角形と正方形を正十二
角形の内部に隙間なく敷き詰めることがで
きます。美しいですよね。万華鏡を覗いて
いる気分になります。図を参考にして面積
を求めてください。

問2
正十二角形を下の図のように二等辺三角
形（中心角30度）12個に分割し、面積を求
めました。1つの二等辺三角形の面積を求
めるには三角関数の余弦定理を用います。
明治高校では全生徒に正弦定理、余弦定
理を学びました。（笑）
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第
49
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会

の
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
ど
も
「
明
治
高
校
を
甲
子
園

に
送
る
会
」
は
、︿
古
豪
明
治
の

復
活
﹀
を
信
じ
、
明
治
野
球
を
愛

し
て
や
ま
な
い
有
志
の
集
ま
り
で

す
。

　

毎
年
、
夏
の
西
東
京
都
大
会
の

前
に
甲
子
園
出
場
を
目
指
し
て
、

「
野
球
部
父
母
会
」「
明
球
会
」
と

共
催
で
激
励
会
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
本
年
も
去
る
6
月
22
日
に

明
治
大
学
野
球
部
合
宿
所
食
堂
に

て
、
盛
会
の
う
ち
に
無
事
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
年
々
選
手
た
ち
の

甲
子
園
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
来

て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
報
が
皆
様

の
手
に
届
く
頃
に
は
、
甲
子
園
も

終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
夏
の

思
い
出
と
し
て
明
治
高
校
硬
式
野

球
部
が
皆
様
の
記
憶
に
残
る
活
躍

を
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

明治高校を
甲子園に送る会

紫魂会 渡辺 裕之
昭和55年卒

活動報告	同期会	班クラブ	OB・OG会
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平成₂₅年度総明会 役員一覧

平成₂₅年度総明会 評議員一覧

平成₂₅年度総明会 活動報告

平成₂₅年度総明会 会計報告

総会委員会 活動報告

会報委員会 活動報告

企画委員会 活動報告

組織委員会 活動報告

総務委員会 活動報告

広報委員会 活動報告

名簿委員会 活動報告

周年委員会 活動報告

第１９回チャリティーゴルフ大会

前年度幹事学年挨拶

１００周年記念事業寄付への御礼

第４９回総明会 御寄付者一覧

幹事学年挨拶

次年度幹事学年挨拶

幹事学年 寄付者一覧

平
成
₂₅
年
度 

総
明
会 

活
動
報
告
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平
成
₂₅
年
度 

総
明
会 

役
員
一
覧

2012年度総明会活動報告
氏　名（敬称略）

佐藤　眞弘
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平成25年度総明会 評議員一覧
同期会 敬称略

班部OB会

卒業年 名称 氏名 氏名 卒業年 名称 氏名 氏名
昭和11年 板垣　忠吉 昭和54年 明 誠 会 志村　和哉 水上　泰良
昭和12年 中富　光國 昭和55年 紫 魂 会 大迫　好孝 渡辺　裕之
昭和15年 明 中 ２ ６ 会 三笠　光人 昭和56年 明 翔 会 寺村　一義 蓬田　裕一
昭和19年 鈴木　昌英 昭和57年 明 魂 会 岩崎　広人 田中　幹浩
昭和21・22年 午 巳 の 会 小林　昭雄 斉藤　久也 昭和58年 明 輪 会 大塚　達宏 高橋　　浩
昭和24年 内藤　　功 昭和59年 明 心 会 田中　重幸 渡邉　文夫
昭和25年 明 二 会 小田川玉城 高橋　信雄 昭和60年 闘 紺 会 寺山　裕也 柴　　　貴
昭和26年 猿 楽 会 熊井　　実 寺村　武二 昭和61年 新 世 輝 鵜飼　友義 栗本　宜長
昭和27年 明 高 会 米山　耕右 渡邉　幹夫 昭和62年
昭和28年 明 窓 会 戸田　一郎 佐藤　欣生 昭和63年 昭 和 戊 辰 乃 会 光岡　孝之 米持　貴史
八丈島高校 八 明 会 高橋　和夫 持丸　孝雄 平成元年
昭和29年 ２ ９ 会 小川　安弘 橋崎　正義 平成２年 森　　正樹 鈴木　弘和
昭和30年 石田　彰之 宇田川雄弘 平成３年 山口　一郎 斎藤　直宏
昭和31年 明 楽 会 大出　育男 佐藤　健一 平成４年 快汗、どすこい塾 小畑　　啓 福田　浩茂
昭和32年 明 治 会 石坂　善正 山崎　敬生 平成５年 安藤　高利 長野　吉克
昭和33年 三 三 会 藤田　義茂 鈴木　寿雄 平成６年 新村　哲也 河村　健一
昭和34年 旧 雨 会 加藤　佳一 平成７年 石田　頼央 金子　敦史
昭和35年 珊 瑚 の 会 天野　洋一 倉林　貞夫 平成８年 青木　大樹 三村　具永
昭和36年 明 駿 会 加藤　眞義 谷　　正之 平成９年 紫 雲 会 香川　満洋 小谷　健志
昭和37年 ３ ７ 会 戸谷　誠樹 中村　哲士 平成10年 紫 ９ ８ 倶 秋山　光億 平田　　健
昭和38年 二 年 に 一 会 高橋　正侑 三浦　昭生 平成11年 明 哲 会 石川　一仁 戸邊　　寛
昭和39年 三 九 会 佐藤　　仁 堺　　健一 平成12年 明 瀑 会 玉木万理夫 保科　大輔
昭和40年 明 優 会 阿部　正行 大関　清人 平成13年 明 治 ２ １ 大橋　弘頌 岡庭　朋威
昭和41年 ４ １ 明 友 会 小川　秀次 菊本　哲也 平成14年 上原　康仁 下田　良征
昭和42年 Ｍ ４ １ 新村　秀男 結城　康郎 平成15年 大川　康介 武　雄一郎
昭和43年 紫 讃 会 小田嶋保男 志村　一夫 平成16年 杉田　将平 徳竹　正憲
昭和44年 男 坂 倶 楽 部 中河　孝樹 寺田　康夫 平成17年 荒川　佳史 室井　　純
昭和45年 獅 子 の 会 上野　隆史 山形　英明 平成18年 白 雲 会 角田　隆悟 山崎　裕貴
昭和46年 明 潮 会 金子　敏一 木村　　茂 平成19年 大竹　　惇 横倉　光輝
昭和47年 四七四七同志酔会 内田　　茂 廣野　宏士 平成20年 早川　慎吾 渡邊　　圭
昭和48年 波 の 会 雨海　重明 海老根一介 平成21年 大森　貴之 加藤　　敦
昭和49年 翼 明 会 石田　和夫 大前　実之 平成22年 明 雄 会 佐藤亨太郎 亀屋　将紀
昭和50年 明 紫 会 三森　　勲 窪寺　弘匡 平成23年 平田　裕貴 春山　愛美
昭和51年 明 々 会 前田稲一朗 山田　眞也 平成24年 三浦　　彩 市川　　陸
昭和52年 男 子 校 根 性 組 石黒　理樹 小嶋　真作 平成25年 師岡　忠寛 押田　華穂
昭和53年 紫 友 会 加藤　裕之 竹越　利之

名称 氏名 名称 氏名

生 徒 会 本 部 長 谷 川  裕 庭 球 部 奈良部利昭
応 援 指 導 班 田 村　 正 彦 バ レ ー 部 樋 田　 哲 次
新 聞 班 西 山　 光 彦 フ ェ ン シ ン グ 部 岩 重　 哲 雄
吹 奏 楽 班 斉木麻州男 陸 上 競 技 部 櫻 井　 勝 也
図 書 班 平 田　 幸 彦 バ ス ケ ット ボ ー ル 部 吉 田　　 博
放 送 班 宮 田　　 健 囲 碁 部 田 島　 弘 資
剣 道 部（ 見 心 会 ） 鈴 木　 幸 男 化 学 部 森　　 八 一
硬 式 野 球 部（ 明 球 会 ） 世 古　 俊 之 物 理 部（ 明 物 会 ） 礒 部　　 進
サ ッ カ ー 部 大 室　　 智 マ ン ド リ ン 部 休　　　 会
柔 道 部 小 川　 洋 一 地 理 研 究 部 小 林　 謙 之
水 泳 部（ 明 水 会 ） 髙 澤　 邦 雄 歴 史 研 究 部 土 田　 正 昭
ス キ ー 部（ 明 雪 会 ） 戸 張　　 毅 アイスホッケー愛好会（明氷会） 武 藤　　 仁
卓 球 部（ 明 卓 会 ） 山 崎　 泰 夫 J  R  C 横 谷　 昌 明
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2012年度総明会活動報告

　
「
新
し
い
1
0
0
年
へ 

―
今
を

知
り
、
明
日
を
考
え
る
。」
を
テ

ー
マ
に
第
48
回
総
明
会
総
会
・
懇

親
会
は
平
成
24
年
11
月
25
日
に
ハ

イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
校
明
治
高
校
創
立
1
0
0

周
年
の
年
に
幹
事
学
年
と
な
っ
た
、

昭
和
60
年
卒「
闘
紺
会
」
の
準
備
・

運
営
の
も
と
、
ご
来
賓
、
明
治
高

校
・
中
学
校
関
係
者
、
総
明
会
会

員
の
皆
様
に
多
数
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
母
校
1
0
0
周
年
を

記
念
し
た
総
明
会
行
事
も
無
事
に

完
結
し
、
本
年
度
の
活
動
は
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
２
月
に
は
明
治
高
校
3

年
生
を
対
象
と
し
た
総
明
会
説
明

会
を
実
施
し
、
３
月
の
卒
業
式
、

４
月
の
入
学
式
に
本
部
役
員
が
出

席
し
、
尾
島
会
長
が
総
明
会
を
代

表
し
て
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
明
大
中
野
校
友

会
「
武
陵
会
」
総
会
へ
の
出
席
や

役
員
と
の
懇
親
会
を
継
続
す
る
こ

と
で
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

母
校
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
総

明
会
の
会
員
親
睦
を
目
的
と
し
た

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
過
去
最
多

1
4
1
名
と
い
う
参
加
者
を
集
め
、

千
葉
新
日
本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

好
天
に
恵
ま
れ
る
絶
好
の
ゴ
ル
フ

日
和
と
な
り
、
紫
紺
の
旗
の
下
に

集
っ
た
同
期
や
先
輩
後
輩
ど
う
し
、

各
組
で
和
気
あ
い
あ
い
の
ラ
ウ
ン

ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
来

年
は
20
回
を
記
念
す
る
大
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
総
明
会
は
来
年
設
立
50

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
周
年
委
員
会
を
中
心
に
、

理
事
会
に
お
い
て
そ
の
記
念
事
業

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
と
い
う
組
織
が
50
年

と
い
う
歴
史
を
刻
む
こ
と
は
他
に

も
例
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

　

卒
業
生
の
手
か
ら
手
に
、
年
々

大
き
く
発
展
し
て
い
る
同
窓
会
は

私
学
の
中
で
も
群
を
抜
く
も
の
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
卒
、
総
明
会
50
年
記
念
事
業

に
あ
た
り
ご
協
力
を
頂
け
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

総
明
会 
専
務
理
事 

山
崎 

秀
樹

　
１１月２５日

１２月８日
　

１月１８日
１月２４日
２月１９日
２月２２日
３月１０日
３月１５日
３月１６日
３月２２日

４月６日
５月１７日
５月１８日

６月１日
６月２２日

７月６日
７月１９日

１０月１１日
１０月１８日

総会・懇親会（ハイアット リージェンシー 東京）
忘年会

第一回理事会
第一回評議員会
高校３年生対象総明会説明会
武陵会懇親会
明治高校卒業式
第二回理事会
新卒業クラス委員との昼食会
第二回評議員会
明治高校入学式
第三回理事会
武陵会総会（明大中野高校）
第１７回総明会チャリティーゴルフ
白駿会総会（京王プラザホテル）
評議員・班クラブ OB・OG 会
第四回理事会
第五回理事会
第三回評議員会

平成２４（2012）年

平成２５（2013）年

平
成
25
年
度 

活
動
報
告
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総
会
委
員
会
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
、
昭
和
57
年
卒
（
明
魂
会
）

染
谷
貴
男
で
御
座
い
ま
す
。
第
49

回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
、

誠
に
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

昭
和
61
年
卒
「
新
世
輝
」
の
み

な
さ
ん
は
今
年
と
言
う
よ
り
昨
年

の
早
い
内
か
ら
、
総
明
会
の
集
ま

り
に
は
必
ず
誰
か
が
顔
を
出
し
て

く
れ
て
お
り
、
特
に
鵜
飼
実
行
委

員
長
・
土
田
正
昭
君
・
栗
本
宣
長

君
の
三
人
は
大
変
な
苦
労
を
さ
れ

た
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
「
な
か

な
か
人
が
集
ま
ら
な
い
」
な
ん
て

心
配
し
て
い
た
事
が
嘘
の
よ
う
に
、

今
で
は
他
の
メ
ン
バ
ー
を
含
め
た

皆
さ
ん
の
勢
い
を
凄
く
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
１
年
間
（
２
年
間
？
）

お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
年
の
総
会
委
員
会
は
、
昨
年

同
様
に
育
成
部
門
を
大
山
輝
芳
副

委
員
長
（
昭
和
59
年 

明
心
会
）
が
、

後
輩
諸
君
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

次
年
度
以
降
の
学
年
の
皆
さ
ん
達

に
意
識
を
持
っ
て
貰
う
為
に
汗
水

垂
ら
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
総
会
部
門
に
関
し
て
は
平

野
一
哉
副
委
員
長
（
昭
和
59
年
卒 

明
心
会
）
が
総
会
・
懇
親
会
に
関

す
る
事
柄
や
、
ま
た
そ
れ
以
外
の

事
で
も
幹
事
学
年
の
不
安
・
不
満

を
一
手
に
引
き
受
け
て
、
様
々
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
様
で
す
。

ま
た
二
人
の
副
委
員
長
に
加
え

て
、
同
じ
く
明
心
会
の
藤
原
輝
夫

君
に
も
加
わ
っ
て
頂
き
、
私
を
含

め
３
人
の
手
が
回
ら
な
い
所
を
細

か
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
貰
っ
て
お
り

ま
す
。

さ
て
「
幹
事
学
年
」
は
、
あ
る

意
味
そ
の
学
年
の
晴
舞
台
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
晴
舞

台
・
大
舞
台
を
迎
え
る
学
年
が
、

早
く
か
ら
総
明
会
と
言
う
組
織
を

理
解
し
、
雰
囲
気
に
慣
れ
て
貰
い
、

全
力
で
一
年
を
突
っ
走
れ
る
様
、

総
会
委
員
会
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
幹
事
学
年
「
新
世
輝
」

は
【
頂
き
を
目
指
す
。
繋
が
る
伝

統
を
世
界
へ
】
を
テ
ー
マ
と
し
、

「
新
し
い
未
来
へ
」「
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
目
指
す
」
と
い
う
思
い
で
こ

の
１
年
を
活
動
し
て
こ
ら
れ
、
ま

さ
に
明
治
高
校
創
立
１
０
１
年
目

の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
相
応
し
い
学

年
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

１
万
数
千
名
の
O
B
の
皆
様

の
想
い
と
幹
事
学
年
の
汗
の
結
晶

が
、
総
会
・
懇
親
会
当
日
に
西
新

宿
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

東
京
に
て
花
開
く
の
を
祈
念
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
当

に
一
年
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

総
明
会 
総
会
委
員
長 

染
谷 

貴
男

総
会
委
員
会 

活
動
報
告

2012年度総明会活動報告
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総
明
会 
会
報
委
員
長 

衛
藤 

雅一

会
報
委
員
会 

活
動
報
告

「
紫
紺
の
腕
章
」

　

ゴ
ル
フ
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
や
そ
の
他
委
員
会
活

動
の
際
に
紺
の
ブ
レ
ザ
ー
を
着
用

し
、
胸
に
エ
ン
ブ
レ
ム
を
つ
け
て

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
々
会
報
委
員
会
は
、
学
校
行

事
や
総
明
会
行
事
に
お
け
る
取
材

の
際
に
は
「
紫
紺
の
腕
章
」
を
着

用
し
て
い
ま
す
。

　

総
明
会
の
行
事
で
は
ま
だ
し
も
、

学
校
行
事
に
お
邪
魔
す
る
時
に
は

怪
し
い
？
オ
ジ
サ
ン
た
ち
が
写
真

撮
影
を
し
て
い
る
と
「
あ
い
つ
ら

は
一
体
何
者
な
ん
だ
！
」
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
会

報
に
す
こ
し
で
も
良
い
記
事
や
写

真
を
掲
載
し
て
総
明
会
会
員
の
皆

さ
ん
に
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
つ
い
つ
い
写
真
を
撮

る
の
に
熱
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

学
校
関
係
者
の
皆
様
や
ご
父
兄

の
皆
様
に
総
明
会
会
報
委
員
会
の

取
材
活
動
で
あ
る
こ
と
を
判
っ
て

い
た
だ
く
為
に
平
成
22
年
に
腕
章

を
作
成
し
、
平
成
23
年
の
取
材
か

ら
使
用
し
て
い
ま
す
。
腕
章
を
つ

け
て
の
取
材
活
動
も
３
年
目
に
入

り
、
次
第
に
認
知
度
も
ア
ッ
プ
し

て
き
た
よ
う
で
す
。

　

腕
章
は
、
現
時
点
で
は
ま
だ
ま

だ
総
明
会
会
報
委
員
会
の
活
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
目
印

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
先
は
会
報
委
員
会
の
伝

統
を
引
き
継
ぎ
次
代
に
伝
え
て
い

く
「
バ
ト
ン
」
の
役
割
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

会
報
委
員
会
の
ご
子
息
が
将
来

母
校
に
入
学
、
卒
業
し
て
総
明
会

会
報
委
員
に
な
り
腕
章
を
つ
け
て

会
報
委
員
会
の
活
動
を
す
る
親
子

2
世
代
、3
世
代
。こ
の
よ
う
な
こ

と
も
決
し
て
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
と
未
来
、
親
と
子
を
繋
ぐ

絆
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
最
後
に
、
簡
単
に
会
報

委
員
会
の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
母
校
創
立

1
0
0
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
様
子
を
始
め
て
「
号
外
」

と
い
う
形
で
作
成
し
、
総
会
懇
親

会
の
と
き
に
会
場
で
配
布
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
か
ら

発
行
ま
で
非
常
に
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
式
典
に
ご
出
席
い
た

だ
け
な
か
っ
た
皆
様
へ
当
日
の
様

子
を
ご
紹
介
で
き
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
の
幹
事
学
年
に
お
い
て
は
、

母
校
が
創
立
１
０
１
年
を
迎
え
る

と
い
う
こ
と
で
「
頂
を
目
指
す
。

繋
が
る
伝
統
を
世
界
へ
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
特
集
を
組
み
、

会
報
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
き
た
な

か
に
も
新
し
い
切
り
口
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
是
非
最
後
ま

で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
会
報
委
員
会
も
、

こ
れ
ま
で
の
長
い
伝
統
の
上
に
新

た
な
取
組
を
加
え
進
化
を
続
け
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
方
に
ご
協
力
を
御
願
い
す
る
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
是
非

と
も
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
総
明
会
も
設
立
50
周
年

を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
会

報
委
員
会
で
も
こ
れ
か
ら
そ
こ
を

焦
点
に
し
て
活
動
を
す
す
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
併

せ
て
ご
協
力
を
御
願
い
い
た
し
ま

す
。
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昨
年
は
明
治
高
校
創
立
１
０
０

周
年
に
あ
た
り
、
恒
例
の
明
朗
会

は
、
九
月
二
十
九
日
（
土
）、
銀

座
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
バ
レ
ー
『
白

い
ば
ら
』
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。『
白
い
ば
ら
』
は
昭
和
の

風
情
を
残
し
生
バ
ン
ド
と
華
や
か

な
シ
ョ
ー
で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
も

つ
老
舗
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
す
。

夕
方
６
時
よ
り
、
尾
島
会
長
の

ご
挨
拶
で
開
会
と
な
り
、
昭
和
25

年
卒
明
二
会
の
牛
久
先
輩
に
乾
杯

の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し

て
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
入
場
で
す
。
こ

こ
の
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
は
皆
、
出
身

地
を
書
い
た
名
札
を
つ
け
て
い
て
、

北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で
ど

こ
出
身
か
、
わ
か
っ
て
話
が
で
き

る
面
白
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
り
、
ご
歓
談
の
時
間

は
、
大
変
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま

し
た
。
ご
歓
談
の
後
、
お
店
の
ご

厚
意
で
イ
ベ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
し
た
。
各
年
代
の
代
表
の
方
５

名
が
ホ
ー
ル
に
出
て
、
ホ
ス
テ
ス

さ
ん
と
一
緒
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
巻
取
る
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
す
。

普
段
厳
格
な
先
輩
方
が
、
音
楽
に

合
わ
せ
一
所
懸
命
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
巻
き
取
る
姿
に
周
り
の

先
輩
方
も
大
盛
り
上
が
り
。
優
勝

は
、
昭
和
45
年
卒
の
桜
井
先
輩
で

し
た
。
そ
の
後
、
ひ
と
と
き
ご
歓

談
の
時
間
が
あ
り
、
８
時
頃
か
ら
、

お
店
恒
例
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
が
始

ま
り
ま
し
た
。
華
や
か
な
ド
レ
ス

や
ボ
ン
テ
ー
ジ
の
衣
装
に
包
ま
れ

た
踊
り
子
さ
ん
た
ち
が
入
替
わ
り

立
ち
替
わ
り
生
演
奏
に
合
せ
、
迫

力
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
、
諸
先

輩
方
の
視
線
を
釘
付
け
に
し
て
お

り
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
が
終

わ
る
と
い
よ
い
よ
会
も
佳
境
で
す
。

昭
和
47
年
卒
の
葊
野
先
輩
の
リ
ー

ド
で
明
治
高
校
校
歌
を
斉
唱
。
生

バ
ン
ド
演
奏
の
中
、
皆
、
手
を
高

く
掲
げ
『
お
ゝ
明
治
♪
』
が
轟
き

渡
り
一
般
の
お
客
様
か
ら
拍
手
が

起
こ
る
ほ
ど
で
し
た
。

今
回
の
「
明
朗
会
」
は
、
昭
和

44
年
卒
の
中
河
先
輩
の
お
口
添
え

の
お
陰
で
、
す
ば
ら
し
い
会
場
で

開
催
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
忙
し
い
中
、
お
手
伝

い
を
頂
き
ま
し
た
先
輩
、
同
期
、

幹
事
学
年
の
方
、
そ
し
て
、
ご
寄

付
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
す
べ

て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
報

告
と
致
し
ま
す
。

総
明
会 
企
画
委
員
長 

小
林 

謙
之

企
画
委
員
会 

活
動
報
告 「
明
朗
会
」報
告

松倉　康信
牛久　順之
山本　峰司
石田　彰之
大塚　和哉
米山　武男
丞村　裕次
山田　和孝
矢口　博康
中村　哲士
三浦　昭生
小原　義久

＜平成24年度「明朗会」ご参加の皆様＞  
比留間 竹郎
小出 俊介
桜井 久昭
中村 裕次
廣野 宏士
内田 茂
戸張 毅
雨海 重明
小田川 利久
山口 隆
上野 雅宏
熊倉 章雄

狩野 智雄
鳴海 浩樹
鈴木 裕朗
山田 啓明
岡本 雅仁
小林 謙之

尾島 育四郎
菊池 博道
広瀬 準
中村 正容
関谷 芳久　　
藁谷 豊
中河 孝樹
栗田 茂
亀岡 亨
佐伯 正　　
吉田 耕太郎
笹本 和義

（23年卒）
（25年卒）
（29年卒）
（30年卒）
（32年卒）
（33年卒）
（35年卒）
（36年卒）
（36年卒）
（37年卒）
（38年卒）
（40年卒）

（41年卒）
（41年卒)
（41年卒)
（43年卒)
（44年卒)
（44年卒)
（44年卒)
（44年卒)
（44年卒)
（44年卒)
（45年卒)
（45年卒)

（45年卒)
（45年卒)
（45年卒)
（45年卒)
（47年卒)
（47年卒)
（47年卒)
（48年卒)
（48年卒)
（48年卒)
（51年卒)
（54年卒)

（56年卒）
（57年卒）
（幹事学年）
（幹事学年）
（委員51年卒）
（委員57年卒）

2012年度総明会活動報告
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総
明
会
で
初
め
て
の
職
域
同

窓
会
「
明
大
職
員
・
教
員
明

高
会
」
を
開
催
。

　

組
織
委
員
会
で
は
、
学
生
を
中

心
と
し
た
若
手
会
員
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
総
明
会
全
体
の
組
織
が
盤
石

な
も
の
と
な
る
よ
う
種
々
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
特

に
、
総
明
会
に
お
い
て
初
め
て
の

職
域
同
窓
会
「
明
大
職
員
・
教
員

明
高
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
の

で
、
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
大
学
に
は
明
治
高
校
卒
業

生
の
職
員
・
教
員
が
37
名
ほ
ど
勤

務
し
て
い
る
事
が
判
明
し
、
こ
の

皆
様
で
一
つ
の
同
窓
会
を
組
織
出

来
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
向
殿

先
生（
明
治
大
学
校
友
会
会
長
）

に
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
先
生

も
「
前
々
か
ら
考
え
て
い
た
事
。

是
非
進
め
て
く
れ
な
い
か
」
と
の

賛
同
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
職
域
同
窓
会
の
立
ち
上
げ
と
い

う
事
で
、
総
明
会
組
織
委
員
会
が

事
務
局
と
な
り
平
成
25
年
７
月
13

日（
土
）
に
新
宿
で
第
一
回
「
明

大
職
員
・
教
員　

明
高
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
夏
休
み
直
前

と
い
う
事
で
明
大
職
員
に
は
多
忙

の
方
も
多
く
、
職
員
・
教
員
合
わ

せ
て
８
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

総
明
会
か
ら
は
吉
田
耕
太
郎
副
会

長
と
上
野
組
織
委
員
長
が
出
席
し
、

初
め
て
の
職
域
同
窓
会
発
足
を
お

祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
組
織
委
員
会
で
は
次

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

１
．
総
明
会
説
明
会

　

卒
業
を
間
近
に
控
え
た
高
校
３

年
生
を
対
象
と
し
て
総
明
会
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
催
し
て
お
り
ま

す
。
毎
年
春
先
に
明
治
高
校
へ
出

向
き
、「
総
明
会
」
の
成
り
立
ち

や
現
在
の
活
動
、
引
い
て
は
明
治

高
校
卒
業
生
と
し
て
の
心
意
気
、

と
い
っ
た
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

今
期
は
平
成
25
年
２
月
19
日
に
学

校
に
て
行
い
ま
し
た
。

２
．
新
卒
会
員（
ク
ラ
ス
委
員
）

と
の
昼
食
会

　

毎
期
、
卒
業
生
の
中
か
ら
今
後

同
期
の
活
動
の
要
と
な
る
ク
ラ
ス

委
員
が
指
名
さ
れ
ま
す
。
今
回
は

各
ク
ラ
ス
か
ら
男
女
１
名
、
計
16

名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
組
織
委
員

会
で
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
委
員
を
通

じ
て
同
期
の
繋
が
り
・
会
の
育
成

を
計
り
ま
す
が
、
更
に
深
く
総
明

会
を
理
解
し
て
も
ら
う
べ
く
、
総

明
会
役
員
と
の
昼
食
会
を
催
し
て

い
ま
す
。
今
期
は
平
成
25
年
３
月

16
日
に
ク
ラ
ス
委
員
13
名
の
出
席

を
得
て
行
い
ま
し
た
。

３
．
最
初
の
同
期
会

　

組
織
委
員
会
の
最
大
の
目
標
が

大
学
卒
業
の
時
期
に
合
わ
せ
た
同

期
会
の
開
催
で
す
。
社
会
人
と
な

っ
て
間
も
な
い
う
ち
は
時
間
の
自

由
が
き
か
ず
、
同
期
が
一
同
に
会

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
そ
の

前
の
大
学
卒
業
時
の
３
月
に
同
期

会
を
開
催
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
明
治
高
校

を
平
成
21
年
３
月
に
卒
業
し
た
諸

君
が
大
学
卒
業
前
に
明
治
高
校
の

食
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

４
．
若
手
の
会

　

大
学
在
学
中
の
１
～
４
学
年
の

ク
ラ
ス
委
員
同
志
の
懇
親
を
深
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
、「
総
明
会
」

役
員
に
も
出
席
を
い
た
だ
き
、
毎

年
愉
快
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
を
通
じ
て
将
来

の
「
総
明
会
」
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を

育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
総
明
会
組
織
の

礎
を
構
築
す
べ
く
活
動
す
る
組
織

委
員
会
に
対
し
、
引
き
続
き
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
織
委
員
会 

活
動
報
告

総
明
会 
組
織
委
員
長 

上
野 

雅
宏
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総
明
会
会
員
の
皆
様
、
い
つ
も

総
明
会
活
動
に
御
協
力
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
明
治
高
校
創
立

1
0
0
周
年
の
記
念
行
事
も
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
次
の
1
0
0

年
に
向
か
う
記
念
の
年
で
あ
り
ま

す
。
総
務
委
員
会
は
、
次
の

1
0
0
年
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝

い
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
様
の
中
に
は
、

総
務
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
会
員

の
方
々
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。

　

大
変
簡
単
な
説
明
で
恐
縮
で
す

が
、
現
在
は
以
下
の
役
割
を
総
務

委
員
会
が
担
っ
て
お
り
ま
す
。

①
年
3
回（
1
月
、
3
月
、
10
月
）

の
総
明
会
評
議
員
会
の
準
備
及
び

運
営

︿
具
体
的
業
務
﹀

評
議
員
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の

予
約
及
び
受
付
業
務
並
び
に
評
議

員
会
で
の
議
事
録
作
成
を
行
い
ま

す
。

②
評
議
員
・
班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
懇
親
会（
7
月
）
の
準
備
及

び
運
営

︿
具
体
的
業
務
﹀

評
議
員
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の

予
約
及
び
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

③
総
会（
11
月
）
の
議
事
録
作
成

④
忘
年
会（
12
月
）
の
準
備
及
び

運
営

忘
年
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の
予

約
及
び
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
以
上
で
す
が
、
会
社
の
総
務
部

等
の
部
署
を
想
像
し
て
頂
く
と
、

身
近
に
感
じ
て
頂
く
こ
と
が
出
来

る
と
思
い
ま
す
。

　

常
日
頃
、
総
明
会
会
員
の
皆
様

の
前
に
出
て
様
々
な
業
務
を
行
う

こ
と
も
無
く
、
縁
の
下
で
総
明
会

を
支
え
て
い
く
地
味
な
委
員
会
で

す
が
、
議
事
録
の
作
成
や
各
委
員

会
と
の
打
合
せ
等
、
管
理
運
営
に

関
し
大
変
重
要
な
委
員
会
で
す
の

で
、
総
務
委
員
全
員
誇
り
を
持
っ

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
明
会 
総
務
委
員
長 

須
藤 

貢一

総
務
委
員
会 

活
動
報
告

2012年度総明会活動報告
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皆
様
、
い
つ
も
総
明
会
の
活
動

に
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
広
報
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
は
、
総
明
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
管
理
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

総
明
会
の
各
種
情
報
、
幹
事
学
年

の
活
動
状
況
、
各
委
員
会
か
ら
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
と
そ
の
報
告
な
ど

を
掲
載
し
、
会
員
の
皆
様
に
で
き

る
だ
け
多
く
の
情
報
を
発
信
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
会
員
の

皆
様
が
直
接
情
報
を
発
信
で
き
る

場
と
し
て
、
連
絡
用
掲
示
板
、
フ

リ
ー
掲
示
板
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

連
絡
用
掲
示
板
は
、
重
要
な
伝

達
事
項
を
は
じ
め
と
す
る
連
絡
事

項
を
伝
達
す
る
た
め
の
伝
言
板
と

し
て
、
フ
リ
ー
掲
示
板
は
部
活
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
他
自
由
に
情
報
発
信
で
き
る
場

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

O
B
会
の
ご
連
絡
や
ご
報
告
、
運

動
部
の
試
合
結
果
の
ご
報
告
、
イ

ベ
ン
ト
の
ご
連
絡
、
訃
報
な
ど
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
広
報
委
員
会
で
は
、
皆

様
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
情
報
の

掲
載
、
情
報
掲
載
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
、
誰
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

簡
単
に
管
理
で
き
る
よ
う
な
改
善

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
将
来
を
見
据
え
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
運
営
の
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
や
新
し
い
技
術
な
ど
を
持
っ
た

方
を
探
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
総
明
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
力
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

昭
和
50
年
卒
、
周
年
委
員
長
の

桑
崎
で
す
。
昨
年
は
母
校
「
明
治

高
校
・
中
学
校
」
の
１
０
０
周
年

の
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
ま
ず

は
総
明
会
会
員
の
皆
様
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

お
め
で
た
い
年
回
り
に
な
り
ま

す
が
、
今
度
は
来
年
２
０
１
４
年

に
総
明
会
発
足
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。不

思
議
な
も
の
で
、
今
ま
で
40

周
年
も
30
周
年
も
何
も
イ
ヴ
ェ
ン

ト
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
の

事
で
、
50
周
年
の
記
念
の
年
に
は
、

最
初
で
最
後
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で

大
き
な
事
業
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
50
周
年
の
記

念
誌
を
制
作
し
発
行
し
て
ゆ
こ
う

と
準
備
委
員
会
を
毎
月
開
催
し
、

様
々
な
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
皆
様
に
は
発
表
で
き
る

段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
学

年
の
先
輩
達
が
ご
苦
労
さ
れ
て
き

た
、
総
明
会
の
伝
統
を
継
承
し
、

後
世
に
残
る
よ
う
な
内
容
で
、
新

し
い
会
員
の
皆
様
が
総
明
会
の
ル

ー
ツ
と
し
て
の
貴
重
な
文
献
に
な

る
よ
う
に
と
の
思
い
で
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
４
年
の
50
周
年

記
念
式
典
は
、
来
年
の
総
会
、
懇

親
会
と
一
緒
に
開
催
で
き
れ
ば
い

い
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
今
後
は
幹
事
学
年
の
皆
さ
ん
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
、
企
画

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
的
な
方
向
性
は
、
総
明
会

の
こ
れ
か
ら
の
50
年
を
支
え
て
く

れ
る
若
い
会
員
の
皆
さ
ん
中
心
で

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
企
画
段
階
で
の
報
告

に
な
り
ま
す
が
、
50
周
年
と
い
う

の
は
当
た
り
前
で
す
が
最
初
で
最

後
に
な
り
ま
す
の
で
、
周
年
委
員

会
や
総
明
会
会
員
の
皆
様
の
知
恵

と
力
を
お
借
り
し
て
、
す
ば
ら
し

い
も
の
に
作
り
上
げ
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
更
な
る
お
力
添
え
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
明
会 
広
報
委
員
長 

大
西 

静
士
郎

広
報
委
員
会 

活
動
報
告

総
明
会 

周
年
委
員
長 

桑
崎 

安
弘
　

周
年
委
員
会 

活
動
報
告
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名
簿
委
員
長
の
拝
命
を
受
け
た

後
、
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
引
っ

越
し
な
ど
で
住
所
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
総
明
会
の
会
員

に
会
報
を
届
け
な
く
て
は
い
け
な

い
と
強
く
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の

一
心
か
ら
、
ど
う
し
て
も
不
明
の

住
所
を
い
ち
早
く
、
ま
た
正
確
に

調
べ
る
の
に
何
か
い
い
方
法
は
な

い
か
と
、
普
段
使
わ
な
い
頭
を
使

い
考
え
て
み
ま
し
た
。

思
い
つ
い
た
方
法
は
、
各
同
期

会
・
班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
な

か
で
名
簿
を
管
理
さ
れ
て
い
る
方

が
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ

の
方
に
名
簿
委
員
に
ご
就
任
い
た

だ
き
、
名
簿
委
員
会
と
各
同
期
会・

班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
名
簿
委

員
と
の
連
絡
を
直
接
取
れ
る
体
制

を
構
築
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。

各
同
期
会
か
ら
の
情
報
を
横
軸

と
考
え
ま
す
と
、
各
班
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
か
ら
の
情
報
は
縦
軸
に

な
り
ま
す
。

現
在
ま
で
の
総
明
会
の
名
簿
の

管
理
は
最
低
で
も
、
卒
業
年
度
・

住
所
・
氏
名
を
把
握
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
現
在
の
管
理
体

制
に
プ
ラ
ス
し
て
明
治
高
校
・
明

治
中
学
校
の
現
役
時
代
に
所
属
し

て
い
た
班
ク
ラ
ブ
を
管
理
の
中
に

織
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。是

非
と
も
、
こ
れ
か
ら
は
現
役

時
代
に
所
属
し
て
い
た
班
ク
ラ
ブ

も
名
簿
委
員
会
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

「
名
簿
」
が
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
と
我
ら
が
母
校
「
明
治
」
を

繋
ぐ
一
つ
の
懸
け
橋
と
な
っ
て
い

る
の
を
お
忘
れ
な
く
！

な
お
、
皆
さ
ん
の
大
事
な
個
人

情
報
を
お
預
か
り
し
て
い
る
責
任

と
重
圧
は
重
々
承
知
し
て
お
り
ま

す
。近

年
、
個
人
情
報
の
流
出
や
悪

用
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
ま

す
と
名
簿
に
載
せ
る
の
を
躊
躇
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
も
、
総
明
会
の
こ
れ
ま

で
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
未
来
の

た
め
に
は
「
名
簿
」
の
存
在
が
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
お
預
か
り
し
た
個

人
情
報
は
名
簿
委
員
会
で
厳
重
に

管
理
い
た
し
ま
す
。

お
引
っ
越
し
の
際
に
は
、
住
民

票
の
変
更
と
同
じ
く
総
明
会
ま
で

ご
一
報
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

総
明
会 
名
簿
委
員
長 

吉
武 

孝
生

名
簿
委
員
会 

活
動
報
告

2012年度総明会活動報告
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総
明
会
の
年
間
行
事
と
し
て
恒

例
と
な
り
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
も
迎
え
て
19
回
目
。

今
年
は
６
月
１
日
（
土
）、
千
葉

県
市
原
市
に
あ
る
千
葉
新
日
本
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
を
舞
台
に
、
恩
師
で

当
代
同
期
会
の
名
付
け
親
で
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
山
田
伸
夫
先
生
を
お

迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
直
前
に
関
東
地
方
が
梅
雨

入
り
し
、
直
前
ま
で
天
候
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
天
気
予
報
は
開

催
３
日
前
に
晴
れ
に
変
わ
り
、
当

日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
る
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
過
去
最
多
で
あ

っ
た
昨
年
を
更
新
す
る
１
４
１
名

の
参
加
者
が
紫
紺
の
旗
の
下
一
堂

に
会
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
新
ペ
リ
ア
方
式
で
行
わ

れ
、
個
人
戦
、「
学
年
対
抗
戦
」

に
加
え
、
昭
和
46
年
以
前
に
卒
業

さ
れ
た
大
先
輩
方
に
よ
る
「
大
先

輩
名
人
戦
」（
名
人
戦・大
名
人
戦
）

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
ド
ラ

コ
ン
・
ニ
ア
ピ
ン
の
各
コ
ン
テ
ス

ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
31
年
卒
の
大
先
輩

か
ら
平
成
12
年
卒
の
後
輩
ま
で
、

幅
広
い
年
代
の
Ｏ
Ｂ
・
関
係
者
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
基

本
的
に
同
期
・
同
世
代
が
同
組
と

な
っ
て
の
プ
レ
ー
で
す
。
好
プ
レ

ー
・
珍
プ
レ
ー
続
出
に
笑
い
の
絶

え
な
い
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

表
彰
式
で
は
尾
島
会
長
の
挨
拶
、

学
校
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
贈
呈
に

続
き
、
各
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
、

入
賞
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
た
び

に
、
歓
声
と
ど
よ
め
き
、
そ
し
て

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。大

会
の
締
め
く
く
り
は
も
ち
ろ

ん
校
歌
斉
唱
。
昭
和
63
年
卒
「
昭

和
戊
辰
乃
会
」
で
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の

昭
和
₆₁
年
卒 

新
世
輝 

片
桐 

泰
裕

第
１９
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

校歌斉唱

尾島会長より恩師山田先生へ母校チャリティ
ーの贈呈

ラウンド前の様子
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光
岡
氏
の
リ
ー
ド
に
よ
り
、「
白

雲
な
び
く
」
の
大
合
唱
と
「
フ
レ

ー
フ
レ
ー
明
治
」
の
エ
ー
ル
が
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
包
み
ま
し
た
。

来
年
は
総
明
会
設
立
50
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
で
あ
り
、
当
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
も
50
回

記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
。
今
年
を

さ
ら
に
上
回
る
多
く
の
ご
参
加
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校

へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
参
加
者
全
員
の
皆

様
、
ご
協
賛
・
ご
寄
付
を
賜
り
ま

し
た
ご
提
供
者
の
皆
様
、
な
ら
び

に
素
晴
ら
し
い
会
場
を
ご
提
供
い

た
だ
き
、
当
大
会
の
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
千
葉
新
日
本

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
吉
田
支
配
人
様

ほ
か
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
大
会
が
無
事
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
を
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

書
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

2012年度総明会活動報告

寄付ご報告
金一封	 	
山浦	晟暉	様
佐藤	健一	様
尾島	育四郎	様
中村	正容	様
関谷	芳久	様
吉田	耕太郎	様
平野	一哉	様
井上	光将	様

賞品寄贈
明楽会	様
平野	一哉	様
宮井	俊樹	様（三井化学）
千葉新日本ゴルフ倶楽部	様

※多大なご寄付とご協賛を賜り、誠に有難うございました。

学校チャリティー報告
寄付

金壱万円
金壱万円
金壱万円
金壱万円
金壱万円
金壱万円
金壱万円
金伍千円

パター２本
ボストンバッグ、牛肉佃煮
モンダミンカップ入場券４枚
キャディーバッグ

１４万１千円

全２５学年、先生及び父母会による「個人順位戦」、各学年代表者３名または選抜
チームによる「学年対抗戦」のほか、「大先輩名人戦」として昭和３８年卒から昭和
４６年卒までの先輩方による「名人戦」、昭和３７年卒以前の先輩方による「大名
人戦」が行われました。４位以下の方は誌面の関係上省略させていただきました。 個人戦優勝の斉木麻州男氏

45 47 92 16.8 75.2
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昭
和
61
年
卒
「
新
世
輝
」
の
み

な
さ
ま
、
総
明
会
第
49
回
総
会
・

懇
親
会
の
開
催
、
ま
こ
と
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
幹

事
学
年
、
昭
和
60
年
卒
「
闘
紺
会
」

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
母
校
設
立
1
0
0
周

年
、
ま
た
、
来
年
は
総
明
会
50
周

年
と
い
う
周
年
行
事
に
挟
ま
れ
、

今
回
の
第
49
回
総
会
・
懇
親
会
を

い
か
に
特
色
あ
る
運
営
に
て
行
う

の
か
、
大
変
苦
心
し
た
の
で
は
と

推
察
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
新

た
な
世
紀
の
幕
開
け
で
あ
る
創
立

1
0
1
周
年
、
そ
し
て
半
世
紀
へ

の
足
掛
か
り
で
あ
る
49
周
年
と
い

う
輝
か
し
年
、
ま
さ
に
み
な
さ
ま

新
世
輝
の
「
輝
」
な
く
し
て
は
で

き
な
い
会
と
考
え
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
2
年
前
、
私

ど
も
闘
紺
会
の
面
々
も
総
明
会
の

総
会
や
懇
親
会
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
の
か
良
く
わ
か
ら

ず
、
ま
さ
に
手
さ
ぐ
り
の
状
態
に

て
幹
事
学
年
の
活
動
に
臨
み
ま
し

た
。
独
立
自
治
の
校
風
の
ご
と
く
、

自
由
闊
達
に
企
画
し
、
こ
と
を
運

べ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り

ま
し
た
が
、
反
面
、
前
も
っ
て
あ

る
程
度
全
体
の
流
れ
が
わ
か
れ
ば
、

も
っ
と
ス
ム
ー
ス
に
、
も
っ
と
効

率
よ
く
、
運
営
で
き
た
の
で
は
と

も
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次
代

を
担
う
み
な
さ
ま
方
に
無
理
を
承

知
で
「
実
地
参
加
」
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
最
初
は
恐
る
恐
る
私
ど

も
の
定
例
会
に
顔
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
メ
ン
バ
ー
も
一
人
増
え
、

二
人
増
え
と
、
参
加
者
が
増
え
、

そ
し
て
一
緒
に
諸
先
輩
方
の
同
期

会
等
に
お
邪
魔
し
た
り
と
、
と
も

に
活
動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
状
況
を
拝
見
す
る

に
、
私
ど
も
の
反
省
点
が
随
所
に

生
か
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し
、
無

理
を
言
っ
て
経
験
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
入
稿
す
る

時
期
は
6
月
末
。
あ
と
5
カ
月
後
、

過
去
49
回
の
う
ち
、
最
も
素
晴
ら

し
総
会
・
懇
親
会
が
実
現
す
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

同
期
の
メ
ン
バ
ー
力
を
合
わ
せ

て
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
₄₈
回
総
明
会
実
行
委
員
長 

昭
和
₆₀
年
卒 

闘
紺
会 

鈴
木 

重
之

前
年
度
幹
事
学
年
挨
拶
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第
49
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会

の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
総
明
会
が

毎
年
開
催
さ
れ
る
の
も
、
総
明
会

の
役
員
・
執
行
部
の
諸
先
輩
並
び

に
学
校
関
係
者
の
皆
様
の
た
ゆ
ま

ぬ
ご
尽
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
開
催

出
来
る
事
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
更
に
、
そ
の
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、本
年
度
幹
事
学
年「
新
世
輝
」

諸
先
輩
の
皆
様
、
本
日
ま
で
の
ご

準
備
に
か
な
り
の
時
間
、
労
力
を

費
や
さ
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。
大

変
に
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
総
明
会
終
了
時
か
ら
本

日
の
準
備
が
始
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
私
は
縁
ご
ざ
い
ま
し
て
、

幸
運
に
も
「
新
世
輝
」
の
先
輩
方

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
事
が

出
来
、
公
私
共
に
多
忙
で
あ
る
世

代
に
も
関
わ
ら
ず
、
諸
先
輩
お
一

人
お
一
人
が
役
目
を
果
た
さ
れ
、

一
つ
一
つ
形
に
し
て
行
く
様
子
を

勉
強
さ
せ
て
頂
き
、「
友
・
仲
間
」

「
明
治
」
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し

い
も
の
だ
な
と
痛
切
に
感
じ
ま
し

た
。こ

の
原
点
に
か
え
る
事
が
出
来

る
の
も
、「
総
明
会
」
が
あ
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
卒
業
後

四
半
世
紀
を
過
ぎ
改
め
て
母
校
の

行
事
に
参
加
出
来
る
の
は
貴
重
な

事
で
す
し
、
社
会
人
の
折
り
返
し

に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
の
時
期

に
、
旧
友
と
共
に
自
分
の
お
か
れ

て
い
る
現
状
を
見
つ
め
直
し
、
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
る
事
の
出
来
る

時
間
が
と
れ
る
の
は
、
自
身
の
人

生
に
と
り
ま
し
て
も
有
意
義
な
事

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

諸
先
輩
方
が
苦
労
し
な
が
ら
も

作
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
の
環
境
は
、

明
治
を
愛
す
る
同
窓
同
志
、
楽
し

く
集
い
、
語
ら
う
事
が
出
来
て
、

更
に
諸
先
輩
方
と
の
新
た
な
交
流

を
築
く
事
が
出
来
る
場
で
あ
り
、

こ
の
伝
統
を
守
り
、
引
継
ぎ
、
発

展
さ
せ
て
い
く
事
の
重
要
性
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

私
達
の
学
年
は
現
在
名
称
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。（
平
成
25
年
8
月

時
で
す
）
同
期
の
集
ま
り
も
無
く

寂
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

来
年
は
総
明
会
も
第
50
回
を
迎

え
る
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。
50

年
と
い
う
大
き
く
、
重
い
伝
統
の

「
た
す
き
」
を
受
け
取
る
に
は
相

応
し
い
状
況
で
は
な
い
の
で
す
が
、

幹
事
学
年
を
努
め
さ
せ
て
頂
く
に

当
た
り
ま
し
て
、
早
急
に
態
勢
を

整
え
、
こ
の
大
き
な
責
任
の
あ
る

年
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
様
に
努
力

精
進
を
致
す
所
存
で
す
。
諸
先
輩

方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
伝
統

は
絶
や
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
、

力
量
不
足
は
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
な
く
し
て
は

成
し
得
る
事
の
出
来
な
い
重
要
な

年
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
年
度
の
幹
事
学
年
と
し
て
一

人
で
も
多
く
の
同
窓
の
方
々
に
ご

参
加
頂
け
る
様
に
鋭
意
努
力
を
し
、

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

多
々
お
か
け
す
る
か
と
存
じ
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
諸
先
輩
方
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
₅₀
回
総
明
会
実
行
委
員

次
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

2012年度総明会活動報告
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第
₄₉
回
総
明
会
実
行
委
員
長
　
昭
和
₆₁
年
卒 

新
世
輝 

鵜
飼 

友
義

本
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

「
45
歳
に
な
っ
て
、
も
う
一
度
文

化
祭
準
備
委
員
を
や
る
よ
う
な
も

の
。
大
人
の
文
準
だ
よ
！
」

　

昨
年
、
闘
紺
会
の
み
な
さ
ん
か

ら
引
き
継
ぎ
を
頂
き
ま
し
て
新
世

輝
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

の
頃
、
私
は
同
期
の
み
ん
な
へ　

そ
う
言
っ
て
参
加
を
呼
び
か
け
て

お
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
私
ど
も

新
世
輝
は
、
昨
年
１
年
、
闘
紺
会

の
先
輩
方
と
一
緒
に
活
動
さ
せ
て

頂
け
た
お
か
げ
で
、
粗
方
や
る
事

は
理
解
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た

闘
紺
会
の
方
達
か
ら
も
「
俺
た
ち

以
上
な
」
と
少
し
ば
か
り
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
頂
戴
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
時
分
の
私
は
幹
事

学
年
と
い
う
気
負
い
が
あ
っ
た
の

か
、
去
年
以
上
の
総
会
懇
親
会
や

会
報
を
し
っ
か
り
や
り
遂
げ
る
事

ば
か
り
に
気
が
い
っ
て
周
り
を
鼓

舞
す
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
輩
方
に
お
会
い
す
る
と
「
た

い
へ
ん
だ
ろ
う
」「
あ
と
３
ヶ
月
！

頑
張
れ
よ
」
あ
る
い
は
「
応
援
し

て
い
る
ぞ
」
と
た
く
さ
ん
の
心
温

か
い
エ
ー
ル
を
頂
き
ま
す
。
幹
事

学
年
活
動
の
大
変
さ
を
良
く
知
る

先
輩
方
は
、
私
ど
も
幹
事
学
年
を

思
っ
て
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
と
、
大
変
あ
り
が
た
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
私
は
も
う
ひ
と

つ
別
の
感
情
が
芽
生
え
て
参
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
楽
し
い
と
い
う
事
。

先
輩
方
に
労
い
の
言
葉
を
頂
く
度

に
、
大
変
と
い
う
気
持
ち
よ
り
も

楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
と
返
し

た
く
な
る
の
で
す
。

　

寄
付
の
お
願
い
や
会
報
の
編
集
、

総
会
懇
親
会
に
向
け
て
の
準
備
な

ど
確
か
に
ま
だ
ま
だ
気
を
抜
け
ぬ

事
も
多
い
で
す
。
し
か
し
そ
れ
以

上
に
楽
し
い
と
思
え
る
の
は
、
た

く
さ
ん
の
先
輩
と
の
繋
が
り
が
出

来
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
面
識

も
無
く
初
め
て
会
う
先
輩
方
、
当

然
同
じ
時
期
に
在
学
し
て
い
る
ほ

ど
お
年
が
近
い
方
ば
か
り
で
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
お
会
い

し
た
そ
の
時
か
ら
、
こ
ん
な
に
も

親
し
く
、
そ
し
て
楽
し
く
話
し
が

弾
む
の
か
。
何
て
心
地
よ
く
、
楽

し
く
、
そ
し
て
心
強
い
の
か
。
こ

の
感
覚
が
驚
き
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
„
ア
明
治
ン
グ
！
＂

　

同
じ
出
身
校
と
い
う
事
が
、
こ

れ
ほ
ど
の
凝
集
力
と
な
る
と
は
。

そ
し
て
こ
の
出
会
い
が
ま
た
実
に

楽
し
い
。

　

も
し
明
治
高
校
に
宿
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
よ
う
な
も
の
が
そ
う
さ
せ
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
年
に
な
っ
て
か

ら
の
皆
様
と
の
出
会
い
は
、
恐
ら

く
明
中
明
高
に
入
学
し
た
時
点
で

決
ま
っ
て
い
た
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。

　
私
は
思
い
ま
す
。
総
会
•
懇
親

会
・
会
報
な
ど
を
や
り
遂
げ
る
事

以
上
に
大
事
な
も
の
、
そ
し
て
得

ら
れ
た
も
の
は
、
こ
の
“
繋
が

り
”
な
の
で
は
な
い
か
と
。

『
頂
き
を
目
指
す
』

～
繋
が
る
伝
統
を
世
界
へ
～

幹
事
学
年
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
!!

第
49
回
総
会
•
懇
親
会
で
み
な
さ

ま
に
お
会
い
出
来
る
事
を
心
よ
り

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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総
明
会
行
事

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会　
参
加
者
有
志
一
同	

金　

	

九
万
一
千
円

班
ク
ラ
ブ
O
B
会	

	

金　

	

八
万
八
千
円

学
校
関
係

明
治
白
駿
会　
有
志
一
同　
　
　

	

金　

	

十
万
三
千
円

明
大
校
友
会　
豊
島
地
域
支
部 　

	

金　

	

六
万
六
千
円

同
期
会　
班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
等

明
二
会　
　
　
（
昭
和
25
年
卒
）　	
金　

	
一
万
二
千
円

三
七
会　
　
　
（
昭
和
37
年
卒
）　	

金　

	
十
三
万
円

三
九
会　
　
　
（
昭
和
39
年
卒
）　	

金　

	

四
万
三
千
円

紫
讃
会　
　
　
（
昭
和
43
年
卒
）　	

金　

	

七
万
八
千
円

男
坂
倶
楽
部　
（
昭
和
44
年
卒
）　	

金　

	

八
万
七
千
円

明
紫
会　
　
　
（
昭
和
50
年
卒
）　	

金　

	

九
万
八
千
円

明
々
会　
　
　
（
昭
和
51
年
卒
）　	

金　

	

八
万
三
千
円

男
子
校
根
性
組（
昭
和
52
年
卒
）　	

金　

	

二
万
円

明
誠
会　
　
　
（
昭
和
54
年
卒
）　	

金　

	

十
四
万
四
千
円

紫
魂
会　
　
　
（
昭
和
55
年
卒
）　	

金　

	

七
万
六
千
円

第
₄₉
回
総
明
会 

御
寄
付
者一覧

（敬称略）（八月末現在）

明
翔
会　
　
　
（
昭
和
56
年
卒
）　

明
魂
会　
　
　
（
昭
和
57
年
卒
）　

明
輪
会　
　
　
（
昭
和
58
年
卒
）　	

明
心
会　
　
　
（
昭
和
59
年
卒
）　

闘
紺
会　
　
　
（
昭
和
60
年
卒
）　	

応
援
団
O
B
会　
　
　
　
　
　

   

吹
奏
楽
班
O
B
・
O
G
会　
　
　
　

歴
史
研
究
部
O
B
会	　
　
　
　

  

ご
と
う
会	　
　
　
　
　
　
　
　
　

卯
の
木
会	　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
村
会（
放
送
班
O
B
会
）　　
　

 	

ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭　
　
　
　
　
　

  

第
1
回
新
世
輝
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
一
同

金　

	

十
一
万
六
千
円

金　

	

六
万
円

金　

	

九
万
八
千
円	

金　

	

十
万
一
千
円

金　

	

二
十
六
万
八
千
円

金　

	

六
万
一
千
円

金　

	

五
万
四
千
円

金　

	

四
万
五
千
円

金　

	

三
万
八
千
円

金　

	

五
万
円

 

金　

	

一
万
円	

金　

	

五
万
四
千
円

金　

	

二
万
円
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金　
一
万
円

高
橋　
和
夫（
八
丈
島
高
校
昭
和
28
年
卒
）

持
丸　
孝
雄（
八
丈
島
高
校
昭
和
28
年
卒
）

府
川　
利
幸（
昭
和
31
年
卒
）

髙
村　
光
昭（
昭
和
37
年
卒
）

小
田
嶋
保
男（
昭
和
43
年
卒
）

内
田　
　
茂（
昭
和
47
年
卒
）

並
木　
清
志（
昭
和
47
年
卒
）

廣
野　
宏
士（
昭
和
47
年
卒
）

近
藤　
敏
彦（
昭
和
50
年
卒
）

井
家
上
哲
史（
昭
和
51
年
卒
）

岡
本　
雅
仁（
昭
和
51
年
卒
）

玉
置　
孝
一（
昭
和
54
年
卒
）

須
藤　
貢
一（
昭
和
56
年
卒
）

染
谷　
貴
男（
昭
和
57
年
卒
）

寺
山　
裕
也（
昭
和
60
年
卒
）

原　
　
健
治（
昭
和
60
年
卒
）

矢
澤（
西
野
）
徹（
昭
和
60
年
卒
）

中
谷　
英
樹（
昭
和
62
年
卒
）

個
人
の
寄
付
者	

金　
	

十
三
万
円

鈴
木　
重
之（
昭
和
60
年
卒
）

金　

	

十
万
円

平
野　
一
哉（
昭
和
59
年
卒
）

金　

	

二
万
円

小
田
川
玉
城（
昭
和
25
年
卒
）

比
留
間
竹
郎（
昭
和
45
年
卒
）

小
嶋　
眞
作（
昭
和
52
年
卒
）

金　

	

一
万
二
千
円

町
側　
尚
則（
昭
和
60
年
卒
）

　

明
治
高
校
「
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
」
に
際
し
て
、
総
明
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
11
月
17
日
、
明
治
大

学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ

ー
コ
モ
ン
に
お
い
て
明
治
大
学
付

属
明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝

賀
会
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
ご
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
明
会
と
し
て
、
総
額
３
千
万

円
余
の
寄
付
を
母
校
に
対
し
て
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
皆
様
方
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
厚
情
は
平
成
24
年
3

月
31
日
締
め
切
り
時
点
で
3
0
5

名
、
₁
７
，
６
７
１
，０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
明
会
会
長 

尾
島 

育
四
郎

１
０
０
周
年
記
念
事
業
寄
付
へ
の
御
礼
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天
野　
賢
吾　
　
斎
藤　
秀
行　
　
野
津　
真
男

池
田　
　
曜　
　
坂
野　
哲
也　
　
野
村
真
一
郎

石
森　
　
諭　
　
猿
田　
尚
弘　
　
萩
原　
　
健

市
川　
尚
武　
　
嶋
田　
茂
之　
　
長
谷
川
隆
洋

伊
藤　
幸
一　
　
清
水　
孝
浩　
　
早
川　
　
均

上
野　
拓
哉　
　
清
水　
稔
夫　
　
平
岩　
啓
史

鵜
飼　
友
義　
　
清
水　
敏
弘　
　
平
岡　
哲
幸

氏
家
喜
久
雄　
　
志
村　
康
樹　
　
藤
代　
　
哲

臼
田
真
一
郎　
　
杉
浦　
邦
雄　
　
本
間　
　
潤

宇
田
川
和
宏　
　
隅
田　
耕
司　
　
馬
越　
英
樹

宇
田
川
安
雄　
　
関　
　
寛
明　
　
松
原　
利
夫

大
江　
真
史　
　
染
谷　
昇
司　
　
松
村　
洋
平

大
竹
口　
進　
　
高
澤　
誠
司　
　
松
本　
年
一

大
谷　
良
二　
　
高
橋　
信
康　
　
丸
山
賢
一
郎

大
野　
敏
和　
　
高
橋　
伸
佳　
　
三
浦　
淳
司

大
和
田
和
治　
　
高
橋　
　
誠　
　
三
浦　
与
英

鬼
澤　
礼
志　
　
竹
沢　
　
栄　
　
宮
井　
丈
博

海
藤　
　
忍　
　
田
中　
　
尚　
　
守
田　
和
弘

柏
木　
　
仁　
　
田
端　
　
勉　
　
矢
田　
浩
一

片
桐　
泰
裕　
　
千
葉　
定
保　
　
山
本　
博
章

上
條　
秀
樹　
　
千
葉　
弘
也　
　
横
山　
一
実

亀
山　
郁
夫　
　
土
田　
正
昭　
　
吉
田　
　
学

菊
池　
明
彦　
　
堂
野　
雅
之　
　
吉
野　
正
敏

桐
生　
　
学　
　
長
田　
卓
史　
　
吉
原　
基
弘

栗
本　
宜
長　
　
中
村　
隆
之　
　
米
山　
幸
喜

小
池
真
一
郎　
　
生
井　
康
文　
　
渡
辺　
秀
明

小
峰
信
太
郎　
　
西
岡　
敏
弘

総額　725,830円

幹
事
学
年　
寄
付
者一覧

※総明会は、「個人情報の保護に関する法律」（個人情報保護法）に規定される個人情報取扱事業者として、独
自に「個人情報の保護に関する規則」を策定し、個人情報保護法・その他の法令に照らして適正且つ公正な手
段によって会員に関する情報を収集し、お預かりした情報を適切に取り扱うとともに、正確性・機密性の保
持に務めてまいります。この規則は、本会報の製作にも生かされております。

御
礼

　

第
49
回
総
明
会
開
催
並
び
に
会

報
の
発
行
に
当
た
り
、
皆
様
よ
り

多
大
な
る
ご
寄
付
並
び
に
広
告
の

ご
掲
載
を
賜
り
、
深
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
12
月
に
引
き
継
ぎ
を
受

け
、
本
年
度
は
私
共
「
新
世
輝
」

が
総
明
会
幹
事
学
年
と
し
て
寄
付

広
告
の
運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
活
動
に
際
し
、
多
く
の

諸
先
輩
方
の
「
明
治
魂
」
が
寄
付・

広
告
の
形
と
な
り
、
そ
し
て
温
か

い
ご
支
援
と
な
っ
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
大
変
感
動
致

し
ま
し
た
。
ま
た
、
幹
事
学
年
の

活
動
を
通
し
、
同
期
の
仲
間
を
は

じ
め
、
同
窓
の
諸
先
輩
方
・
後
輩

諸
氏
と
交
流
を
深
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。

　

我
ら
が
母
校
明
治
高
校
は
社
会

に
貢
献
で
き
る
素
晴
ら
し
い
人
材

を
多
く
輩
出
し
て
き
た
伝
統
校
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
幹
事
学
年

の
活
動
を
通
し
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
「
明
治
魂
」
を
明
治
高
校

同
窓
生
と
し
て
誇
り
を
胸
に
、
霊

峰
不
二
を
仰
ぎ
、
刻
苦
研
鑽
し
て

頂
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
歩
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

幹
事
学
年
と
し
て
一
生
に
一
度

の
貴
重
な
時
間
を
高
校
時
代
の
仲

間
と
共
に
送
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

新
世
輝 

寄
付
広
告
委
員
長

横
山
　一実
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第
1
章	
総
　
則

（
名
称
）

第
1
条	

本
会
は
、総
明
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
2
条	

本
会
は
、
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図

り
、且
つ
母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
及
び
会
計
処
理
）

第
3
条	

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

次
の
事
業
を
行
う
。

	

1 

母
校
に
対
す
る
賛
助
活
動
を
推
進
す	

	

る
こ
と
。

	

2 

会
員
名
簿
を
整
備
、管
理
す
る
こ
と
。

	

3 

会
報
な
ど
の
広
報
物
を
発
行
す
る
こ	

	

と
。

	

4 

同
期
会
の
結
成
を
助
成
し
、奨
励
す
る	

	

こ
と
。

	

5 

班
部
O
B
会
の
開
催
を
助
成
し
、奨
励	

	

す
る
こ
と
。

	

6 

そ
の
他
、本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た	
	

め
に
必
要
な
こ
と
。

　
　

②	

前
項
に
定
め
る
事
業
は
す
べ
て
一
般
会
計

と
し
て
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
は
、
理

事
会
の
議
決
と
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、

前
項
1
号
な
い
し
6
号
に
定
め
る
一
部
も

し
く
は
全
部
を
特
別
会
計
と
し
て
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
、所
在
地
）

第
4
条	

本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
設

け
る
。

　
　

②	

事
務
局
は
、
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学

校
内
に
置
く
。

第
2
章
　
会
　
員

（
会
員
資
格
）

第
5
条	

本
会
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治

大
学
八
丈
高
等
学
校
も
し
く
は
明
治
高
等

学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し

た
こ
と
の
あ
る
も
の
を
会
員
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
終
身
会
費
）

第
6
条	

会
員
は
、
入
会
の
時
に
入
会
金
及
び
終
身

会
費
を
本
会
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

入
会
費
及
び
終
身
会
費
の
額
な
ら
び
に
そ

の
徴
収
の
方
法
は
、
理
事
会
が
明
治
大
学

付
属
明
治
高
等
学
校
校
長（
以
下
「
校
長
」

と
い
う
）の
同
意
を
得
て
定
め
る
。

（
特
別
会
員
）

第
7
条	

母
校
の
教
職
員
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
職

に
あ
っ
た
も
の
を
特
別
会
員
と
す
る
。

　
　

②	

特
別
会
員
は
、
本
会
が
行
う
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
章
　
役
　
員

（
役
員
の
種
類
及
び
定
員
）

第
8
条	

本
会
に
理
事
10
人
以
上
20
人
以
内
及
び
監

事
2
人
を
置
く
。

　
　

②	

本
会
に
会
長
1
人
、副
会
長
3
人
以
内
、

専
務
理
事
1
人
、
事
務
局
長
1
人
、
会
計

1
人
を
置
く
。

　
　

③	

必
要
で
あ
れ
ば
、
本
会
に
常
務
理
事
を
若

干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
9
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
は
、
別
に
定
め

る
「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」
に
基

づ
い
て
選
定
し
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会

の
承
認
を
受
け
、
総
会
の
決
議
を
も
っ
て

こ
れ
を
選
任
す
る
。
会
長
及
び
副
会
長
は

そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。
但
し
、

任
期
中
途
で
会
長
及
び
副
会
長
を
補
充
す

総
明
会（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
同
窓
会
） 

会
則
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べ
き
場
合
は
、「
会
長
及
び
副
会
長
選
出

規
定
」に
準
じ
て
選
定
し
、理
事
会
及
び
評

議
員
会
の
承
認
を
得
て
選
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
は
選
任
直
後
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
理
事
並
び
に
監

事（
以
下
「
会
長
選
任
役
員
」と
い
う
）は
、

会
員
の
中
か
ら
、
会
長
が
選
任
す
る
。
会

長
選
任
役
員
は
、
選
任
後
最
初
の
評
議
員

会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、選

任
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
れ
に

よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と

き
は
、会
長
は
欠
員
の
な
い
よ
う
に
直
ち
に

役
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

③	

専
務
理
事
、
常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
並

び
に
会
計
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、会

長
が
理
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

④	

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、再

任
を
妨
げ
な
い
。

　
　

⑤	

会
長
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、い
つ
で

も
会
長
選
任
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠

員
が
生
じ
た
と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
無

い
よ
う
に
直
ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑥	

理
事
は
評
議
員
を
兼
務
で
き
な
い
。

（
理
事
会
）

第
10
条	

本
会
の
会
務
の
執
行
は
、
理
事
会
が
こ
れ

を
決
す
る
。

　
　

②	

理
事
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

④	

理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
が
指

名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

⑤	

理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数

で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

⑥	

理
事
は
書
面
に
よ
り
理
事
会
の
決
議
に
加

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑦	

監
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
長
等
の
職
務
）

第
11
条	

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、会
務
を
総
理
、執

行
す
る
。

　
　

②	
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故

あ
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
し
た

順
位
に
し
た
が
い
会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
　

③	

専
務
理
事
は
、
会
長
の
指
揮
の
も
と
に
会

務
を
総
括
し
て
つ
か
さ
ど
り
、か
つ
事
務
局

を
総
括
す
る
。

　
　

④	

常
務
理
事
は
、専
務
理
事
を
補
佐
す
る
。

　
　

⑤	

事
務
局
長
は
、
専
務
理
事
の
指
揮
の
も
と

に
事
務
局
を
統
括
す
る
。

　
　

⑥	

会
計
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
行
う
。

　
　

⑦	

理
事
は
、会
務
を
分
担
す
る
。

（
監
事
の
職
務
）

第
12
条	

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　
　

②	

監
事
は
、
監
査
の
結
果
を
定
時
総
会
に
報

告
す
る
。

（
名
誉
役
員
）

第
13
条	

本
会
に
名
誉
会
長
、名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、

相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、
相
談

役
は
、
本
会
又
は
母
校
に
永
年
に
わ
た
り

特
別
に
功
労
の
あ
っ
た
も
の
の
内
か
ら
理

事
会
が
推
薦
し
、
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

③	

学
校
法
人
明
治
大
学
の
総
長
、
学
長
は
、

そ
の
在
任
中
、
名
誉
顧
問
と
し
て
こ
れ
を

推
戴
す
る
。

　
　

④	

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
の
校
長

は
、そ
の
在
任
中
、顧
問
を
そ
れ
ぞ
れ
推
戴

す
る
。

　
　

⑤	

相
談
役
は
、
会
務
に
永
年
に
わ
た
り
功
労

の
あ
っ
た
者
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を

委
嘱
す
る
。

総明会（明治大学付属明治高等学校同窓会） 会則
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第
4
章
　
総
会
及
び
懇
親
会

（
総
会
の
招
集
）

第
14
条	

定
時
総
会
は
毎
年
1
回
開
催
し
、
臨
時
総

会
は
必
要
の
あ
る
と
き
に
開
催
す
る
。

　
　

②	
総
会
は
、会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

③	

総
会
の
招
集
は
、
本
会
が
発
行
す
る
会
報

に
掲
載
し
、も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で
会

員
に
通
知
し
て
行
う
。

（
総
会
の
議
事
）

第
15
条	

総
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び

そ
の
他
の
重
要
な
事
項
の
う
ち
理
事
会
が

提
案
し
、
評
議
員
会
が
必
要
と
認
め
た
事

項
を
総
会
に
お
け
る
審
議
事
項
と
し
て
決

議
す
る
。

　
　

②	

総
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
の
指
名

し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

③	

総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
で

こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
時
は
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
懇
親
会
の
開
催
）

第
16
条	

懇
親
会
は
、
会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
て

毎
年
1
回
開
催
す
る
。

　
　

②	

懇
親
会
の
開
催
に
関
す
る
事
項
は
、
理
事

会
が
決
定
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、

会
長
が
会
員
に
通
知
す
る
。
こ
の
通
知
は
、

総
会
の
召
集
通
知
に
準
じ
て
行
う
。

第
5
章
　
委
員
会

（
委
員
会
の
設
置
）

第
17
条	

本
会
は
、第
2
条
の
目
的
の
達
成
及
び
第

3
条
の
規
定
に
掲
げ
る
事
業
の
遂
行
の
た

め
に
必
要
な
事
項
を
調
査
、
研
究
、
審
議

し
、
ま
た
は
実
施
す
る
機
関
と
し
て
委
員

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
、
会
則
に
定
め
る
ほ
か
理
事
会

の
決
議
に
よ
り
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
は
、委
員
長
1
人
及
び
委
員
2
人
以

上
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

④	

委
員
長
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、委
員
は
、会
員
及
び
特

別
会
員
の
中
か
ら
会
長
の
同
意
を
得
て
委

員
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

⑤	

委
員
会
は
、委
員
長
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

　
　

⑥	
委
員
長
は
、
そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と

な
る
。

第
6
章
　
評
議
員
及
び
評
議
員
会

（
評
議
員
）

第
18
条	

本
会
に
、卒
業
学
年
毎
に
2
人
以
内
の
評

議
員
を
置
く
。
同
期
会
は
、同
期
会
の
会
員

の
う
ち
か
ら
評
議
員
を
選
任
し
て
本
会
に

届
け
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
総
明
会
に
登

録
し
た
班
部
O
B
会
毎
に
1
人
の
評
議
員

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
評
議
員
を
選
任
し

た
場
合
は
、本
会
に
届
け
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、も
し
く

は
同
期
会
に
お
い
て
評
議
員
を
選
任
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、会
長
は
、当
該

学
年
の
た
め
に
同
学
年
の
中
か
ら
仮
評
議

員
を
選
任
で
き
る
。

　
　

③	

総
明
会
に
登
録
す
べ
き
班
部
O
B
会
が
結

成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
班
部
O
B

会
に
評
議
員
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

④	

同
期
会
の
評
議
員
と
班
部
O
B
会
の
評
議

員
は
兼
任
で
き
な
い
。

（
評
議
員
の
職
務
）

第
19
条	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、評
議
員
会
に
出

席
す
る
ほ
か
、
本
会
の
事
務
の
う
ち
そ
の
属

す
る
学
年
も
し
く
は
同
期
会
及
び
班
部
O
B

会
の
関
係
で
必
要
な
事
務
を
処
理
す
る
。

　
　

②	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
適
宜
代
行
者

を
選
任
し
て
評
議
員
会
へ
の
出
席
、
そ
の

他
の
事
務
処
理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
評
議
員
会
）

第
20
条	

評
議
員
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項

及
び
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
議
決

す
る
。
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②	

評
議
員
会
は
、
会
長
が
適
宜
こ
れ
を
招
集

す
る
。

　
　

③	

評
議
員
会
の
議
長
は
、
会
長
も
し
く
は
評

議
員
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が

あ
た
り
、そ
の
進
行
は
事
務
局
長
が
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
評
議
員
、
仮

評
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

第
7
章
　
同
期
会

（
同
期
会
）

第
21
条	

会
員
は
、
学
年
ご
と
に
同
期
会
を
組
織
す

る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、同
期
会
名
簿
を
整
備
し
、運
営

に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　

③	

同
期
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の
職

務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

④	

同
期
会
は
、
同
期
会
の
総
会
を
開
催
し
た

と
き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
8
章
　
班
部
O
B
会

（
班
部
O
B
会
）

第
22
条	

会
員
は
、
在
学
中
在
籍
し
た
班
部
ご
と
に

班
部
O
B
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
名
簿
を
整
備
し
、

運
営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議

員
の
職
務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　

④	

班
部
O
B
会
は
、
O
B
会
の
総
会
を
開
催

し
た
と
き
は
、
本
会
に
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。

第
9
章
　
会
　
計

（
会
計
の
分
類
と
会
計
年
度
）

第
23
条	

本
会
の
会
計
処
理
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
区
分
し
て
行
い
、
特
別
会
計
は
こ

の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
の
他
、
理
事

会
に
お
い
て
特
に
定
め
た
会
計
に
関
す
る

会
計
処
理
、
一
般
会
計
は
特
別
会
計
を
除

い
た
す
べ
て
の
会
計
処
理
と
す
る
。

　
　

②	
本
会
の
会
計
年
度
は
、毎
年
4
月
1
日
に

始
ま
り
、翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
。

（
基
金
）

第
24
条	

理
事
会
は
、
本
会
の
財
政
基
盤
を
安
定
さ

せ
、
ま
た
第
3
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行

資
金
を
形
成
す
る
た
め
基
金
を
積
立
て
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
は
、特
別
会
計（
以
下「
基
金
特
別
会

計
」と
い
う
）で
処
理
す
る
。

　
　

③	

入
会
費
、
寄
付
金
の
う
ち
理
事
会
で
基
金

に
組
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
、並
び

に
基
金
へ
組
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

寄
付
金（
以
下
「
特
別
基
金
」と
い
う
）は
、

基
金
と
し
て
基
金
特
別
会
計
に
計
上
し
、

こ
の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
き
支

弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

④	

基
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基

金
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

⑤	

基
金
へ
の
組
入
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
の

総
額
に
満
つ
る
ま
で
優
先
し
て
こ
れ
に
充

当
す
る
。

　
　

⑥	

財
政
基
盤
基
金
の
総
額
は
、
総
会
の
決
議

に
よ
り
決
定
し
も
し
く
は
変
更
す
る
。
こ

の
場
合
、
第
26
条
の
定
め（
特
別
決
議
）を

準
用
す
る
。

　
　

⑦	

財
政
基
盤
基
金
は
、
原
則
と
し
て
取
崩
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
総
会
に
お
い

て
承
認
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
、
第
28
条
の
定
め（
特
別
決

議
）を
準
用
す
る
。

　
　

⑧	

基
金
の
う
ち
、
財
政
基
盤
基
金
の
総
額
を

超
え
る
額
を
事
業
遂
行
基
金
と
す
る
。

　
　

⑨	

事
業
遂
行
基
金
は
、第
3
条
1
項
1
号
に

定
め
る
事
業
も
し
く
は
理
事
会
で
決
議
し

た
事
業
に
支
弁
す
る
た
め
、
理
事
会
及
び

総明会（明治大学付属明治高等学校同窓会） 会則
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評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
こ
れ
を
取
崩
し
、

当
該
事
業
の
た
め
に
支
弁
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
　

⑩	
会
長
は
、
緊
急
に
対
処
を
要
す
る
と
認
め

た
事
項（
以
下「
緊
急
処
理
事
項
」と
い
う
）

の
た
め
に
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、事
業

遂
行
基
金
を
取
崩
し
緊
急
処
理
事
項
に
支

弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
会
長

は
、緊
急
処
理
事
項
が
生
じ
た
後
、最
初
に

開
催
さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
、
当
該
事
項

の
緊
急
性
及
び
事
業
遂
行
基
金
取
崩
し
の

必
要
性
を
説
明
し
、
取
崩
し
に
つ
い
て
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑪	

事
業
遂
行
基
金
を
支
弁
し
て
行
う
事
業
を

検
討
す
る
た
め
、
本
会
に
基
金
事
業
委
員

会
を
設
置
す
る
。
第
17
条
4
項
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
委
員
会
は
委
員
長
1

人
と
委
員
8
人
を
も
っ
て
構
成
し
委
員
は

理
事
の
中
か
ら
委
員
長
が
選
任
す
る
。

（
経
費
）

第
25
条　

本
会
の
経
費
は
、
入
会
費（
た
だ
し
基
金

組
入
れ
分
を
除
く
）、終
身
会
費
及
び
寄
付

金（
た
だ
し
基
金
組
入
れ
分
を
除
く
）並
び

に
一
般
会
計
に
属
す
る
財
産
か
ら
生
じ
る

果
実
そ
の
他
特
別
会
計
に
属
さ
な
い
収
入

を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

（
予
算
）

第
26
条	

会
長
は
、会
計
年
度
の
終
了
す
る
前
に
、理

事
会
の
承
認
を
得
て
翌
会
計
年
度
の
予
算

を
作
成
す
る
。
翌
会
計
年
度
の
予
算
は
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、
総
会
に
提
出

し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

前
項
に
よ
り
、会
長
は
、そ
の
会
計
年
度
の

最
後
に
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
翌
会
計

年
度
の
予
算
を
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得

た
場
合
は
、
翌
会
計
年
度
の
初
め
か
ら
総

会
開
催
の
日
ま
で
の
間
、
そ
の
予
算
を
執

行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
決
算
）

第
27
条	

本
会
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
監
事
が
こ

れ
を
監
査
し
、
会
長
が
こ
れ
を
総
会
に
提

出
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	
基
金
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
お
い
て

は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を

区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
の
概
要
及
び

決
算
時
の
在
り
高
の
ほ
か
、
特
別
基
金
の

累
計
額
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
10
章
　
補
　
則

（
特
別
決
議
）

第
28
条	

本
会
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
に
お
け
る

出
席
会
員
の
4
分
の
3
以
上
の
多
数
に
よ

る
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
29
条	

会
員
は
、氏
名
、住
所
及
び
職
業
を
変
更
し

た
と
き
は
本
会
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
員
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の

と
す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
O
B
会
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

附
　
則

（
経
過
措
置
1
）

第
1
条	

（
年
会
費
同
期
会
）

	

前
回
の
会
則
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
平
成

11
年
1
月
1
日
以
前
に
会
員
と
な
っ
た
者

で
構
成
さ
れ
る
同
期
会（
以
下
「
年
会
費

同
期
会
」と
い
う
）が
納
入
す
る
年
会
費
に

つ
い
て
は
、
次
に
会
則
改
正
の
あ
る
ま
で

改
正
前
の
第
7
条
の
定
め
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

第
2
条	

（
年
会
費
）

	

同
期
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、第
25
条

の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
経
過
措
置
2
）

第
1
条	

（
年
会
費
班
部
O
B
会
）
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班
部
O
B
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入

方
法
は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

第
2
条	
（
年
会
費
）

	

班
部
O
B
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第

25
条
の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、平
成
18
年
12
月
3

日
よ
り
施
行
す
る
。

（
参
考
）

改
正
前
第
7
条（
年
会
費
）

	

同
期
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と

す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入
方
法

は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

総
明
会
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定

会
則
第
9
条
1
項
に
基
づ
き
、
会
長
及
び
副
会
長
の

選
出
は
本
規
程
に
よ
り
行
う
。

（
選
出
委
員
会
の
設
置
、解
散
、委
員
の
選
出
）

第
1
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
行
う
場
合
は

「
選
出
委
員
会
」（
以
下
委
員
会
と
い
う
）を

設
置
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
役
員
改
選
又
は
補
充
の
時
期
に

合
わ
せ
て
、十
分
な
期
間
を
考
慮
し
、理
事

会
が
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
の
構
成
は
、委
員
長
1
人
、
委
員

6
人
と
す
る
。
委
員
の
選
出
は
理
事
会
及

び
評
議
員
会
で
各
々
3
人
と
す
る
。
委
員

長
は
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

　
　

④	

委
員
会
の
解
散
は
、
総
会
に
お
い
て
会
長

及
び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
た
時
点
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
選
出
、承
認
に
つ
い
て
）

第
2
条	

委
員
会
は
、
会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に

あ
た
り
、推
薦
及
び
立
候
補
を
受
付
け
、そ

の
者
を
も
っ
て
候
補
者
と
す
る
。

　
　

②	

候
補
者
の
中
よ
り
、
会
長
及
び
副
会
長
候

補
者
を
選
出
す
る
。
選
出
に
お
い
て
は
全

員
一
致
を
原
則
と
す
る
が
、
定
員
に
絞
り

込
め
な
い
場
合
は
、
そ
の
状
態
で
選
出
終

了
と
す
る
。

　
　

③	
理
事
会
は
、
委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
は
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

⑤	

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
会
長
、

副
会
長
は
、総
会
の
決
議
を
も
っ
て
、こ
れ

を
選
任
す
る
。

（
理
事
会
の
承
認
）

第
3
条	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者
が

1
名
の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て
過
半
数
の

信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者
が

2
名
以
上
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て
投

票
を
行
い
、
最
も
得
票
数
の
多
い
候
補
者

を
会
長
候
補
者
と
し
て
承
認
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候
補
者

が
3
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て
過
半

数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と

す
る
。

　
　

④	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候
補
者

が
4
名
以
上
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て

投
票
を
行
い
、
得
票
数
の
多
い
順
に
3
名

を
副
会
長
候
補
者
と
し
て
承
認
す
る
。

（
評
議
員
会
の
承
認
）

第
4
条	

理
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
及
び
副
会

長
候
補
者
は
、
評
議
員
会
に
お
い
て
過
半

数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と

す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
資
格
）

第
5
条	

会
長
及
び
副
会
長
は
、
総
明
会
会
員
と
し

て
20
年
以
上
在
籍
し
、か
つ
評
議
員
又
は
理

事
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
資
格
と
す
る
。

こ
の
規
定
は
、
平
成
18
年
12
月
3
日
よ
り
施
行
す
る

も
の
と
す
る
。
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編
集
後
記

会
報
を
発
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
諸
先
輩
方
を

は
じ
め
と
す
る
総
明
会
関
係
者
や
金
子
校
長
、
教
職

員
の
先
生
方
、
生
徒
さ
ん
達
並
び
に
学
校
関
係
者
に

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
12
月
に
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
会
報
委
員
長
を
拝
命
し
、
衛
藤
会
報
委
員
長
を
は

じ
め
会
報
委
員
会
の
諸
先
輩
方
に
毎
回「
叱
咤
激
励
」

を
い
た
だ
き
、
企
画
を
練
り
、
修
正
す
る
と
い
う
作

業
を
繰
り
返
し
あ
っ
と
い
う
間
の
９
か
月
で
し
た
。

振
り
返
れ
ば
誌
面
作
り
で
、
ま
だ
ま
だ
知
恵
や

工
夫
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？　
も
う
少

し
段
取
り
よ
く
で
き
た
の
で
は
な
い
か
？　
な
ど
思

う
所
は
多
々
あ
り
ま
す
が
何
と
か
形
に
す
る
事
が
出

来
た
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
大
変
で
し
た
が
私
に

と
っ
て
は
、
先
輩
や
同
期
、
そ
し
て
後
輩
と
様
々
な

年
代
の
方
々
と
共
に
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
の
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
会
報
を
読
ん
で
下
さ
っ
た
方
の

多
く
が
明
治
高
校
の
卒
業
生
や
在
校
生
と
の
繋
が
り

を
再
認
識
し
、
自
分
な
り
に
そ
れ
ら
の
繋
が
り
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
会
報
委
員
長　
野
津 

真
男
）
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住
所
変
更
時
の
お
願
い

お
礼
と
お
詫
び

第
₄₉
回 

総
明
会
実
行
委
員
会

総
明
会
で
は
、
総
明
会
会
報
・

総
明
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
皆
様

の
お
手
元
に
、
一
通
で
も
多
く
確

実
に
届
く
よ
う
各
学
年
の
評
議
委

員
を
通
じ
て
総
明
会
会
員
名
簿
の

管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
引
越
し
等
で
住
所
が
変
わ
ら

れ
た
方
は
お
手
数
で
す
が
、
左
記

総
明
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

こ
の
会
報
誌
発
行
に
あ
た
り
、

多
く
の
総
明
会
会
員
の
皆
様
か
ら
、

ご
寄
稿
及
び
貴
重
な
お
写
真
の
提

供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
報
委

員
会
一
同
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

誌
面
の
都
合
上
、
全
部
を
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
文
章
中
に
お
い

て
も
、
万
人
が
読
み
や
す
い
表
現

に
統
一
を
は
か
る
た
め
、
会
報
委

員
の
責
任
で
割
愛
・
表
現
を
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
報
委
員
全
員
で
文
章
を
校
正

し
ま
し
た
が
、
至
ら
ぬ
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す

様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

実
行
委
員
長　
　
　
　
鵜
飼　
友
義

事
務
局　
　
　
　
　
　
土
田　
正
昭

　
　
　
　
　
　
企
画　
吉
野　
正
敏　
　
　
　
　
臼
田
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
予
算　
清
水　
稔
夫　
　
名
簿　
長
谷
川
隆
洋

会
報
委
員　
　
　
　
　
野
津　
真
男　
　
　
　
　
萩
原　
　
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
田　
浩
一　
　
　
　
　
三
浦　
与
英
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典
委
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中
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高
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菊
池　
明
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橋　
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上
野　
拓
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
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馬
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平
岡　
哲
幸

ゴ
ル
フ
委
員　
　
　
　
片
桐　
泰
裕　
　
　
　
　
清
水　
孝
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
村　
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高
澤　
誠
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平
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啓
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会
計
委
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清
水　
稔
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熊倉 章雄



明
治
中
學
校 

校
歌

　
　
　

 

作
詞　

武
島　

羽
衣

　
　
　

 

作
曲　

楠
見
恩
三
郎

　

一
章

　
　

帝
都
の
真
中
駿
河
臺 

　
　
　

遙
か
に
望
む
富
士
の
ね
の

　
　

高
き
に
理
想
の
影
追
ひ
て

　
　
　

集
る
健
児
勇
ま
し
や

　

二
章

　
　

学
び
の
高
嶺
文
の
海
、

　
　
　

嶮
し
く
荒
き
行
末
を

　
　

懼
れ
ず
笑
み
て
進
み
ゆ
く

　
　
　

我
等
が
意
氣
は
天
を
呑
む

　

三
章

　
　

忠
と
孝
の
大
糸
を
、

　
　
　

色
ど
る
正
義
、
愛
、
誠

　
　

我
等
が
胸
を
か
ざ
る
べ
き

　
　
　

大
和
錦
の
美
な
ら
ず
や

　

四
章

　
　

世
界
に
王
た
る
日
の
本
の

　
　
　

國
民
の
基
と
身
を
な
し
て

　
　

我
等
が
校
の
名
を
揚
け
む

　
　
　

我
等
が
國
の
威
を
揚
け
む

校

　
　歌

　
　

 

作
詞　

児
玉  

花
外

 　
　

作
曲　

山
田  

耕
筰

　

一
、 

白
雲
な
び
く
駿
河
台

 

眉
秀
で
た
る
若
人
が

 

撞
く
や
時
代
の
暁
の
鐘

 

文
化
の
潮
み
ち
び
き
て

 

遂
げ
し
維
新
の
栄
に
な
ふ

 

明
治
そ
の
名
ぞ
吾
等
が
母
校

 

明
治
そ
の
名
ぞ
吾
等
が
母
校 

　

二
、 

権
利
自
由
の
揺
籃
の

 

歴
史
は
古
く
今
も
な
ほ

 

強
き
光
に
輝
け
り

 

独
立
自
治
の
旗
翳
し

 

高
き
理
想
の
道
を
行
く

 

我
等
が
健
児
の
意
気
を
ば
知
る
や

 

我
等
が
健
児
の
意
気
を
ば
知
る
や 

　

三
、 

霊
峰
不
二
を
仰
ぎ
つ
つ

 

刻
苦
研
鑚
他
念
な
き

 

我
等
に
燃
ゆ
る
希
望
あ
り

 

い
で
や
東
亜
の
一
角
に

 

時
代
の
夢
を
破
る
べ
く

 

正
義
の
鐘
を
打
ち
て
鳴
ら
さ
む

 

正
義
の
鐘
を
打
ち
て
鳴
ら
さ
む
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